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中学生による日豪友好交流

オーストラリアのコーローハイスクールの生

徒が明和中学校に体験入学し、明中生徒と共

に七宝焼きのキーホルダー作りに挑戦するな

ど日豪友好交流を深めました。

今月の主な紙面

•平成1 1 年度各種会計決算を認定…②～⑥

・幼稚園児・保育園児募集………………⑦

・広がった豪州との国際交流の輪…⑫～⑬

・ダイヤモンド婚者・金婚者顕彰…⑭～⑮



固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

田
口
辰
さ
ん
が
九
月
三
十
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
後
任
に

野本和市さん

築
比
地
榮
さ
ん

玉
井

野
本
和
市
さ
ん

落
合

委
員
会
委
員
に

固
定
資
産
評
価
審
査

第
三
回

一
次
さ
ん

町
議
会
定
例
会

第
三
回
町
議
会
定
例
会
は
九
月
十
三
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
会
期
十
三
日
間
で
開
か
れ
、
平
成
十
一

年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
種
特
別
会
計
決
算
等
の

認
定
や
固
定
資
産
評
価
審
盃
委
員
会
委
員
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
な
ど
十
八
案
件
（
町
長
提
出
十
七

件
・
議
員
提
出
一
件
）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
王
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

野
本
和
市
さ
ん

(
6
8歳
・
千
津
井
）
を

同
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

三
郎
さ
ん

゜

教
育
委
員
会
委
員
に

落合三郎さん

教
育
委
員
会
委
員
の
始
澤
重
信
さ
ん

が
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
の
で
、
後
任
に
落
合
三
郎
さ

ん
（
川
俣
•
6
0
歳
）
を
同
委
員
に
任
命

を
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
渦
了
と

な
る
教
育
委
員
会
委
員
の
玉
井
一
次
さ

ん
（
江
口
•
6
7
歳
）
を
再
度
、
同
委
員

に
任
命
を
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
教
育
委
員
会
委
員
の
築
比
地
榮
さ

ん
（
邑
楽
町
•
6
7
歳
）
を
再
度
、
同
委

平
成
1
1
年
度
各
種
会
計
決
算
を
認
定

築比地榮さん 玉井一次さん
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食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ

く
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
、
農
業
災
害
に
よ
る
損
失
補
て
ん
施

策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
事
業
で
、
県
の

同
条
例
が
改
正
と
な
り
、
こ
れ
に
協
調

す
る
た
め
町
の
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
二
年
十
月

一
日
か
ら
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
五
0
七
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
三
億
九
、
七
六
五
万
六
千
円

に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
被
用
者
・
非
被
用
者

就
学
前
特
例
給
付
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
な
ど
の
追
加
に
伴
う
補
正

で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
地
方
交
付
税
一
、
四
五
一
万
六
千

円
（
七
億
一
、
四
五
一
万
六
千
円
）

◇
県
支
出
金
五
五
万
四
千
円

（
一
億
三
、0
九
九
万
一
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
三
五
万
四
千
円

（
五
億
六
、
一
七
八
万
九
千
円
）

◇
民
生
費
四
一
万
円

平
成
1
2年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

町
農
業
災
害
対
策
特
別

措
置
条
例
の
全
部
改
正

員
に
任
命
を
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
1
2年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
八
億
五
、
一
五
五
万
円
）
．

◇
衛
生
費
ニ
―
万
一
千
円

（
三
億
七
、
四
一0
万
二
千
円
）

◇
土
木
費
一
、
四

0
九
万
五
千
円

（
九
億
六
、
三
五
一
万
三
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
五
九
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
七
億
三
、
五
五
九
万
五
千
円
に

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
介
護
保
険
法
の
施
行
に
伴

い
連
合
会
支
出
金
の
介
護
円
滑
導
入
給

付
金
や
前
年
度
の
国
庫
負
担
金
を
返
還

す
る
た
め
の
追
加
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
繰
越
金
一
七
七
万
六
千
円

（
八
三
九
万
六
千
円
）

◇
連
合
会
支
出
金
一
八
一
万
九
千
円

（
一
八
一
万
九
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
一
八
一
万
九
千
円

（
二
、
六
七
七
万
六
千
円
）

◇
諸
支
出
金
一
七
七
万
六
千
円

（
一
九
七
万
二
千
円
）
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既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
億
四
、
六
五
一
万
一
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
一

0
億
二
、
0
四
三

万
四
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主

に
幹
線
管
渠
等
実
施
設
計
費
、
幹
線
管

渠
工
事
費
等
の
追
加
に
伴
う
補
正
で

す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
国
庫
支
出
金
五
、

0
0
0

万
円

（
三
億
二
五0
万
円
）

◇
繰
入
金
一
、
四

0
九
万
五
千
円

（
四
億
七
七
六
万
円
）

◇
繰
越
金
六
六
七
万
六
千
円

（
六
七
二
万
六
千
円
）

◇
諸
収
入
二
二
六
万
円
減

（
九
四
万
八
千
円
）

◇
町
債
七
、
八

0
0
万
円

（
三
億
二
五0
万
円
）

歳
出

◇
下
水
道
費
一
億
四
、
六
五
一
万
一

千
円
（
六
億
七
、
五
六
二
万
円
）

町
教
育
委
員
会
は
、
十
月
一
日
開

か
れ
、
教
育
長
に
再
度
、
築
比
地
榮

さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。
町
教
育
委

教
育
長
に
築
比
地
榮
さ
ん

平
成
1
2年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

◇
平
成
十
二
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道

事
業
明
和
第
一
号
幹
線
管
渠
築
造
工
事

（
十
二I
-
|

―
工
区
）
の
た
め
、
建

設
業
者
九
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格
一

億
一
、
五
五
0
万
円
（
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
含
む
）
で
、
大
成
建
設
株

式
会
社
関
東
支
店
（
大
宮
市
桜
木
町
）

が
落
札
し
、
議
会
の
議
決
を
得
て
建
設

工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

◇
平
成
十
二
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道

事
業
明
和
第
一
号
幹
線
管
渠
築
造
工
事

（
十
ニ
ー
一
ー
ニ
エ
区
）
の
た
め
、
建

設
業
者
八
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格
一

億
九
―
1
0万
円
（
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
含
む
）
で
、
株
式
会
社
奥
村
組

北
関
東
支
店
（
浦
和
市
岸
町
）
が
落
札

し
、
議
会
の
議
決
を
得
て
建
設
工
事
請

負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

員
会
の
任
命
辞
令
に
よ
り
、
十
月
一

日
か
ら
教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

こ
。t
 工

事
請
負
契
約
の
締
結

ふーーぷ

架け替えが予定されている
国道122号昭和橋

◇
平
成
十
二
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道

事
業
明
和
第
一
号
幹
線
管
渠
築
造
工
事

（
十
二I
-
I

三
工
区
）
の
た
め
、
建

設
業
者
八
杜
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格
七
、

九
八
0
万
円
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
含
む
）
で
、
河
本
工
業
株
式
会
社

（
館
林
市
北
成
島
町
）
が
落
札
し
、
議

会
の
議
決
を
得
て
建
設
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

◇
平
成
十
二
年
度
明
和
町
公
共
下
水
道

事
業
明
和
第
一
号
幹
線
管
渠
築
造
工
事

（
十
ニ
ー
一
ー
四
工
区
）
の
た
め
、
建

設
業
者
七
杜
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格
八
、

九
二
五
万
円
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
含
む
）
で
、
荒
井
建
設
株
式
会
社

（
明
和
町
大
佐
貰
）
が
落
札
し
、
議
会

の
議
決
を
得
て
建
設
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
に

提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

道
路
整
備
と
道
路
特
定
財
源
制
度

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

平
成
1
1年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
一

統
合
し
た
保
育
園
・
幼
稚
園
の
建
設
等
に

平
成
十
一
年
度
の
予
算
執
行
に
当
愛
着
の
も
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

っ
て
は
、
国
の
予
算
編
成
方
針
お
目
指
し
、
町
行
政
を
推
進
し
て
ま
い

び
国
の
地
方
財
政
計
画
を
指
針
と
り
ま
し
た
。

て
執
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
主
要
事
業
で
は
、
統
合
し
た
保
育

十
一
年
度
の
日
本
経
済
は
、
厳
し
園
・
幼
稚
園
施
設
の
建
設
、
東
小
・

状
況
を
脱
し
て
い
な
い
も
の
の
、
中
学
校
の
南
校
舎
耐
震
補
強
工
事
、

や
か
な
改
善
を
続
け
て
い
る
中
、
町
制
施
行
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建
設
工

気
の
足
取
り
を
着
実
に
す
る
た
め
事
、
町
例
規
集
の
改
版
、

0
A

化
の

本
経
済
再
生
を
最
大
の
課
題
と
し
推
進
、
歴
史
ま
ん
が
の
発
刊
、
介
護

、
財
政
構
造
改
革
法
の
凍
結
、
所
保
険
関
係
事
業
、
福
祉
医
療
対
象
者

課
税
の
特
別
減
税
の
実
施
、
金
融
を
未
就
学
児
ま
で
拡
大
、
ダ
イ
オ
キ

ス
テ
ム
の
安
定
化
対
策
な
ど
に
よ
シ
ン
類
大
気
含
有
量
調
査
、
下
水
道

、
景
気
回
復
の
動
き
を
安
定
成
長
事
業
の
推
進
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

つ
な
げ
、
経
済
の
先
行
き
に
対
す
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
重

信
頼
感
が
回
復
し
、
我
が
国
経
済
点
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
従
来
か

次
第
に
立
ち
直
っ
て
い
く
と
の
判
ら
の
ペ
ー
ス
を
堅
持
し
な
が
ら
町
道

の
も
と
に
、
財
政
運
営
が
な
さ
れ
整
備
等
の
都
市
基
盤
整
備
、
農
業
生

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
景
気
回
復
産
基
盤
整
備
等
の
産
業
の
振
興
、
生

実
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
活
環
境
の
整
備
、
健
康
•
福
祉
の
向

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
上
、
教
育
文
化
の
向
上
等
、
一
層
の

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
充
実
を
図
り
な
が
ら
行
政
を
推
進

i
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
上
向
か
な
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

．
景
気
の
中
で
、
法
人
町
民
税
の
減
が
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
と

ど
併
せ
て
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
こ
ろ
で
す
。

言
い
う
二
重
の
歳
入
減
と
な
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
の
皆
様

り
一
層
の
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が
た
を
は
じ
め
と
し
、
町
民
各
位
の

J
強
い
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、
ご

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
従
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申

ふ
ら
の
計
画
的
か
つ
、
重
点
的
な
し
上
げ
、
こ
こ
に
決
算
の
あ
ら
ま
し

油
源
配
分
な
ど
、
長
期
的
展
望
に
立
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

て
の
財
政
運
営
に
よ
り
、
誇
り
と
明
和
町
長
斎
藤
憲

9
,
.

♦
,
.
[
'

働
●

♦

，
’
働
’
●
'

♦

9
.

(3) 平成12年10月 10 日因



お知らせします
の状況

平成11年度の一般会計および特別会
計の決算が、 9月定例議会で認定され

ました。主な事業は、保育園・幼稚園

の建設事業などのほか、都市基盤の整
備、産業の振興、生活環境の整備、健

康•福祉の向上、教育文化の向上等の

推進を図りました。

36.4% 
＼
と
＇
）

繰入金 12億3,585万8,752円
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1 億5,007万8,000円

1 億0,204万0,000円

54億暉~,;;:,-4丹缶l競円
2% 3億1,403万8,261 円

゜

-'’ 1，幽，贔漏鵬叫-

5
 
10 15 

町 税 18億5,626万8,887円

20 25 30 
（億円）

（％は収入割合）

特別
老人保健

歳入 9億2,841 万2,152円

歳出 9億1,700万2,214円

差し引き 1,140万9,938円

老人保健は、お年寄りの健康を

守るための事業です。

歳出の99.9％を占める医療費は、
高齢化社会を反映して老人人口の

増加や入院医療費の増加により、

前年度に比べ約 1 億 5, 3 61 万円

(20. 1%) の増加となりました。

国民健康保険

歳入 6億6,954万 1 ,482円

歳出 6億5,054万3,658円

差し引き 1,899万7,824円

国民健康保険は、町民の皆さん

の健康を守る事業です。

歳出の大部分を占める保険給付

会

4億5,210万8,456円

2億7,060万4,306円

2億5,660万0,000円

2億4,621 万5,347円
l l 

2億1,833万7,093円

計

国庫支出金

繰越金

町 債
9 " 99 ~9 999 9 9 9 99 99 99 99 9 9 9 9 9999 1，―~―し~ヘ~一，丁9 9 9 9 9 99 ~_ 9 99 9 9 9 9 9 9 9, LL-~ ~ 

諸収入

県支出金

地万交付税

他万消費税交付金

= 
その他

の
費の伸びは、前年比1. 9％の増加と

なり、高齢化が進む中にあって老

人保健拠出金の伸びは、老人医療

と同様に高い伸び率となりました。

下水道事業

収入 1億8,384万3,444円

支出 1億7,711 万7,395円

差し引き 672万6,049円

平成 11年度に新しく設置された

特別会計で、終末処理場の土地買

収事業をはじめ、地質調査の委託、

汚水幹線管渠、終末処理場の実施

設計の委託を行いました。

水道事業

◇収益的収支（税込み）

収入 2億8,544万2,571 円

支出 2億4,505万2,520円

状況
差し引き 4,039万51 円

水道料金などの収入に対して、

電気料金・修繕費などの支出が下

回り、純利益となりました。

◇資本的収支（税込み）

収入 6,239万8,000円
支出 7,495万 427円

差し引き △1,255万2,427円

資本的収入額（出資金）が資本
的支出額に対して不足する額は、

過年度分損益勘定留保資金387万

6,470円、減債積立金598万9,337 円、

当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額268万6,620円で補

てんしました。

主な事業は、配水管網整備事業

の建設工事や邑楽用水路改修工事

に伴う水道管移設工事を実施する

など上水の安定供給計画により事

業を推進しました。

平成12年10月 10 日因 (4) 



平成 11 年度決算
繭一 般 会 計

明和保酎薗•万門壁j

民 生 費 14億3,399万6,814円 (\ 29.3% 

教 コ自 費 10億1,260万7,992円 その仰砧0/nー I l 20.7% 
. 

土 木費 5億9,531 万8,072円謬積立金2.0,u ン→十二＼ ~{ l 12.2% 
補助J

総務費 5億1,747万2,342円 8.5701^X\\'1 人件費＼口J二＼1:5. ~.:Vo 10.6% 

公 債費 3億9,629万3,230円 I 8.1 % 

侮,I:t:,.J— 生 費 3億4,435万4,631 円
二資的経つ乙痣即賃—I,~ 3.5% 

6.0%( 農林水産業費 2億9,289万8,166円

消防 費 1 億9,167万0,988円 .iJ7f屯叫； 3.9% 

議 会 費 7,459万2,745円

48億87952天i97394~円
そ の 他 3,032万4,414円

襲翫ふ硬心襄□荘量＂9• いJ：尋忌~：＇緊ご薗追責誓器紫沖虚，岳羹／ 一`限

（％は執行割合） 20 15 10 5 

゜（億円）

町民 1 人当たりの負担と受益（平成l雪悶只現在）

町民が負担した税金

158,886円

住民税
68;3ワ5` 固定資産税

80,756 
議会費
6,385 

町民一人に使われたお金

418,517円

総務費 民生費 衛生費
44,293 122，ワ42 29,475 

｀g畠冨

（単位：円）

農林水産業費
25,070 

軽自動車税たばこ税 特別土地 土木費 消防費 教育費 公債費 その他
1,421 ,, 5,398 保有税 50,956 16,406 86,674 33,920 2,596 

2,936 

二皐攣三二筐ら
(5) 平成12年10月 10 日因



議会羹

・議会費（定例議会および議会だよ

り発行等） 7,459 

総務

•一般管理費（町例規集改版等）

2億1,534

・広報費（オフトーク通信関連事業、

広報紙発行等） 3,079 

•財政管理費 (OA化推進事業等）
406 

•財産管理費（庁用自動車購入・買

い換え等） 1,703 

・企画費（主要施策説明会開催、町

制施行モニュメント建設工事、歴

史漫画の発刊、明和まつり運営補

助金、国内交流事業等 3,991 

・交通対策費（交通安全施設の整備

充実等） 891 

・自治振興費（結婚相談事業等）

1,303 

•財政調整基金費（下水道整備等の

公共施設建設基金積立金等） 1,336

・地域振興券費（地域振興券交付事

業） 5,052
．賦課徴収費（賦課等電算処理業務

等） 2,494

・戸籍住民基本台帳費（住民情報等

電算処理業務等） 2,530 

•選挙費（県知事、県議会議員、町

議会議員） 1,507 

・統計調査費（世界農林業センサス

事業等） 191 

民生費

•国民健康保険特別会計繰出金1, 332

•国民年金費 2億1,850

・老人福祉費（介護保険関係事業、

ホームヘルプサービス委託事業、

デイサービスセンター管理運営委

託事業、特別養護老人ホーム等入

所委託事業等） 2億4,568
・老人保健特別会計繰出金 5,146 

・障害者福祉費（福祉作業所運営委

託事業、障害者福祉計画作成業務、

身体障害者措置事業、在宅重度障

害者等見舞金等） 2,601 

•福祉医療費（小学校就学前の乳幼

児医療費の無料化等） 5,329 

・老人福祉センター費 1,244 

・児童福祉費（保育園新築工事、出

産祝金、児童手当、保育園運営費

等） 7億1,666

衛生費

・邑楽館林医療事務組合負担金 2,563

・邑楽館林医療事務組合出資金 1,395

・予防費（日本脳炎・三種混合予防

接種業務委託事業、各種健診等予

防事業） 4,000 

・環境衛生費（合併処理浄化槽設置

費補助事業、水道事業会計繰出金

等） 6,899

・保健センター費（冷暖房機器取替

工事等） 671 

・公害対策費（ダイオキシン類大気

含有量調査委託事業等） 162 

•清掃費（可燃性廃棄物焼却処分事

業、粗大ごみ収集運搬処理処分事

業、生ごみ処理機購入費助成事業、

し尿処理事業等） 1億3,120

働貴

・労働諸費（勤労者生活資金融資預

託金等） 1,035 

農林水産業費

・農業委員会費 781 

・農業振興費（緊急生産調整推進対

策事業、花いっぱい運動推進事業、

農業近代化資金利子補給等） 1,328 

・農地費（農業集落排水事業調査委

託事業、ふるさと総合整備事業、

邑楽用水路改修関連事業等）

2億3,580

商工費

・商工振興費（町商工会助成金、商

業設備近代化資金預託金等） 938 

土木費

・道路維持費（舗装補修工事・側溝

整備工事等） 1億1, 973

・道路橋りょう新設改良費（道路改

単位：万円

（万円未満四捨五入）

良工事・舗装工事等） 3億1, 032

•都市計画費（下水道事業特別会計

繰出金、まちづくり委員会運営業

務等） 8,151 

・公園費（桜並木路整備工事、各公

園等維持管理等） 3,197 

・住宅管理費 667 

防費

・消防費（常備消防費・非常備消防

費・消防施設費負担金〔小型ポン

プから自動車ポンプに買い換え等〕、

災害対策費〔防災設備の充実・防

犯灯設置工事等〕） 1億9,167

教育費

・小学校費（東小学校南校舎耐震補

強工事、東小学校北校舎屋上防水

工事、西小学校北校舎耐震診断業

務委託事業等） 1億91

・中学校費（北校舎耐震診断業務委

託事業、南校舎耐震補強工事、心

の教室相談事業、英語指導助手の

招致事業、中学生海外派遣事業等）

8,254 

・幼稚園費（幼稚園新築工事、幼稚

園運営費等） 4億7,787

・社会教育費（各種学級および生涯

学習推進事業、青少年育成対策事

業、公民館事業、ふるさと産業文

化館事業、図書館事業） 1億103

・保健体育費（各種教室および講習

会の実施、体育施設整備事業、海

洋センター事業、学校給食センタ

ー事業） 1億3,258

債費

・公債費（償還元金および支払利子

等） 3億9,629

諸支出金

•土地開発基金利子繰出金 80 

平成12年10月 10 日因 (6) 
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年

▽
鑓
田
規
人

(
1
)

ぷ

A

・
｀
~
~
・
・
｀
i

[
総
務
課
内
線

3
3
2
{

§
墨
＂
t
＄
ぶ
芯
§
じ
き
閣
ふ
や
忍
魯
翼
§
§
?
8

21 選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

点
が
県
審
査

ヘ

(7) 平成12年10月 10 日因 1 0月はリサイクル推進月間です
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9
9
9
9
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介
護
を
し
て
い
て
お
困
り
の
こ
と
、
知

り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅
で

お
年
寄
り
の
介
護
を
行
っ
て
い
る
ご
家
族

の
か
た
が
た
が
、
お
気
軽
に
無
料
で
相
談

で
き
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

◎
在
宅
介
護
に
関
す
る
総
合
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

◎
2
4時
間
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

福
祉
施
設
の
整
備
や
地
域
福
祉
活
動
な
ど
に

今
年
も
1
0
月1
日
か
ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
も
運
動
期
間
中
、
区
長
、
民
生
委

員
の
か
た
が
た
が
、
各
ご
家
庭
や
事
業
所

に
お
伺
い
し
て
、
募
金
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
募
金
は
、
福
祉
施
設
の
整
備
、
老

土
地
売
買
の
目
安
と
な
る
平
成
1
2
年
7

月
1

日
現
在
の
地
価
調
査
価
格
が
群
馬
県

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か
ら

の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状
況
な
ど
土

地
の
条
件
を
基
準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対

土
地
売
買
の
と
き
は
地

役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す

相
談
く
だ
さ

◎
介
護
用
品
の
展
示
、

を
い
た
し
ま
す
。

◎
公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
利
用
手
続
き
を
行
い
ま

す
。

◎
必
要
に
応
じ
、
ご
家
庭
へ
も
お
伺
い

し
ま
す
。

高
齢
者
と
家
族
の
た
め
の
支
援
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
サ
ー
ビ

使
用
法
の
指
導

人
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
身
体
障
害
者
・
知
的

障
害
者
・
母
子
寡
婦
の
体
力
づ
く
り
健
康

促
進
活
動
、
子
ど
も
の
遊
び
場
遊
具
補
助
、

地
域
福
祉
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
—
内
）

C
闘
4
0
1
3

象
地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

地
価
調
査
価
格
を
知
り
た
い
か
た
は
、

基
準
地
の
価
格
、
基
準
値
が
接
す
る
道
路

の
種
類
、
幅
員
、
基
準
値
の
周
辺
の
土
地

利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し
た
地
価
調

査
の
関
係
書
面
が
都
市
建
設
課
で
、
だ
れ

介
護
に
関
す
る

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

こ

と
--ぐ

し—·

内
線
3
5
6

ス
な
ど
紹
介
し
た
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し

た
ら
い
い
か
な
ど
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
ま
ず
は
電
話
で

も
結
構
で
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
闘
4
0
1
3

5
t
t
g
ャ
i
,
ド

9
F

i
f
f
f

価
調
査
価
格
で

で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
電

話
で
も
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
都
市

建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
建
設
課

1 0月 1 日 ► 12月 31 日

し‘

ヽ，，，，~く ve o謬が＾ぺぷ・＼c ゞ；、名·＾奴汐心咲ぷ‘；謬＇ぺ斉岱匁ぷ令いや？‘i；玄メ＾ぷ冷'.•、冷公 >·vダ・＾令岱＇べ、9冷多ゞiぶ＇ゴ3が＾心汐·ぶダふ＾<v>令9，筏ぶな令ダふ＾むダ・注岱＇心ぶ令•冷公＾・ぷシ ·？奴吃ふ没乞笞ぶ＾・3約令＾ぷ、

明
和
町
商
工
会

C
飼
3
1
3
0

◇
期
日
1
1
月
5

日
⑪

後
3

時

◇
会
場
社
会
体
育
館
西
駐
車
場

◇
催
し
物
企
業
紹
介
展
示
即
売
、
模

擬
店
、
赤
飯
無
料
配
布
、
餅
つ
き
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
来
場
者
抽
選
会
、

商
工
祭
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

卜
※
三
重
県
明
和
町
が
来
町
し
、
物
産
品
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

午
前
1
0
時
＼
午

明
和
町
商
工

祭

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
C
姻
5
5
5
5

モ
ふ

◇
期
日
1
1
月
3

日
⑤
＼
5

日
⑪

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
王
な
催
し
物

〇
菊
花
展
…
図
書
館
南
側

1
1
月2

日
困
＼
1
1
月6
日
囲

0
作
品
展
…
研
修
室
・
ホ
ワ
イ
エ

1
1
月3

日
倫
ー
1
1
月
5

日
旧

0
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会
…
ホ
ー
ル

1
1
月3

日
⑤
午
後
2

時
＼

0
中
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
…
ホ
ー
ル

1
1
月4

日
山
午
前
9

時
2
0
分
＼

0
芸
能
発
表
・
・
ホ
ー
ル

1
1
月5

日
⑪
午
前
1
0
時
＼

※
本
町
と
友
好
交
流
提
携
を
結
ん
で
い
る

三
重
県
明
和
町
か
ら
文
化
団
体
が
訪
れ
、

和
太
鼓
や
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

明
和
町
文
化
祭

すばらしい夢と未来は健康から 1 0月は体力づくり強調月間 平成12年10月 10 日因 (8) 



役 場 匹 (84)311i 1

◇
講
師
市
田
ひ
ろ
み
先
生

◇
テ
ー
マ
『
人
生
っ
て
お
も
し
ろ
い
」

◇
日
時
平
成
1
3
年
1

月

2
8
日
⑪

．
開
場
こ
午
後

1

時
3
0
分

開
演
ぶ
丁
後
2

時
0
0
分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
受
講
料

1
、

0
0
0

円
（
全
席
自
由
）

6
5
歳
以
上
の
か
た
で
老
齢
年
金
を
年
間

1
8
万
円
以
上
受
け
て
い
る
人
は
1
0
月
支
払

い
の
年
金
か
ら
『
介
護
保
険
料
』
が
差
し

｀
引
か
れ
ま
す
。

社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
6

月
に
向
こ
う

1

年
間
の
各
支
払
い
月
毎
の
支
払
い
予
定

額
を
「
支
払
通
知
書
」
ま
た
は
「
振
込
通

知
書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

対
象
と
な
る
か
た
の
年
金
に
つ
い
て
、
1
0

月
支
払
（
振
込
）
通
知
書
に
は
差
し
引
か

れ
る
介
護
保
険
料
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
欄
が
左
右
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
左
側
に
1
0
月
の
徴
収
額
、
右

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
）

◇
前
売
り
開
始
1
0
月
2
9
日
⑪

◇
主
催
町
教
育
委
員
会

◇
後
援
町
文
化
協
会

◇
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

重
役
秘
書
と
し
て
の

O
L

を
ス
タ
ー
ト

に
、
女
優
、
美
容
師
な
ど
を
経
て
、
現
在

は
服
飾
評
論
家
、
市
田
美
容
室
・
市
田
ア

ド
プ
ラ
ン
代
表
取
締
役
社
長
、
経
済
・
業

界
団
体
に
所
属
。
短
大
講
師
、
日
本
和
装

師
会
会
長
を
務
め
る
ほ
か
、
書
家
、
画
家

と
し
て
も
活
躍
。
講
演
会
で
日
本
中
を
駆

側
に
1
2
月
以
降
に
徴
収
さ
れ
る
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
徴
収
額
に
端
数
が
生
じ
た
と
き

は
1
0
月
に
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
1
2
月
以
降
の
徴
収
額
と
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

次
の
か
た
は
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が

差
し
引
か
れ
ま
せ
ん
。
保
険
料
は
役
場
で

発
行
し
ま
す
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

か
た

◇
恩
給
・
旧
令
共
済
年
金
を
受
け
て
い
る

か
た 講

師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

け
め
ぐ
る
か
た
わ
ら
、
民
族
衣
装
を
求
め

て
訪
れ
る
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米

の
辺
境
の
村
々
で
も
、
市
田
流
の
お
つ
き

あ
い
術
で
交
友
関
係
を
広
げ
て
い
る
。
テ

レ
ビ

C
M
の
”
お
茶
の
お
ば
さ
ん
“
と
し
て

も
親
し
ま
れ
、
A
C
C

全
日
本
C
M
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
賞
を
受
賞
。
著
書
に
『
し
ゃ

き
っ
と
し
な
は
れ
』
（
扶
桑
社
）
、
『
京
の
底

カ
』
（
ネ
ス
コ
／
文
芸
春
秋
）
、
「
か
し
こ
く

生
き
る
女
学
』
（
海
竜
杜
）
等
が
あ
る
。

8

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

C
闊
5
5
5
5

9

ヽ
＇
~
：

1
,

＂
~
心9
,
'
~
~・
兄
｀
’
~
，5
;

『
;
:
T

年
金
受
給
者
は
介
護
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
ま
す

1
0月
支
払
い
の
年
金
か
ら

◇
老
齢
厚
生
年
金
と
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
か
た
で
老
齢
基
礎
年
金
部
分

が
年
間
1
8
万
円
未
満
の
か
た

◇
複
数
の
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
額
が
年
間
1
8
万
円
未

満
の
か
た

◇
年
度
の
途
中
で
6
5
歳
に
な
り
、
新
た
に

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
か
た

（
翌
年
度
の
1
0
月
定
期
支
払
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。
）

．
『
・
じ

.. 
ヽ
う

•
9
く
し

口
住
民
課
内
線

3
3
7
]

r
i

\
9
e
.
a
9

ー
：

9，1
9
9
,
9
1
,
i
i
ー
·
i
:

町
民
文
化
大
学
教
養
講
座
が
開
か
れ
ま
す

1

月
2
8日
⑲
市
田
ひ
ろ
み
先
生
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◇収入合計 8,369,533 ◇支出合計 6,302,025 
前回繰越金 2,348,421 舞台費 155,409 
明和町補助金 3,000,000 電源電灯工事費 500,000 
寄附金 2,999:900 音響設備費 80,000 

一般住民 922,900 出演料 l69,500 

運営委員 295,000 二言： 口塁
明和町 50,000 消耗品費 998,000 
明和町議会 50,000 広報費 73,259 
商工会員 1,012,000 会場賄い費 1,270,783 
町内企業等 590,000 花火経費 2,000,000 
役場課長等 60,000 クリーニング料 166,964 
当日祝い金 20,000 抽選会 393,460 

21,212 ちびっ子広場設置関係費 412,150 
お神輿保険料 21,640 
損害保険料 21,800 

内

訳

雑入

◇次回繰越金 2,067,508 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ

（
単
位
昌
口
）

第
2

回
明
和
ま
つ
り

収
入
支
出
決
算
報
告

(9) 平成12年10月 10 日因
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県防災ヘリコプターを使っての高層建物救出救助訓練

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
第

1
6
回
明
和
町
総
合
防
災
訓
練
が9
月
3

日
、
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
消
防
団
、

婦
人
消
防
隊
、
区
長
会
、
東
・
西
小
学
校

の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
県
防
災
航
空
隊
な

ど
1
2
団
体
、
約48
0

人
が
強
風
の
中
、

本
番
さ
な
が
ら
に
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

震
度
6

弱
の
烈
震
に
見
舞
わ
れ
家
屋

の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
、
さ
ら
に
大

型
台
風
が
接
近
し
て
い
る
こ
と
か
ら
河

川
が
増
水
し
、
堤
防
に
亀
裂
が
生
じ
た

と
い
う
想
定
で
、
避
難
、
道
路
復
旧
、

初
期
消
火
、
水
災
防

ぎ
ょ
活
動
な
ど
の
訓

練
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
県
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
参

加
し
、
校
庭
の
屋
上

か
ら
負
傷
者
を
救
助

す
る
商
層
建
物
救
出

救
助
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

訓
練
本
部
長
の
斎

藤
町
長
は
「
今
日
の

す
ば
ら
し
い
訓
練
の

成
果
を
、
今
後
の
防

災
の
た
め
に
大
い
に

生
か
し
て
く
だ
さ

い
」
と
講
評
を
述
べ

ま
し
た
。

明
和
町
総
合
防
災
訓
練

4
8
0
人
が
本
番
さ
な
が
ら
に
訓
練

• 9 • 

L— 
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婦人消防隊による油火災の消火訓練 バケッリレーで消火訓練を行う少年消防クラブ員

ょふ

首長らによるテープカット

哨
和. 
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点検口から水が出るのを確認する関係者

館
林
境
で
通
水
式

災
害
用
の
水
道
接
続
管
完
成

水
道
災
害
相
互
応
援
給
水
用
連
携
配

水
管
通
水
式
が
9

月
1

日
、
首
長
ら
関

係
者
約
5
0
人
の
出
席
を
得
て
館
林
市
と

明
和
町
の
境
界
の
谷
田
川
に
架
か
る
十

二
社
橋
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
道
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
給

水
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
邑
楽
館
林

地
域
の
6

市
町
は
、
平
成
9

年
に
水
道

災
害
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、
各
市

町
間
の
配
水
管
の
接
続
地
点
を
検
討
し

て
き
た
結
果
、
今
回
初
の
完
成
と
な
り

ま
し
た
。
橋
の
横
に
接
続
さ
れ
た
管
は
、

D
径
1
0
0

勺
延
長
9
2
信
。
通
水
式
で

は
首
長
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、
明
和

側
、
館
林
側
か
ら
順
に
管
の
制
御
弁
が

開
け
ら
れ
、
橋
中
央
の
点
検
口
か
ら
水

が
噴
き
出
す
の
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
も
順
次
、
各
市
町
間
の
配
水
管

の
接
続
を
推
進
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
、
広
域
的
な

安
定
給
水
の
確
保
を
目
指
す
計
画
で
す
。

--1 

”
が

の
災
害
に
備
え
て

平成12年10月 10 日因 (10) 



上
水
道
配
水
施
設
整
備
事
業
の
起
工

式
が
9
月
1
9日
、
南
大
島
浄
水
場
で
斎

藤
町
長
ら
関
係
者
約

5
0人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
水
道
事
業
第
四
次
拡

張
事
業
の
一
環
と
し
て
、
年
々
増
加
す

る
受
水
量
に
伴
い
平
成
1
2年
度
か
ら
1
3

年
度
の
2

か
年
に
お
い
て
配
水
池
の
築

造
を
計
画
し
、
工
事
に
着
手
し
た
も
の

で
す
。
今
回
、
築
造
す
る
配
水
塔
は
現

在
稼
働
し
て
い
る
配
水
池
の
圧
送
方
式

で
な
く
、
自
然
流
下
方
式
を
採
用
し
、

災
害
等
に
お
け
る
安
定
給
水
を
目
指
し

災
害

施
設
の
概
要

配水塔の完成予想図

位 置

配水塔建設場所

図

N
4
+
|
 

L
-
•
喋
道
江
口
館
林
線

LJ

1
 

口
林
商
工
高
等
学
校

南
大
島
浄
水
場

.-9 

て
い
る
も
の
で
す
。

斎
藤
町
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
給
水
の
拠
点
と
位
置

付
け
て
お
り
、
完
成
時
に
は
安
心
し
て

水
道
水
の
供
給
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

所
在
地
明
和
町
南
大
島

6
2
0

ー

1

敷
地
面
積

4
、
6
4
9

対
（
南
大
島
浄
水
場
）

構
造

P
C

（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
）
配
水

塔
高
さ
約

3
0位
容
量

2
、

0
0
0

じ

事
業
費

4

億
9

、

3
0
0

万
円

水
道
配
水
施
設
整
備
工
事
に
着
手

時
の
応
急
給
水
の
拠
点

に
鋤入の儀を行う斎藤町長

........................ 

一
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
一

一
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
―

~
今
年
も

1
1月
9

日
困
か
ら
1
5日
困
つ
の
ポ
イ
ン
ト

~
ま
で
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
三
つ
の
習
慣
~

一
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。0寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
i

~
こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
火
災
が

0

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
~

~
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
国
民
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
~

~
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
向
上
さ
0

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
~

~
せ
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
~

~
の
消
失
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
四
つ
の
対
策
~

~
す
。

0

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
~

i
統
一
標
語
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。
i

~
「
火
を
つ
け
た
あ
な
た
の
責
任

0

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
i

~
最
後
ま
で
」
た
め
に
、
防
炎
製
口
宏
扁
ぃ
用
す
る
。
i

i
こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ0火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
~

~
と
り
が
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
火
事
を
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。
~

~
出
さ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し

0

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
~

一
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
i

~
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
七
カ
体
制
を
つ
く
る
。
~

-
1
0
月

2
8日
出
「
県
民
の
日
」
は
一

一
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す

一
「
群
馬
県
民
の
日
」
を
記
念
し
て
卜

C
⑱
5
5
1
1
"

~
1
0
月
2
8日出
は
、
次
の
施
設
を
無
料
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
C
岡
4
9
2
6

i

~
で
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
・
社
会
体
育
館

C
訓
4
6
2
6
~

~
だ
さ
い
。
・
大
輪
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ソ
~

~
•
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

C
岡
5
5

フ
ト
ボ
ー
ル
場
C
⑱
4
6
2
6
~

1
1

※
詳
し
い
こ
と
は
、
各
施
設
に
お
問
~

~
・
ふ
る
さ
と
の
広
場
内
テ
ニ
ス
コ
ー
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
~

(11) 平成12年10月 10 日因



ホストファミリーと日光視察。華厳の滝で記念の一枚

明和町滞在8 日間の行程

期日時間 日 程

9/6 （水） 21: 10 町到着対面式ホストファミリー宅へ

9/7 （木） 9:00 歓迎会 爾中へ体験入学（七宝焼き、薗活重槌瑣］等）

小学校•幼稚冒訪同

9/8 （金） 終日 体験入学（英語・書道等）

9/9（土）終日日光視察

9/10 （日） 終日 ホストファミリーとの自由行動

9/11 （月） 終日 林周学校入校（赤城山）

9/12 （閃） 9:00 林周学校退校

13:30 海洋センターで水泳 田島地内で梨狩リ

18:00 送別会

9/1~ （水） 8 ： 30 阿出発（東京へ 15 日出国）

町
中
学
生
国
際
交
流
研
修
事
業
が
始
ま
っ
て
今
年
で

4

年
目
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ノ
ー
ス
リ
ッ
チ

モ
ン
ド
市
に
あ
る
コ
—
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
の
研
修

や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
国
際
交
流
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
。こ

れ
ま
で
は
、
町
か
ら
の
派
遣
の
み
で
し
た
が
、
今

回
は
コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒

1
5人
と
引
率
者

の
先
生
2

人
が
本
町
を
訪
れ
、

9

月
6

日
か
ら

1
3日ま

で
滞
在
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
—
宅

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
中
学
校
体
験
入
学
や
林

間
学
校
入
校
、
日
光
視
察
、
町
内
施
設
見
学
な
ど
で
国

際
親
善
を
深
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
滞
在
中
に
初
め
て

体
験
し
た
こ
と
や
日
本
の
文
化
に
接
し
た

8

日
間
の
よ

う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

I !..“'··、

東小では合唱や合奏を披露し歓迎しました。

豪
州
か
ら

1
7人
来
町
. 
ふ
れ
あ
い
の

8

日
間

ふ
‘
,

っ

ホストファミリーによる笑顔の出迎え

中学校で書道「日豪友好」に挑戦

か配実いにてのつ遠
なでしたでい国たいオ
笑すた姿もまと我国 1
顔が時が 0 すし々‘ス
胃‘周旦 k ゜て家こト
シかにと日と族んラ

がョ過浮気本てはなリ

>• ~,合；夏畠｀万 ［疇
‘たまに好近シし南 『 へ 9•9 ゞ••99 ` さかす応みにヨか半口し、 づ量昌置に曇
信塁＼三呈阿言↓信開 吉田耕三・君枝さん（大輪）

受

け

シ
ョ

ー
ン
さ
ん
を

入
れ
て

平成12年10月 10 日因 (12) 



引率者からひと言
ドーリー先生・バージニア先生

8月和町の皆さんは親切で、どこ

に行っても温かい心で迎えてくれ

て、何でも誠意をもって一生懸命

尽くしていただきました。生徒た

ちは、ホストファミリーと日本料

理をはじめ、いろいろな体験をと

おして国際交流ができました。

また、 1 か月の間に行き来でき、

短い周に再会できたことが、より

一層交流を深めることにつながリ

ました。生徒が友達になっただけ

でなく、先生も教育委員会の需係

者も友達になれました。町および

教育委員会、学校閑係者等に大変

お世話になりまして、大変あリが

とうございました。

歓迎会では日本語で自己紹介しました。

ての梨を ・ホスト

お
別
れ
会
で
、
斎
藤
町
長
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

4
`
 

f‘ 

お
別
れ
会
で
は
コ
ー
ロ
ー
の
生
徒

全
員
で
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

~
 

ホストファミリー・受入生徒

保護者名 行政区 受入生徒名性別

池田行正中谷ベン 男

閏口 隆中谷マイケル 男

吉田耕三大輪ショーン 男

吉永英男梅原ブラッド 男

帆足寿夫南大島キャサリン 女

泉田憲一矢島カースティー女

渋沢正博新里クリスティーン女

中村 晋下江黒レベッカ 女

永野正雄梅原 □ーレン 女

野村英行矢島タレン 女

合成登美雄江ロケリー 女

柿沼廣次江ロライニー 女

関口健一梅原メラニー 女

憐川正通梅原ミッシェル 女

江森靖芳梅原アレクサンドラ女

※ホストファミリーは、過去に40人豪州へ派遣した
生徒の家庭から15世帯を選びました。（敬称略）

中学校玄関前で生徒全員らに見
送られ、楽しい思い出を胸に明

和町を後にしました。
あっという間の 8 日間でした。

レ
ベ
ッ
カ
さ
ん(

1
5
歳
）

中
学
校
の
授
業
で
は
書
道
を
体
験

し
、
名
前
を
漢
字
に
替
え
て
書
い
た
こ

と
に
感
動
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
温
か

く
迎
え
て
く
れ
て
と
て
も
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
食
べ

物
に
ト
ラ
イ
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
が

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

映
画
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ボ
—
リ
ン
グ

な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。
咀
和
呵
に
ま

た
必
ず
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
和
町
に
ま
た
来
た
い

(13) 平成12年10月 10 日（火）



高
橋
輿
市
・
ふ
ぢ
（
田
島
）

清
水
券
一
・
し
も
（
梅
原
）

（
敬
称
略
）

小
川
藤
作
・
つ
る
（
川
俣
）

鯉
沼
利
三
郎
・
み
さ
を
（
大
佐
貫
）

第
1
回
老
人
福
祉
大
会
が
9
月
7

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
関
係
者
約
2
8

0
人
が
参
加
し
ま
し
だ
。

こ
の
大
会
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

に
尽
く
さ
れ
だ
老
人
を
敬
愛
し
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
長
寿
を
あ
祝
い
す
る

と
と
も
に
、
広
く
老
人
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
福
祉
の
増
進
を
深
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

主
催
者
で
あ
る
斎
藤
町
長
、
瀬
下
社

会
福
祉
協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

老
人
模
範
家
庭
の
四
世
代
以
上
同
居
の

2
家
族
あ
よ
び
寝
だ
き
り
老
人
介
護
者

2
人
を
は
じ
め
、
結
婚
6
0
周
年
を
迎
え

た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
4
組
、
5
0
周
年

を
迎
る
だ
金
婚
者
2
7
組
、
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
功
労
者
1
人
に
表
彰
状
や
慶
祝
状

な
ど
を
贈
り
ま
し
だ
。

続
い
て
、
原
口
町
議
会
議
長
、
地
元

選
出
衆
議
院
議
員
な
ど
の
来
賓
の
か
だ

が
だ
か
ら
祝
福
を
い
だ
だ
き
、
そ
の
後

受
賞
者
を
代
表
し
て
鯉
沼
利
―
二
郎
さ
ん

が
「
こ
の
栄
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、

ひ
た
す
ら
家
庭
の
円
満
と
地
域
福
祉
の

向
上
の
だ
め
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

余
生
を
尽
く
し
て
ま
い
り
だ
い
と
思
い

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

結
婚
6
0年
•
5
0年

夫
婦
な
ど
顕
彰

坂
上

◇
四
世
代
以
上
同
居
家
族

阿
部
直
一
（
斗
合
田
）

蓮
見
義
政
（
南
大
島
）

◇
寝
た
き
り
老
人
介
護
者

橋
本
ふ
さ
子
（
斗
合
田
）

渡
邊
吟
津
子
（
矢
島
）

若
榮
（
中
谷
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
表
彰

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

老
人
扶
養

模
範
家
庭
表
彰

平成12年10月 10 日因 (14) 



第
老

ー回
人

福祉大会

ー
ヽつ

（
敬
称
略
）

柿
沼
重
吉
・
い
ち
（
下
江
黒
）

二
十
里
功
・
竹
江
（
下
江
黒
）

小
牧
良
衛
・
キ
ン
（
上
江
黒
）

多
田
好
男
・
ユ
キ
エ
（
上
江
黒
）

多
田
好
雄
・
せ
ん
（
上
江
黒
）

木
村
秀
雄
・
モ
ト
子
（
江
口
）

田
端
喜
一
•
あ
い
（
田
島
）

増
田
和
吉
・
ヤ
イ
子
（
田
島
）

奈
良
喜
一
郎
・
ミ
ツ
子
（
田
島
）

栗
原
利
夫
・
し
ん
（
南
大
島
）

島
田
定
次
郎
・
か
ね
（
南
大
島
）

町
田
新
太
郎
・
ワ
カ
（
南
大
島
）

山
下
富
治
・
ふ
で
（
新
里
）

秋
野
猛
・
ク
ラ
（
新
里
）

坂
上
八
十
一
・
ケ
イ
ノ
（
中
谷
）

吉
水
初
雄
・
静
江
（
梅
原
）

清
水
榮
司
・
と
く
（
梅
原
）

山
邊
茂
喜
・
す
い
（
須
賀
）

宮
城
四
海
・
ま
さ
（
須
賀
）

笠
原
利
三
郎
・
た
つ
（
大
輪
）

齋
藤
｛
貫
・
み
ゑ
（
大
輪
）

田
口
末
男
・
節
子
（
大
輪
）

野
本
茂
雄
・
み
ね
子
（
大
輪
）

大
津
雄
太
郎
・
か
ん
（
矢
島
）

渡
邊
雙
次
・
砂
津
子
（
矢
島
）

金
子
茂
男
・
と
み
（
入
ケ
谷
）

篠
木
紀
雄
・
榮
美
代
（
大
佐
貫
）

(15) 平成12年10月 10 日因
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交適死亡事故0件 1000日達成を祝ってのパレード

9

月
2
0
日
に
、
町
内
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故
0

件
が
1
0
0
0

日
目
を
達

成
し
た
こ
と
に
伴
い
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
9

年
1
2
月
2
6
日
か
ら
の
交
通
死
亡
事
故
0

件
の
連
続
記
録
を

祝
う
と
と
も
に
、
住
民
の
交
通
安
全
意
識
を
更
に
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
、
パ
レ
ー
ド
に
は
、
町
交
通
対
策
協
議
会
会
長
の
斎
藤
町
長
ほ
か
交
通
安
全

協
会
・
区
長
な
ど
約
7
0人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一

館
林
地
区
消
防
組
合
の

音
楽
隊
の
演
奏
を
先
頭

に
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
か
ら
役
場
を
通
り
J
A

館
林
市
梅
島
支
所
ま
で
の

約
1

キ
ロ
を
パ
レ
ー
ド
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

斎
藤
町
長
は
「
交
通
事

故
防
止
対
策
に
皆
様
と
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
が
、
本
日
の
結

果
に
な
っ
た
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
死

亡
事
故
0

の
日
を
1

日
で

も
長
く
延
ば
す
た
め
に
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
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記念品等を賭る斉藤町長

:
I

ん
し
i

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
9

月
[

4

日
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
8
6
歳
以
上
の
お

年
寄
り
を
対
象
に
敬
老
慰
問
を
行
い
ま
～

斎
藤
町
長
、
江
原
助
役
、
浦
野
収
入
[

役
ら
関
係
者
が
3

班
に
分
か
れ
て
1
5

7

人
の
自
宅
を
訪
問
し
、
敬
老
年
金
や

記
念
品
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

町
で
最
高
齢
の
小
菅
塩
三
郎
さ
ん
（
南

大
島
）
は
9
7
歳
。
毎
日
、
畑
で
野
菜
や

梨
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
健
康
を
維
持
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
日
は
、
斎
藤
町
長
か
ら

「
こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

掲載写真を差し上げます。 役場企画課 8(84)3111 平成12年10月 10 日因 (16) 



> 基本操作・文書作成を学ぶ
勤労者パソコン教室

町
で
は
、
勤
労
者
を
対
象
に
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
9

月
2
5
日
か
ら
2
9
日
ま
で5

回
に
わ
た
り
、
明
和
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
工
場
・
事
務
所
の
O
A

化
が
進
む
な
か
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的

技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
昨
年
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
講
師
に

M

I
T
A
I
C
L
U
B

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

の
神
谷
義
行
さ
ん
ら
3

人
を
迎
え
、
3
4
人

の
受
講
者
は
基
本
操
作
や
文
字
の
入
力
、

文
書
の
作
成
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
よ
う
と
参
加
し
ま
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
は
、
面
白
味
が
あ
り
楽
し
く
学
べ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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8

月
3
1
日
、
上
江
黒
の
牛
久
保
清
さ
年
程
度
で
開
花
す
る
そ
う
で
す
。
昭
和

9
]

｛
ん
宅
庭
先
で
数
十
年
に

1

度
咲
く
と
言
3
5
年
に
伊
豆
の
土
肥
町
か
ら
移
植
し
た
一

わ
れ
て
い
る
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
（
竜
舌
も
の
で
、
今
年
6

月
ご
ろ
か
ら
花
茎
が
｝

・
花
閏
の
花
が
咲
き
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
伸
び
始
め
、
高
さ

6
灯
ほ
ど
伸
び
た
花
一

一
の
ー
7
7
9
1
]
三
言

□
口

□口
口
言
二

．
度
＿7
し
か
開
花
し
な
い
の
で
こ
の
名
が
つ
い
い
花
な
の
で
、
最
後
ま
で
見
届
け
た
い
、

―
＿
ッ
て
い
ま
す
が
、
環
境
が
よ
い
場
合
は
3
0
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
一

[

/

i

0

/

:

/

¥
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事故なし願い梨を配布
交通安全街頭指導

A
 
ダ<} 

一
こ員
[
B
 

立
ロ
一

人

4

婦
｝

る
一
ナ

4

掴
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び
一
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一
を

A

全
｝

安
一

適
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幻
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V
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ツ
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〉
r

り
ゃ
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ぜ
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~
d
召
＼
g
＼
シ
喝
＼
ソ

e
\
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況
疇
＼
ゼ
＼
沼
ゞ

d

：
も
ゃ
，

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

9

月
2
6
日
、
町
交
通
対
策
協
議
会
お
よ

び
町
衛
生
協
力
会
で
は
、
田
島
地
内
の

県
道
で
「
事
故
な
し
」
に
か
け
て
町
の

特
産
品
の
「
梨
」
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配

布
し
、
交
通
安
全
と
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

町
交
通
安
全
協
会
婦
人
部
員
、
衛
生

協
力
会
員
、
館
林
蓼
―
＝
察
署
長
、
町
助
役

ら
関
係
者
約
3
5
人
が
県
道
を
通
過
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
事
故
な
し
、
違
反
な

し
を
願
い
2
0
0
個
の
梨
「
豊
水
」
や
交
通

安
全
と
ノ
ー
ポ
イ
運
動
の
チ
ラ
シ
を
配

布
。
婦
人
部
員
ら
は
「
事
故
な
し
で
す
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

(17) 平成12年10月 10 日因 身近な情報をあ寄せください。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
た

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

生
ご
み
を
燃
や
す
場
所
を
作
っ

Q
て
く
だ
さ
い
。
ビ
ニ
ー
ル
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃
や
す
人
が
い
て
、
臭

い
が
家
の
中
に
充
満
し
、
気
分
が
悪
く

な
り
体
調
を
壊
し
ま
し
た
。

ま
た
、
粗
大
ご
み
収
集
品
目
を
現
代

に
合
っ
た
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
中
谷
・
女
性
）

ダ
イ
オ
キ
ジ
ン
類
の
排

出
削
減
等
の
観
点
か
ら

合
後
町
単
独
で
建
設
を

行
う
こ
と
は
困
難
で
す

一
般
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
に
つ

A

い
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

排
出
削
減
お
よ
び
コ
ス
ト
縮
減
等
の
観

生
ご
み
を
燃
や
す

場
所
を
作
っ
て
く
だ
さ
い

ヽ· ~ｷ 

毎週 2 回行われている可燃ごみ収集

点
か
ら
、
国
・
県
か
ら
広
域
的
に
大
規

模
で
高
性
能
な
施
設
を
つ
く
る
よ
う
指

導
が
あ
る
た
め
、
今
後
町
単
独
で
建
設

を
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
た
、
ビ

ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
屋
外
で

の
焼
却
は
で
き
る
だ
け
行
わ
な
い
で
、

町
が
行
う
可
燃
ご
み
収
集
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
お
よ
び
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
分
別
収
集
を
開
始
し

ま
し
た
の
で
、
町
が
各
家
庭
に
配
布
し

た
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に
基

内
＂
“
が
員
り
iづ

い
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
粗
大
ご
み
の
収
集
品
目
に
つ

い
て
は
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
た

め
随
時
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
環
境

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
環
境
課
）

交
番
の
あ
る
場
所
が
悪
い
。
駅

Q
前
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
家

庭
に
い
か
が
わ
し
い
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

多
く
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
中
谷
・
女
性
）

県
の
基
準
に
基
づ
き
設
置
す

る
も
の
で
、
町
で
は
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

交
番
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
群

A
馬
県
が
規
則
等
で
定
め
る
基
準

に
基
づ
き
設
置
す
る
も
の
で
、
町
で
は

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（

総
務
課
）

交
番
を
駅
前
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い
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介
護
者
は
、
お
年
寄
り
に
近
い
ほ
①
介
護
者
は
、
お
年
寄
り
の
上
半
身
心

火
う
の
足
を
曲
げ
、
反
対
の
足
を
立
の
部
分
に
立
ち
、
両
足
を
左
右
に
ぬ
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て
ひ
ざ
の
形
に
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し
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が
む
。
広
げ
る
。
火

火
火

x
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護
者
の
片
方
の
手
を
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お
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寄
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の
片
方
の
手
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虚
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前
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で
差
し
込
む
（
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寄
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に
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5
③
も
う
片
方
の
腕
を
、
お
年
寄
り
の
頭
を
上
げ
て
も
ら
う
と
、
簡
単
に

5

3

向
こ
う
側
の
わ
き
の
下
か
ら
背
中
手
が
入
り
ま
す
）

x

火
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片
方
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x
 

5

っ
て
、
自
分
の
ほ
う
に
向
か
せ
る
う
に
持
つ
。

5

火
火

x

感
じ
で
手
前
に
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せ
る
。
④
介
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⑤
お
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寄
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を
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、
し
り
ば
し
て
、
体
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鯰

ぬ
も
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を
つ
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よ
う
な
感
じ
で
体
重
起
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す
。
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と
、
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に
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ッ
ド
の
わ
き
に
腰

5

火X

年
寄
り
は
起
き
あ
が
る
。
か
け
、
足
を
床
に
つ
け
、
上
体
が

3

文
火唸

安
定
す
る
の
を
確
か
め
る
。
〗

x

x

 

火
火

｀
□
口
`

：
｀
二
』
『
[
[

]^

X

V

八
ツ
．
＾
＞
ぺ
＞
．
八
＞
ぺ
＞
．
＾
＞
ぺ
＞
入
＞
ぺ
＞
．
＾
＞
べ
＞
．
＾
＞
べ
＞
．
八
ッ
．
八
＞
．
＾
＞
ぺ
沃
＞
．
＾
＞
入
＞
べ
＞
．
＾
ソ
ペ
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
べ
＞
入
＞
ぺ
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
八
＞
ぺ
＞
へ
＞
ぺ
＞
．
八
＞
．
ハ
＞
．
＾
＞
ぺ
＞
．
へ
＞
ぺ
＞
．
＾
ッ
ペ
＞
．
＾
＞
ぺ
＞
入
＞
バ
y
^
>
べ
N
^
>
ぺ
＞
．
＾
＞
ぺ
＞
．
＾
＞
＜
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HEALT¥-¥ 

纏廉まつりに
采ませh 力‘

日時

会場

1 1 月 5 日（日）

午前10時～午後 1 時

保健センター

今年も貧血検査、視力検査をは

じめ血圧測定、歯科相談等健康に

関する様々なコーナーが設けられ

ます。

また、食生活改善推進員による

試食コーナーも用意されていま

す。お楽しみに！

その他いろいろなコーナーがあ

ります。ご家族そろってお出かけ

ください。

ポ
リ
オ
は
感
染
し
た
人
の

便
に
排
出
さ
れ
た
ポ
リ
オ
ウ

イ
ル
ス
が
口
に
入
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
か
ら
人
へ
と
感

染
し
ま
す
。

近
年
、
日
本
で
は
患
者
の

発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海

外
で
は
ま
だ
ま
だ
ポ
リ
オ
が

流
行
し
て
い
る
地
域
が
あ

り
、
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
に
持

ち
込
ま
れ
て
感
染
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

予
防
接
種
を
受
け
免
疫
（
抵

抗
力
）
を
つ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
春
、
あ
る
県
に
お
い

て
脳
炎
で
亡
く
な
っ
た
り
、

麻
痺
や
髄
膜
炎
の
症
状
が
あ

ら
わ
れ
た
と
い
う
報
岩
が
あ

り
ま
し
た
。
二
人
と
も
、
同

じ
製
品
番
号
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た

た
め
、
厚
生
省
で
は
念
の
た
め
予

防
接
種
を
見
合
わ
せ
、
ワ
ク
チ
ン

に
異
常
が
な
い
か
調
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ワ
ク
チ
ン
に
異

常
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
町
で
は

1
1

月
か
ら
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
再
開

し
ま
す
。
該
当
者
は
、
ぜ
ひ
受
け
て

く
だ
さ
い
。

日
時
平
成

1
2年
且
月

2
4日
⑤

午
後
1

時
1
0分
ー
2

時

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
平
成
且
年

2

月
1

日
か
ら

1
2年
7

月

3
1日
生
ま
れ
お

よ
び
9
0か
月
ま
で
の
未
済

児

※
ご
不
明
な
点
は
、
保
健
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー
g
:
'
一

·
,
9
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◇
期
日

1
2月
3

日
⑪

◇
場
所
社
会
体
育
館

第
1
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
愛
好
会
大
会

◇
期
日

1
0
月
2
9
日
凹

◇
場
所
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
無
料

※
詳
し
く
は
社
会
体
育
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
2

回
町
民
テ
ニ
ス
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

募

集

憚↑S社会体育館

匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

第
回
町
民

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

2
 

優
勝
田
中
ク
ラ
ブ

準
優
勝
弁
慶

優勝した「田中クラブ」

◇
対
象

勤
者

※
参
加
費
等
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
校
生
以
上
町
内
在
住
・
在

（
敬
称
略
）

第
2

回
町
民
野
球
大
会

小
・
中
学
生
の
部

優
勝
吉
田
公
道

準
優
勝
関
根
崇
憲

3

位
吉
田
篤
史

一
般
女
子
の
部

優
勝
木
村
モ
ト
子

結

果

一
般
男
子
の
部

優
勝
長
沼
功
一
郎
・
江
森

準
優
勝
中
野
勉
・
飯
島

3

位
川
辺
秀
幸
•
石
川

3

位
木
村
聖
太
•
藤
井

一
般
女
子
の
部

優
勝
江
森
真
里
子
・
木
村
紀
代
美

準
優
勝
岡
田
輝
代
・
奈
良
利
子

中
学
生
男
子
の
部
~

優
勝
小
林
正
和
・
緒
方

準
優
勝
泉
田
知
宏
・
襟
川

3

位
飯
塚
卓
宏
・
横
山

3

位
阿
部
康
平
•
新
井

中
学
生
女
子
の
部

2
 

康達良宏
司裁平明

智政大
淳朗彦介

第
回
町
民

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

準
優
勝
本
沢
喜
美
枝

3

位
木
村
マ
キ

一
般
男
子
の
部

優
勝
大
島

準
優
勝
篠
木

3

位
藤
野

泰保
博雄武

優勝した皆さん

第
2

回
町
民
ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

が
9

月
9

日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
を
発

着
に
利
根
川
堤
防
、
谷
田
川
堤
防
、
桜

並
木
路
な
ど
を
通
る
霞
キ
ロ
と
1
0
キ
ロ
の
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
に
最
適
な
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
楽
し
さ
を
知
り
、
人
と
人
と
の
輪

第
回
町
民

ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

2
 

中学生の部で優勝した皆さん
-ｭ

一般の部で優勝した皆さん

3 準優
優

位位勝勝

3
 

本渡田大
澤邊中矢

千
晴
•
吉
田

美
妃
・
谷
川

好
美
•
島
田

美
幸
・
神
田

_
]
-
凸

l
-
.
,
'

」
-

冷
辛

奈
央

明
菜

和
美

典
子

一一
_,y 

ダ

者n
 

ヵ参
< 

歩らがなみし楽をめし印のらか上方ヮ堤即利

バ
gl屯
ヒ
ん
牛
無
紆
ミ
｀
、
テ

者nnE 
ヵ参すや

'> をれ疲で十‘、ー啄ロI J
 

' 後レ
,'‘ 

ゴ

を
広
げ
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

3
0
0

人

が
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
場
で
は
、
ゴ
ー
ル
し
た
か
た

に
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
歩
い
て
見
る
風
景
は
、

車
か
ら
の
眺
め
と
違
い
、
す
ば
ら
し
く

感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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---
熱戦を繰り広げる参加者

3 準優
優

位勝勝

長柿神
柄沼谷
け

克さコ
己子メ

優勝した神谷さん

第
2

回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
テ
ニ
ス
大
会

が
9

月

2
3日
に
ふ
る
さ
と
の
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
町
民
ら
約

4
0人

が
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
は
、
テ
ニ
ス
の
普
及
振
興
の
た

め
、
お
互
い
の
親
睦
を
図
る
の
が
目
的

で
、
午
前
9

時
に
ス
タ
ー
ト
。
途
中
で

降
雨
の
た
め
正
午
で
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
競
技
は
、
男
女
の
各
シ
ン
グ
ル
スベ

「
か
ん
ぽ
健
康
増
進
支
援
事
業
」

第
回
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

2
 

優勝した「大輪 B 」チーム

第
回
町
民

マ
ラ
ソ
ン
テ
ス
大
会

2
 

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
ク
イ
ー
ン
ズ

第

4
4
回
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
大
輪

B

準
優
勝
千
津
井

3

位
大
佐
貰

3

位
下
江
黒

l
F
|
l
l
,
1
,
'
’
’
,
·
:
'
9
9
,
1

、
i

優
勝
マ
ー
ベ
ラ
ス

準
優
勝
日
興
リ
カ

第
回
町
民

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

2
 

第

1
5回

町
長
杯
野
球
大
会

や
ダ
ブ
ル
ス
な
ど
の
団
体
戦
で
、
明
和

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
近
隣
の
3

チ
ー
ム
と

対
戦
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

一
人
1

ス
ボ
ー
ツ

を
実
陪
し
、
餌
と

恥
を
き
だ
え
ま
し

ょ
＿
つ
／
．

優
勝
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝
役
場
職
員
ク
ラ
ブ

第
8

回
事
業
所
・
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

9l  ←』

優勝した「田島 C 」チーム

第
1

回
邑
楽
郡
老
人
ク
ラ
ブ
輪
投
げ

大
会
が
9

月
8

日
、
町
社
会
体
育
館
で

開
か
れ
、
本
町
か
ら
は
3

チ
ー
ム
が
出

場
す
る
な
ど
郡
内
各
町
代
表
の

1
2チ
ー

ム
が
熱
戦
を
展
開
し
た
結
果
、
本
町
の

田
島
C

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

第
回
邑
楽
郡

老
人
ク
ラ
ブ
輪
投
げ
大
会

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院
[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。
（
内
科
・
外
科
・
産
婦

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1

時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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無料登記・行政
認可手続相談会

秋の特別企画展
東毛歴史資料館

巡回行政相談

群馬土地家屋調査士会館林支部
8 (72) 1351 

群馬行政書士会館林支部 8(73)1310
群馬司法書士会太田支部 8(73) 9703 

◇相談内容 ► 相続等名義変更登

記 ► 会社設立等の法人登記 ► 

土地・建物に関する登記測量等

► 農地法および土地利用等 ► 

道・水路の占有および払い下げ等

►各諸官庁への許認可手続等に関

する問題

◇日時 10月 28 日田午前10時～午

後3時

◇場所館林市文化会館

◇費用無料

1 0 月は労働保険適用
促進月間です

ハローワーク館林（館林公共職
業安定所） ft (75) 8609 

事業主の皆さん、労働保険の加入

手続きはお済みですか。労働保険と

は、労災保険と雇用保険とを総称し

た言葉であり、農林水産の事業の一

部を除き、労働者を一人でも雇用さ

れている事業主は、加入を義務付け

られている国の保険制度です。

まだ、手続きがお済みでない事業主

のかたは、職場の皆さんが安心して

働けるよう手続きをお願いいたしま

す。

あなたの安心家族の安心労働

保険で支える社会

花こよみ

はしゅ

10月の播種

ルピナス

金魚草

わすれな草

ラグラス

金
魚
草

（開花4月～5月）

（胴花3月～5月）

（開花4月～5月）

（開花4月～5月）

など

東毛歴史資料館
匹（ 52)2215

◇テーマ 東毛地域の文化財展

21世紀へ伝えよう郷土の文化財

◇展示会場東毛歴史資料館

◇展示内容 9 市町の群馬県指定文

化財および各市町指定文化財を中

心とした考古、歴史民族、美術工

芸の分野にわたる資料

◇期間 10 月 21 日出～ 11 月 26 日（日）

（毎週月曜日・ 10月 26 日（木）・ 11 月 24

日直）は休館）

記念講演

•第 1 部

◇日時 10月 29 日（日） 午後 1時30分

~3時30分

◇会場東毛歴史資料館学習室

◇演題東毛の文化財

•第 2 部

◇日時 11 月 12 日（日） 午後1時30分

~3時30分

◇会場東毛歴史資料館学習室

◇演題金山城の復元

展示解説

◇日時 11 月 3 日溢） 午前 10時～ 11

時30分・午後2時～3時30分

◇会場東毛歴史資料館展示室

※10月 28 日出は無料開放します。

ゆうまちゃんの
出前講座

館林保健福祉事務所
B (72) 3230 

館林保健福祉事務所では、県総合

教育センターと提携して「家庭教育

県民講座in 館林一思春期の子ども

との接し方」を開催します。

◇日時 10月 29 日（日） 午前10時～午

後3時

◇会場 館林市城沼公民館 2 階

講堂、．（館林市松原1-22-22)

◇内容 思春期の子どもの心理的特

性や具体的なかかわり方について

の講義や実習

◇講師坂本）廿子氏（ヒューマン・

ギルド心理室長）
◇対象 中学・高校生をお持ちの保

護者等で館林市、邑楽郡在住のか

た30名

◇費用 無料（昼食は各自準備）

◇申し込み 10月 23 日国）までに 館

林保健福祉事務所へ（申し込み

多数のときは抽選）

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 8(84)3111 

巡回行政相談が次のとおり開かれ

ますので、お気軽にご相談ください。

◇日時・場所 10月 17 日因

► 午前 9 時～正午 東部児童館

（旧東保育園）

► 午後 1 時～ 4 時館林市農協

佐貰支所

「過労死」等
無料相談

年賀はがき発売

閲労災年金福祉協会 群馬労災
年金相談室匹0120(603)114

閲労災年金福祉協会、群馬労災年

金相談室では、労働省の委託を受け

て毎月第 2 月曜日を「仕事と健康を

考える」として仕事の疲れからくる

健康のこと、仕事のストレスからく

る精神障害のこと、労災認定のこと

など「過労死」等の相談に応じてい

ます。

お気軽にご相談ください。相談は

無料、秘密は厳守されます。

◇日時毎月第 2 月曜日 午前10時

～午後 4 時

◇場所前橋市表町2-2-6 閲労災

年金福祉協会 群馬労災年金相

談室

川俣郵便局
8(84)3120 

今年も 11 月 1 日困から平成13年お

年玉付き年賀はがきが発売されま

す。

◇無地 50円

◇絵入り 55円

〔 ► 全国版…羽根と梅、巳年の舞、

ピーターパン ► 地方版…水芭蕉と

早春の尾瀬（群馬県版）〕

10月は郵便貯金月間

安心して暮らせる社会の

実現をめざして

車検制度のないバイク・原付自転車は、期限切れ、かけ忘れにこ注意ください 平成12年10月 10 日因 (22) 



し
町営住宅

入居者募集
県立太田産業技術

専門校入校生募集

町の無料法律相談

日時＝11 月 10 日倫）

午前10時～午後 1 時
場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝福島弁護士
受付＝11 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝11月 9 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター
対象者＝ 10年11 月、 11年11 月、 12

年 4 月、 7 月生

健 康 相 火
火

―
―
―
ー
ロ日時＝11 月 7 日因

午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 11 月 15 日困
午前10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 11 月 16 日（木）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 11 月 16 日（木）
午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

じ町県民税〉国民健康保険税
じ介護保険料〉利根加用水賦課金
じ国民年金保険料じ水道料金
納期限＝ 10月 31 日（必

役場都市建設課·
8(84)3111 

町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

須賀団地 1 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは、役場都市建

設課へお問い合わせください。

悶口、ノ子テ育イてア］
｀一'19吋，叩 Iぃ↑←汗＇勺‘f‘l守 'U→fl 心各必ジ・や名し ．iキ守 1 9元な江因99テ心 A , 9 

館林保健福祉事務所
匹（72)3230

◇日時 10月 31 日因・ 11 月 6 日旧）．

16 日（木）． 30 日（木）

◇場所館林保健福祉事務所

◇対象 地域子育てボランティアと

して自主的に活動を行う意欲があ

り、実践可能なかた30人

◇講座科目 ボランティア論、親子

遊び（実技）、発達心理学、親子
関係論、子育てネットワーク、

開・閉構式

◇申し込み 10月 16 日旧）から電話で

受け付けます。

◇修了者 講座の全日程を終了した

かたを地域子育て支援ボランティ

ア名簿に登録します。

緑化講座

県緑化センター
ff (88) 7188 

家庭緑化講座を進めるため、 10月

は「秋のガーデニング」をテーマと

して開催します。

◇日時 10月 19 日（木） 午前10時～正

午（雨天決行）

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師樹木医熊倉弘先生

◇募集人員 50名

◇申し込み群馬県緑化センターへ

◇参加費無料
※この他にも、毎週木曜日午前10時

から午後3時まで「緑の相談室」を
開設して、庭木や花の作り方、管理

の仕方等の相談に応じています。ま

た、電話での相談も受け付けていま

す。

県立太田産業技術専門校
匹（ 31)1776

県立太田産業技術専門校では、平

成13年度高卒以上コース入校生を次

のとおり募集します。

◇応募資格高等学校卒業以上の学

歴を有するかた（卒業見込み含む）

◇願書受付期限 11月 8 日(7JQ

◇試験日 11月 16 日（木）

◇試験科目 学科試験（国語・数学）
および面接試験

◇雲集科名・定員機械システム・

電子システム・自動車整備・機械

製図＝20名、 OA経理＝30名

「力で、州｀｀｀、ロr'9999 9「-立‘‘ -廿19‘r,n、， ふ巧シー｀＇’99’l'い町1しへ919~ r心｀＇｀●，',1'でいをぶで町立字-

県立金山青年の家
匹（ 22)7956

◇日時 1 期 11月 11 日出～ 12 日（日）
2 期 12月 2 日 (±)~3 日（日）

◇会場県立金山青年の家

◇対象 青少年に自然体験活動を

させるための指導者を志す高校生

以上の人

◇定員 30人

◇参加費 6,000円（食事代等）

◇申込期限 10月 22 日（日） 定員にな

り次第締め切ります。

◇申し込み・問い合わせ 県立金山
青年の家へ

※全日程修了者は希望により、日本

キャンプ協会公認インストラクター

の資格が取得可能

：民；友治生大：ロ
、ヤ｀，，·—-9~吋，ャ=今げnnn「’I l'1'‘~`‘□91`ら＇，~ふ94~’’'1'‘'s ~ヽ9'合呼~四 -守---C`へm-·

県選挙管理委員会
匹027(226)2218

◇日時 11 月 14 日因午後1時30分

~3時30分

◇会場高崎市文化会館ホール

◇受講対象 政治、選挙に関心を持

つ県民

◇定員 700人

◇受講料無料

◇申し込み 役場に備えてある受講

申込用紙に住所、氏名、年齢、性

別、職業を明記して 10月 25 日困ま

でに町選挙管理委員会（総務課内）

へお申し込みください。

(23) 平成12年10月 10 日因 自賠責保険（共済）の期限は切れていませんか 運輸省関東運輸局群馬陸運支局
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花のまちづくリコンクール
最優秀賞の花飾り

花と緑に包まれた快適な環境づくりを目指し

ている町では、花のまちづくりコンクールを

行いました。応募者40人の中から最優秀賞

に本澤春雄さん（南大島）の道路沿いの花飾

りが選ばれました。

今月の主な紙面

•町のバランスジートあよび平成11 年度決算の状況、

12年度上半期財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・②～③

・ミレニアム記念「タイムカプセル郵便」…④

•高齢者保健福祉計画…………………⑥～⑦



--d.  

（平成10年度末現在貸借対照表 ) 

後世に引き継ぐ財産と債務のバランス

（単位：千円）

借 万 II 貸

。

道
路
や
学
校
な
ど
の
施
設
お
よ
び

1
0
0
万
円
以
上
の
備
0
0
0
等
の
減
価
償

却
額
を
差
し
引
い
た
残
存
価
格

万債一 百

防
災
閑
連
お
よ
び

災
害
復
旧
事
業
等

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

水
道
事
業
会
計
等
の
出
資

金
お
よ
び
特
定
目
的
基
金

等
の
残
高

出資金・貸付金など

゜
町
税
・
使
用
料
等
の

未
収
金

財
政
調
整
基
金
・

歳
計
現
金
等

総務関係

民生関係

衛生関係

農林水産業関係

土木関係

教育関係

その他

流動資産

現金・預金

未収金

10,733,817 

1,154,600 

407,467 

140,221 

1,610,303 

4,802,950 

2,482,234 

136,042 

2,716,600 

2,442,303 

2,357,893 

84,410 

固定負債

借入金

退職給与引当金

流動負債

翌年度償還予定額

翌年度繰上充用金

負債合計

正，昧ー資産＿
国庫支出金

県支出金

町税等一般財源

：正味資産合計

2,536,533 

2,082,589 

453,944 

303,327 

303,327 

゜
2,839,860 

702,468 

1,026,108 

11,324,284 

13,052,860 

·—'- --,.—ー•， 一I只.u...^^’＝ロロ 1. pt1 J,uJ2,720 
注）自治省が発行した「調査研究会報告書」を基に昭和44年度から平成10年度の

決算統計等のデータを用いて、普通会計ベースで作成。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
ジ
ー
ト
は
、
自
治
省

よ
り
平
成

1
2年
3

月
に
報
告
さ
れ
た

「
地
方
公
共
団
体
の
総
合
的
な
財
政
分

析
に
関
す
る
調
盃
研
究
会
報
告
書
」
に

基
づ
き
、
昭
和
4
4年度
か
ら
平
成
1
0年

度
ま
で
の
「
地
万
財
政
状
況
調
査
」
の

数
値
等
に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
資
産
総
額
か
ら
負

債
総
額
を
差
し
引
い
だ
正
昧
資
産
は
、

約
1
3
0

億
円
で
、
住
民
一
人
当
だ
り

の
正
昧
資
産
は
約
1
1
2

万
円
と
な

り
、
全
般
的
に
健
全
な
財
政
状
況
と
言

え
ま
す
。

将
来
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
債
務

現
在
の
町
職
員
が
仮
に

全
員
退
職
し
た
場
合
の
退
職
金

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
も
の
。
営
利
活

動
を
目
的
と
し
な
い
地
方
自
治
体
で
あ
る
た
め

「
資
本
」
「
持
分
」
等
の
名
称
は
避
け
た

住民一人当たりの
正味資産

130億5,286万円

1 万 1,658人

与 112万円

財政力指数の推移

指，85
0.8 

0.75 

0．ワ

0.65 

0.6 

0.55 

0.594 0.598 

0.802 

ワ 8
 

, 
10 11 12年度

財
政
力
指
数

地
方
団
体
の
財
政
力
を
判
断
す
る
た

め
の
理
論
上
の
指
標
と
し
て
「
財
政
力

指
数
」
が
あ
り
ま
す
。
景
気
低
迷
に
よ
り
、

他
市
町
村
が
上
記
指
数
を
低
下
さ
せ
る

中
、
本
町
に
お
い
て
は
納
税
者
の
ご
理

解
と
優
良
企
業
進
出
等
に
よ
り
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

●
財
政
力
指
数
と
は
…

地
方
団
体
の
財
政
力
を
判
断
す
る
た

め
の
理
論
上
の
指
標
で
あ
り
、
普
通
交

付
税
を
算
出
す
る
際
の
基
準
財
政
収
入

額
を
基
準
財
政
需
要
額
で
除
し
た
数
値

の
3

か
年
平
均
で
、
一
般
的
に
は
1

を

超
え
る
と
普
通
交
付
税
が
不
交
付
と
な

り
ま
す
。

平成12年11月 10 日羹 (2) 



平成 1 1 年度決算の状況
平成 1 1 年度も黒字決算

一般会計

歳入総額 51 億 214万9,102円

歳出総額 48億8,952万9,394円

差し引き 2億1,261 万9,708円

一般会計については、歳入決算

額51億214万9,102円、歳出決算額

48億8,952万9,394円となり、実質

収支額は、 2億1,261万9,708円の黒

字決算となりました。主な事業は、

次のとおりです。

また、特別会計（老人保健、国民

健康保険、下水道事業、水道事業）

についてもすべて黒字決算となりま

した。

少子化対策事業

●保育園・幼稚園統廃合合築施設建

設工事

•福祉医療費の拡大

•第 3 子以降出産祝金の支給

防災対策事業

•東小・明中南校舎耐震補強工事

•消火器毎戸配布分詰替

•水道配水管網整備、石綿管更新

環境保全対策事業

•廃棄物減量化対策事業

●低公害車の導入

自治振興対策

●歴史まんがの発刊

•国内外交流事業

この公表は、財政概要の作成及び公表に

関する条例（町条例第 35号）に基づき、町の

財政状況をお知らせすることにより、町政

の実態と町の主要施策についてご理解をい

ただき、町政の発展についてご協力を得る

ため、定期的に公表しているものを広報

で行うものです。

今回は、平成 12年度上半期 (4 月～ 9 月）

における予算の概況等についてお知らせ

します。

I 一般会計•特別会計予算の概況 I （平成 12年9月 30 日現在）

二 予算現額
歳 入 歳 出

収入済額 予算に対する 支出済額 予算に対する
（千円）

（千円） 収入割合（％） （千円） 支出割合（％）

一般会計 4,397,656 2,49ワ， 061 56.8 1,722,110 39.2 

老人保健 871 ，ワ50 393,045 45.1 354,885 40.7 

国民健康保険 735,595 234,696 31.9 26ワ， 211 36.3 

1 ワ，000 17,000 100.0 17,000 100.0 
下水道事業

1,020,434 196,464 19.3 50,981 5.0 

介護保険 375,000 136,084 36.3 97,750 26.1 

町
の
財
政
状
況

平
成
1
2年
度
上
半
期

※下水道上段は繰越明許費

1 水道事業会計＿J （平成12年9月 30日現在）

給水人□ 11,659人 給水栓数 3,699栓 普及率 99.47%

固定資産の状況

区 ノ刀\ 予算額 収入支出済額 予算に対する
（千円） （千円） 執行率 (%) 

収入 291,842 129,514 44.4 
収益的収支

支出 272,611 66,581 24.4 

収入 270,000 

゜
0.0 

資本的収支
支出 40ワ，ワ 50 30,483 ワ． 5

区 ノ刀\ 帳簿価格（円）

土 地 56,273,163 

建 物 19ワ，429,648

構 ノ染/ 物 973,979,241 

機械および装置 276,863,096 

車両および運搬貝 1,828,990 

工貝器貝および備品 488,114 

合 計 1,506,862,252 

※資本的収支予算において不足する 137,750千円は過年度損益勘定留保資金98,444
千円、建設改良積立金22,000千円、減債積立金11,508千円、当年度分消費税およ イ昔入資本金の状況
び地方消費税資本的収支調整額5,798千円で補てんします。 1 企業債現在高（円） 1 688,290,8ワ4| 

(3) 平成12年11 月 10 日金）
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町
に
は
次
の
と
お
り
、
様
々
な
融
資
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
経
済
課
ま
た
は
商
工
会

6
閣
3
1
3
0

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

疇
一
年
虞
以
内
一

-— 
一
引
印
―

間
―
内
か
内
か
―

麟
三
疇
冨
一

融
一
転
内
備
内

二
連
（
設
（

—— 額
一
円
内

度
一
万
以

日

0

B
'
-
0
 

資
-
0

、

ヽ

璽
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1

 

名
一

度
一
制

小
口
資
金

中
小
企
業
設
備

近
代
化
資
金

勤
労
者

生
活
資
金

500万円
以内

5年以内 2!% 
（内据置 1 年以内） 以

内

贔 7年以内
［畠 2,000言り虞儡言贔
金
I I --

ん
年
伊
以
内

2
 

ん
年
5
0以
内

2
 肉以年

内
町
内

以
据
以

5
 

碑
⑮
一
年

ヽ

一

円
内
円
内

万
以
万
以

〇
帯
〇
0

0

 

0

世
1

, 3

1

 

労
働
環
境

整
借
資
金

% 年
82
 

中
小
企
業
者
. 
勤
労
者
向
け
融
資
制
度
の
ご
案
内

町
で
は

2
0世
紀
か
ら

2
1世
紀
へ
の
分
岐

で
あ
る
2
0
0
0

年
を
記
念
し
て
、
自
分

（
家
庭
）
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
写
真
等

を
出
し
、
2
0
1
0

年
正
月
に
郵
便
局
か

ら
配
達
を
し
て
も
ら
い
、

1
0年
前
の
自
分

（
家
庭
）
を
顧
み
る
と
と
も
に
時
代
の
歩
み

を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
郵
便
」
を
実
施
し
ま
す
。

◇
事
業
対
象
者

▼
町
内
在
住
世
帯

▼
町
内
の
保
育
園
か
ら
小
学
校
ま
で
の

い
ず
れ
か
に
通
っ
て
い
る
者

◇
実
施
万
法

町
よ
り
専
用
封
筒
お
よ
び
返
信
用
封
筒

・
チ
ラ
シ
を
各
世
帯
に

1
1月
末
ま
で
に

企
画
課

配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、

1
0年
後
の
2

0
1
0

年
正
月
に
配
達
を
希
望
す
る
手か
ん

紙
・
写
真
等
を
入
れ
て
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
封
筒
と
一
緒

に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

‘,0 
¥
v
 

◇
そ
の
他

本
事
業
は
1
0年
後
の
自
分
（
家
庭
）
に

あ
て
た
郵
便
物
で
す
の
で
、
他
人
の
住

所
等
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

参加は簡単．I

専用封筒に自分の住所と氏名を記入し、メ

ッセージ・写真等を入れて、ポストヘ投函す
るだけです。

本見筒封用
ロ
ロ
]
ロ
ロ
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[ミレニア心尋五直；むへの手紙（Dream Letter) 1 

明和町新里 288

夢を思い描いたあの頃、 礁絢
2000年の私が今日ここに甦る・・・

明和太郎

ホ_ ツ

2
1世
紀
へ
の
手
紙
（
砂
砂
ー

I
A
)
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ー
ア
ム
記
念
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
郵
便
」

冷災、へ裟冷＾心兌注＾衣メ今よヽ令ご冷令玲玲裟吝ぐぷ／ゞ＾唸⇔笞令約心お兌硲約ャ冷令怜•笞もゞぐぷ汐るぐ衣芥＾．．：：：裟／t、＾ぶ浴令·ゞ冷令‘捻裟ぶやダふ済‘食お＾・令約¢ぷ令•S沈t̂ 's否笞ふ乞姦乞へ玲紀・笞岱令ぷ乞筏岱笞令裟ぷぺぷク令玲玲お紀玲奴

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

C
閥
4
9
2
6

f

:
1
,
.
`
'
,
'
し

~
~
~
r
’

町
で
は
、
平
成

1
3年
度
の
保
育
園
児
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
限

1
1月

3
0日
困

◇
定
員

l
5
0

名

◇
募
集
人
数

4
0名
程
度

◇
対
象
児
童

0

歳
児
＼
5

歳
児

◇
入
園
資
格
町
内
の
住
民
で
母
親
が
働

い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
児
童
の
保

育
に
当
た
れ
ず
、
ほ
か
に
も
め
ん
ど
う

を
み
る
人
が
な
く
、
家
庭
で
の
保
育
に

欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の
児
童
。

◇
保
育
時
間
午
前

8

時
3
0分
＼
午
後
4

時
（
た
だ
し
、
母
親
の
勤
務
の
都
合
等

に
よ
り
最
長
で
午
前
7

時
3
0分
＼
午
後

6

時
3
0分
）

◇
申
し
込
み
役
場
保
健
福
祉
課
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

r
i
ぷ
i

0ヽ
鵞

，
石
岱

I
o
a
 

21 世紀を担う子どもたち

募
集
期
限
は
1
月
3
0日
⑧

平
成

1
3年
度

保
育
園
児
募
集

平成12年11月 10 日倫） (4) 



体育協会長の市村正男さん

故
・
小
平
喜
章
さ
ん
（
新
里
・
享
年

7
2
歳
）
に
、
こ
の
た
び
勲
六
等
単
光
旭

日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
平
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月

村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
平
成
七
年

八
月
ま
で
連
続
四
期
、
十
六
年
も
の
永

き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
に
議
長
、
副
議
長
、
土
木
経
済
常
任

委
員
会
委
員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
副

委
員
長
等
を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、

交
通
指
導
員
、
農
業
委
員
会
委
員
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、
監
査

町
体
育
協
会
が
文
部
大
臣
表
彰

平
成
1
2
年
度
体
育
功
労
者
及
び
社
会

体
育
優
良
団
体
表
彰
式
が
1
0
月6
日
、

東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
町
体
育
協
会

（
市
村
正
男
会
長
）
が
文
部
大
臣
か
ら

社
会
体
育
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

同
協
会
は
、
昭
和
3
3
年
か
ら
長
年
に

わ
た
り
組
織
的
に
社
会
体
育
活
動
を
行

社
会
体
育
の
普
及
振
興
に
尽
力

光

旭

日

章

委
員
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
、
消
防

団
副
団
長
、
村
農
業
協
同
組
合
理
事
、

郡
町
村
監
査
委
員
連
絡
協
議
会
委
員
等

幅
広
い
要
職
を
全
う
し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
五
年
に
は
幼
児
教
育
・

学
校
給
食
検
討
委
員
会
委
員
長
と
し

て
、
三
園
ず
つ
あ
る
幼
稚
園
と
保
育
園

を
各
一
園
に
統
廃
合
す
る
こ
と
や
学
校

給
食
に
つ
い
て
は
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式

で
の
完
全
給
食
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を

村
長
に
答
申
し
、
町
の
教
育
、
文
化
、

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
が
地
域
の
住
民

ま
た
は
職
場
の
従
業
員
の
健
康
・
体
力

の
増
進
等
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

市
村
会
長
は
「
町
制
施
行
に
合
わ
せ
、

平
成
1
0
年
に
行
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
都

市
宣
―
―
―
口
を
踏
ま
え
て
、
町
民
一
人
に
1

ス
ポ
ー
ツ
を
生
活
に
取
り
入
れ
、
健
康

で
明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
友
情
・
連
帯

の
和
を
広
げ
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

こ
。t
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」
：
西
簾
ほ
翌
じ

群
馬
行
政
監
察
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状

町
の
行
政
相
談
委
員
の
鯉
沼
哲
雄
さ

ん
に
、
こ
の
ほ
ど
総
務
庁
群
馬
行
政
監

察
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
行
政
相
談
委
員
業

務
の
遂
行
に
特
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
か

た
に
対
し
て
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
鯉
沼
さ
ん
は
、
平
成
7

年
4

月
か

ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て
国
・
県
・
町

の
仕
事
や
手
続
き
に
つ
い
て
、
意
見
・

要
望
・
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
行
政
相
談
業
務
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
今

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
ヘ

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
次
の
人

は
、
1
1
月
中
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

0
6
5
歳
以
上
で1
7
8

万
円
以
上
の

年
金
を
受
け
て
い
る
人

0
6
5
歳
未
灌
で1
0
8

万
円
以
上
の

年
金
を
受
け
て
い
る
人

老
齢
年
金
に
は
所
得
税
が
か
か
り

勲故

六 . 
小
平
喜
章

等
単

さ
ん
に

ま
す
。
所
得
税
が
正
し
く
源
泉
徴
収

さ
れ
る
よ
う
、
扶
養
親
族
等
申
告
書

は
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

行
政
相
談
委
員
の
鯉
沼
哲
雄
さ
ん

(5) 平成12年11月 10 日冷）



高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
介
護
を
必
要

と
す
る
寝
だ
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者
が

急
速
に
増
え
、
介
護
す
る
人
の
高
齢
化

も
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
働
き
に
出
る

女
性
も
増
え
る
な
ど
、
家
族
だ
け
で
介

護
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
健
や
か
で
ふ
れ
あ
い
と
思
い

や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
構
築
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
特

集
で
は
、
計
画
の
概
要
を
あ
知
ら
せ
し

ま
す
。

O
計
画
の
性
格

明
和
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
は
、

高
齢
者
に
関
す
る
保
健
福
祉
施
策
の
総

合
指
針
で
あ
る
現
行
の
明
和
町
老
人
保

健
福
祉
計
画
が
平
成
1
1
年
度
で
最
終
年

度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
介
護
保
険
制

度
の
施
行
に
向
け
て
策
定
す
る
介
護
保

基
本
的
な
政
策
目
標
・

重
点
課
題

平
成
1
2
年
度
か
ら
1
6
年
度
ま
で
の5

年
計
画
と
し
、
3

年
ご
と
に
見
直
し
し

ま
す
。

実
態
調
査
等
か
ら
推
計
し
た
町
の
高

齢
者
人
ロ
・
要
介
護
者
等
の
推
移
は
表

ー
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

計
画
期
間

険
事
業
計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て
、

す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
わ
た
る
総
合
的

な
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

高
齢
社
会
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
達
成
す
べ
き
高
齢
者
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
目
標
を
定
め
、
計

画
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
料

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
見
込
み
量

O
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
・

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
事
業
の
推
進

新
老
人
保
健
福
祉
計
画

. 

あ
る
ま
ち
づ

介
護
保
険
事
業
計
画

計
画
の
基
本
的
な
政
策
目
標
と
重
点
課

題
を
表
2

の
と
お
り
掲
げ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
に
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
主
な

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
を
表
3

の

と
お
り
推
計
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
に
お
け
る
3

年
間
の
介
護

保
険
給
付
費
総
額
を
且
億
7

、

9
5
9

万
5

、

0
0
0

円
（
表
4
参
照
）
と
算
定

し
ま
し
た
。
給
付
費
総
額
か
ら
6
5
歳
以

上
の
第
1

号
被
保
険
者
の
保
険
料
を
算

出
し
た
と
こ
ろ
、

1

か
月
当
た
り

2

、

7
0
0

円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
1
2
年

度
か
ら
1
4
年
度
ま
で
の
年
間
保
険
料
は

表
5

の
と
お
り
で
す
。

介
護
保
険
制
度
で
は
「
非
該
当
」
と

認
定
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
で
は

「
非
該
当
」
と
認
定
さ
れ
た
人
に
対
す

る
支
援
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

●
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◆
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

◆
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

ま
た
、
高
齢
者
が
在
宅
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
緊
急
通
報
電
話
設
置
事
業

♦
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
—

♦
紙
オ
ム
ツ
給
付
事
業

（
社
協
事
業
）

老
人
保
健
事
業
（
健
康
相
談
、
健
康

診
査
、
健
康
教
育
、
訪
問
指
導
、
機
能

訓
練
等
）
の
充
実
を
図
り
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

平成12年11 月 10 日倫） (6) 
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資料：平成10年度は、要援護高齢者需要調査結果（基準日：平成10年 8 月 1 日）
注：「障害老人の日常生活自立度判定基準」および「痴呆性老人の日常生活自立度判定基準」の組合せによる状態像

の人数分布から、要介護度の分布を推計しています。

表 3 主な居宅サービスの見込み量

訪問介

訪問入浴介護回I年

訪

巨荏
n= 

通

問

所

看

介

華
nェ

護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

問
い
合
わ
せ
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
図
4
9
2
6

※
明
和
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
全
文
は
、
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
、
町
立
図
書
館
、
中
央
公
民
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

回1年

回I年

回I年

回I年

週I年

迎年

表 2 基本的な政策目標と重点課題
八：：9.< ゞ<>· •,<>.<〉三＜ゞ<>•，、•く＞．く怒＜沢｀·.<）.<>. o．岱：：．＜＞・く、らく、',<＞．＜ゞ‘｀・＜ゞ＜＞ ．＜ゞ＜x ,<＞．＜ゞC．くゞ‘ヽ＾

食 基本的な政策目標 g 

: ]讐とし雷言：り : ③温かい心の通う福祉のまちづくり g 
喜葛重点課題 [ 

苔 1) 保健福祉サービスの充実 え
>t ①在宅福祉サービスの充実 且
貸 ②介護サービスの質的向上 ] 
父 ③保健医療サービスの充実
℃ 2) サービス供給体制の整備沃 ①保健福祉施設の整備 [ 
姜 ②保健福祉マンパワーの確保 沢
葛 ③利用しやすいサービス体制の整備 ; 

ぎ：／／護イ1 ：；：：：：i胃:i:| ：二[]／ご］ : ：］賢言登呈皇万呈豆戻ア足豆悶巴くリの推進 口
炎 X

覧 ②都市環境の整備 ｷX 

ぢ 5) 地域ケア体制の確立 忍
忍 ①地域ケア体制づくりの必要性 葛
ぎ ②在宅介護支援センターの整倫 虐
ｧ ③民間福祉活動との連携・協調 貸
9く ④ボランティア等の民間活動への育成援助 •~'. 
食 6) 痴呆性高齢者支援対策の推進
忍 ①痴呆の予防 [ 
< ②痴呆介護の質的向上 [ 
ば ③高齢者の権利擁護
ゞ＇ぷゞ＜＞．く火＞．＜ゞくぷ‘9,<>9ら’ン'<>·＜ゞ＜ン·<ゞ＜＞．く火＞．く火＼＜ゞ＜ぷゞ＜＞．＜ン'<>（火ン．＜ゞ<>G.<>‘くぷン℃．＜ゞぐぷゞ<>v

15,236 

728 

0

8

 

8

0

 

0

3

 

,., 2

9

 3,120 

合

20 

152 

`』---
16.796 15.808 17.056 17.524 

884 

2,444 

9,516 

3,172 

20 

180 

988 

2,496 

9,308 

2,496 

26 

194 

計

1,196 

2,860 

9,568 

2,548 

26 

208 

1,352 

3,068 

9,620 

2,496 

居宅サ＿ビスi
総費用 I 

土

施設サービス
総費用

17,132 

17,486 

18,494 

19,095 

A 
34,618 

26 

222 

19,908 

22,766 

B IC 
37,589 I 42,674 

介護保険給付費総額＝ ｛ AXll月＋（AXl月十BXll月）
+(BXl月十CXll月）） X0.883 （実効給付率）＝ 1 ,1 79,595千円

表 5 年間の介護保険料（65歳以上の第 1 号被保険者）

I 対象者 ---老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税のかた、生活保護受給者 4,000 円 12,100 円 16,200 円

世帯全員が住民税非課税のかた 6,000 円
本人が住民税非課税のかた

本人が住民税課税で、合計所得金額が250万円未満のかた

18,200 円

8,100円 24,300 円
“―~”→~い』 99証翠

10,100 円 30,300 円

24,300 円

32,400 円
忠

40,500 円

本人が住民税課税で、合計所得金額が250万円以上のかた 12, 1 00円 36,400 円

※国の特別対策で、平成12年度は 1 年の 1/4、平成13年度は 1 年の3/4で算出しています。

48,600円

(7) 平成12年11月 10 日位）
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▼地区の期待を背負って (400m リレー）
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^ ラス
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第
3

回
明
和
町
体
育
祭

2
0世
紀
最
後
の
体
育
祭
で
あ
る
第
3

回
明
和
町
体
育
祭
が
行
わ
れ
だ
1
0
月
8

日
は
朝
か
ら
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
暑
く

も
な
く
寒
く
も
な
く
、
延
べ
約4
5
0
0

人
が
体
育
祭
を
楽
し
み
ま
し
だ
。
種
目

は
、
リ
レ
ー
や
百
足
競
争
、
玉
入
れ
な

ど
の
得
点
競
技
と
、
保
育
園
や
幼
稚
園

児
に
よ
る
あ
遊
戯
や
民
謡
踊
り
、
鼓
笛

パ
レ
ー
ド
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
ョ
ン

競
技
と
に
分
か
れ
て
い
て
、
子
ど
も
か

ら
あ
年
寄
り
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
競
技

に
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
後
半
に
な
っ
て
い
よ
い
よ
佳

境
に
突
入
。
障
害
物
リ
レ
ー
や
カ
ク
テ

ル
リ
レ
ー
な
ど
で
ハ
イ
ラ
イ
ト
続
出
の

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
だ
結

果
、
優
勝
は
南
大
島
、
準
優
勝
は
新
里
、

3

位
は
梅
原
で
し
た
。

うぎ）

ゃ・~ • -
鳴憂憂勺）＼載（大なゎ隔

平成12年11 月 10 日倫） (8) 
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コーローハイスクールでホストファミリーや先生たちと記念撮影

町
で
は
、
中
学
生
に
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
、
異
国
の
文
化
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と

8

月

1
9日
か
ら

2
9日
ま
で
の
1
1
日
間
、
中

学
生
国
際
交
流
研
修
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

派
遣
さ
れ
た
の
は
、
中
学

2
.
3

年
生

1
0人
と
引
率
者
の
立
川
学
校
教
育
課
長
、

関
根
教
頭
、
後
藤
教
諭
の

3

人
で
し
た
。

研
修
先
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ

—
郊
外
の
ノ
ー
ス
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
あ
る

コ
ー
ロ
—
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
、
現
地
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
な
が
ら
通
学
し
、
英
語
研
修
や
文
化
的

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

帰
国
後
、
研
修
事
業
の
報
告
会
が

1
0月

1
8日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
、

中
学
生
ら
1
3
人
が
関
係
者
や
保
護
者
に
報

告
し
ま
し
た
。
斎
藤
町
長
は
「
将
来
の
中

で
、
も
う
一
度
訪
ね
て
み
た
い
な
、
と
い

う
気
を
起
こ
し
、
手
紙
等
を
通
じ
て
交
流

を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、
引
率
者
の
報
告
や
研
修
の
様
子
を
ビ

デ
オ
で
視
聴
し
た
後
、
派
遣
さ
れ
た
生
徒

1
0人
が
自
然
や
文
化
に
触
れ
て
感
動
し
た

こ
と
、
貴
重
な
学
習
体
験
の
数
々
を
述
べ

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
派
遣
さ
れ
た
か
た
が
た
の

感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

中
学
生
1
0人
が
国
際
交
流
研
修
報
告

蒙
州
で
f
1
1
1

け
n
lえ

ヽ

3

年
私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て

す
ご
く
頭
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
過
ご
し
た

り
向
こ
う
の
学
校
に
通
っ
た
こ
と
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
1
0
日
間
は
、

3

年
3

年

折
原
優
子

僕
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
初
め
て
体
験

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
、
と
て
も
優
し
く
話
し
や
す

か
っ
た
し
、
す
ぐ
に
溶
け
込
め
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
と
て
も
住
み
や

す
い
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
海
外

派
遣
で
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
色
々
な
こ

と
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
永
知
生

吉
田
秀
貴

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
僕
に
と
っ
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
の
で
き
た
と
て
も
有
意
義
な
日
々
で

し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
町
役
場

の
方
々
、
両
親
、
そ
れ
に
行
動
を
共
に
し

た
1
0
人
の
仲
間
た
ち
へ
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
か

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
た
い
で
す
。

な
体

3

年
渋
澤
未
奈

8/25 
（金）言

E
ー
·
\
j

2
日

/ 
Q

u

(

 

8/28 
（月）

9\l‘ 
2

犬
/

1

 

8

(

 

`l-

—— 

8
（
路
シ
ド
ニ
ー
空
港
へ

シ
ド
ニ
ー
着
後
市
内
視
察

1
2
日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
ヘ
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
胴
始

2
1
引
体
験
入
学
英
語
学
習
（
自

8
（
己
紹
介
、
日
記
・
詩
を
書
く
、

4
ィ
ン
タ
ビ
ュ
—
等
）
、
折
リ

鱈
叩
紙
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
動
物
園

見
学
等

コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に

体
験
入
学
英
語
学
習
さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
終
日

自
由
行
動

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
終
了
シ
ド

ニ
ー
市
内
視
察
ホ
テ
ル
泊

グ
レ
ッ
ズ
ウ
ッ
ズ
牧
場
見
学

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ホ
テ
ル
泊

シ
ド
ニ
ー
空
港
か
ら
成
田
空

港
甲
和
町
着

日
本
で
過
ご
す
1

か
月
分
く
ら
い
の
楽

し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
向
こ
う
で
友
達

が
で
き
た
の
で
、
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
た
1
0
日

間
は
、
毎
日
が
新
鮮
で
楽
し
く
、
時
間

が
た
つ
の
が
と
て
も
早
く
感
じ
ま
し

た
。
言
葉
や
文
化
が
違
っ
て
も
人
は
だ

れ
と
で
も
仲
良
く
で
き
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
、

こ
れ
か
ら
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成12年11 月 10 日倹） (10) 



引率者からひと言

教育委員会学校教育課長 博康

どこまでも遠く澄み渡った青空と地平線

の彼方までユーカリの木々が生い茂った広

大な大地。近くに目を向ければ早春を思わ
ぼけ にお

せる木瓜や梅、桃の花が咲き匂っていまし
た。

素晴らしい自然環境の中で、異国の文化

に触れながら体験入学等の交流活動で得た

経験を今後の人生に生かして欲しいと思い

ます。

明和中学校教頭 関根

立川

操

コーローハイスクールを訪問し、生徒の

明るさ、学校環境や自然環境の素晴らしさ

に感動しました。

滞在中、生徒は何事にも明る＜積極的に

取り組み、かけがえのない貴重な体験をし、

一段とたくましくなって帰国できたように

思います。町民の皆様のご支援に感謝いた

します。

明和中学校教諭 後藤 幸子

意欲、前向きな姿勢、明るさ、これらの

要素は、まさにこれからの国際人としての

大切な資質であることを生徒たちと共に実

感し、学ぶことができました。

私自身、貴重な研修に参加できましたこ

と皆様の温かなご支援のおかげと考えます。

ありがとうございました。

体育授業の一環でバスケットボールの交流試合

小
学
校
で
折
り
紙
を
指
導
す
る
明
中
生
徒

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
う
ま
で
は

2

年
関
口
裕
也

2

年
翔

た
く
さ
ん
の
出
会
い
、
そ
し
て
感
動

を
僕
の
心
に
残
し
て
く
れ
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
ヘ
の
海
外
派
遣
。
雄
大
な
地
平

線
、
水
平
線
。
夜
空
い
っ
ぱ
い
の
輝
く

星
。
最
高
で
し
た
。
不
安
な
英
語
に
も

温
か
い
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
コ
ー
ロ
園5、
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
皆
、
T
h
a
n
k

y
o
u
!

さよならパーティーで八木節を披露

私
に
と
っ
て
国
際
交
流
は
、

池
田

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
は
、
お
金

ー
持
ち
で
自
宅
に
プ
ー
ル
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
充
実
し
た

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ー

ロ
ー
で
で
き
た
友
達
と
文
通
が
始
ま
り

ま
し
た
。
数
人
は
、
日
本
に
来
た
い
そ

う
で
、
今
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
、
今
後
役
立
て
た
い
で
す
。

3

年
中
村
柴
乃
部

不
安
と
心
配
の
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
気
さ
く
で
優
し
く
て
、

何
よ
り
も
親
切
な
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
触
れ
合
い
、
そ
の

気
持
ち
は
楽
し
さ
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
参
加
し
て
色
々
な
こ
と
を

経
験
し
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

2

年

か
け
が

2

年
、
田
中
絹
恵

私
は
、
国
際
交
流
研
修
に
参
加
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
は
、
と
て

も
良
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、
楽
し
く
生
活
で

き
た
の
は
、
親
切
に
し
て
く
れ
た
人
た

ち
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

は
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
1
0
日
間
で
し
た
。

見
る
も
の
、
聞
く
も
の
…
み
ん
な
初
め

て
で
、
毎
日
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
暮
ら
し
、
文
化
、
道
徳
心
が
強
い

人
々
を
知
り
、
私
は
、
多
く
の
こ
と
を

考
え
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
、
将
来
に
役
立
て
た
い
で
す
。

泉
田
奈
央
美

2

年
帆
足
文
野

~
大
自
然
の
中
を
野
外
ハ
イ
キ
ン
グ

»
小
学
校
で
記
念
植
樹
を
す
る
明
中
生
徒

え
の
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
、
貴
重
な

経
験
を
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
優
し
さ
、
温
か
さ
、
そ
し
て
、
コ

ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
た
く
さ

ん
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
え

る
こ
と
を
目
標
に
毎
日
頑
張
り
ま
す
。

(11) 平成12年11月 10 日釦
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町
で
は
、
平
成
1
2
年
3
月
議
会

A
で
制
定
さ
れ
た
「
明
和
町
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
だ
。

情
報
は
知
る
権
利
と
知
ら
せ

る
義
務
の
上
か
ら
成
り
立
つ

も
の
で
、
内
容
の
拡
大
を
願

望
し
ま
す

昨
年
1
2
月
議
会
で
一
般
質
問
が

Q
あ
り
、
町
長
は
3
月
、
遅
く
と

も
6
月
ま
で
に
制
定
す
る
回
答
で
あ
っ

た
が
1
0
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
運
び

と
な
り
期
待
し
て
い
ま
す
。
当
条
例
は
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
関
連
も
あ

り
ま
す
が
町
民
も
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
求
め
な
い
と
思
う
の
で
情
報
は
知

る
権
利
と
知
ら
せ
る
義
務
の
上
か
ら
成

り
立
つ
も
の
で
、
内
容
の
拡
大
を
願
望

し
ま
す
。
（
矢
島
・
男
性
）

公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
い
よ
い
よ
1
0
月
1
日

か
ら
情
報
公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

情
報
公
開
は
、
町
が
持
っ
て
い
る

様
々
な
行
政
情
報
を
「
町
と
住
民
の
皆

さ
ん
の
共
通
の
財
産
」
と
し
て
、
皆
さ

ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
し
て
い
く
制
度

で
す
。
こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
り
ガ
ラ

ス
張
り
の
町
政
を
実
現
し
、
町
が
行
う

事
務
事
業
を
住
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
か

ら
見
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

信
頼
と
理
解
を
得
て
町
政
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

一
方
で
、
情
報
の
中
に
は
公
開
（
開

示
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
障
の
で
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
た
め
の
個
人
情
報
な
ど
が
そ
の
例

ガ
ラ
ス
張
り
の
町
政
を
実
現
で
す
。
こ
の
よ
う
に
公
開
で
き
る
情
報
、

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
信
頼
で
き
な
い
情
報
が
あ
り
ま
す
が
制
度
の

と
理
解
を
得
て
町
政
の
推
進
趣
旨
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

を
目
指
し
ま
す
！

上
げ
ま
す
。

な
お
、
町
の
情
報
公
開
制
度
の
概
要

内
“
”
“
q
〒
i
i

行
政
区
で
相
談
し
、
区
長
名

で
環
境
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い

家
の
前
に
お
墓
が
あ
り
、
街
灯

Q
が
な
く
夜
は
と
て
も
怖
い
で

す
。
孫
が
中
学
に
な
り
女
の
子
な
の
で

学
校
の
帰
り
が
遅
く
な
る
と
心
配
で

す
。
ぜ
ひ
、
家
の
前
に
街
灯
を
取
り
付

け
て
く
だ
さ
い
。
（
斗
合
田
・
男
性
）

新
し
い
道
路
の
丁
字
路
に
街
灯

Q
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
中
谷
・
男
性
）

駅
か
ら
1
5
分
以
内
の
道
路
に
町

Q
費
で
街
灯
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。
（
中
谷
・
女
性
）

防
犯
灯
は
、
設
置
基
準
に
基
づ

A

い
て
設
置
さ
れ
て
お
り
「
設
置

場
所
は
、
不
特
定
多
数
の
人
の
通
行
が

あ
り
、
防
犯
上
必
要
と
認
め
ら
れ
、
か

て
く
だ
さ
い

家
の
前
に
街
灯
を
取
り
付
け

に
つ
い
て
は
「
広
報
め
い
わ
9
月
号
」

（
平
成
1
2
年
9
月
1
0
日
発
行
）
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。（

総
務
課
）

②
介
護
者
は
立
ち
上
が
っ
て
、
お
年

寄
り
を
ま
っ
す
ぐ
に
立
た
せ
る
。

つ
東
電
柱
に
添
架
で
き
る
場
所
と
す

る
」
と
い
う
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
2
年
1
0
月
1
日
か
ら
2
0

w
防
犯
灯
を
設
置
す
る
場
合
、
設
置
費

用
は
町
が
負
担
し
ま
す
が
、
電
気
料
金

に
つ
い
て
は
行
政
区
負
担
と
な
り
ま
す

の
で
、
行
政
区
で
相
談
し
区
長
名
で
環

家
庭
で
の
〈
J
護

①
介
護
者
は
、
両
ひ
ざ
で
お
年
寄
リ

の
両
ひ
ざ
を
前
方
か
ら
挟
む
よ
う

に
し
て
支
え
、
両
手
で
左
右
の
腰

を
自
分
の
方
に
寄
せ
る
。

起
き
上
が
り
の
介
助

毎
日
の
安
心

•
あ
世
話

④
イ
ス
に
腰
を
お
ろ
す
と
き
は
、
介

護
者
も
腰
を
低
く
す
る
。

境
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
設
置
後
に
お
い
て
農
作

物
等
へ
の
被
害
が
考
え
ら
れ
る
場
所
に

つ
い
て
は
、
区
長
さ
ん
が
責
任
を
持
っ

て
周
辺
地
権
者
の
了
承
を
得
る
と
と
も

に
、
申
請
書
に
同
意
書
を
添
付
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
（
環
境
課
）

ベ
ッ
ド
か
ら
イ
ス
ヘ
の
移
動

\
~
s
-
9
9
-
r
,
‘
t

•
1
9
-

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ニ
―
―
―
―
―

③
お
年
寄
リ
の
腰
を
抱
え
た
ま
ま
、

9
0度
方
向
を
変
え
る
。

(15) 平成12年11月 10 日倫）
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撻康について考えてみませんか

健康が 1 番！健康な体づくりを目指して…

健
康
は
、
自
分
に
贈
る
こ
と
の
で
き

る
最
高
の
宝
物
で
す
。
ど
う
し
た
ら
こ

の
健
康
を
維
持
で
き
る
か
、
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
巡
回
ハ

ツ
ラ
ツ
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

「
イ
キ
イ
キ
健
康
生
活
術
」
と
題
し
て

の
講
話
を
中
心
に
、
さ
わ
や
か
体
操
な

ど
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

参
加
者
は
、
若
い
か
た
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
誰
で
も
O
K
I

．
各
地
区
の
公
民

館
等
で
右
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
食
の
試
食
な
ど
も
用
意
し
て

い
る
の
で
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日

11/20 （月）

11/21 （失）

11/22 （水）

11/28 （失）

11/29 （水）

11/30 （木）

12/ 5 （失）

12/ 6 （水）

時

巡回ハッラツ健康教室

場所

千津井集落センター

旧東蔀児童館

南大島農構改善センター 南大島
ーマ9：ーー＝
江口
`― 9-0 』 -C—,.'溢字

梅原
．、J\J~：江口集落センター

梅原集落センター

田島集会所

大佐貫農構改善センター

中谷住民センター

須賀公民館 須賀
`—•一 ー~——・・ヤに•コ`,•r•-—=-•一

13: 30~I 川俣公民館 ，川俣
·:'・一｀•一ーご‘..― ｷ --9-:·ご.- -心

大綸転作促進研修施設 大輪
= 
斗合田斗合田集落センター

下江黒集会所

保健センター

矢島公民館

対象地区

千津井

上江黒

大佐貴

下江黒

ロ｀
心♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◇♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊……◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦ ◇●

ロニカロさJ中：6す口のの］］のコ踏：粉／地：畏：／め：／作：／生粉畏／d：押＾
●o♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊ 
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平
成
且
年
1
0月
か
ら

1
2年
9

月
ま
で

の
1

年
間
に
お
い
て
、
全
国
レ
ベ
ル
の

大
会
で
優
秀
な
成
績

(
3位
以
内
）
を

収
め
た
次
の
2

人
の
か
た
が
、

1
0月
8

日
の
町
民
体
育
祭
開
会
前
に
斎
藤
町
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
川
合
達
夫
（
南
大
島
）

•
第
5
4回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
成
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル

9
7冗
級
優
勝

・
天
皇
杯
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
成
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

明
和
町
ス
ポ
ー
ツ

競
技
優
秀
者
表
彰 6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

)

-

)

 

4

4

 

館
侶
夕
⑱

鼻
じ
｀
＂
▼
育
6
ン

6

疇
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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-
_
1――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＿
ー
―

-
l
-体
セ

n
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―
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―
―
―
―
―
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―
―
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■―
ー
ー
会
洋

。
社
海

.————————-=———————— 
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0
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｀
ヘ

:

i
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ヽ
J

◇
期
日

1
2月
1
0日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

1
1月

2
6日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ロ゚

卓第

2
 
回
町

球
大

会民

• • 
歳ズ第久 85
4 陸 20 保冗
〇上回口級
〇競記敏
m 技念夫優
ハ選国＾勝

l 手際南
ド権全大
ル大日島
会本―
優マ
勝男ス

：：ニーご---ごこ二全苧て 子タ

町民体育祭開会前に表彰される川合さん 50 I 

l1月は全国青少年

健全育成強調月間です

大人自身が、社会の基本的な

ルールを身をもって次の世代

に伝えましょう！

優勝した「新里A」チーム

優
勝
新
里

A

準
優
勝
梅
原

B

3

位
南
大
島
下

B

第
2

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ペ
タ
ン
ク
大
会

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院

[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。
（
内
科
・
外
科
・
産
婦

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1

時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

————— 

田
区
―
一
院

6
1

一
と
―
院

3
7
一
と

地
一
医

2
2

区
す
医

3
1

一
区
す

代
和
一
西
閲
一
韮
げ
越
砂
一
韮
ば

日
一
小
〖
一
館
同
竹
〖
一
館
同

千
月
一

I

-

1

-

区
―
―
院

5
5

一
と
一
刃

2
7
一
と

地
一
医

2
2

一
区
す
に

2
7

―
区
す

幻
一
地
で
切

n

一
地
で

□

-
―
戸
：
：
｀
一
覧

11,11~-9-

— 

一
斗
一
＿
院

6
3

一
院
0
0

院
6
3
一
院
1
1

-
―
医

3

一
病
6

医
3
7

一
病
3
0

区
-
t
―
―
畠
―
畠
晶
一
橋
⑮

地
口
」
，1□国
1
]ー
慶
〖I
I直C
|
]
|
l
l
’

林
一
院

6
0
―
院2
6
2一
疇1
3
4一院
3
0

一
科
一
医

3
1

―
医
3
0

一
医
3
3

館
―
―

0
-
o

＿
岱
一
の
の

―
内
―
〈

-
0

げ
一
岸
勺
＿
9
-

え
げ

ロ
ロ
ロ

地
：
こ1
[
-
[
〖

＼
月
し
1
1
1
ー1ーI
|
'
1
|
|
I
~

丁
ー1ー
ー
1ー
―

日
当
番
医

休

11 月 23 日

(17) 平成12年11月 10 日倫）



冬 空 の つ ど し 農業用廃ビニール等
を回収します

＇平成 13年度短期課程
(4 月入校）生徒募集

県立東毛少年自然の家
fl 0277 (78) 5666 

◇期日平成13年 1 月 20 日 (±)~21 日

（日） 1 泊 2 日

◇会場群馬県立東毛少年自然の家
とその周辺（藪塚本町）

◇対象小学校•特殊教育諸学校小

学部（介助者を含む）の 3~6 年生

◇募集人員 120人（先着順）

◇内容星空観察・野外活動等

◇参加費一人 2,800円（食事代

等）
◇申し込み 11月 15 日（水）から 12月 28

日（木）までに電話で参加者氏名、性
別、学校名、学年、保護者氏名、

郵便番号、住所、電話番号を東毛

少年自然の家にお知らせくださ

V ヽ。

こ
こ
せ税務職
ご注意

員
を

館林税務署
合 (72)4373

国税職員でない者が、税務職員に

よる税務調査と称して、個人的な情
報を聞き出そうとしたり、現金等の

資産を確認したりする場合があり得

ますので、ご注意ください。

国税職員は、顔写真を貼付した身

分証明書を携帯していますので提示

を求め確認するほか、不審な点があ

りましたら、その場で税務署または

国税局にお問い合わせください。

•関東信越国税局 ff 048 (600) 3111 

花 rJ
 

よ み

はしゅ

11 月の播種

スイートピー

閏花3~5月）

）囚ピナス

澗花4~5月）

カスミ草

（開花5~6月）

など

ルピナス

JA館林市

fl (74) 7614 

J A館林市では、施設園芸農家等

から排出される廃プラスチック（農

業用廃ビニール等）の適正な処理を

するため、次のとおり回収をするこ

とになりました。

農業用廃ビニール

◇日時 11 月 29 日休）

~10時

◇場所 明和カントリーエレベータ

一敷地内

農業用廃ポリエチレン（肥料袋、育

苗箱、マルチ等）

◇日時 12月 20 日(;j\)

~10時

◇場所 JA館林市コントロールセン

ター

※詳しいことは、J A館林市へお問

い合わせください。

午前8時30分

午前8時30分

年末調整等説明会

い叶~ベ-ャ -や吋-ご

館林税務署法人課税第2部門
合 (72)9528

平成12年分年末調整の説明会を次

のとおり開催します。

なお、本年度から年末調整関係書

類を事前に送付しますので、ご持参

のうえご来場ください。

◇日時 11月 20 日（月） 午前10時～

◇会場館林市三の丸芸術ホール

「金山YYクラブ第 3 期」
参加者募集

県立金山青年の家
合 (22)7956

12月 9 日 (±)~10 日（日） 1 泊◇日程

2 日：

◇会場県立金山青年の家

◇参加対象者 県内在住の小学 4 年
生から中学 3 年生のグループまた

は県内在住・在勤の親子

◇募集人員 50名（先着順）

◇参加費一人3,000円

◇内容 自然の材料を探し、作品を

作る（クラフト） •もちつき大会

ほか

◇募集期限 11月 25 日(±)

◇申し込み・問い合わせ
青年の家へ

県立金山

県立太田産業技術専門校
ff (31)1776 

◇募集科目・定員 ► NC オペレ

ータ科20人 ~溶接科20人

◇訓練期間 平成 13年 4 月上旬～

9 月下旬までの 6 か月間

◇対象者 技能を身につけ就職を

希望するかたならどなたでも

（学歴・年齢・性別問わず）

◇受付期限 12月 6 日困

◇選老日 12月 13 日困

◇選考場所 県立太田産業技術専門

校

◇選老方法 義務教育修了程度の

学科試験と面接試験

◇在学中の費用 授業料は無料（た

だし、教科書・実習服などは自己

負担）
◇問い合わせ

門校

県立太田産業技術専

医療事務講習 会

｀一fぷぅ•ー，ー・―-0,～すが-、□」-T· 也-や＇しゃら函， ぷ琺

県立太田産業技術専門校
合 (31)1776

◇期間 12月 8 日倫）～平成13年 2 月

26 日償） 毎週月・水・金曜日午前

9時30分～午後3時30分

◇場所県立太田産業技術専門校

◇内容 ①医療事務 ②医療事務に

関するパソコンの操作

◇応募資格 ①年齢が30歳以上60

歳未溝の雇用保険受給資格者等

で、公共職業安定所長の受講指

示を受けたかた②年齢が30歳

以上60歳未満のかたで、公共職業

安定所長の受講推薦を受けたかた
◇定員 20名

◇受講料無料（ただし、

20,265円は自己負担）

◇受付期限 11月 17 日倫）

◇申し込み館林公共職業安定所

教材費

10月号で誤りがありましたので訂

正しておわびいたします。

14ページの第 1 回老人福祉大会の

欄で、老人クラブ育成功労者表彰が

「社協会長表彰」とあるのは「町長
表彰」の誤りでした。

「この社会 あなたの税が いきている」 国税庁 平成12年11月 10 日倫） (18) 
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町の無料法律相談

日時＝12月 11 日旧）
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝蓮見弁護士
受付＝ 12月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝12月 14 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター
対象者＝ 10年12月、 11年12月、 12

年 5 月、 8 月生

健 康 相 ＝火臥

日時＝ 12月 5 日因
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 12月 15 日倫）
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年

今

金 相 三火
畝

日時＝ 12月 21 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 12月 14 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

月 の 納税

[>固定資産税[>国民健康保険税
[>介護保険料[>国民年金保険料
[>水道料金
納期限＝ 11 月 30 日（木）

~し

置

特設人権相談所開設

叶 99II'Ill,91ll Il l,l l 、 l • 4,, -1’—’一 ・・～で』心し9-------_ sらー一ざ穿を一

前橋地方法務局太田支局
ff (32) 6100 

太田人権擁護委員協議会と前橋地

方法務局太田支局では、 12月 4 日旧）

から 10 日（日）までの人権週間を中心に

して特設人権相談所を開設します。

相談は無料で、秘密は守られますの

でお気軽にお出かけください。

◇日時 12月 15 日釦午前10時～午

後 3 時

◇場所明和町役場第 3 会議室

※なお、人権擁護委員の自宅、前橋

地方法務局太田支局では、常時相談

を受けていますので、ご利用くださ

い。

当町の人権擁護委員（敬称略）

・瀬下昭一合（84)3618

・村市沼 昭博合(84)2181

•石川 賓合(84)3683

前橋地方法務局太田支局合（32)6100

東毛まちづくりジ‘ノポ］
、一竺～-参加者募集j
群馬県東毛地方拠点都市地域整備
推進協議会事務局 ft (47) 1809 

自然編～自然保護と水環境（ウェッ

トランドと邑楽・館林地域）

◇日時 12月 4 日(J=J) 午後 6 時30分

~ 9 時
◇会場館林市文化会館小ホール

◇内容桜井善雄氏（信州大学名誉

教授）講演および水環境に取り組
む団体によるパネルデイスカッシ

ョン

◇入場料無料
◇問い合わせ館林市企画課合(72)

4111 

群馬県最低賃金
1 0 月 1 日から改正

群馬労働局労働基準部賃金室
合 027(210)5005

群馬県最低賃金が10月 1 日から改

正されました。

• 1 日 5,111円・ 1 時間 639円

なお、産業別（鉄鋼業など 4 業種）

最低賃金については、今後改正が予

定されています。

事業主・労働者の皆さん、もう一

度最低賃金をよく確かめてくださ

ぃ厚］：こり
館林厚生病院

合 (72)3140

◇職種・人員薬剤師・栄養士…各

1 名

◇応募資格 日本国籍のあるかたで

昭和50年4月 2 日以降に生まれたか

た

►薬剤師有資格者

► 栄養士 有資格者および卒業見

込者（取得見込者）
◇願書締切 11月 30 日（木）

◇提出書類 ►薬剤師履歴書•免

許の写し ►栄養士履歴書•免許

の写し（有資格者）卒業見込者は

卒業見込書・成績証明書

◇試験作文・面接試験

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

障害児（者）の療育指導
や相談を受けます

しllllll19’'[999lll h1191lll111,'1l11l,II皿 l’’II,I’hl l 

陽光園

ff (88) 6700 

在宅で生活している、重症心身障

害児（者）・知的障害児（者）・身体障

害児のかたおよび保護者のかたの相

談にのります。

相談に関する費用は無料で、秘密

は固く守りますのでお気軽にご相談

ください。

◇期日 10月より毎週月～金曜日

◇場所陽光園（邑楽町赤堀836-1)

◇担当者専任のコーデイネーター

◇内容外来相談・巡回相談等

日曜緑化教室j

い。

県緑化センター
合 (88)7188

県緑化センターでは「庭木の整
せん

姿・剪定」をテーマに日曜緑化教室
を開催します。

◇日時 11 月 19 日 (H) 午前 10時～

正午雨天決行

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師樹木医熊倉弘先生

◇募集人員 50名（先着順）

◇参加費無料
◇申し込み群馬県緑化センターへ

※緑化講座・日曜緑化教室は「ぐん

ま県民カレッジ連携講座」として認

定されています。

(19) 平成12年11月 10 日倹） 1 1 月 1 1 日①～ 17 日（金） 税を知る週間
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藤
ま
で

カ
メ
ッ
ク
ス
野
球
部
は
、
社
内
で
野

球
部
の
サ
ー
ク
ル
を
始
め
た
い
と
い
う

声
が
上
が
り
、
去
年
一
九
九
九
年
六
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

発
足
当
初
は
、
野
球
の
経
験
者
が
仕

事
の
休
み
時
間
に
、
参
加
で
き
る
部
員

だ
け
で
ノ
ッ
ク
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

技
術
的
に
は
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
や
る

気
だ
け
は
満
々
の
チ
ー
ム
で
す
。
夏
の

野
球
大
会
に
向
け
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

借
り
て
、
毎
年
本
格
的
な
練
習
を
し
て

お
り
ま
す
。
上
手
い
下
手
は
抜
き
に
し

て
「
全
力
で
プ
レ
ー
し
、
皆
で
楽
し
も

う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
試
合
相
手
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
メ
ン

バ
ー
一
同
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先

6
閻
2
6
1
3

閥
カ
メ
ッ
ク
ス
群
馬
工
場
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広
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め
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わ
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葛世帯数 3,420 戸（＋ 3) 出生 4人・死亡 4人 [ 
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中
学
生
の
旦
蒙
国
際
交
流
に
お
い
て
、
今
年

は
お
互
い
に
行
き
来
で
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等

で
の
体
験
の
様
子
が
大
変
印
象
に
残
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
の

と
お
り
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
取
材
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。
®

「
シ
リ
ー
ズ
仲
間
」
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

の
自
王
番
組
の
中
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

広
報
の
紙
面
だ
け
で
な
く
声
で
仲
間
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
代
表
の
か
た
に
連
絡
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
©

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
体
育
祭
。
今

年
も
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
歯
を
く
い
し
ば

っ
て
種
目
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
歯
と
言
え

ば
、
味
覚
の
秋
な
の
に
最
近
歯
痛
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
歯
だ
け
は
特
に
大
事
に

し
ま
し
ょ
う
。
⑭

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

泉
田
つ
か

8
1
金
治
矢
島

恩
田
米

松
本
信
子

6
6

氏
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71 

文
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島
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8
0
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年
齢
世
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地

森
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疫
（
敬
称
略
）

修
一

れ
な

住
永
玲
奈
智
子
女
新

区

鱈 % 1% 翡塁

※掲載を希望されないかたは、

里 輪 島

代
表
佐
藤
孝
司

里

カ
メ
ッ
ク
ス
野
球
部

ひ
り
ゅ
う
官
―
男

小
暮
斐
隆
仁
美
男

斗
合
田 谷

米
あ
め
で
だ

米
（
敬
称
略
）

1ｽ2 

森
原

翔［
優光

子徳

男

中

氏
名
父
母
名
性
別
地

区

鴨％ ％聾

届け出の際に申し出てください。
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はやし

小学生があ囃子の技法を習得

西小の児童たちは、本町と友好交流提携を結ん

でいる三重県明和町の小学生と交流をするため

学習活動を行っており、郷土芸能班の児童は、

八木節保存会のかたからお囃子のたたき方など

を学びました。

今月の主な紙面—

・三重県明和町と文化・産業交流……②～③

・家電リサイクル法が13年4月スタート・｀••④ I'.,

・入札結果を公表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •⑤ 
きょ

・下水道管渠築造工事に着手………………⑥



▲明和太鼓稲妻会による和太鼓

第
3

回
町
文
化
祭
が
1
1
月3
日
か
ら

5

日
ま
で
の
3

日
間
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
で
開
か
れ
、
大
勢
の
町
民
ら
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

作
品
展
に
は
町
文
化
協
会
加
入
団
体

や
公
民
館
講
座
な
ど
か
ら
切
り
絵
、
水

墨
画
、
陶
芸
、
お
よ
び
幼
稚
園
児
、

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
絵
画
等
合

わ
せ
て
5
5
8

人
が
7
1
4

点
を
出

品
。
来
場
者
は
、
出
品
者
の
力
作
や
自

信
作
の
数
々
を
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

芸
能
発
表
で
は
、
本
町
と
友
好
交
流

提
携
を
結
ん
で
い
る
三
重
県
明
和
町
の

和
太
鼓
と
踊
り
の
ゲ
ス
ト
出
演
を
含
め

2
7
団
体
の31
5

人
が
舞
踊
、
八
木
節
、

和
太
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
地
域
活
動
促
進
事
業
と
し
て
パ

ン
ジ
ー
の
苗
約
4
0
0

ポ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
、
明
和
中
学
校
の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
吹
奏
楽
部
演
奏
会
も

行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
発
表
し

て
い
ま
し
た
。

5

日
に
は
、
健
康
・
歯
科
相
談
、
種

飛
ば
し
大
会
、
母
子
保
健
推
進
コ
ー
ナ

ー
な
ど
の
健
康
ま
つ
り
が
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
ほ
か
、
商
工
祭
が
社
会

体
育
館
西
駐
車
場
で
開
か
れ
、
バ
ザ
ー
、
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▲上下は三重県明和音頭保存会・
中は三重県明和太鼓保存会の皆さん—— 

A3 年生の部では B組が最優秀賞を受賞（合唱コンクール） っ
く
色
と
り
ど
り
で
上
手
に
で
き
て
る
わ
ね

9& 

I鵬-

1こ

つ
の
• • 

平成12年12月 10 日（日） (2) 



手亡量

ーlつと

甚
]
〉
げ

ヽ
ヽ
ぁ

c
:
 

ヽ
ぁ

。
食
▲

（もちつき大会）

商工祭＆健康まつ
▼三重県の特産物いかがですか？

り
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ん
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▼ボクの当だってる？ （ビンゴ）

呻

模
擬
店
、
も
ち
つ
き
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
企
業
紹
介
な
ど
多
彩
な
催
し
が

繰
り
広
げ
ら
れ
大
盛
況
で
し
た
。

今
回
の
文
化
祭
に
は
、
本
町
と
友
好

交
流
提
携
を
結
ん
で
い
る
三
重
県
明
和

町
か
ら
木
戸
口
町
長
を
は
じ
め
関
係
者

4
2人
が
訪
問
し
、
文
化
交
流
や
産
業
交

流
を
行
い
相
互
の
親
睦
と
友
好
を
深
め

ま
し
た
。

文
化
交
流
で
は
、
芸
能
発
表
が
行
わ

れ
明
和
音
頭
保
存
会
に
よ
る
幻
想
的
な

い
つ
き

「
斎
王
の
舞
」
の
踊
り
等
や
明
和
太
鼓

保
存
会
の
「
飛
龍
三
段
返
し
」
等
の
勇

壮
な
和
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
町
民
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
木
戸

口
町
長
は
「
二
つ
の
明
和
町
が
永
久
に

友
情
を
深
め
、
2
1世
紀
を
生
き
抜
い
て

い
く
た
め
、
た
く
ま
し
い
町
に
し
た
い
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、
産
業
交
流
で
は
、
商
工

祭
の
会
場
で
三
重
県
明
和
町
特
産
品

「
ひ
じ
き
」
等
の
展
示
即
売
や
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
よ
り
観
光
情
報

提
供
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ミ
コ
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►

憧
れ
の
ナ
ー
ス
に
大
変
身
Q

` 

~\ 

し

/ 

＂おいしいらくがきせんべいの出来上がり

圧

て
ま
す
か
？
・



い
る
も
の
の
、
半

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
」
と
以
上
は
直
接
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま

い
ま
す
）
が
平
成
1
3
年
4

月
に
施
行
。

い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
家
電
メ
ー
こ
の
た
め
、
廃
棄
物
の
減
量
と
資
源

—
に
リ
サ
イ
ク
ル
、
小
売
店
に
酷
家
電
ご9

の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
小
売
業
者
、

氏

累
コ
き
取
り
を
義
務
づ
け
、
消
費
者
が
了
製
造
業
者
等
に
よ
っ
て
廃
家
電
の
収

文
の
費
用
を
負
担
す
る
と
定
め
、
循
環
一
集
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
新
た
な
仕
組

主
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
消
費
者
も
ユ
み
。

文
れ
相
応
の
負
担
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
『
門
戸

]
な
い
と
規
定
し
た
初
の
法
律
で
す
。
□
嘉
·
t
応
鯰
摯

使
わ
な
く
な
っ
た
家
電
製
品
を
ご
み
[
]
言

じ
て
処
分
す
る
こ
と
は
、
未
来
の
環
二
凸

況
を
守
る
た
め
に
も
、
資
源
的
に
も
限
二
立

9
9
，
ら
髯
r
h

介
に
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
作
っ
た
二
i
巾
や
一
[

へ
売
っ
た
人
、
使
っ
た
人
が
少
し
ず
『
已
[
i

こ
百

J
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
費
用
を
負
二
旦

号
る
こ
と
で
、
資
源
と
し
て
上
手
に
こ
＋啄矛
竺

『
利
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
「
家
｀
i
-
，
＂

こ
岨
i

胃
サ
イ
ク
ル
法
」
で
す
。
こ
の
法
律
[
]
二
正

寄
奇

碕
行
に
よ
り
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
エ
詞

心
蔵
眉
、
洗
濯
機
（
以
下
「
対
象
4
0
0
0』
』
芦

＂
＼
了
＇
』
二

E

」
と
い
い
ま
す
）
の
取
扱
い
が
変
わ
．U
唱

た
め
、
そ
の
内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
二
〖
」
[

ら
せ
し
ま
す
。
第
1

⑬
目
の
今
図
は
、
コ
』

律
制
定
の
背
景
、
目
的
と
そ
の
概

一
般
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
対
象

4
0
0
0目は
、
全
国
で
年
間
約

2
、

O
O

0

万
台
（
約
6
5
万
ト
ン
）
と
推
計
さ
れ

て
お
り
約

8

割
は
小
売
業
者
に
よ
っ

て
、
約
2

割
は
市
町
村
に
よ
っ
て
回
収

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
廃
家
電
に
は
、
有
用
な
資

源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
金
属

一
般
家
庭
が
対
象
4
0
D
D
目
を
処
分
す

る
と
き
、
今
ま
で
は
町
の
粗
大
ご
み
収

集
や
小
売
業
者
の
下
取
り
と
い
う
形
で

回
収
・
処
分
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
回

の
制
度
で
は
、
各
家
庭
は
小
売
店
に
引

き
渡
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
売
店
が
製

造
業
者
に
引
き
渡
し
、
製
造
業
者
が
新

し
い
製
品
の
原
材
料
や
熱
源
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
を
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
り

：
ま
す
。

平成12年12月 10 日（日） (4) 



入札結果を公表します
町では、情報公開の施行を機に、入札等の厳正かつ公正な執行と透明性を高め

るため平成12年10月 1 日以後の入札結果を広報紙で公表することになりました。
公表内容は、工事（業務）名、工事場所、落札金額、請負業者、入札執行日、担

当課です。なあ、落札金額には消費税は含まれてありません。

※工事中は、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。
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(5) 平成12年12月 10 日（日）



町
二
政
ユ

ホ_ ツ トス
町
で
は
、
快
適
な
生
活
と
環
境
保
全
を
目

指
し
て
、
こ
の
ほ
ど
下
水
道
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。

き
ょ

今
年
度
は
、
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
を
南

大
島
・
田
島
・
新
里
地
内
の
県
道
江
ロ
・

館
林
線
お
よ
び
県
道
麦
倉
・
川
俣
停
車
場

線
に
お
い
て
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

工
事
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
工
事
に
際
し
ま
し
て
は
万
全
の
注

平
成
1
2
年
中
に
雇
人
費
、
小
作
料
を
支

払
っ
た
か
た
、
お
よ
び
新
し
く
大
農
具

（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）
を
購

入
後
申
告
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、
平
成

意
を
し
て
施
工
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業

明
和
1

号
幹
線
管
渠
築
造
工
事

工
事
箇
所
・
施
工
延
長

1
2
_
1
_
1
エ
区
南
大
島
地
内

1
2
_
l
_
2
エ
区
南
大
島
地
内

1
2
_
l
_
3
エ
区
南
大
島
地
内

認
年
1

月
1
1
日
因
ま
で
に
役
場
税
務
課
に

領
収
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
し
ま
せ
ん
と
、
農
業
所
得
の
標
準

1
2
|
1
_
4
エ
区
田
島
・
新
里
地
内2
8
0
.
0
5
m

工
事
期
間
平
成
1
2
年
1
0
月
1

平
成
1
3
年

3

月
交
通
規
制
片
側
通
行
止

※
町
道
の
一
部
も
全
面
通
行
止
な
ど
の
交

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
水
道
課
下
水
道
係

外
経
費
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

r
’凡
’
9
1

，
図
｀
”
さ
．
＇
ふ
，
＇
．
、
＇
~
烈

3
,

一
税
務
課
内
線

3
4
3

，
し

農
業
所
得
の
雇
人
費
控
除
は
1
月

1
1日
ま
で
に

279 349 254 ... 
45 16 83 
mm  m 

t
水
道
課

r
,
9

・

-
A

i
A

i
,

`

A

 

内
線
3
5
4

g
~
'
も
べ
，
＂
：
ふ
＇
，

9

，
豆
，
ぱ

下
水
道
工
事
に

ご

協
力
く
だ
さ
い

吟ぶ名玲心✓,唸＾己芥＾ぐッゞ食ぐ.,✓j,令ぷシ～ヌぐむでう◇答ぷ焚令ば滋ぐ~3ぷ唸3乞＄、

重
点
事
項

◇
夜
間
、
特
に
薄
暮
時
に
あ
け
る
交
通
事

故
防
止

夜
間
や
薄
暗
い
時
間
帯
に
お
け
る
無
灯

火
に
よ
る
運
転
の
危
険
性
を
認
識
し
、

安
全
の
た
め
に
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◇
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
の
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
中

に
は
、
不
用
意
な
横
断
、
右
・
左
折
な

ど
危
険
な
行
動
を
と
る
者
が
い
る
こ
と

に
注
意
し
、
一
時
停
止
や
徐
行
す
る
な

ど
い
つ
で
も
危
険
を
回
避
で
き
る
運
転

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ジ
ー
ト
ベ
ル
ト
あ
よ
び
チ
ャ
イ
ル
ド
ジ

ー
ト
の
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
す
る
と

と
も
に
、
助
手
席
や
後
部
同
乗
者
に
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
を
促
し

ま
し
ょ
う
。言

為
＂
心
＼
ヽ
；
し
t
？
心
叶
埓
ぶ
ゃ
忍
怜
芯
嗚
岱
ぶ
ふ
f

’
'
,
'
9
A
1

・
芯
ぷ
：
イ
・
9
"
1
A

i
i
i
§
心
心
＂

[
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

C
如

ゃ
~
，

a
E
2
1
^
~
5
9
.
`
r
J
卜

9

琺
f
1

1
2
月1
1
日
同
ー
3
1
日
⑪

あ
な
た
が
主
役
交
通
安
全

冬
の
県
民

通
安
全
運
動

交

平成12年12月 10 日（日） (6) 



役 場 冗(84)3111 

毎
年
1

月
1

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
登

録
申
請
書
を
1
2
月
中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
選
挙
権
の
あ
る

か
た
は
、
忘
れ
ず
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

◎
選
挙
権
を
有
す
る
人
・
・
・
町
内
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
1
3
年
3

月
3
1
日
現
在

満
2
0
歳
以
上
で
1
0ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
耕
作
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、
そ
の

配
偶
者
や
同
居
の
競
族
で
年
間

6
0日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

◎
登
録
申
請
・
・
・
登
録
申
請
書
は
、
必

輯
西
古
口
空
B
'点
註
"
‘
g
會
回
[
』
i
.

町
で
は
、
行
政
情
報
や
緊
急
情
報
、
生

活
に
密
着
し
た
各
種
情
報
な
ど
を
即
時
に

伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、
平
成

6

年
1

月

に
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
以
来
、
運
営
委
員
会
や
番
組
編
成
委
員

会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
町
民

の
皆
様
の
意
向
を
反
映
し
な
が
ら
運
営
し

て
い
ま
す
。

1

月

1
1日
因
＼
2
5
日
因

今
後
も
情
報
化
社
会
の
進
展
に
合
わ
せ
、

一
層
の
魅
力
あ
る
番
組
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
現
在
加
入
し
て

い
る
か
た
を
対
象
に
電
話
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
実
施
時
期

オ
フ
ト
ー
ク
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
法
律
で
は
「
何
人
も
、
児
童
に
対

し
、
虐
待
を
し
て
は
な
ら
な
い
（
児
童
虐

待
の
禁
止
）
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
を
見
つ
け
た
ら
、
気
づ
い
た
ら

余
計
な
お
世
話
と
考
え
ず
に
、
左
記
の
最

寄
り
の
機
関
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
情

報
源
の
秘
密
に
つ
い
て
は
守
ら
れ
ま
す
。

0

太
田
児
童
相
談
所

6
閲
3
7
2
1

0

役
場
保
健
福
祉
課

6
凶
4
9
2
6

0

民
生
委
員
・
児
童
委
員

竹
内
好
美

6
閲
2
2
8
3

神
田
秋
子

6
閻
2
0
2
8

※
子
育
て
に
、
悩
ん
だ
り
、
困
っ
た
ら
、

上
記
の
機
関
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
明
和
保
育
園
内
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
児
童
虐
待
と
は
、

1

児
童
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、
ま
た
は

生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え
る

こ
と
。

2

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と

ま
た
は
児
童
を
と
お
し
て
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

3

児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を
妨
げ
る

よ
う
な
著
し
い
減
食
ま
た
は
長
時
間
の

放
置
そ
の
他
の
保
護
者
と
し
て
の
監
護

を
著
し
く
怠
る
こ
と
。

4

児
童
に
著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え
る

言
動
を
行
う
こ
と
。

¢
ヽ
悶
．
＂
笞
.. 

} 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
明
和
保
育

園
内
）

C
5
7
1
1

『
~
J
i
t
.

◇
対
象
者
加
入
者
の
う
ち

2
0
0

名
を

無
作
為
で
抽
出
（
た
だ
し
、
昨
年
の
対

象
者
は
除
き
ま
す
）

◇
内
容
オ
フ
ト
ー
ク
の
番
組
な
ど
に
つ
い

て
電
話
で
お
伺
い
し
ま
す
。

9

よ
ふ
g

:
;
;
.
9
\

[
企
画
課
内
線

3
3
9

5
ビ
F
~
t
.
,
?
t
:
9
9
9
~
9

日
~
i
t
'
~
:
I
,
9
し
ゃ
3
9
1
,
;
~
’
~
9
9
9
9
,
~
~
9
し
~

.. 

9
＼
ド
t
ょ
9
9

ヽ
~
u
.
^
9
,

i
;
;
.
.
.
.
.
~
，
り
＇
j

要
事
項
を
記
載
し
て
各
地
区
の
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）
一

内
線
3
3
2
]

名
農
業
委
員
会
（
役
場
経
済
課
内
）
一

『
内
線

3
5
1
"

さ
t
i
月

9
,
'
"
,
T

.. '
’
,
9

t
魯
魯
母
§
や
も
§
悶
や
t
：
将
衷
＇
＼
し

児
童
虐
待
を
見
つ
け
た
ら
・
気
付
い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
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1
2
月2
9日
⑥
高
田
設
備

6
8
4
|
3
7
3
6

認
月
3
0
日
出
冨
塚
水
道
6
8
4
_
3
2
4
7

1
2
月
3
1
日
⑰
松
本
水
道6
8
4
|
2
8
3
9

1

月
1

日
閲
石
崎
水
道

6
8
4
_
4
1
4
7

1

月
2

日
因
大
川
工
業

6
7
3
|
0
7
2
1

1

月
3

日
因
金
子
水
道

6
8
4
_
2
1
4
8

1

月
7

日
⑪
島
田
設
備

6
8
4
|
3
2
8
2

1

月
8

日
⑪
高
田
設
備

6
8
4
|
3
7
3
6

1

月
1
4
日
仰
冨
塚
水
道
6
8
4
|
3
2
4
7

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ
う

r
3

ゴ
や
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，
~
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＇
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r
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,
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：
水
道
課
内
線

3
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4

ノ

苛
g
~
~
9
~
?
→
i
9

為県
で
は
、
看
護
婦
（
士
）
不
足
に
対
処

す
る
た
め
に
、
保
健
婦
（
士
）
、
助
産
婦
、

看
護
婦
（
士
）
、
准
看
護
婦
（
士
）
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
か
た
で
、
現
在
家
庭
に

い
た
り
、
資
格
を
活
用
し
て
い
な
い
か
た

に
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
ヘ
の
登
録
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
ま
す
と
、
就
職
相
談
、
再
教

育
講
習
な
ど
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
町
保
健
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

｛
内
）

C
閥
4
9
2
6

L
”
9
9
~
~、

1
~
5
ヽ
9
"

ャ
t
ゃ
＊
；

r
5
~
;
,
'
~
、

^
1
9
~
9
て
'
,
2
9
,
L
'
,
9
9
'
:
i
ゃ
9
,

在
宅
の
看
護
婦
（
士
）

さ
ん
カ
ム
バ
ッ
ク

年
末
年
始
の
水
道
故
障

は
町
指
定
の
水
道
業
者
に

(7) 平成12年12月 10 日（日）



町
―
―

政
ユ

ホ

一

ト
ス

ッ

現
況
届
は
引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
る

権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
一
回
誕
生
月
に
提
出
す
る
も
の

で
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
6
5
歳
以
上
で
年
間
1
8
万
円
以
上
受

け
て
い
る
場
合
等
、
今
年
1
0
月
支
払
い
の

年
金
か
ら
『
介
護
保
険
料
』
が
差
し
引
か

れ
て
い
る
か
た
は
、
現
況
届
を
期
限
ま
で

に
提
出
せ
ず
に
一
時
止
め
ら
れ
て
し
ま
う

と
、
翌
年
度
の
1
0
月
ま
で
は
『
介
護
保
険

料
』
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
納
付
書
を
使
っ
て
ご
自
分
で

ヽ
‘
\
4

し
i

住
民
課

¢
ぶ
r

t

内
線
3
3
7

年
金
受
給
者
の
か
た
は
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
出
し
ま
し
ょ
う

平
成
1
2
年1
月
か
ら
平
成
1
2
年
1
2
月
ま

で
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税

や
住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
年

末
調
整
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
人
な
ど
も
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
や
住
民
税
の

一
部
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

次
の
場
合
に
つ
い
て
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
納
め
忘
れ
て
い
て
杜
会
保
険
事
務
所
に

納
め
た
場
合

●
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
た
場
合

●
生
計
を
共
に
し
て
い
る
家
族
の
分
の
保

A
 住

民
課

内
線
3
3
7

¥

t

'

 

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

群
馬
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

す
べ
て
予
約
制
で
す
。

◇
日
時

1

月

2
2日
⑤
受
付
は
午
前
1
0

時
3
0
分
か
ら
正
午
ま
で

◇
場
所
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
科
目
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

在
宅
訪
問
診
査
、
補
装
具
相
談

◇
相
談
内
容
▼
身
体
障
害
者
に
関
係
す

る
各
種
の
相
談
＞
身
体
障
害
者
手
帳
診

断
（
整
形
外
科
の
み
）
＞
補
装
具
（
車
椅

a

t
"
,
 

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
闘
4
9
2
6

ー

身
体
障

身
体
障
害
者

゜
害

子
、
補
聴
器
等
）
給
付
要
否
判
定
▼
更

生
医
療
給
付
要
否
判
定

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
役
場
保
健

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

※
持
参
す
る
も
の
▽
印
鑑
＞
身
体
障
害

者
手
帳
＞
整
形
外
科
で
身
体
障
害
者
手
帳

診
断
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
で
き
る
限
り

の
検
査
資
料
（
主
治
医
の
紹
介
状
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
等
）

な
お
、
検
査
資
料
を
持
参
し
な
い
場
合

や
、
持
参
し
た
資
料
が
不
十
分
な
場
合
、

者
巡
回
相
談
が

ご
家
族
の
皆
さ
ん
へ

開
か
れ
ま
す

医
師
の
判
断
に
よ
り
、
診
断
書
を
交
付
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
が
重
い
等
の
理
由
に
よ
り
、

巡
回
相
談
の
会
場
に
来
所
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
た
に
つ
い
て
は
在
宅
訪
問
診
査

を
当
日
行
い
ま
す
の
で
、
同
様
に
保
健
福

祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

険
料
を
納
め
た
場
合

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
現
況
届
の
取

扱
い
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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役
場
の
一
般
事
務
は
、
1
2
月
2
9日
釦
か

ら

1

月
3

日
因
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
関
係
の
深
い
窓
口
事

務
や
ご
み
の
収
集
な
ど
は
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
や
届
出
等
は
、

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

役
場
窓
口
事
務

出
生
届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど
の
届

出
は
、
休
み
の
期
間
中
で
も
受
け
付
け
し

ま
す
。
な
お
、
諸
手
続
き
の
た
め
、
後
日

お
い
で
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
民
課6
凶
3
1
1
1

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
年
末
1
2
月
2
7
日
因
ま
で

・
年
始
1

月
5

日
釦
か
ら

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
6
閻
4
9
2
6

デ
イ
ザ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
i

・
年
末
1
2
月
2
7
日
因
ま
で

・
年
始
1

月
4

日
困
か
ら

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

6
閲
5
2
2
2

中
央
公
民
館
社
会
料
屑
碑

・
年
末
1
2
月
2
8
日
因
ま
で

・
年
始
1

月
4

日
因
か
ら

中
央
公
民
館
6
閲
4
4
9
1

社
会
体
育
館
6
凶
4
6
2
6

ふ
る
さ
と
産
農
文
化
饂
，
＂
図
書
館
と

3

・
年
末
1
2
月
2
7
日
因
ま
で

・
年
始
1

月
5

日
羹
か
ら

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
6
閲
5
5
5
5

図
書
館
6
閲
5
5
5
5

手
続
き
や
届
出
は
あ
早
め
に

年
末
年
始
の

役
場
等
の
仕
事

. 

平成12年12月 10 日（日） (8) 



役 場 合 (84)311!1

平
成
1
2
年
1
2
月
3
1
日
現
在
で
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
「
工
業
統
計
調
査
」

「
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
（
従
業
員
3
0

人
以
上
）
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学

な
ど
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校

の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

調
査
方
法
は
、
知
事
か
ら
事
務
を
委
嘱

さ
れ
た
調
査
員
が
事
業
所
を
直
接
訪
問
し

て
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
、
記
入

し
た
調
査
票
を
回
収
す
る
調
査
員
調
査
で

経
済
課

内
線
3
5
2

ゃ

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
加
入
者
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
行
う
場
合
、
ア
ナ
ロ
グ
回
線

か
ら
デ
ジ
タ
ル

(
I
N
S
)回
線
に
切
り

替
え
た
か
た
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は

N
T
T

で
開
発
し
た

「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
対
応
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ

町
で
は
平
成
1
2
年
度
成
人
式
を
平
成
1
3

年
1

月
8

日
（
成
人
の
日
）
に
実
施
い
た

し
ま
す
。

該
当
者
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
本
町

在
住
で
な
く
て
も
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ

ば
出
席
で
き
ま
す
。
郷
里
で
成
人
式
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
平
成
認
年

1

月
8

日
団
（
成
人

の
日
）
午
前
9

時
3
0
分
受
付

◇
式
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
（
多
目

的
ホ
ー
ル
）

プ
タ
」
を
今
年
の
4

月
か
ら
無
償
で
貸
与

し
て
お
り
、
こ
れ
を
設
置
す
る
こ
と
で
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
役
場
企
画
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の

ア
ダ
プ
タ
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
専
用
の
た
め

使
用
に
お
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
と
一
部
適
合

◇
該
当
者
昭
和
5
5
年

4

月
2

日
か
ら

昭
和
5
6
年4
月
1

日
ま
で
の
生
ま
れ
で

本
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
か
た
、
な

ら
び
に
本
町
出
身
で
本
人
よ
り
申
し
出

が
あ
っ
た
か
た

◇
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課

す
。
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

工
業
に
関
す
る
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
中
央
公

民
館
内
）

C
闘
4
4
9
1

新
世
紀
の
成
人
式
は

1

月
8

日
成
人
の
日
で
す

企
画
課

内
線
3
3
9

タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
を
無
償
貸
与
し
て
い
ま
す

昨年行われた成人式

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
ま
た
は
、

N

T
T

東
日
本
館
林
営
業
所
営
業
担
当

6
0

1
2
0
|
1
0
9
1
1
6

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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-

1
2月
1

日
⑥
5
3
1日
⑲

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

・
年
末
1
2
月
2
7
日
困
ま
で

・
年
始
1

月
5

日
面
か
ら

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

6
凶
5
5
1
1

可
鸞
ご
み
の
収
集

・
年
末
1
2
月
2
9
日
⑤
ま
で

・
年
始
1

月
5

日
⑤
か
ら

※
ご
み
は
、
指
定
さ
れ
た
袋
で
決
め
ら
れ

た
日
時
に
指
定
場
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
課
6
図
4
6
8
6

し
尿
の
く
み
取
り

・
年
末
1
2
月
2
9
日
⑤
の
午
前
中
ま
で

・
年
始
1

月
4

日
困
か
ら

閲
大
拙
興
業
6
⑰
4
1
8
6

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
お

正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
一
斉
に

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
明
る
い
お

正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

C
閥
4
0
1
3
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文
化
協
会
園
芸
部

最
高
賞
の
特
進
に

粕
井
繁
二
祁
ざ
ん

9,: 
菊
花
展

明
和
町

特
選

産
経
新
聞
社
賞
「
厚
物
三
本
立
」
新
井

繁
二
郎

最
優
等

町
長
賞
「
同
」
関
本
宗
市

〔
大
輪
の
部
〕

特
選
▼
奈
良
ミ
ツ
子

最
優
等
＞
関
口

老
人
ク
ラ
ブ

合

平
成
1
2
年
度
明
和
町
合
同
表
彰
式
が
、
文
化
祭
等
開
催
中
の
1
1
月
5

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
従
来
か
ら
の
菊
花
展
や
明
和
ア

イ
デ
ィ
ア
く
ふ
う
展
に
加
え
、
今
回
か
ら
明
和
町
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
と
明
和
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
含
め
て
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
種
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
花

の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
は
広
報
め
い
わ
1
1
月
号
に
掲
載

し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

町
議
会
議
長
賞
「
同
」
田
部
井
喜
雄

館
林
市
農
協
長
賞
「
同
」
吉
永
年
雄

町
商
工
会
長
賞
「
同
」
坂
上
若
榮

町
教
育
長
賞
「
細
物
―
―
一
本
立
」
岡
安
長

吉町
文
化
協
会
長
賞
「
ダ
ル
マ
」
関
本
宗

市町
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞
「
盆
栽
」
野

口
今
朝
雄

〔
厚
物
三
本
立
、
細
物
三
本
立
、
ダ
ル

マ
、
福
助
、
盆
栽
〕

優
等
＞
新
井
繁
二
郎
＞
野
口
今
朝
雄
＞

関
本
宗
市
ー
等
＞
関
本
宗
市
＞
田
部

井
喜
雄
＞
坂
上
若
榮
＞
野
口
今
朝
雄

2
等
＞
田
部
井
喜
雄
＞
関
本
宗
市
＞
新

井
繁
二
郎
＞
小
田
木
正
弘
3
等
＞
岡

安
長
吉
＞
坂
上
若
榮
＞
関
本
宗
市
＞
新

井
繁
二
郎
＞
関
口
治
助

同
表
彰

-
』
展

i
化

i
菊

、
た

ヽ
せ

了
ま

・
し：

楽
9
をご

目言一□

藤
蔵
＞
北
島
と
し
優
等
▼
関
本
静
江

＞
関
本
千
鶴
子
ー
等
＞
新
井
調
子
＞

新
井
繁
二
郎
＞
青
木
昌
子
▽
奈
良
嘉
夫

2
等
＞
田
端
喜
一
＞
青
木
昭
＞
新
井
和

子
＞
篠
木
俊
子
＞
田
口
嘉
彰
3
等
＞

柿
沼
勇
＞
白
石
フ
ミ
子
＞
荒
川
芳
枝
＞

坂
上
若
榮
＞
小
平
志
げ
子
＞
田
部
井
喜

雄
＞
白
石
泰

〔
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
〕

特
選
＞
田
部
井
喜
雄
最
優
等
＞
奈
良

ミ
ヨ
子
＞
奈
良
一
男
優
等
▽
奥
澤
ぎ

ん
＞
高
橋
操
ー
等
＞
石
川
宗
佑
＞
田

端
喜
一

菊
‘
‘
つ
く
り
教
室

〔
大
輪
の
部
〕
1
部
・
2
部

特
選
▼
新
井
繁
二
郎
▼
柿
沼
勇

等
＞
田
部
井
喜
雄
▼
立
岡
恵
子

▼
橋
本
康
男

〔
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
〕
1
部
・
2
部

特
選
▼
田
部
井
喜
雄
＞
橋
本
康
男

（
丹
精
し
て
育
て
ら
れ
た
町
の
花
で
あ

る
菊
が
、
幼
稚
園
児
や
小
・
中
学
生
を

含
め
3
5
9
人
か
ら
2
3
0
点
出
品
） 最

優
優
等

人
権
作
文

コ

中
学
生
の
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

を
図
る
た
め
、
前
橋
地
方
法
務
局
等

の
主
催
で
行
わ
れ
た
第
2
0
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
群
馬
県

大
会
で
本
町
か
ら
次
の
か
た
が
た
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

ン
テ

町
長
賞
「
陽
だ
ま
り
の
丘
」
奈
良
静
子

町
議
会
議
長
賞
「
秋
の
落
日
」
石
川
ヒ

ロ
子

町
教
育
長
賞
「
川
俣
事
件
百
年
祭
」
立

川
ツ
ヤ
子

町
区
長
会
長
賞
「
さ
さ
ら
」
野
村
文
雄

町
文
化
協
会
長
賞
「
ふ
る
さ
と
秋
の
味

覚
」
落
合
初
枝

町
商
工
会
長
賞
「
夕
や
け
」
柿
沼
け
さ

町
長
賞
「
光
る
町
」
島
田
大
樹

町
議
会
議
長
賞
「
介
護
服
」
奥
澤
秀
子

町
教
育
長
賞
「
折
り
紙
の
の
れ
ん
」
増

田
祐
美
子

町
商
工
会
長
賞
「
不
思
議
な
水
車
」
景

山
智
洋

明
和
地
区
法
人
会
長
賞
「
ガ
ン
ゴ
リ
ハ

明
和
ア
イ
デ
ア
く
ふ

lつ
展

5
.
:
、
1
0
8
0
:
:
1
.
§
8
.. 

i:
k
g
 

明
和
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

(
2年
）

子明
和
地
区
法
人
会
長
賞
「
梨
の
収
穫
」

芝
崎
隆
道

上
毛
新
聞
社
賞
「
公
園
の
朝
」
根
岸
好

明
和
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
長
賞
「
江
口
の

さ
さ
ら
」
奥
澤
信
行

特
別
賞
「
ふ
れ
あ
い
家
族
」
機
村
実
穂

入
選
＞
吉
水
清
重
＞
奈
良
英
世
＞
北

島
健
一
＞
篠
原
菊
男
＞
横
塚
純
江

（
町
の
風
景
や
伝
統
あ
る
郷
土
芸
能
、

特
産
品
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
作
品

が
2
1
人
か
ら
5
1
戎
出
品
）

ン
マ
ー
」
増
田
貴
成

異
業
種
交
流
会
長
賞
「
カ
レ
ン
ダ
ー
」

川
内
沙
織

佳
作
＞
齋
藤
隆
大
＞
関
和
葉
＞
青
木

敏
伸
＞
神
田
寛
明
＞
柏
原
裕
希
＞
蓮
見

梨
沙
＞
蓮
見
佳
里
＞
高
澤
凌

（
科
学
技
術
の
発
展
の
鍵
と
な
る
創
意

工
夫
し
た
作
品
が
4
8
人
か
ら
4
8
点
出

品
）

ス
ト
県
大
会

奨
励
賞

•
奈
良
原
慶
子

「
外
国
人
差
別
に
つ
い
て
」(
2年
）

•
野
村
麻
菜
美

「
差
別
に
つ
い
て
」

平成12年12月 10 日（日） (10) 



平
成
1
2
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

隊
秋
季
点
検
が
1
1
月
5
日
、
板
倉
中
学

校
校
庭
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
本
町

か
ら
次
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

館
林
地
区
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

◇
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰

鬱
団
員
歴
2
0年

明
和
消
防
団
長
関
口
章
夫
（
江
口
）

◎
団
員
歴
1
0
年

第
2
分
団
長
山
形
和
良
（
梅
原
）

第
2
分
団
副
分
団
長
須
永
利
之
（
南

永
年
勤
続
団

永年勤続功労章受賞の

関口章夫さん

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
団
長
表
彰

員
ら
を
表
彰

大
佐
貫
婦
人
消
防
隊
（
地
区
隊
長
・
倉

持
久
美
子
）

平
成
1
2
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
町
の
審
査
を
パ
ス

し
た
2
1
点
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
の
県

審
査
で
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
・
中
・
高

校
の
部
を
合
わ
せ
て
1
0
、
8
9
3
点

で
し
た
。
本
町
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

ま
た
、
全
国
を
対
象
と
し
た
中
央
審

査
へ
本
県
か
ら
出
品
さ
れ
た
優
秀
作
品

1
5
点
の
う
ち
、
西
小
5
年
の
二
瓶
梢
さ

ん
の
作
品
が
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員

会
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

0

小
学
校
の
部
會

二
瓶
梢
さ
ん
（
西
小
5

都道府興選挙管理委員会連合会長賞作品

＞
二
瓶

優
秀
＞
二
瓶
樹
（
西
小

3
)

梢
（
西
小
5
)

佳
作
＞
澤
浦
倫
（
西
小

2
)
金
子
裕

裁
（
西
小
2
)
>
駒
宮
宏
樹
（
西
小
3
)

大
島
）

第
2
分
団
団
員
唐
沢
浩
一
（
南
大
島
）

第
2
分
団
団
員
西
郡
孝
夫
（
中
谷
）

◇
優
良
団
体
表
彰

上
江
黒
婦
人
消
防
隊
（
地
区
隊
長
・
川

口
美
和
子
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

＞
駒
宮
秀
憲
（
西
小
5
)

入
選
＞
西
田
菜
摘
（
西
小

2
)
>
関

根
紗
希
（
西
小

3
)
>
奈
良
原
弘
子

（
西
小5
)

◎
中
学
校
の
部

入
選
＞
関
根
佐
代
子
（
明
中

l
)

鬱
高
等
学
校
の
部

優
秀
＞
鑓
田
規
人
（
館
高

1
)

◇
優
良
団
員
表
彰

〔
〕
は
団
員
歴

飯
島
淳
（
斗
合
田
）
〔
6
年
〕

野
中
忠
之
（
江
口
）
〔
6
年
〕

帆
足
勝
美
（
南
大
島
）
〔
8
年
〕

西
野
彰
一
（
新
里
）
〔
6
年
〕

村
田
浩
志
（
大
輪
）
〔

4

年
〕

篠
木
加
仁
（
大
佐
貫
）
〔
8
年
〕

※
な
お
、
こ
の
他
に
2
2
人
の
団
員
の
か

た
が
た
が
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
精
勤
章
表
彰
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

栗原佑太朗

(3 年）

「
税
金
は
あ
な
た
と
わ
た
し
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」

営山美樹

(2 年）

「
税
金
を
納
め
て
つ
か
む豊

か
な
未
来
」

館
林
税
務
署
管
内

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

標
語

池田翔

(2 年）

明
和
町
長
賞

福田昌平

(2 年）

「
税
金
は
み
ん
な
の
生
活

支
え
る
柱
」

「
ぼ
く
の
考
え
る
税
金
」

群
馬
県
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞
佳
作

作

文

税
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
、
関
東
信
越
国
税
局
お
よ
び
全
国

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
で
行
わ
れ

た
「
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
」
（
中
学
生
対
象
）
で
、
本
町
か

ら
次
の
5
人
の
か
た
が
た
が
入
選
さ
れ

ま
し
た
。 税

に
関
す
る
標
語

館
林
税
務
署
長
賞

館
林
行
政
事
務
所
長
賞

矢之貴玲奈

(2 年）

「
税
金
は
明
る
い
未
来
へ
の

パ
ス
ポ
ー
ト
」

・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

(11) 平成12年12月 10 日（日）
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掲載写真を差し上げます。 役場企画課 8(84)3111 平成12年12月 10 日（日） (12) 



(13) 平成12年12月 10 日（日） 身近な情報をあ寄せください。



こ
の
事
業
計
画
は
、
町
で
作
成

A
し
た
下
水
道
計
画
の
素
案
に
基

づ
き
、
群
馬
県
を
通
じ
建
設
省
や
農

林
省
と
1

年
以
上
も
の
協
議
を
重
ね
て

作
成
し
た
事
業
計
画
の
原
案
を
、
都
市

国
や
県
と
協
議
し
、
下
水

道
の
事
業
計
画
を
定
め
ま

し
た

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
た

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
の
対
象
区
域

は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め

ら
れ
た
の
で
す
か

公
共
下
水
道
の
対
象
区
域
は

Q
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
た

の
で
す
か
。
広
報
め
い
わ
特
集
号
（
凹
．

8
.
2
)
に
は
館
林
都
市
計
画
下
水
道

の
決
定
と
あ
る
が
将
来
的
に
は
館
林
市

と
合
同
で
行
う
予
定
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
（
中
谷
・
男
性
）

計
画
法
や
下
水
道
法
の
法
手
続
き
を
経

て
、
町
で
決
定
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
建
設
省
と
の
協
議
内
容
は
、

公
共
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落
排
水
事

業
な
ど
の
集
合
処
理
と
単
独
処
理
（
合

併
処
理
浄
化
槽
）
と
の
経
済
性
の
比
較

が
主
な
も
の
で
、
こ
う
し
た
協
議
に
基

づ
き
公
共
下
水
道
の
対
象
区
域
を
含
む

事
業
計
画
の
原
案
（
計
画
案
）
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
館
林
市
と
合
同
で
行
う
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

過
日
の
広
報
め
い
わ
特
集
号
に
「
館

林
都
市
計
画
下
水
道
の
決
定
」
と
あ
る

の
は
、
館
林
市
や
板
倉
町
、
明
和
町
、

千
代
田
町
お
よ
び
邑
楽
町
の
1

市
4

町

で
「
館
林
都
市
計
画
区
域
」
と
い
う
都

市
計
画
の
区
域
を
定
め
て
い
る
た
め
で

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
町
内
の
都
市
計
画

事
業
の
決
定
に
つ
い
て
は
「
館
林
都
市

計
画
0
0
0
の
決
定
」
と
標
記
さ
れ
ま

す
。
（
水
道
課
）

内
“
"
“
qF

i
i

決
定
公
告
お
よ
び
縦
覧
の
手
続

き
を
開
始
し
ま
す
。

都
市
計
画
審
議
会

計
画
案
の
作
成

計
画
案
の
公
告
お
よ
び
縦
覧

意
見
書
の
提
出

縦
覧
期
間
中
に
、
町
民
お
よ
び

利
害
関
係
人
は
、
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

計
画
案
と
意
見
書
の
内
容
を
町

と
県
の
都
市
計
画
審
議
会
で
検

討
し
て
、
都
市
計
画
が
定
め
ら

れ
ま
す
。

決
定
告
示
お
よ
び
縦
覧

計
画
案
を
広
報
等
に
よ
り
公
告

し
、
皆
さ
ん
に
縦
覧
し
ま
す
。

現
在
の
試
算
で
約

1
3
0

億
円
を
見
積
も
っ
て
い
ま

す

関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
計
画
案
を
作
成
し
ま
す
。

口

公
共
下
水
道
の
総
工
費
は

概
算
で
ど
の
く
ら
い
を
見

積
も
っ
て
い
ま
す
か

2

公
共
下
水
道
の
財
源
と
し
て
国

Q
費
、
地
方
費
と
あ
る
が
、
明
和

公
共
下
水
道
建
設
に
あ
た
り
総
工
費

は
概
算
で
い
く
ら
か
か
る
の
か
。
ま
た
、

地
方
費
の
中
の
「
受
益
者
負
担
金
」
（
い

わ
ゆ
る
町
民
直
接
負
担
金
）
は
ど
れ
＜

ら
い
を
見
積
も
っ
て
い
ま
す
か
。

事
業
区
域
約
2
8
0

じ
の
整
備

A

に
要
す
る
総
事
業
費
は
、
現
在

の
試
算
で
約
1
3
0

億
円
位
か
か
る

と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
下
水
道
事
業
は
長
期

に
わ
た
り
行
わ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
物
価
の
上
昇
や
新
技
術
の
導
入

等
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
様
々
な
事

業
費
の
変
動
要
因
が
あ
り
、
将
来
的
な

事
業
費
も
含
め
た
総
事
業
費
の
算
出
は

非
常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
で
は
、
建
設
コ
ス
ト
縮
減
の
た
め
、

処
理
場
実
施
（
基
本
）
設
計
に
よ
り
汚

泥
濃
縮
槽
や
汚
泥
貯
留
槽
が
不
要
な
新

し
い
汚
泥
の
脱
水
方
式
を
採
用
し
、
コ

ス
ト
縮
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

受
益
者
負
担
金
の
額
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

受
益
者
負
担
金
は
町
の
条
例
で
定
め

ま
す
。
ま
た
、
受
益
者
負
担
金
は
町
民

の
か
た
が
た
か
ら
直
接
い
た
だ
く
負
担

金
で
あ
り
、
充
分
議
論
を
尽
く
し
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
受
益
者
負
担
金
の
一
般

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。受

益
者
負
担
金
は
、
末
端
管
渠
工
事

費
相
当
額
を
い
た
だ
く
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
が
総
工
事
費
の

5

％
に
相
当
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
考
え
方
を
基
に
試
算
し
ま
す

と
、
総
事
業
費
は
現
在
の
見
積
額
で
約

1
3
0

億
円
で
す
。
こ
の
1
3
0

億
円

の
5

％
は
、
6

億
5

千
万
円
で
、
世
帯

数
を
2

、

2
0
0

戸
か
ら
2

、

5
0
0

戸

と
し
て
試
算
し
ま
す
と
、
一
世
帯
当
た

り
の
受
益
者
負
担
金
は
、
平
均
で
2
6万

円
か
ら

3
0万
円
位
に
な
り
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
各
市

町
村
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
近
隣

市
町
の
例
で
は
、
館
林
市
は
1

平
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り

6
5
0

円
前
後
、
千
代

田
町
、
邑
楽
町
お
よ
び
大
泉
町
は
、
1

マ
ス
当
た
り

1
5万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
板
倉
町
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
み
で
、
受
益
者
負
担

金
は
宅
地
の
販
売
価
格
に
含
ま
れ
て
い

る
た
め
受
益
者
負
担
金
と
い
う
形
で
は

徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。

．
汚
泥
濃
縮
槽
汚
泥
と
処
理
水
を
分

離
さ
せ
水
分
の
少
な

い
汚
泥
に
す
る
た
め

の
施
設

心豊かで たくましい青少年に 平成12年12月 10 日（日） (14) 



．
汚
泥
貯
留
槽

汚
泥
濃
縮
槽
に
よ
り

濃
縮
し
た
汚
泥
を
一

時
貯
め
て
お
く
施
設

汚
泥
や
濃
縮
さ
れ
た
，
＇

汚
泥
を
脱
水
す
る
施

設
（
水
道
課
）

3

下
水
道
維
持
管
理
費
の
う
ち

Q
「
下
水
道
使
用
料
」
は
ど
れ
＜

ら
い
の
徴
収
を
考
え
て
い
て
、
そ
の
上

限
（
法
定
）
は
い
く
ら
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。ま

だ
、
条
例
を
制
定
し
て

い
な
い
た
め
、
料
金
は
決

定
し
て
お
り
ま
せ
ん

下
水
道
の
使
用
料
金
に
つ
い
て

A
は
、
法
で
定
め
ら
れ
た
上
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
．

下
水
道
使
用
料
は
、
受
益
者
負
担
金

と
同
様
に
町
の
条
例
で
定
め
ま
す
。
ま

だ
、
条
例
を
制
定
し
て
い
な
い
た
め
、

料
金
は
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
の
維
持
管
理
は
、
一
部
の
特

定
さ
れ
た
費
用
を
除
き
独
立
採
算
に
よ

る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
下
水
道
の
使
用

料
金
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
の
は
、1
立

方
メ
ー
ト
ル
の
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に

下
水
道
使
用
料
と
そ
の
上

限
は
い
く
ら
で
す
か

脱
水
機

有
害
図
書
等
自
動
販
売
機

排
除
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

処
理
す
る
た
め
に
か
か
る
経
費
で
す
。

下
水
道
事
業
の
開
始
当
初
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
実
績
値
が
な
い
た
め
、

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
処
理
原
価

を
試
算
し
て
使
用
料
の
算
定
の
参
考
に

し
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
の
使
用
料
金
は
、
上

記
の
処
理
原
価
を
基
礎
に
算
定
さ
れ
ま

す
が
、
全
国
的
に
は
2
0
3
m
あ
た
り2

、

0
0
0

円
か
ら
2

、

5
0
0

円
が
最
も

多
い
よ
う
で
す
。

下
水
道
の
建
設
費
に
は
、
国
か
ら
の

補
助
金
、
町
費
、
起
債
（
借
入
金
）
お
よ

び
受
益
者
負
担
金
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

青
少
年
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
の
あ
る
有
害
図
書
・
有
害
ビ
デ

オ
・
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー
ド

等
の
自
動
販
売
機
を
排
除
す
る
た
め
、

町
民
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

有
害
図
書
・
有
害
ビ
デ
オ
・
ツ
ー
シ

ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー
ド
の
自
動
販

売
機
3

な
い
運
動

①
土
地
を
貸
さ
な
い
！

②
有
害
な
自
動
販
売
機
を
置
か
せ
な

. 
¥
v
 

③
有
害
図
書
等
自
動
販
売
機
の
管
理

者
に
な
ら
な
い
！

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
い
環
境

し‘ の

維
持
管
理
費
に
は
、
町
費
と
使
用
料
が

充
て
ら
れ
ま
す
。
（
水
道
課
）

を
つ
く
る
の
は
大
人
の
責
任
で
す
。

有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
設
置

業
者
に
、
私
た
ち
は
設
置
の
た
め
の

土
地
を
貸
さ
な
い
、
有
害
図
書
等
の

自
動
販
売
機
を
置
か
せ
な
い
、
そ
し

て
、
有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
の

管
理
者
に
な
ら
な
い
運
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
難
し
い

理
論
か
ら
で
は
な
く
、
地
域
の
一
人

ひ
と
り
の
小
さ
な
心
遣
い
か
ら
実
践

で
き
ま
す
。
2
1
世
紀
を
担
う
青
少
年

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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(15) 平成12年12月 10 日（日） 冬の青少年健全育成運動 1 2月 1 5 日（金）～ 1 月 31 日⑱



◇
期
日
1
月
2
1
日
⑪

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

•
小
学
生
1
.
2

年
生

1
k
m

9

小
学
生
3
.
4

年
生
店

k
m

鬱
小
学
生
5
.
6

年
生

2
k
m

◎
中
学
生
男
子

3
k
m

0

中
学
生
女
子

2
k
m

〇
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）

5
k
m

〇
一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）

3
k
m

鬱
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
〔
1
チ
ー

ム
5

人
（
一
般
男
女
）
〕
に
よ
る
団

第
回
新
春

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

3
 

、

I
,

9
,

、

◇
期
日

2

月
4
日
日

◇
場
所
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

◇
募
集
人
員
8
0
名

◇
対
象
者
町
内
在
住
者
（
小
学
生
以

下
に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴
の
こ

と
）

◇
参
加
費

l

人
3

、

0
0
0

円
（
バ

ス
代
、
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
1
2
月
1
7
日
国
午
後
1
時

か
ら
杜
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま

す
。

実
践
的
な
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
等
を
通
じ
て
、
海
に
対
す
る
理

解
や
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
人
類
と

海
の
係
わ
り
を
学
ぶ
た
め
実
施
し
ま
す
。

◇
期
日

3

月
2
6
日
⑰
ー
4
月
4
日

因
(
9泊
1
0
日
）

◇
研
修
先
グ
ア
ム
（
船
使
用
）

◇
対
象
者
町
内
の
小
学

5

年
生
か
ら

中
学
生
の
男
女

◇
募
集
人
数

1

人
（
町
推
薦
人
数
）

◇
参
加
費

1
3
8

、

0
0
0

円
（
町
で

参
加
費
の
半
額
補
助
）

海
外
体
験
ク
ル
ー
ズ

参
加
者
募
集

優勝した岡田・佐藤組 優勝した玉井・荒木組 優勝した富田・伊澤組

一
般
男
子
の
部

優
勝
富
田
千
春
・
伊
澤
克
敏

準
優
勝
瀬
尾
佳
宏
・
稲
毛
伸
晃

3

位
前
澤
秀
憲
・
中
島
貴
志

社会体育館

云 (84) 4626 

海洋センター
8(84) 5511 

ス
キ

教

室

第
2
回
町
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

体
戦

3
k
m

0

健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
）
一
般
男
女

2
k
m

0

家
族
マ
ラ
ソ
ン
（
小
学
生
と
2
0
歳
以

上
の
ペ
ア
）

l
k
m

◇
申
し
込
み
1
月
7
日
団
ま
で
杜
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◇
申
し
込
み
1
2
月
1
7
日
⑪
午
後5
時

ま
で
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
者
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

優勝した台・野口組
[ 

優勝した台・高山組

一
般
男
子
の
部

優
勝
台
佳
弘
・
高
山

準
優
勝
畑
忠
男
•
関
本

3

位
石
村
正
・
小
林

一
般
女
子
の
部
．

優
勝
台
路
子
・
野
口

準
優
勝
石
村
加
津
美
・
秋
本

3

位
吉
池
恵
•
石
井

淳
子

賀
子

亮
子

智
之学

秀
夫

第
2
回
町

テ
ス
大

会民

中
学
生
男
子
の
部

優
勝
玉
井
佑
一
・
荒
木

準
優
勝
齋
藤
功
一
・
川
島

3

位
松
水
壮
敏
・
阿
部

3

位
鯉
沼
義
朗
•
吉
田

中
学
生
女
子
の
部

優
勝
岡
田
法
子
・
佐
藤
幸
江

準
優
勝
小
林
瑠
実
・
牛
久
保
貴
世

3

位
奈
良
飛
鳥
・
多
田
昌
代

位
奈
良
飛
鳥
•
石
川
梨
沙

3
 

信
人

竜
二

大
和

和
正

準優勝の千津井クラブ

第
3

回
明
和
町
近
県
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
1
1
月
1
2
日
、
1
9
日
の

2

日

間
、
利
根
川
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。同

大
会
は
、
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
で
近
県
市
町
と
の
親
善
交
流
を
深

め
、
健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
る
こ

と
が
目
的
。
県
内
東
毛
地
域
を
は
じ
め

埼
玉
、
栃
木
、
茨
城
の
各
県
か
ら
1
9
チ

ー
ム
約
3
4
0

人
が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

各
市
町
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
チ
ー
ム

が
参
加
し
た
こ
の
大
会
に
、
本
町
か
ら

は
千
津
井
ク
ラ
ブ
、
江
口
愛
好
会
、
明

和
町
S
C

の
3

チ
ー
ム
が
出
場
し
健
闘

し
た
結
果
、
千
津
井
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

第
3

回
明
和
町
近
県

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平成12年12月 10 日（日） (16) 



1

位
入
賞
者

女
子
2
5
m平
泳
ぎ
▼
小
学
生
3
.
4

年
1
1

柏
原
美
希
2
1秒
7
3▼
小
学
生
5
.

6

年
1
1

澤
浦
薫
2
3秒
4
7

男
子
2
5
m平
泳
ぎ
▼
小
学
生
3
.
4

年
1
1
吉
水
真
佑
2
5秒
1
0▼
小
学
生
5
.

6

年
1
1

吉
水
敦
郎
2
0秒
4
4

女
子
2
5
m自
由
形
▼
小
学
生

3
.
4

年
1
1
田
口
千
陽
1
5秒
3
4▼
小
学
生
5
.

6

年
1
1
堀
口
明
子
1
7秒
4
6▼
一
般
4
0歳

代
1
1
澤
浦
か
す
み
2
5秒
3
4大
会
新

水第

3
 
回
町

泳
大

会民

優
勝
南
大
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医療関係従事者
は届出を

館林保健福祉事務所
fl (72) 3230 

◇届出対象者 ①12月 31 日現在で国
内に住所があり、日本の医籍、歯

科医籍または薬剤師名簿に登録さ

れている医師、歯科医師、薬剤師

— ②12月 31 日現在で業務に従事して
いる歯科衛生士、歯科技工士、保

健婦（士）、助産婦、看護婦（士）、

准看護婦（士）

◇届出の事項氏名、生年月日、住

所、登録番号、登録年月日、業務

に従事する場所など

◇届出票の配布 各保健福祉事務所
および関係団体を通じて配布

◇提出期限 1 月 15 日旧）

◇提出先 ①に該当するかたは、住
所地を管轄する保健福祉事務所

②に該当するかたは、就業地を管
轄する保健福祉事務所

働きだい女性の「パソ
コン基礎」技術講習会
、ll 999 

県立前橋産業技術専門校
合027(269)1320

◇開催期間 2 月 9 日⑤～ 3 月 12 日

旧） 土・日曜、祝日を除く実21 日

間

◇時間午前 9 時30分～午後 3 時30

分

◇会場 館林市産業振興センター

（館林市大手町10-8) 

◇講習内容 パソコンの基本操作と

基礎知識（ワードによる文書作成、

エクセルによる表計算）

◇受講料 無料（ただし、教材費

4,500円は自己負担）

◇募集対象就職を希望する女性で、

館林市とその周辺市町にお住まい

の全日程受講できるかた

◇募集定員 20名

◇申し込み 1 月 22 日（月）、 23 日因午

前10時から午後 3 時まで館林市役

所201会議室で受け付けします。

町の特産物 シクラメン

中心市街地・商店街

活性化アイディア募集
、-lr -— ーー で’'1 -ー→ギー↑ — 

県庁商政課
合027(223)1111

◇テーマ 特別に設けません。「ふ
れあい」「にぎわい」づくりなど

市民と商店街のかたがたとの交流

をベースにした具体的なアイデイ

アを期待しています。

◇応募方法 ①ァイデイアは、募集
要領裏面にある応募用紙やワープ

ロ等で作成 (A 4 サイズ）し、郵

便、 FAX または E メール（応募

用紙は、県ホームページでダウン

ロードできます）でお送りくださ

い。 ②いずれも横書きで400~

1200字を目安としてください。③
作品には住所、氏名、年齢、性別、

電話番号、職業、メールアドレス

（お持ちのかたのみ）を必ず明記
してください。

◇応募期限 1 月 10 日 0k)

◇応募先 〒 371-8570 前橋市大手

町1-1-1 群馬県商工労働部商政

課商業振興係 E-mai 1: shinkuｭ

n@pref.gunma. jp 

http://www.pref.gunma.jp/g/02/g 
0200700.htm 

高齢者のだめのパソコ
ン・インターネット講座，＼

• r •• ．叫炉如~•.. ~·・•●~·；’~~疫^T―．←·●●.ー.●．.＼ ・i~

（財）群馬県長寿社会づくり財団
合027(255)6511

インターネット入門講座

◇日時 1 月 10 日(7J~·l 7 日(7J9•23 日（灼

•午前コース＝午前 9 時30分～午

後 0 時30分 ●午後コース＝午後

1 時30分～ 4 時30分

◇会場群馬県生涯学習センター

◇対象者次の①②③のいずれにも
該当するかた ①概ね60歳以上
で、これからインターネットを初

めてみたいかた ②パソコンの基
本操作のできるかた ③インター

ネットによる仲間づくりに興味が

あるかた

◇定員各コース 15名

◇講習内容 パソコン操作から電子

メールの受信•発信、ホームペー

ジの検索などのインターネットの

利用方法までを学習

◇受講料概ね一人1,500円

◇申込期限 12月 22 日虚）

◇申し込み 町保健福祉課にある申

込書でお申し込みください。

ポ
講

サて
続

育子
連

、~-ャ.sふゃ~ 11,~,. r• - Ill" • 

館林保健福祉事務所
fl (72)3230 

◇期日 1 月 19 日倫）・ 2 月 14 日りk).

23 日倫）． 3 月 2 日(i:). 9 日釦

◇時間午前10時～正午・午後 1 時

~ 4 時
◇会場館林保健福祉事務所ほか

◇対象館林市、邑楽郡在住のかた

で、原則として全日程出席できる

かた 40名

◇講座内容 ► 遊びを通した子ども

の見方 ►児童虐待の現状と対応

►子どもの心の発達過程 ►子ど

もの心の病気ほか

◇費用 220円（検査用紙代）昼食

は各自準備

◇申込期限 1 月 12 日釦 申し込み

多数の場合は抽選

◇申し込み・問い合わせ 館林保健
福祉事務所福祉係

緑 化 講 座

県緑化センター
fl (88) 7188 

◇12月のテーマ 「冬こそ、整姿・
防除・施肥を！」

◇日時 12月 21 日（木） 午前10時～正

午雨天決行

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇募集人員 50名（先着順）

◇謂師緑の相談員飯塚博久氏

◇参加費無料

◇申し込み 県緑化センターへ

花こよみ

12月の見ごろ

パンジー (10月上旬～5月中旬）

ハボ｀タン (1 1 月下旬～2月中旬）

わい性ストック

(11 月下旬～5月上旬）など

平成12年12月 10 日（日） (18) 
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町の無料法律相談

日時＝ 1 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時
場所＝役場会議室

内容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝森尻弁護士

受付＝ 1 月 1 日から 8 日までに
総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 1 月 11 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 1 1 年 1 月、 12年 1 月、
6 月、 9 月生

健 康 相 火
火

———
-R 

日時＝ 1 月 5 日（金）

午前 9 時30分～ 10時30分

受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

1 月はお休みさせていただきます。

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 1 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時
場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 1 月 18 日（木）

午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>町県民税[>国民健康保険税
[>介護保険料[>国民年金保険料

[>水道料金
糸内其月闊艮＝ 12月 25 日（月）

館林高等看護学院

学生募集

館林厚生病院

理学療法士募集

館林高等看護学院

fl (73) 7175 

◇応募資格 ①高等学校を卒業した
かたまたは卒業見込みのかた

②文部大臣が①と同等以上の学力
を有すると認めたかた

◇募集人員 40人（推薦入学者含む）

◇修業年限 3 年

◇試験期日

•第 1 次 1 月 25 日（木） 学科試験

•第 2 次 2 月 9 日倫） 面接試験

◇試験会場館林高等看護学院

◇出願書類入学願書、健康診断書、

受験票、高等学校の調査書、返信

用封筒（長 4 号封筒に住所、氏名

を明記し80円切手を貼付）、写真

2 枚（名刺型3X4cm)

◇受験料 15,000円（郵便為替）

◇申し込み 1 月 5 日（金）から 18

日（木）までに同学院(〒 374-0043

館林市苗木町2497-1) へ出願書類

を持参または郵送してください。

館林厚生病院
合 (72)3140

◇職種・人員理学療法士 1 名

◇応募資格 日本国籍のあるかたで

昭和40年4月 2 日以降に生まれたか

た 有資格者および卒業見込み者

（取得見込者）

◇願書締切 12月 25 日旧）

◇提出書類履歴書•免許の写（有

資格者）卒業見込者は卒業見込

書・成績証明書

◇試験作文・面接

◇申し込み 館林厚生病院庶務課

人事係

年賀状はあ早めに

川俣郵便局

fl (84) 3120 

郵便局では、 12 月 15 日（金）から年賀

状の受け付けを開始いたします。 12

月 24 日（日）までに差し出していただか

ないと元旦に配達できない場合もで

てきます。郵便番号と住所（番地、

棟番号、室番号、何々様方まで）を

はっきり書きましょう。

都市計画法が大幅改正
既存宅地制度廃止

館林土木事務所建築課
合 (72)4355

都市計画法が大幅改正になり既存

宅地制度（法43条第1項第6号）が廃

止となります。

法施行日（来年 4 月か 5 月予定）

以降は既存宅地の確認申請ができな

くなりますのでご注意ください。

鹿止に伴い法施行日前に供する建

物の新築、改築または用途の変更に

ついては、法施行日から起算して 5

年を経過する日までの間は経過措置

があります。

◇既存宅地に自己用の建築物

施行日までに既存宅地の確認を得

て、施行日から起算して 5 年を経

過する日までは建築物の新築、改

築または用途の変更が可能です。

◇既存宅地に非自己用の建築物
施行日までに既存宅地の確認を得

て工事に着手等していなければ建

築物の新築、改築または用途の変

更ができません。

※既存宅地確認制度とは

市街化調整区域内の土地に建物が

ある場合、その建物を新築、改築

または用途を変更するとき、一定

の条件を満たすことにより、市街

化区域と同様にその土地に建物を

新築、改築または用途の変更がで

きる制度です。

※非自己用とは

貸住宅、貸店舗、貸倉庫、貸工場、

寮、社宅、分譲住宅、有料老人ホ

ーム等です。

◇問い合わせ 館林土木事務所建築

課ヘ

放送大学学生募集

) 

万

放送大学群馬学習センター
fl027 (230) 1085 

放送大学は、テレビ・ラジオを通

じて自宅で学習できる大学（教養学

部）です。放送大学では、平成13年

度第 1 学期（ 4 月授業開始）入学の

学生を募集しています。

◇募集学生 全科・選科・科目履修生

◇出願受付 12月 15 日⑤～平成13年

2月 15 日（木）

◇募集要項の請求（無料）・問い合わ
せ 〒 371-0032 前橋市若宮町1-

13-2 放送大学群馬学習センター

(19) 平成12年12月 10 日（日） 1 2月は「大気汚染防止推進月間」です
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い
ー
タ

顔
の
香
を
か
ざ
7

ゆ
く
骰
歩
の
人

ら
蟻
川
千
秋

賜
わ
り
し
赤
さ
宝
へ
た
わ
わ
の
格
も

ド
さ
足
の
黄
サ
旬
を
冷
え
マ
峰
け
t

か
砂
賀
久
美
子

刈
る
手
を
休
め
し
ば
し
見
惚
る
る

露
草
の
つ
ゆ
の
涼
ー
ざ
青
の
や
ざ

l

ざ
野
ワ

ド
っ
ー
り

r

重
た
さ
積
稔
掌
に
の

せ
1

米
は
あ
ま
る

r

偵
下
げ
の
知

ら
せ
始
沢
良
子

田
芝
支

文

音F
芸

タ
カ

2（世紀への手紙
ぉゎ•っき分fると 贔

。

。

『
レ
ス
リ
ン
グ
を
子
ど
も
た
ち
に
教

え
て
自
分
も
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流
し

た
い
』
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
、
平
成
1
0

年
か
ら
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
に
明

和
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
出
来
ま
し

た
。
発
足
当
時
か
ら
、
部
員
が
あ
ま
り

集
ま
ら
ず
細
々
と
活
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
、
県
大
会
•
関
東
大
会

で
も
上
位
入
賞
す
る
選
手
を
輩
出
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
シ
ド
ニ
ー
五
輪
に

出
場
し
た
南
大
島
在
住
の
川
合
達
夫
選

手
に
続
く
選
手
を
育
成
し
て
行
き
た
い

と
思
い
練
習
に
励
ん
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
他
の
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
も
幼
年

（
幼
稚
園
・
保
育
園
）
の
部
に
力
を
い

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
明
和
レ
ス
リ

ン
グ
ク
ラ
ブ
で
は
、
練
習
前
に
マ
ッ
ト

運
動
を
重
点
に
練
習
し
、
難
し
い
こ
と

は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
の
で
幼
年
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
練
習
を
見

学
し
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日
は
、
明
和
町
武
道
館
で
週

2

回
で
火
曜
日
が
午
後
5

時
3
0分
か
ら
7

時
ま
で
土
曜
日
が
午
後
2

時
か
ら
4

時

ま
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
6

閲
3
8
1
9

頂
「
広
報
め
い
わ
」

明
和
レ
ス
リ
ン
ク

ク
ラ
つ

代
表
篠
木

弘
樹
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: 町の人口と世帯 男 5,898人・女 5,830 人 : 
J 12 月 1 日現在（対前月比） <1 1 月中の動き〉 ] 
.~•世帯数 3,425 戸(+ 5) 出生 7人・死亡 7人 ｧ : 人口総数 11:728 人 (+9) 転入 29人・転出 20人 : 
f 11 月の救急車出動回数！急病 8件交通事故 7件その他 6件合計 21 件 : 
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飯
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南
大
島

森
尻

丸
山

奈
良
伊
勢
子

小
野
寺
良
逸

荻
野

原
島

新
井

中
島

酒
井

奈
良
原

山
本

戸
井
田
苺
代
子

令
あ
く
や
み
令

氏
名
年
齢
世
帯
主

田
口
七
＿
＿
一
郎7
6
能
之

7
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゜
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実み 綾］大g
果力、連見恵：歩［人ど空互

和利美昌陽 美 清茂あ文亜
奈 宏豪 か賞努

枝博子樹子 香 美夫り章子

女男女男男男女

南
大
島

田中

島谷

下
江
黒

南
大
島

氏米

碧喜名あ
衣‘め` ；、性、9/

別?iマ

須地薮田千千大江上中地薮

賀区！］：島靡靡畠 □ 旦谷区喜
凶凶凶凶凶呪。％嬰 障％凶凶凶凶砂闘

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成12年12月 10 日（日） (20) 

秀
明

音
三
郎

正
男

庄
吉

勇

乍
日
．

バ
艮

子

和 ぅヒ

則 男

三
重
県
明
和
町
と
小
学
生
同
士
に
よ
る
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。
西
小
児
童
は
、
本
町
の
特

色
を
E

メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
発
信
。
2
1
世
紀
を

担
っ
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
®

来
年
の
1

月

1
1日
か
ら
2
5
日
ま
で
の
間
に
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
電
話
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
す
。
職
員
が
加
入
者
宅
へ
お
電

話
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
◎

心
の
宝
箱
に
し
ま
っ
て
お
い
た
思
い
出
を

「2
1
世
紀
へ
の
手
紙
」
と
い
う
形
に
変
え
て
、1
0

.

.

.

.
 

年
後
の
自
分
へ
の
玉
手
箱
と
し
て
、
お
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
役
場
企
画
課
へ
。
⑬

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。



：広報

10日（水）発行 No.2B 

発行／8月和町役場〒370-0795 群馬県邑楽郡明和町新里288番地・編集／企画課広報係•印刷／東京広告株）

明和町ホームページ http: //www.sunfi eld.ne.」p/me iwa/ fl0276(84)3111 FAX 0276(84)3114 

ME/WA TOWN 

―tr璽鵬―→■■■■-窄

`: ：•,-竺三口し9riゆ

21 世紀にはばた＜園児だち

21世紀を担う明和保育園・明和幼稚園の園児た

ちが園庭に集まり、未来に向けてのメッセージ

を発信しました。（中央より左側が保育園児・

右側と最前列が幼稚園児）

今月の主な紙面

•町長、議長年頭のごあいさつ………②～③

・介護保険基金条例を制定…………………④

•町の現状と合後の計画………………⑥～⑦

・巳年生まれ12人が語る新年の抱負…⑧～⑨



年頭のごあ

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
二
十
一

世
紀
が
幕
を
開
け
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
政
の
各
分
野
に
わ
た
り

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
町
の
振
興
発
展
に
微
力
な
が
ら

尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
心

か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
景
気
は
、
一
昨
年

春
ご
ろ
を
底
に
穏
や
か
な
が
ら
も
改
善

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
も
っ
て

経
済
は
万
全
と
言
え
る
状
況
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
雇
用
情
勢
は
い
ま
だ
厳

し
く
、
消
費
は
一
進
一
退
の
状
況
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
世

紀
は
I
T

（
情
報
技
術
）
革
命
を
は
じ

め
、
地
方
分
権
、
少
子
高
齢
化
、
国
際

化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
新
た
な
創
造
を

迫
ら
れ
、
住
民
や
地
方
自
治
体
が
自
ら

の
責
任
で
決
断
し
、
未
来
に
向
け
て
進

む
た
め
の
自
立
が
一
層
求
め
ら
れ
る
時

代
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
二
十
一
世
紀
は
環
境
の
時
代
と

い
わ
れ
、
環
境
問
題
は
地
球
規
模
ま
で

取
り
組
む
問
題
で
あ
り
、
地
方
自
治
体

か
ら
真
剣
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
で
昨

年
本
町
は
、
幸
い
議
会
を
は
じ
め
町
民

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
医

療
費
就
学
前
の
無
料
化
、
公
共
下
水
道

工
事
の
着
手
、
合
築
し
た
保
育
園
・
幼

稚
園
の
運
営
、
子
育
て
環
境
整
備
の
充

実
、
介
護
保
険
事
業
の
開
始
、
情
報
公

開
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制

定
、
行
政
区
活
性
化
事
業
の
実
施
、
西

小
・
中
学
校
北
校
舎
耐
震
補
強
事
業
お

よ
び
従
来
か
ら
の
諸
事
業
な
ど
を
執
行

し
、
次
代
に
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
た
平
成
十
三
年
は
、
ニ

明和町長

斎 藤 憲

十
一
世
紀
初
頭
を
展
望
し
て
策
定
さ
れ

た
第
四
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
「
未
来
を
創
造
す
る
明
和
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
夢
や
希
望

に
滴
ち
た
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
の
創
造

に
向
け
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
新
た
に
取
り
組
む
事
業
お
よ
び

主
要
事
業
は
、
公
共
下
水
道
終
末
処
理

場
建
設
工
事
の
着
手
、
明
和
第
二
工
業

団
地
造
成
事
業
の
着
工
、
情
報
化
社
会

に
対
応
し
た
I
T

関
連
事
業
の
推
進
、

公
共
路
線
バ
ス
の
運
行
、
空
き
施
設
を

利
用
し
た
社
会
福
祉
会
館
の
整
備
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
推
進
、
介

護
保
険
事
業
の
充
実
、
少
子
高
齢
化
対

策
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
道
整
備
等

の
都
市
基
盤
の
整
備
や
生
活
環
境
の
整

備
、
健
康
・
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化

の
向
上
、
産
業
の
振
興
、
行
政
基
盤
の

強
化
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の

年
を
迎
え
、
一
層
皆
様
の
創
意
と
英
知

を
結
集
し
て
、
先
人
の
方
々
が
築
か
れ

た
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
町

民
の
方
々
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
「
住
ん
で
み
た
＜

な
る
」
よ
う
な
新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
断
固
た
る
新

た
な
決
意
を
も
っ
て
心
の
通
っ
た
町
政

執
行
に
当
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
理
解
と
限
り
な
い
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
析
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

平成13年 1 月 10 日因 (2) 



2001 年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
の
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
ら
れ
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
議
会
に
格
別
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。二

十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

―
一
十
世
紀
は
戦
争
と
科
学
の
時
代
と
も

い
わ
れ
、
昨
年
は
内
外
と
も
に
政
局
の

混
迷
、
北
海
道
・
三
宅
島
の
自
然
の
大

災
害
等
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

戦
後
五
十
五
年
の
歳
月
は
、
長
い
敗

戦
の
後
遣
症
と
も
い
わ
れ
る
世
相
、
特

に
青
少
年
の
凶
悪
犯
罪
の
増
加
等
に
よ

り
少
年
法
の
改
正
を
み
、
不
登
校
児
童

が
全
国
で
十
三
万
人
と
も
、
ま
た
、
高

校
中
退
者
が
過
去
最
高
と
も
い
わ
れ
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
安
定
し
た
社
会
づ
く
り
が

強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

町
原

会議長

昭口 し一

す
。核

の
開
発
、
医
学
、
情
報
機
器
の
進

歩
は
、
果
た
し
て
人
類
に
幸
せ
で
あ
ろ

う
か
と
思
っ
昨
今
で
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
向
け
て
昨
年
の
十
月

一
日
よ
り
情
報
公
開
が
行
わ
れ
、
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
新
老
人
保
健
福
祉
計

画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
等
が
定
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下

水
道
事
業
も
本
年
は
、
終
末
処
理
場
の

建
設
の
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
は
都
市
計
画
道
路
、
駅

周
辺
の
開
発
等
大
き
な
課
題
も
抱
え
て

お
り
ま
す
。
新
世
紀
に
あ
た
り
議
会
の

使
命
を
果
た
す
べ
く
、
心
を
新
た
に
し

て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 羊

我
==-0 

羊
我

＝
＝l-ロ 議 羊

我
___ 
-
D
 

羊
我
m-n-

羊
我
==-0 

員
松
本
功

（
副
議
長
除
き
、
議
席
順

員

秋
草

利
夫

員

関
根
恨
市

員

猪
股
賢

員

堀
口
武
徳

員

恩
田

久

議
員
森
尻
茂

議
員
野
本
長
司

議
員
岡
安
敏
雄

議
員
金
子
竹
雄

副
議
長

明
和
町
議
会

岡
安
今
朝
雄

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

迎

春

(3) 平成13年 1 月 10 日困



第 4 回町議会定例会 町
議
会
定
例
会

第
四
回
町
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
十
二
日
か
ら
十
四
日

ま
で
の
会
期
三
日
間
で
開
か
れ
、
介
護
保
険
基
金
条
例
の
制

定
や
公
共
下
水
道
明
和
終
末
処
理
場
の
建
設
工
事
委
託
に
関

す
る
基
本
協
定
の
締
結
な
ど
十
九
案
件
（
町
長
提
出
十
七

件
・
議
員
提
出
二
件
）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
だ
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主
な

内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
道
路
線
の
廃
止

明
和
第
二
工
業
団
地
造
成
事
業
に
伴

い
、
同
団
地
内
の
町
道
三
ー
一
三
八
号

線
外
五
路
線
を
廃
止
し
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
認
定

明
和
第
二
工
業
団
地
造
成
事
業
に
伴

い
、
同
団
地
内
の
町
道
を
廃
止
し
た
三

ー
一
四
0
号
線
、
三
ー
一
五
七
号
線
で
、

同
団
地
の
区
域
か
ら
外
れ
た
部
分
を
町

道
と
し
て
残
す
た
め
改
め
て
認
定
し
ま

し
た
。

介
護
保
険
基
金

条
例
の
制
定

町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

教
育
長
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

太
田
市
外
二
町
清
掃
組
合
の
名
称

が
、
平
成
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
太
田

市
外
五
町
広
域
清
掃
組
合
と
変
更
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
三

年
を
単
位
と
し
た
事
業
運
営
期
間
ご
と

に
設
定
さ
れ
、
こ
の
期
間
内
の
給
付
費

等
の
変
動
に
対
処
す
る
た
め
、
中
期
財

政
運
営
を
行
う
こ
と
か
ら
生
じ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
剰
余
金
を
適
切
に
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
基
金
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

国
の
行
政
組
織
の
再
編
成

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

中
央
省
庁
の
組
織
が
大
幅
に
改
編
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
の
例
規
集
の
中

群
馬
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更

町
長
、
助
役
、
収
入
役
等
の

諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
基
金
条
例
を
制
定

第
四
回

に
も
現
行
の
府
省
名
等
を
引
用
し
て
い

る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
中
央
省
庁
改
革

施
行
日
の
平
成
十
三
年
一
月
六
日
を
も

っ
て
新
し
い
府
省
名
等
に
改
正
す
る
た

め
条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
の

社
会
福
祉
事
業
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

社
会
福
祉
事
業
法
が
社
会
福
祉
法
に

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
町
の
例

規
集
の
中
に
も
引
用
し
て
い
る
箇
所
が

あ
る
た
め
、
杜
会
福
祉
事
業
法
を
杜
会

福
祉
法
に
改
め
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
0

ｷ
 
1

=

-

%

)

 

に
伴
う
条
例
改
正
で
、
主
な
内
容
は
一

般
職
員
の
基
本
給
の
改
定
の
見
送
り
と

諸
手
当
の
改
定
で
す
。

ま
た
、
民
間
の
賃
金
の
動
向
か
ら
特

別
給
で
あ
る
期
末
手
当
を
0

・
ニ
月
分

減
額
し
、
民
間
と
の
均
衡
を
図
り
ま
し

こ
。t
 

な
お
、
適
用
は
平
成
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
初
任
給

（
一
般
行
政
職
）
は
、
高
校
卒
…
一
四

万
六
、
五
0
0
円
、
短
大
卒
…
一
五
万

七
、
七
0
0

円
、
大
学
卒
…
一
七
万
二

0
0
円
と
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町
議
会
議

員
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
率
を
一
般

職
員
と
同
様
に
0

・
ニ
月
分
減
額
し
ま

し
た
。人

事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町
長
、
助

役
、
収
入
役
の
期
末
手
当
支
給
率
を
一

般
職
員
と
同
様
に
O
·

―
一
月
分
減
額
し

ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
教
育
長
の

期
末
手
当
支
給
率
を
一
般
職
員
と
同
様

に
0

・
ニ
月
分
減
額
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
明
和
終
末
処

理
場
の
建
設
工
事
委
託
に

関
す
る
基
本
協
定
の
締
結

明
和
終
末
処
理
場
の
建
築
を
行
う
た

め
、
日
本
下
水
道
事
業
団
と
「
明
和
町

公
共
下
水
道
明
和
終
末
処
理
場
の
建
設

工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
協
定
期
間
は
平
成
十
二

年
度
か
ら
五
年
間
で
、
協
定
額
は
消
費

税
等
を
含
め
て
一
六
億
円
で
す
。

町
議
会
議
員
に
対
す
る

期
末
手
当
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

平成13年 1 月 10 日因 (4) 



既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
億
七
、
六
七
六
万
五
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
四
五
億
七
、
四
四
二
万

一
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
等
、

人
事
異
動
に
伴
う
増
減
、
（
仮
称
）
社

会
福
祉
会
館
増
築
・
改
修
事
業
費
、
道

路
舗
装
補
修
工
事
費
の
追
加
な
ど
に
伴

う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総

額歳
入

◇
地
方
特
例
交
付
金
三
、

0

一
五
万

一
千
円
（
六
、
八
一
五
万
一
千
円
）

◇
地
方
交
付
税
五
、
九
二
三
万
三
千

円
（
七
億
七
、
三
七
四
万
九
千
円
）

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
一
四
万
二
千

円
（
三
、
二
六
―
二
万
―
一
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
二
七
四
万
七
千
円

（
一
億
七
四
六
万
三
千
円
）

◇
県
支
出
金
二
、
一
三
七
万
三
千
円

（
一
億
五
、
二
三
六
万
四
千
円
）

◇
繰
越
金
六
、
二
六
一
万
九
千
円

（
二
億
一
、
二
六
一
万
九
千
円
）

◇
諸
収
入
五

0
万
円

（
二
億
五
、
三
四
八
万
五
千
円
）

歳
出

◇
議
会
費
一
七

0
万
円
減

（
七
、
八
七
五
万
五
千
円
）

◇
総
務
費
一
億
五
、
二
七
四
万
九
千

円
（
七
億
一
、
四
五
三
万
八
千
円
）

◇
民
生
費
五
、
九
六

0
万
三
千
円

（
九
億
一
、
一
―
五
万
三
千
円
）

◇
衛
生
費
一
四
六
万
九
千
円

（
三
億
七
、
五
五
七
万
一
千
円
）

平
成
十
二
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
、
四
三
九
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
七
億
七
、
九
九
九
万
四
千
円
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
退
職
者
分
の
医
療

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

◇
農
林
水
産
業
費
三
―
一
万
六
千
円

減
（
二
億
一
、
五
三
七
万
九
千
円
）

◇
商
工
費
五
万
三
千
円
減

（
二
、
八0
0

万
円
）

◇
土
木
費
二
、
九
一
九
万
四
千
円
減

（
九
億
三
、
四
三
一
万
九
千
円
）

◇
教
育
費
―
一
九
九
万
三
千
円
減

（
六
億
九
、
四
七
八
万
円
）

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
五
、
0
0
0
万
円
を
減
額
し
、

総
額
を
八
億
二
、
一
七
五
万
円
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
医
療
費
給
付
費
の
減
少

に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後

総
額

歳
入

◇
支
払
基
金
交
付
金
三
、
五

0
0
万

円
減
（
五
億
七
、
四
四
二
万
四
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
一
、

0
0
0

万
円
減

（
一
億
六
、
三
―
二
万
円
）

◇
県
支
出
金
二
五

0
万
円
減
（
四
、

0
七
八
万
円
）

◇
繰
入
金
二
五

0
万
円
減
（
四
、
三

三
八
万
六
千
円
）

歳
出

◇
医
療
諸
費
五
、

0
0
0

万
円
減

（
八
億
一
、
九
一0
万
四
千
円
）

老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

費
給
付
費
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
総
額

歳
入

◇
療
養
給
付
費
交
付
金
三
、
九
九
―
―

万
円
（
一
億
五
0
四
万
一
千
円
）

◇
繰
入
金
四
四
七
万
九
千
円
（
九
、

ニ
ニ
八
万
五
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
七
六
九
万
円
減
（
二
、
六

0
0

万
七
千
円
）

◇
保
険
給
付
費
四
、
五
一
六
万
八
千

円
（
五
億
一
、
六
八
一
万
二
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
三
六
八
万
六
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
三
億
七
、
八
六
八
万
六
千
円
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
介
護
保
険
被
保
険
者

管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
の
追

加
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正

後
総
額

歳
入

◇
繰
入
金
三
六
八
万
六
千
円
（
一
億

二
、
一
九
七
万
五
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
三
六
八
万
六
千
円
（
三
、

八
七
四
万
六
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
、
五
0
八
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
一
0
億
六
、
五
五
二
万
一
千
円

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幹
線
管
渠
工

事
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正

下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

後
の
総
額

歳
入

◇
国
庫
支
出
金
一
、

0
0
0

万
円

（
三
億
一
、
二
五0
万
円
）

◇
繰
入
金
二
三
八
万
七
千
円
（
四
億

一
、
0

一
四
万
七
千
円
）

◇
町
債
三
、
二
七

0
万
円
（
三
億
三
、

五
二
0
万
円
）

歳
出

◇
下
水
道
費
四
、
五

0
八
万
七
千
円

（
七
億
二
、0
七
0
万
七
千
円
）

既
定
の
収
益
的
支
出
に
二
二
0
万
三

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
二
億
七
、
四

八
一
万
四
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

消
費
税
等
の
追
加
補
正
で
す
。
ま
た
、

資
本
的
収
入
を
七
三
八
万
六
千
円
追
加

し
、
資
本
的
支
出
を
八
、
0
三
二
万
五

千
円
追
加
し
、
四
億
八
、
八
0
七
万
五

千
円
に
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
三
浄
水

場
の
高
架
水
槽
の
天
井
部
分
が
崩
落
し

た
こ
と
に
よ
る
解
体
工
事
、
自
家
発
電

地下約 9m で行われている下水道管の推進工事

次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
に

提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

◇
地
域
農
業
と
農
家
経
営
を
守
る
た
め

激
増
す
る
農
畜
産
物
の
緊
急
輸
入
制

限
措
置
（
一
般
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
）
の

発
動
を
求
め
る
意
見
書

◇
育
児
・
介
護
休
業
法
の
拡
充
と
保
育

施
設
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

コい＝＝｀＇だ｀一唖遷疇l­
羞々と進む上水道配水塔築造工事

装
置
の
設
置
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更

新
事
業
に
よ
る
追
加
補
正
で
す
。
（
）

は
補
正
後
の
総
額

収
益
的
支
出

◇
水
道
事
業
費
用
ニ
ニ

0
万
三
千
円

（
二
億
七
、
四
八
一
万
四
千
円
）

資
本
的
収
入

◇
資
本
的
収
入
七
三
八
万
六
千
円

（
二
億
七
、
七
三
八
万
六
千
円
）

資
本
的
支
出

◇
資
本
的
支
出
八
、

0
三
二
万
五
千

円
（
四
億
八
、
八
0
七
万
五
千
円
）
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講話をする斎藤町長

住
み
よ
い
町
づ
く
り
へ
の
意
欲
を
深

め
よ
う
と
、
町
の
ト
ッ
プ
を
招
い
て
、

寿
学
級
・
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
〈
＿o

同
学
習
会
「
町
長
と
語
る
」
が
1
1月
2
0

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
の
斎
藤
町
長
か
ら
は
、
町
の
現

状
や
合
後
の
計
画
な
ど
の
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
だ
。
ま
だ
、
質
疑
応
答
で
は
、

町
長
と
ヒ
ザ
を
交
え
て
の
懇
談
が
行
わ

れ
、
5
0人
の
参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

だ
。
そ
こ
で
、
講
話
と
質
疑
応
答
の
要

旨
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

明
和
町
で
は
、
平
成

1
2年
1
0月
1

日

か
ら
情
報
公
開
を
行
い
、
よ
り
開
か
れ

た
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

財
政
面
で
は
、
自
治
省
の
基
準
に
基

づ
き
1
0年
度
末
現
在
の
町
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
を
公
表
し
ま

し
た
。
正
味
資
産
は
約

1
3
0

億
円
、

負
債
は
約

2
8億
円
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
1
3年
3

月
に
は
負
債
が
約
2
1

億
円
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
関
係
で
は
、

6

つ

の
施
設
を
各
1

園
に
統
廃
合
し
、
全
国

で
も
あ
ま
り
例
の
無
い
合
築
施
設
を
建

設
し
、
早
朝
・
延
長
保
育
を
行
う
な
ど

充
実
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
は
、
高
齢
者
保
険
福
祉
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
1
2年
4

月
に
ス
タ

ー
ト
し
て
か
ら
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
被
保
険
者
が
6

、

3
3
8

人

町
の
現
状
と

今
後
の
計
画

話

で
1
7
3

人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
平
成

1
2年
度
中
に
南
大
島
地
内
に

建
設
工
事
の
着
手
を
行
い
、
平
成

1
4年

2

月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
県
の
計

画
に
基
づ
く
も
の
で
、
新
橋
病
院
が
運

営
し
、
5
0床
の
ベ
ッ
ド
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
統
廃
合
に
よ
る

空
き
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
東
幼

稚
園
を
福
祉
作
業
所
、
東
保
育
園
を
児

童
館
・
学
童
保
育
所
、
西
幼
稚
園
を
言

語
通
級
指
導
教
室
、
西
保
育
園
を
学
童

保
育
所
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
中

央
幼
稚
園
は
、
福
祉
の
拠
点
と
し
て
社

会
福
祉
会
館
に
し
た
い
計
画
で
す
。
な

お
、
中
央
保
育
園
は
使
用
目
的
を
検
討

中
で
す
。

地
盤
沈
下
の
問
題
で
は
、
本
町
は
県

下
で
も
激
し
い
地
域
で
、
昭
和
5
1年
か

ら
沈
下
の
状
況
を
観
測
し
て
お
り
、
新

里
地
内
の
第
1

水
源
は
現
在
、
給
水
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
南
大
島
浄
水

場
に
災
害
時
等
の
安
定
給
水
を
目
指
し

て
配
水
塔
の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
3

年
度
か
ら
南
大
島
地
内
に
終
末
処
理
場

の
建
設
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。
現
在

は
、
県
道
の
地
下
約
5
\
9

信
の
と
こ

き
ょ

ろ
に
幹
線
管
渠
を
築
造
す
る
工
事
が
行

寿
学
級

. 
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
合
同
学
習
会

-
5
o
i
•
．
§
”
1

疇
i

刀
稚
園
の
保
育
料
は
、
月
額

4
、

0
7
°
0円
で
邑
楽
・
館
林
管
内

0
]遭

k
k
o

弟3
[
ロ
ロ
コ
]
[
』

ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

n
o
 

、
っ
ふ
“

幼
稚
園
の
保
育
料
は
現
在

4
、

7
0
0

円
、
保
育
園
の

保
育
料
は
保
護
者
の
所
得
状

況
で
変
わ
り
ま
す

幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
育

料
は
ど
ん
な
ふ

lつ
に
な
っ

て
い
ま
す
か

わ
れ
て
い
ま
す
。

公
営
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
館
林

厚
生
病
院
か
ら
館
林
駅
、
赤
生
田
地
区
、

明
和
町
上
江
黒
・
斗
合
田
地
区
な
ど
を

経
て
板
倉
東
洋
大
前
駅
ま
で
の
「
館

林
・
板
倉
南
線
（
仮
称
）
」
を
平
成
1
3

年
4

月
か
ら
運
行
す
る
計
画
で
す
。
ま

た
、
館
林
厚
生
病
院
か
ら
館
林
駅
、
堀

工
地
区
、
明
和
町
田
島
地
区
、
川
俣
駅
、

大
輪
地
区
な
ど
を
経
て
千
代
田
町
役
場

ま
で
の
「
館
林
・
明
和
・
千
代
田
線

（
仮
称
）
」
も
平
成1
3年
7

月
ご
ろ
か
ら

運
行
す
る
計
画
で
す
。
い
ず
れ
も
館
林

市
と
3

町
の
間
で
、
民
間
委
託
の
共
同

運
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成13年 1 月 10 日（水） (6) 



情
報
交
換
し
合
い
、
出
会
い

の
機
会
を
設
け
る
よ
う
に
努

力
し
い
て
ま
す

結
婚
相
談
所
で
は
、
結
婚
相

0
口
い
会
議
を
開
催
し
、
情
報
交
換

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
情
報

を
把
握
し
、
相
談
員
同
士
で
情
報
交
換

し
合
い
、
出
会
い
の
機
会
を
設
け
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
で

は
、
媒
酌
人
に
1
0万
円
の
報
償
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

結
婚
相
談
員
の
仕
事
の
内
容
に
つ

〇
ぃ
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

結
婚
相
談
員
の
仕
事
の
内

容
を
あ
聞
か
せ
く
だ
さ
い

で
、
現
在
最
も
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

何
人
い
て
も
同
額
で
す
が
、
就
園
奨
励

事
業
と
し
て
生
活
保
護
世
帯
や
町
民
税

所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯
は
保
育
料
の

減
免
措
置
が
あ
り
、
年
額
最
高
で
3

万

円
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

保
育
園
の
保
育
料
は
、
所
得
等
に
応

じ
て
3

歳
未
満
児
が
0

円
か
ら
4

万
5

千
円
、
3

歳
以
上
児
が
0

円
か
ら
2

万

5

千
円
ま
で
の
7

階
層
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
保
育
園
に
同
時
入
所
者
が
3

人

以
上
い
る
場
合
は
、
一
人
分
が
全
額
、

も
う
一
人
分
が
半
額
、
他
の
子
が
免
除

と
な
り
ま
す
。
未
満
児
が
減
額
さ
れ
る

か
、
以
上
児
が
減
額
さ
れ
る
か
は
保
護

者
の
所
得
税

(
8万
円
が
境
）
で
変
わ

り
ま
す
。

町
の
避
難
対
策
は
と
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か

介
護
保
険
が
実
施
さ
れ
て

半
年
が
経
過
し
ま
し
だ
が

町
で
の
経
過
を
あ
知
ら
せ

く
だ
さ
い

O
□
□L□L
]口
＼□t
D
a
l
J
t
[

半
年
の
経
過
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
1
2年
9

月
末
現
在
で

6

、

3
3
8

人
の
被
保
険
者

の
う
ち
要
介
護
者
等
が
1
7

3

人
で
す

0
言
汀
い
i
i
□
□
□《
‘
い

介
護
者
等
が
1
7
3

人
で
す
。
主
な
サ

ー
ビ
ス
は
、
通
所
介
護
3
7
件
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
3
0
件
、
訪
問
介
護2
7件
、
短
期

入
所
2
1
件
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
4
8件
な
ど

で
す
。
町
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に

基
づ
き
順
調
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

坦
地
で
、
し
か
も
利
根
川
一
級

o
i
a
J
川
を
抱
え
た
明
和
町
の
避
難
対

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

質問をする

篠木芳子さん

避
難
場
所
を
示
し
た
地
図
が

で
き
あ
が
り
次
第
、
全
世
帯

に
配
布
す
る
計
画
で
す

避
難
場
所
を
示
し
た
地
図
「
ハ
ザ

〇
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
広
域
の
市
町
で

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
あ
が
り

次
第
全
世
帯
に
配
布
す
る
計
画
で
す
。

避
難
場
所
は
公
共
施
設
等
が
指
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。
各
家
庭
に
携
帯
ラ
ジ
オ

や
懐
中
電
灯
な
ど
を
備
え
て
お
き
、
情

報
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。中

学
生
の
国
際
交
流
に
つ
い

て
、
受
け
入
れ
面
で
難
し
い

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
し
だ
か

中
学
生
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
、

〇
胃
入
れ
の
面
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
選
定
に
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
か
。

派
遣
さ
れ
た
生
徒
の
世
帯
で

受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
を
条

件
と
し
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
で

し
た

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
学
校
と

0
:育
委
員
会
に
依
頼
し
、
応
世
帯

を
選
定
し
ま
し
た
。
海
外
派
遣
の
時
に

質問をする

江森政美さん

メモを取リながら熱心に聴き入る参加者

工
業
の
誘
致
計
画
等
を
あ

聞
か
せ
く
だ
さ
い

質問をする

齋藤鐵夫さん

派
遣
さ
れ
た
生
徒
の
世
帯
で
は
受
け
入

れ
も
行
う
こ
と
を
条
件
と
し
ま
し
た
の

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
選
定
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
末
永
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〇
冒
□
]
い
い
O
O□い
い□
[

せ
く
だ
さ
い
。

矢
島
地
内
に
明
和
第
2

工
業

団
地
が
計
画
さ
れ
、
地
権
者

の
同
意
を
得
て
契
約
で
さ
る

予
定
で
す

矢
島
地
区
内
に
県
企
業
局
が
造
成

。
す
る
約
讐
の
明
和
第

2工
業
団

地
が
計
画
さ
れ
、
地
権
者
の
同
意
を
得

て
平
成
1
2
年
1
2
月
中
に
土
地
売
買
が
契

約
で
き
る
予
定
で
す
。

(7) 平成13年 1 月 10 日因
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り
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明和町須賀364-l

田口光江

昭和52年 1月 30 日生

数員

新
し
い
百
年
の
始
ま
り
。
そ
の
最
初
の
年
文
．

自
分
の
千
交
で
あ
る
巳
年
で
迎
え
ら
れ
乃
ご
王
は
｀

今
年
屯
そ
し
て
二
十
一
定
紀
は
何
か
と
て
も
良
い

ご
と
が
お
ご
リ
そ
う
な
気
が
し
て
楽
し
み
て
す
。

昨
与
ば
夢
へ
向
か
い
歩
み
始
め
た
り
濃
英
屯

し
て
ぶ
ろ
い
ろ
な
固
の
友
人
が
イ
き
た
り
、
充
爽
し
つ

つ
も
、
少
し
忙
し
い
一
年
下
し
た

今
年
は
少
し
吃
く
リ
し
な
が
ら
自
分
自
身
を

今
一
度
み
つ
め
直
し
て
み
よ
う
ピ
尺
い
ま
で
そ
し
て
．

心
身
ピ
も
K

充
爽
し
だ
＿
＿
ナ
ー
世
紀
に
し
よ
ク
乙

悶
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
御
祀
詞
を

申
し
上
げ
ま
す
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疇
利
根
川
に
映
え
る
朝
日

訥
与
呵
汀
ミ
し
て

]
J
万
め
で
と
う
ご
丁
ぃ
容
す
＾

r

／
紅
摩
ほ
立
と
長
霜
び
乙
年
生
□
瓜

ぶ｀
長
堺
贔
所
在
亨
へ
巳
詞
麦

9

摩
：
ぐ
馨
信

□

｀
こ
掌
心
~

g
 

ー
訟
は
妙
を
r
J
覧
恣
忍
．
ら
犀
虞
＇
／
ご
め

5
 

／
ー
月

i
久
f
了
剛
轟
揺
り
哀

I

ッ
喜
i
J
長
と
も

a
l
 

¢
ー
□

尋
3
;
1

象
楓
爪
縫
訊
び
孔
り
叉

叫

v

＞
夭
｛
叶
社
．
う
そ
し
丘
ジ
オ
で
あ
り
丘
ぃ
・
ヒ
忽
》

5
否
ず
q

嚢
品
ー
ク

ぃ
未
来
と
思
っ
て
い
た
時
代

恥
化
』
。
皆
さ
ん
は

2
1世
化

と
い
う
と
逹
ぃ
未
未
や
想
像
の
世
界

の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い

て
し
よ
う
か
。
で
も
、
今
現
在
‘
私

た
ち
は

2
1世
化
を
生
き
て
い
ま
す
。

今
回
は
新
世
化
に
な
っ
た
今
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
、
将
未
や
今

年
の
抱
負
を
今
年
の
千
支
『
巳
年
』

の
1

月
生
ま
れ
1
2
人
の
が
た
に
年
賀

状
風
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朗和町店層、認ター／

川見知、
犀和I崎I 屏窪庄
目営

叩研賢認汀'b-J

翡屠きみ
慇俎臼争／ I~ /3 lzj 

王詞

り’刊げ土し了わめて‘ヽ乙） ：：：、ど‘ヽ、主土
月）a の沿フ臼亭）ものぐ叢］
磐仇襲邑て多だ糾忍：：）土崎化

tf)皇）ぺ了［迄 l2 ／臭と戎昇
｝芥ム屯［コの已亨諷竺疇
“よ1 ＼ぢ2__ I 笹紀こ恥）
繹／＼し、‘斧にめぐ＇＇］年、ヽこ！忙、
炉シも健生に注定して痰しい
に生を定）だりとも、、］す

朗
り
チ
レ
て
方
芝
く
と
う
ご
ゃ
‘
]
牙
了

私
硝
和
に
住
ん
~
ず
叩
扉
全
ぶ
遇

予
伶

1
1

友
．
人
も
増
え
目
々
業
し
く
遅
ゞ

レ
て
〗
困
了

7
C
9年
町
に
佑
め
た
ゴ
｛
言
p

要
器
甲
と
彗
誓
不
足
で
今
だ
ス
コ
ア

I
O
O
区
切
れ
な
い
眉
t
l
様
て

1

゜
覆
在
の

召
胃
贔
羹
忽
亨
ず
か
亭
／
t
J

干
、
｀
ぞ
ン
f
t
主
痰
で
す
。

5翠
暦
：
迎
え

ゞ
身
天
に
瀑
竺
屎
で
こ
れ
か
ら
よ
霧
碧
ピ

讐
呼
閉
と
ゴ
ル
フ
を
斐
｀
し
ん
で
行

き
た
い
と
田

2
い
ま
了
。

(9) 平成13年 1 月 10 日困



町
二
政
ユ

ホ

一

ツ ト
ス

2
0
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。
日

本
に
住
む
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
か
た
は
、

す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。
2
0
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、
す
ぐ
に
役
場
住

民
課
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
い
て
、
勤

め
先
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
か
た
は
、
第

2

号
被
保
険
者
と
し

て
国
民
年
金
に
加
入
済
み
で
す
の
で
、
手

住
民
課

続
き
は
不
要
で
す
。

内
線
3
3
7

2
0歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、
社
会

保
険
庁
か
ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
』
が
、
1

月
末
日
ま
で
に
送
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
昨
年
の

1

月
か
ら
1
2
月
ま
で

の
1

年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
の
他
に
収
入
が
あ

り
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
申
告
の
時
に

こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

も
し
、

1

月
末
日
ま
で
に
届
か
な
い
場

合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
太
田

社
会
保
険
事
務
所
で
再
発
行
で
き
ま
す
の

で
年
金
証
書
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収
票

は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
平
成
1
2
年
1
0
月
の
年
金
支
払
い
期
の
年

住
民
課

町
で
は
、
今
回
で
第
2

回
と
な
る
「
花

の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
町
を
花
で

美
し
く
飾
り
、
花
と
緑
の
環
境
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
等
広
く
募
集
し
、

顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
花
と
緑
を
用
い

た
ま
ち
づ
く
り
の
す
ば
ら
し
さ
を
訴
え
、

快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
花
と
緑
の
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
等
を
広
く

募
集
し
ま
す
の
で
、
前
回
に
引
き
続
き
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〇
募
集
対
象

個
人
（
庭
先
・
農
地
等
）

地
域
（
庭
先
・
農
地
等
）

会
社
・
事
業
所

官
公
署
・
学
校
・
集
会
所
等
公
共
施
設

〇
申
込
期
限

平
成
1
3
年4
月
1

日
1
9

月
末
日

0
書
類
審
盃
・
現
地
審
盃

平
成
1
3年
1
0
月
上
旬

〇
申
込
先

明
和
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

（
役
場
経
済
課
内
）

〇
申
込
方
法

役
場
（
経
済
課
）
に
備
え
て
あ
る
応
募

用
紙
に
写
真
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
た
介

護
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
る
た
め
、
源
泉
徴
収
額
の
計
算
を
す

る
と
き
は
、
特
別
徴
収
さ
れ
た
介
護
保
険

料
を
収
入
金
額
か
ら
控
除
し
て
あ
り
ま
す
。

内
線
3
3
7

老
齢
年
金
受
給
者
に
源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す

経
済
課

内
線
3
5
3

道路沿いの花飾り

第
2

回
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

冷多さ令ぶ笞令択淫翠令娑忍哀令妥念ジ姦浚令紀‘ぷ、‘ふ’滋令c•ぐ芯翁令忍溶

経
済
課

内
線
3
5
3

1

月
2
1
日
⑪
松
本
水
道
6
閻
2
8
3
9

1

月
2
8
日
⑪
石
崎
水
道
6
凶
4
1
4
7

2

月
4

日
⑪
大
川
工
業

6
⑰
0
7
2
1

2

月

1
1日
⑪
金
子
水
道

6
閻
2
1
4
8

2

月
1
2
日
閲
島
田
設
備
6
閻
3
2
8
2

2

月
1
8
日
⑪
高
田
設
備
6
閲
3
7
3
6

2

月
2
5
日
⑭
冨
塚
水
道

6
閻
3
2
4
7

水
道
管
の
凍
結
防
止
は
万
全
で
す
か

内
線
3
5
4

認
定
農
業
者
募
集

今
後
と
も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

す
る
意
欲
の
あ
る
あ
な
た
を
、
町
で
は

「
認
定
農
業
者
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
あ
な
た
を
関
係
機
関
が

農
地
利
用
、
資
金
、
税
制
な
ど
様
々
な
方

面
か
ら
応
援
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
課

: 
冬
期
間
の
水
道
故
障
は

町
指
定
の
水
道
業
者
に

平成13年 1 月 10 日 0k) (10) 
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◇
農
地
は
残
土
の
処
分
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん田
・
畑
な
ど
へ
の
建
設
残
土
等
に
よ
る

埋
め
立
て
に
よ
り
、
多
く
の
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
隣
地
等
の
冠
水
、
道
水
路

の
破
損
、
用
排
水
の
不
良
、
さ
ら
に
は
汚

染
物
質
等
の
混
入
の
恐
れ
も
あ
り
、
農
作

堀
内
孝
雄

コ

◇
日
時

3

月
3
0日
圏

◇
開
場
午
後

6

時
3
0
分

◇
開
演
午
後

7

時
0
0
分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
入
場
料
全
席
指
定

4
、

5
0
0

円

（
当
日5
0
0

円
増
）

◇
チ
ケ
ッ
ト

1

月
2
1
日
⑪
午
前
8

時

3
0
分
か
ら
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓
口

さ
と
産
業
文
化
館C

閥
5
5
5
5

ン
サ
ー
ト
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

開
館

5

周
年
記
念
事
業

立
て
は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

農
家
の
皆
さ
ん
農
地
の

は
慎
重
に

明
和
管
内
（
斗
合
田
か
ら
大
輪
地
先
ま

で
）
の
利
根
川
河
川
敷
枯
草
焼
却
が
、
消

防
団
員
や
明
和
分
署
職
員
等
に
よ
り

1

月

2
8
日
凹
に
行
わ
れ
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
に
数
多
く

発
生
す
る
枯
草
火
災
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
予
防
消
防
の
一
環
と
し
て
平
成

9

年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

枯
草
火
災
が
発
生
す
る
と
広
範
囲
に
拡
大

し
消
火
作
業
に
長
時
間
を
要
す
る
た
め
、

そ
の
間
に
町
内
で
建
物
火
災
が
発
生
す
る

内
線
3
3
2

e
閥
3
1
3
1

と
、
出
動
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
た

め
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

す
す

つ
き
ま
し
て
は
当
日
、
煙
や
煤
が
舞
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
の
う

え
ご
協
力
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
埋
め
立
て
」

物
、
生
活
環
境
に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぽ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

◇
埋
め
立
て
を
行
う
に
は
農
地
法
の
許
可

等
が
必
要
で
す

無
許
可
の
埋
め
立
て
は
、
地
権
者
に
も

責
任
が
あ
り
、
現
状
回
復
命
令
な
ど
の
法

的
措
置
も
と
ら
れ
ま
す
か
ら
安
易
な
埋
め

に
て
発
売
し
ま
す
。

◇
主
催
町
教
育
委
員
会

◇
後
援
町
文
化
協
会

◇
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

捨呈

昨年行われた枯草焼却

利
根
川
河
川
敷
の
枯
草
焼
却
を
行
い
ま
す

：冬芯ぷ忍：泳唸令桑令玲迄令玲起吟又太涵勺ぷ名令謬唸令玲ぷ溶‘ぷ令吟娑念唸お祖令怜迄多唸謬く芯究念哀令玲硲玄求芯咲忍翠お令お名、や唸蕊唸娑念‘‘玄＾．咲、沼冷唸’ぶ涵含食令な令令硲迄裟泌裟汰翠、 災ぷ令玲；令玲名お令玲幻吟娑忍謬謬涵令玲炎

農
用
地
区
域
変
更
（
除
外
）

申
請
は
2

月
末
日
ま
で
に

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
9
2
6

町
で
は
、
平
成
1
3
年
度
の
学
童
保
育
所

の
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

＊
勢
集
定
員
東
部
・
西
部
学
童
保
育
所

と
も
に
3
0
名

＊
対
象
児
童
小
学
校

1

年
生
＼
3

年
生

＊
保
育
時
間
放
課
後
＼
午
後

6

時

＊
保
育
料
無
料
（
た
だ
し
、
お
や
つ
代

は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
）

＊
締
め
切
り

2

月
2
8
日
困

※
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
か
た
（
住
宅
建
築
、

駐
車
場
等
）
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
役
場
経
済
課
へ
2

月
末
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
？
な
お
、
3

月
以
降
の
申
請
受
付
分

に
つ
い
て
は
、
平
成
1
4
年
度
の
処
理
と
な

り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
線
3
5
2

1日邑
ノし子

童

集

童

募育

の

(11) 平成13年 1 月 10 日体）
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家電リサイクル法では、消費者、家電小売店、

家電メーカーそれぞれの役割が明確に定められて

います。前回は、法制定の背景、目的と概要につ

いてあ知らせしましだが、合回は家電リサイクル
法の内容についてO&A方式であ知らせします。

家電リサイクル法でリサイク）レできる

家電製品は何ですか？

一般家庭で使用されている「エアコン」
「テレビ（ブラウン管式）」「冷蔵庫」「洗濯
機」の 4 品目です。

]
四

旦
？
↓
寸負
な
を
か
金
の
料
い
が
な
者
ら
費
な
消
ば
て
れ
し
け
う
な
ど
し

家電リサイクル法の円滑な運用のた

めには、小売店による収集・運搬、メ

ーカーによるリサイクルあよび消費者
による費用負担といった、それぞれの

役割分担が必要不可欠です。消費者も

費用の分担を通じて、循環型経済社会

の構築に向けて重要な役割を担うこと

になります。

私たちが負担する料金は 古くなったエアコン等（対象4品目）

いくらくらいかかるの？ を引き取ってもらいたいんだけど。

消費者の負担する料金は「メーカーのリ

サイクル料金」＋「小売店の収集・運搬料金」

です。だだし、小売店ごとに収集・運搬料

金が異なるだめ小売店にご確認ください。

メーカーのリサイクル料金（全国一律）

エアコン I テレビ 冷蔵庫 洗濯機

3,500円！ 2,700円 4,600円 2,400円

※この料金のほかに収集・運搬料金がかかリます。

エアコンや冷蔵囲に含まれる

フロンはどうなるのかなぁ？

これらに含まれる冷媒フロンについては、

メーカーが）サイクルする際に併せて回収

・処理されることになっています。

その製品を購入した家電小売店か同

じ製品を購入しようとしている小売店

にご連絡ください。この場合、小売店

には古い家電製品を引き取る義務があ

ります。その際、消費者は、その家電

製品を「リサイクルするための料金」

と「収集・運搬するだめの料金」を負

担します。

家電製品がきちんとリサイク）レさ

れているか確認したいのですが。

管理票（家電リサイクル券）により、

引き取ってもらった小売店・指定法人

や製品のメーカーに確認することがで

きますので、管理票の写しは大切に保

管してください。

平成13年 1 月 10 日困 (12) 



町
で
ミ
レ
ニ
ア
ム
記
念
事
業
と
し
て

行
っ
た
「
2
1
世
紀
へ
の
手
紙
」
(
D
r

e
a
m
L
e

t
t

e
r
)
が
1
2月
末

ま
で
に
1

、

4
1
3

通
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
分
（
家
族
）
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
家
族
の
写
真
等
を
納
め
た
こ
の
郵

便
は
、
2
0
0
0

年
の
記
念
切
手
を
張

っ
て
町
で
保
管
し
、
2
0
1
0

年
正
月

に
各
世
帯
や
対
象
者
に
配
達
し
ま
す
。

希
望
に
滴
ち
た
夢
な
ど
を
描
い
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
子
ど
も
た
ち
の
懐
か
し
い

写
真
等
が
、
平
成
2
2
年
正
月
に
届
け
ら

れ
ま
す
よ
う
大
切
に
保
管
し
ま
す
の
で

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ー
、

4
1
3
通
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
郵
便

2
0
1
0

年
正
月
に
配
達
し
ま
す

入 札 結 果
※落札金額には消費税は含まれておリません。

... 

工事（業務名） 工事場所 落札金額 I 請負業者入札日
（納品）

I -

役場外 14, 192,0~闊 I □9[ス.12月 5 日庁用備品（パソコン）
購入26台

担当課

総務課

千津井地区
防失水櫃新設工事

企
画
課

千津井地内

疇涵さと稔合整備事業 1 大綸旭内
大輪中地区農道舗装工事

4,200,000 I （有周建設 12月 19 日 1 総務課

I 
4,900,000| 口：：設 12月 19 日i経済課

郡市計画基本図
修正業務委託

内
線
3
4
0

町道65号外 2 緞
道路改良工事

用租岡全域 7,900,000 I （株）パスコ 12月 19 日

這雌内 I16,ooo,ooo I :井建設 12月 19 日

課
一
課

市
設
―
市
設

忍
建
一
惹
建

町道 2-115号線
道路改良工事

1,413通の郵便は、保管箱に入れて大切に保管します

町道 2 号緑
側溝整備工事

町道 1-261 号外 1 緑
側溝整備工事

南大島地内 112,soo,ooo I :辺建設 12月 19 日 l 畠：課
l | : I 

7,100,000 I :崎建設12月 19日：贔
• 

冒［要

斗合田

外 1 旭内

上江黒
外 1 地内
4,soo,ooo I :;屑建設 12月 19 日

町道 2-268号外 1 線
道路改良工事

中谷
外 1 地内
4,900,000 I （有）司建設 12月 19 日 課

市
設
葛
建

公共下水道事業終末処 I 荒井建設
理場進入路麟替工事南大島地内 111,500,000 （株） 12月 5 日 水道課

※工事中は、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い
いたします。

行政区別人口•世帯数 (H12.10.1)

人 口 対平成7 世帯数！対
総数男 女年増減 年

斗合田 358 I 180 I 1 ワ81 • 23 I 91 ! 2 
.... ｷ • ·-• ｷｷ ·—·........,....................................................................................................................".............““.............................. 

下江黒 338 I 171 I 167 • s I 94 i 11 
上江黒 475 I 221 I 254 • 31 I 13ワ • 3 
千津井 ＿互91 284 i 307 • 6 154 10 

江 □ 623 I 294 I 329 I 2 I 163 ! 14 
＂ユ●● •”—”~”..........—·......~•• 

田島三69283[ 286 • 12 151 5 

南大島 1,207 I 601 I 606 I 1 o I 350 ! 28 
新里 1,752 891 9 861 ! 155 ：己2 ワ6
•... 

中谷 1,337 658 679 | 1 17 454 72 
―....・......・····~··~ --..-• 

梅原 987 I 485 I 502 I 59 I 261 i 20 
川俣 380 I 191 I 189 I 13 I 113 I 4 
須賀 477 237 | 240 l•• 29 141 • 1 
大綸 859431 428 l • 29 -225 7 
入ケ谷 108 I 58 I 50 • 16 I 35 • 2 
矢島 671 I 34 1 I 330 I - I 1 ワ4 7 

大佐貫 ー．9-四2ー・□言□三 14 ー一；万 9 
計］1 1,474 5,738 | 5,736 | 219 3,382 259 

行政区

国
調
人
口
1
1

、

4
7
4

人

昨
年
1
0
月1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
が
発
表

さ
れ
、
本
町
の
総
人
口
は
、
前
回
の
平

成
7

年
よ
り
2
1
9

人
増
え
ー
1

、

4

7
4

人
と
な
り
ま
し
た
。
世
帯
数
も

2

5
9

世
帯
増
え
て
3

、

3
8
2

世
帯
と

人
口
同
様
増
加
傾
向
で
す
。

一
方
、
世
帯
数
が
前
回
の
調
査
に
比

ベ
邸
％
伸
び
て
い
る
の
に
対
し
、
人
口

は
L
g
％
増
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
少
子

化
・
核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

経
済
課

内
線
3
5
2

示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
の
人
口
順
位
は
県
下
7
0

市
町
村
中
、
前
回
よ
り
1

ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
し
て
4
2
位
と
な
り
ま
し
た
。

万
前
回
よ
り

2
1
9

人
増
加
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ス
マ
ス
i

一
さ
園
じ
ヤ

3ダ
●
＇
虹
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
i

←
育

.. 
、3

ぺ
．
、
¢
-
の
で
す
。
園
児
た
ち
は
、
人
形
や
ト
ラ

1

.. 

ー
レ
一

一
夕
保
＼
．
f
く
プ
ン
プ
な
ど
を
使
っ
た
手
品
が
披
露
さ
れ
・

一
ノ
~
'
]
一
の
る
と
不
思
議
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
i

←
ヽ
ら
一

一
サ
凡
，
9
]
9
々
[
口
応
。
ま
た
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
i

＇
か
＇
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
く
と
満
面
の
笑
み
i

今
«
、

P、,
9
9
-
"
ン
｀
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9
,

t
怜
ダ
昆
サ
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
寿
学
級
の
講
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一
見
）
座
「
お
正
月
用
寄
せ
植
又
づ
く
り
」
を
1
2
J
、
、
＾
ヽ
；
鬼
一

王
・
i
喝
も
＇
が

一
月

8

日
、
中
央
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。
レ
依
．
‘
‘
J
ん
‘
"
r
咤
f
‘
f
f
 

一
表
＜
講
師
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
デ
ザ
一

. 

i
を
づ
ィ
ナ
ー
の
山
田
栄
子
さ
ん
（
行
田
市
）
。
‘
，
i
』
i

i
さ
ぃ
喜
人
の
参
加
者
は
寄
せ
植
え
苗
木
な
刈
，
．
q
渚
i

一
し
せ
ど
の
ア
レ
ン
ジ
と
植
え
方
な
ど
の
説
明
V
9
＾
さ
ょ
ャ
鰤
一

一
美
麟
を
受
け
た
後
、
山
田
さ
ん
の
作
品
を
見
"
¢
r
'
]
賢
｝
謬
一

一
本
に
、
梅
を
心
木
と
し
て
、
寒
菊
、
南
i
ー
を
i

一
の
月
天
、
苔
な
ど
の
寄
せ
植
え
を
楽
し
み
ま
二
、
、
が
ー
え
。

一
園
鱈
し
た
。

9
[
r
/

g
中
疇
一

一
庭
（
山
田
さ
ん
は
「
空
間
を
生
か
し
遠
近
冗
、
こ
”
)
へ
寄
一

ー
級
感
を
出
し
て
、
日
本
庭
園
の
美
し
さ
を
｀
：
ノ
I
I
I
ノ
／
f
心
で
一

i
本
学
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
自
分
の
、
¢
-
9
、
／
／
丑
謬
一

一
寿
'
‘
,
"
へ
:
f

5
-

i
日
作
品
に
見
と
れ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
話
｛
ヽ
（
而
f

｀

3

、
，
白
口

一
し
ま
し
た
。
＇
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｛
ヽ
町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
一

i*"” 
一
屑
寝
た
き
り
高
齢
者
、
煎
度
心
身
障
害
者
、
i

一
激
，

m
l
[

特
定
疾
患
患
者
な
ど
を
対
象
に
1
2
月

2
0
-

彎
』
日
、
年
末
恒
例
の
在
宅
者
歳
末
慰
問
を
一

f
 

←
リ
行
い
ま
し
た
。
一

一
ら
．
＇
．
＇
‘
．
]
'
i
\

一
者
問
寄
斎
藤
町
長
を
は
じ
め
江
原
助
役
、
浦
f

年
f

一
齢
慰
＼
ぉ
野
収
入
役
、
関
係
職
員
が

4

班
に
分
か
一

ー
末
：
‘
る
れ
て
町
内
の

2
8
2
人
の
家
庭
を
訪
問
一

一
高
歳
，
g
る
笈
’
け
し
、
慰
問
品
や
見
舞
金
な
ど
を
贈
り
激
i

i
し
コ
『
＼
只
励
し
ま
し
た
。
一

品

i
ら
在
＼
べ
周
町
長
か
ら
「
お
元
気
で
よ
い
お
年
を
一

ｷ
 

·
ぺ
慰
お
迎
え
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
i

一
暮

k
^
へ
;
、
グ
桑
9
9
鱈
た
お
年
寄
り
は
「
感
謝
感
激
し
て
い
ま
i

一
人
ぺ
炉
＂
｝
長
す
。
日
ご
ろ
か
ら
健
康
維
持
に
気
を
付
一

一
町
一

―
―
f
'
藤
け
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
一

.

!
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f
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と
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し
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一
戦
え
て
も
ら
お
う
と
、
し
め
飾
り
教
室
を
．
＇
．
．
，
ん
9
-

-
t
、
←
,
·
·

一
材
”
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。
；
心
と
．

f
 ―
こ
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
5
5
人
の
，
沼
9
-

-
I

参
加
者
は
、
7
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
〖
：
扇
：
書
’
f
­

一
工
室
講
師
に
迎
え
た
町
内
の

8
人
の
お
年
寄
印
力
口
冨
＼
、
争
・
'
\
i

`
‘
、
P
3.. '
子
一

一
細
”
り
か
ら
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
わ
ら
の
編
式
J
]
叫
ご
『
／
ヽ
＼
：
屋

n
-

i
ら
飾
み
方
な
ど
を
属
ゎ
り
、
み
か
ん
、
昆
布
、
．
§
し
一
9
]
親
一

·
め
松
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南
天
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榊
な
ど
を
飾
り
付
け
、
一
氾
“
r
f
｀
．
宮
、
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疇
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わ
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仕
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。
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i
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加
者
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「
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飾
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由
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を
学
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食
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な
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し
た
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(15) 平成13年 1 月 10 日(7k) 身近な情報をあ寄せください。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
た

「
I
B
J
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

公
共
下
水
道
の
対
象
外
の

町
民
の
税
金
を
使
う
こ
と

に
理
解
は
得
ら
れ
ま
す
か

1

下
水
道
の
財
源
と
し
て
建
設

Q
費
、
維
持
管
理
費
の
中
に
「
一

般
町
費
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
公
共
下

水
道
の
対
象
外
の
町
民
の
税
金
を
使
う

こ
と
に
理
解
は
得
ら
れ
ま
す
か
。

（
中
谷
・
男
性
）

町
の
下
水
道
の
基
本
構
想

に
基
づ
く
事
業
の
推
進
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
で
は
、
平
成
7

年
度
に
下
水

A
道
の
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

こ
の
基
本
構
想
で
は
、
平
成
2
7
年
の

将
来
想
定
人
口
を
1
3

、

1
0
0

人
と

し
、
こ
の
う
ち

7
、

8
0
0

人
を
公

共
下
水
道
で
、
4

、

0
0
0

人
を
農
業

集
落
排
水
事
業
で
整
備
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
集
合
処
理
区
域
に

属
さ
な
い
残
り
の

1
、

3
0
0

人
の
住

民
の
か
た
に
は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ

る
汚
水
処
理
で
、
町
民
1
0
0

％
の
水

洗
化
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

町
民
等
か
ら
の
貴
重
な
税
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事

業
に
つ
い
て
も
、
補
助
金
と
い
う
形
で

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
充
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
将
来
、
農
業
集
落
排

水
事
業
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
当
該
事
業

の
財
源
と
し
て
も
町
税
の
一
部
が
充
当

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
豊
か
な
自
然

環
境
を
保
全
し
、
清
ら
か
な
水
環
境
を

取
り
戻
す
た
め
に
下
水
道
事
業
や
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
の
実
施
に
、
ご

理
解
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
事

業
の
推
進
に
積
極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
の
下
水
道
計
画

下
水
道
事
業
は
、
多
額
の
事
業
費
と

長
い
年
月
を
要
す
る
た
め
、
国
の
補
助

制
度
を
有
効
に
活
用
し
、
効
率
的
な
整

内
＂
“
内
臼
り

町の下水道計画 m 
※目標年次一平成27年
※計画集合処理率

（ワ，800+4,000)713, 100=90.1 % 

備
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
経
済
性
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
整
備
に
要
す
る
期
間
や
現
状
の

家
屋
の
立
地
状
況
、
都
市
化
の
動
向
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
市
街
化
区
域

と
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
を
公
共
下
水

道
で
、
ま
た
、
こ
の
区
域
以
外
の
周
辺

部
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
水
道
課
）

町
民
が
直
接
間
接
支
払
う

下
水
道
事
業
関
連
の
現
金

支
出
を
ま
と
め
て
教
え
て

く
だ
さ
い

2

町
民
が
直
接
間
接
支
払
う
下
水

Q
道
事
業
関
連
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
（
現
金
支
出
）
を
時
系
列
的
に
ま

と
め
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
排
水
設

備
工
事
代
金
各
戸
分
、
受
益
者
負
担
金
、

下
水
道
使
用
料
、
そ
の
他
、
い
つ
、
い

く
ら
く
ら
い
払
う
必
要
が
生
じ
る
の
か

目
安
と
し
て
）

受
益
者
負
担
金
や
下
水
道

使
用
料
に
つ
い
て
は
平
成

1
5年
ご
ろ
町
の
条
例
で
定

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

受
益
者
負
担
金
や
下
水
道
使
用

A
料
に
つ
い
て
は
、
町
の
条
例
に

定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
排

水
設
備
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
敷
地

条
件
や
ト
イ
レ
・
台
所
等
か
ら
公
共
マ

ス
ま
で
の
距
離
等
が
各
家
庭
に
よ
り
異

な
る
こ
と
か
ら
工
事
費
は
一
定
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
費
用
面
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
金
額
を
お
示
し
す
る
事
が
で

き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
区
に
よ
り
工
事
の
着
手
時

期
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
日
程
に
つ
き

ま
し
て
も
一
元
的
に
お
示
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
最
初
に
供
用
開
始
と
な
る
地

区
の
時
系
列
的
な
流
れ
を
左
記
の
と
お

り
お
示
し
し
ま
す
。

・
受
益
者
負
担
金
条
例
あ
よ
び
下
水

道
条
例
の
制
定
…

供
用
開
始
の
お
よ
そ
1

年
前
ま
で
に

制
定
し
ま
す
。
（
平
成
1
5
年3
月
か
ら

4

月
ご
ろ
ま
で
に
制
定
予
定
）

・
供
用
開
始
の
告
示
…

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
町
で
こ
の
区
域
の
供
用
開
始
の
告

示
を
行
い
ま
す
。
（
当
初
の
告
示
を
平

成
1
6
年3
月
か
ら
4

月
ご
ろ
を
目
標
に
）

・
受
益
者
負
担
金
の
納
付
…

供
用
開
始
し
た
区
域
内
の
町
民
よ
り

受
益
者
負
担
金
を
徴
収
（
供
用
開
始
の

告
示
後
、
賦
課
徴
収
1
1

供
用
開
始
前
に

納
付
い
た
だ
く
市
町
村
も
あ
る
）

千
代
田
町
、
邑
楽
町
、
大
泉
町
の
例

で
は
1

マ
ス
1
5万
円

・
排
水
設
備
工
事
の
発
注
…

供
用
開
始
と
な
っ
た
区
域
の
町
民
が

工
事
を
発
注
（
供
用
開
始
後
、
す
み
や

か
に
下
水
道
に
接
続
1
1

下
水
道
法
）

・
排
水
設
備
工
事
代
金
の
支
払
い
…

工
事
完
了
後
、
工
事
代
金
の
支
払
い

（
町
民
か
ら
施
工
業
者
へ
）

（
工
事
代
金
は
、
各
家
庭
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

・
下
水
道
使
用
料
の
納
付
…

排
水
設
備
工
事
完
了
後
、
事
務
手
続

き
を
経
て
、
お
お
よ
そ
工
事
完
了
の

翌
々
月
よ
り
使
用
料
の
納
付

館
林
市
の
例
で
は

2
0
3
m
2、

1
0

0

円
前
後
、
板
倉
町
で
3

、

3
0
0

円

前
後
で
す
。
（
平
成
1
1
年
度
調
べ
）

（
水
道
課
）

平成13年 1 月 10 日因 (16) 



た
だ
し
、
次
の
1

お
よ
び
2

に
該
当

す
る
か
た
の
負
担
額
は
今
ま
で
と
変
更

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
軽
減
さ
れ

た
金
額
に
な
り
ま
す
。

1

．
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る

か
た
等
…
…
1

日
当
た
り

5
0
0

円

2

．
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
か

た
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
か
た
等
…
1

日
当
た
り

3
0
0

円

●
食
事
の
負
担
額
は
、
平
均
的
な
家
計

に
お
け
る
食
費
の
状
況
を
勘
案
し
て
改

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

妥＜＞認認め露＞雰ぬ．く).<>.omo.<>m.<'·'）｀｀雰必．ぷ砂ふ如．＜邸唸沿．く］

< 平成13年 1 月から
> 介護保険施設の食事の負担額が変わります。 g 
決

~ 1 日当たり・・ •780円：；
< （従来は760円） 食
3< 
vくぷ＞'<>.o心．＜＞·<>.C>•ヘ⇔o.c⇔.<：応．＜＞も．0知．く）℃ぬ℃．＜ゞ<>.＜ oゞ.<ゞ⇔．＜ゞく卒ゞく）ぬ露＜火ぷ'/<),<火）•(火＞．＜ゞ；

（対象施設）

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）、

介護老人保健施設、介護療養型医療施設

ー
．
福
祉
用
具
付
属
品
を
単
独
で
レ

ン
タ
ル
し
た
場
合
も
保
険
給
付
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

車
い
す
付
属
品
と
特
殊
寝
台
（
介
護

用
ベ
ッ
ド
）
付
属
品
の
貸
与
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
体
が
介
護
保
険
に

よ
っ
て
貸
与
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り

保
険
給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
す
で
に
車
い
す
、
特
殊
寝
台
を
所

有
し
て
い
る
人
や
介
護
保
険
制
度
以
外

で
貸
与
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
付
属

品
の
み
を
貸
与
し
た
場
合
も
保
険
給

付
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

だ
。施

行
は
平
成
1
2年
1
2月
1

日
で
す
。

保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
福
祉
用
具

を
レ
ン
タ
ル
で
利
用
す
る
場
合
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の

中
に
計
画
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

福
祉
用
具
貸
与
お
よ
び
住
宅
改
修

の
給
付
対
象
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

●
今
回
の
改
定
は
、
老
人
保
健
制
度
や

医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
入
院
時
の
食

事
の
負
担
額
の
改
定
に
併
せ
て
行
う
も

の
で
す
。

2

．
屋
外
の
住
宅
改
修
も
保
険
給
付

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

屋
外
に
お
け
る
段
差
の
解
消
、
床
材

の
変
更
お
よ
び
手
す
り
の
取
付
け
な
ど

の
工
事
に
つ
い
て
は
、
玄
関
ポ
ー
チ
の

工
事
を
除
き
、
住
宅
改
修
費
の
支
給
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
玄
関
か

ら
道
路
ま
で
の
（
建
物
と
一
体
で
な
い
）

屋
外
で
の
工
事
も
住
宅
改
修
費
の
支
給

対
象
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
1
2年
1
2月
1

日
以
降
に
着
工
の

も
の
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
を
使
っ
て
住
宅
改
修
を
行

う
場
合
は
、
着
工
前
に
必
す
ク
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
、
町
保
健
福
祉

課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
振
替
利
用

制
度
の
利
用
可
能
日
数
が
変
わ
り

ま
し
た

町
で
は
介
護
保
険
の
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度
日
数
を
超
え
て
利
用

し
な
け
れ
ば
居
宅
で
の
介
護
を
継
続
す

る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
か
た

に
、
一
定
の
条
件
の
も
と
「
訪
問
通
所

サ
ー
ビ
ス
」
の
限
度
額
の
う
ち
使
わ
な

い
部
分
を
「
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
」
の

日
数
に
振
り
替
え
て
利
用
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、

下
記
の
と
お
り

で
す
。ち

ア
．
痴
ほ
う
の
症
状
が
あ
り
、
同
居
し
て

い
る
家
族
等
の
介
護
が
困
難
な
場
合

イ
．
同
居
し
て
い
る
家
族
等
が
高
齢
ま

だ
は
病
気
な
ど
に
よ
り
、
介
護
が
困

難
な
場
合

ウ
．
そ
の
他
、
前
記
ア
、
イ
に
準
す
る

や
あ
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
居
宅

に
あ
い
て
十
分
な
介
護
が
困
難
な
場

合短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
日

数
を
す
べ
て
利
用
し
た
以
後
、
振
替
利

用
を
す
る
月
の
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
の

限
度
額
の
未
利
用
分
の
範
囲
内
で
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
の
日
数
に
振
り
替
え
る

こ
と
に
よ
り
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
日
数
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
振
替
利
用
を

行
う
月
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
日

数
は
、
今
ま
で
1
4日
間
を
限
度
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
1
3年
1

月
か
ら
振

替
利
用
を
行
う
月
に
は
、
本
来
の
利
用

限
度
日
数
と
合
わ
せ
て
、
最
大
で
次
の

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
振
替
利
用
を
行
う
場
合
、

連
続
し
た
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

は
3
0日
ま
で
と
し
、
連
続

3
0日
を
越
え

る
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
保
険

給
付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

日
数
が
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
等
を

勘
案
し
て
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
を
除
き
、
要
介
護
認
定
等
の
有
効
期

間
の
概
ね
半
数
を
超
え
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

※
振
替
利
用
制
度
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
の

振
替
利
用
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。
担

当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
よ
く
ご
相

談
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

e
閻
4
9
2
6

ま
で
あ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

最大振替日数

要支援

要介護 1

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

6 日／月

16 日／月

18 日／月

24 日／月

27 日／月

30 日／月

(17) 平成13年 1 月 10 日困



◇
シ
ン
グ
ル
ス

（
小
学
生
男
子
の
部
）

優
勝
襟
川
直
人

準
優
勝
村
田
雄
基

3

位
飯
野
洋
希

3

位
菊
池
賢
人

（
小
学
生
女
子
の
部
）

優
勝
小
平
茉
由

準
優
勝
恩
田
い
ぶ
き

3

位
庄
條
友
香
里

（
中
学
生
男
子
の
部
）

卓第

3
 

結

（
敬
称
略
）

回
町

球
大

会民

6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

)

-

)

 

4

4

 

館
侶
夕
侶

＾
じ
｀
＂
▼
育
6

ン

6

ロ
ー
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
-
=
-
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＿
ー
―
-
体
セ

社
海

＿
―
-
―
-
三
―
-
『

l―
―
―
―
―
―
―
―
三
ニ
ニ
＿
会
洋

·
り
ダ
、

優
勝
小
松
原
雅
弘

準
優
勝
奈
良
竜
也

3

位
奥
澤
拓
弥

3

位
石
橋
高
弘

（
中
学
生
女
子
の
部
）

優
勝
田
部
井
智
美

準
優
勝
荒
川
明
子

3

位
柿
沼
優
子

3

位
奈
良
原
慶
子

（
一
般
男
子
の
部
）

優
勝
原
秀
一

準
優
勝
小
松
原
義
男

~=:· 

l 
優勝した皆さん（中学生・一般男子）（一般女子）

、
9
、
[
¢

c

r

 

第
2

回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
杯
争
奪
リ
ー
グ
戦

優
勝
梅
原

A

準
優
勝
新
里

E

3

位
中
谷

B

第
3

回
老
人
ク
ラ
ブ

ペ
タ
ン
ク
大
会

3

位
星
良
雄

3

位
黒
野
幸
司

◇
ダ
ブ
ル
ス

（
一
般
男
子
の
部
）

優
勝
小
松
原
義
男
・
原
秀
一

準
優
勝
黒
野
幸
司
・
原
口
正
樹

3

位
小
松
原
雅
弘
・
柴
崎
弘
幸

（
一
般
女
子
の
部
）

優
勝
小
松
原
順
子
・
小
松
原
聡
美

準
優
勝
田
部
井
智
美
・
奈
良
原
慶
子

3

位
関
根
直
美
・
齋
藤
真
理
子

◇
新
卓
球

優
勝
中
島
フ
ミ
子

準
優
勝
折
原
昭
三
郎

3

位
杉
田
み
よ

位
石
村
艶
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯
争
奪
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が

4

月
か
ら
9

月
ま
で
の
夜
間
、
小
・
中
学
校
校
庭

を
会
場
に
行
わ
れ
、

7

チ
ー
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

準
優
勝
江
口
愛
好
会

3

位
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

3
 

/ 

口館林邑楽全地区I I 
休 1 月日 耳鼻科 内科 外科

中
日

＾
良 林 地 区

板倉地区
千代田

明和地区

日

当

番

医

1 月 14 日
合村クリニック
匹 (70)2221 

橋田グリニック
a (72) 0001 

最上医院
匹 (74)3763 

わだ5せりリニ 1リり
匹 (77)2727 

竹越医院
匹 (84)3137 

1 月 21 日
小倉医院

四 (72)0606 
記念病院
匹 (72)3155

永寿堂医院
ff (72) 4469 

館林地区と

同じです

館林地区と

同じです

1 月 28 日
大神医院
四 (62)2200 

横田（圭）医院
匹 (72)0255 

川島脳外科
四 (75)5511 

井上医院
8 (82) 1131 

館林地区と

同じです

2 月 4 日
川田（耳）医院
匹 (72)3314

吉日内科りリこ 1yり

B (70) 7117 

小曽根医院
ft (72) 7707 

増田医院
ff (82) 2255 

小西医院
ft (86) 2261 

2 月 11 日
川村医院
匹 (72) 1337 

罪こどもりリこ")り
a (70) 7200 

高野医院
ff (75) 5067 

館林地区と

同じです
館林地区と

同じです

2 月 12 日
松井内科医院
匹 (75)9880 

真中医院
ff (72) 1630 

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院
[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。
（
内
科
・
外
科
・
産
婦

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1

時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

防災とボランティア週間 1 月 1 5 日但）～ 21 日（日） 平成13年 1 月 10 日休） (18) 
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ズホンの脱ガせ方
①腰を片方ずつ少し浮かせてズボン
をすらす。

②反対側も同様にして少しすらし腰

骨のところまでもってくる。

③ひざを立ててもらい、腰を浮かせ

てズボンを抜く。

ズホンのはガせ方
①すそを上げて片方ずつ履かせる。

②あしりのところまで上げる。

③ひさを立ててもらい、あしりを上

げてズボンを上げる。
④片方ずつ腰を浮かし、腰骨まで上

げる。

J:::着の脱ガせ方

①寝巻きの上手のすそを腕まで上

げる。

②片方ずつそでを抜く。

※悪いところがあれば、よい方の
腕から先に抜く。

③襟くりを大きく開けて頭を抜く。

..t着の着せ方

①片方ずつそでを通す。上着のそで

口から手を入れて、相手の手首を

持ってそでを通すと着せやすい。

※悪いところがあれば、悪い万の腕
から先に通す。

②襟くりを両手で大きく開き、頭を

通す。

③身ごろをまっすぐ下ろす。
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東毛地区新入社員
研修会
h 砿心、＾へ~｀c~

役場経済課
合 (84)3111

今春、入社予定の新入社員を対象

に、社会人としての必要な基礎知識、

職業人としての初歩的知識を提供

し、その自覚を促し勤労に対する意

欲を高めるため開催します。

◇期日 3 月 13 日因・ 14 日 0k) 通講

2 日間

◇対象者 管内中小企業の事業所

で、平成13年春の新規採用予定者

が20名以下の事業所に入社予定の

新入社員

◇募集定員 180名（先着順）

◇参加費 1 人当たり 3,000円（食

費・テキスト・傷害保険料等）

◇会場太田市勤労会館大ホール

◇申し込み所定の申込書により 2

月 28 日 0k)までに役場経済課ヘ

新世紀新春特別講演会

東毛歴史資料館
ヽ

東毛歴史資料館
合 (52) 2215 

◇日時 2 月 18 日（日） 午前10時～午

後2時30分

◇会場東毛歴史資料館学習室

◇講師 ► 長楽寺第67世住職高橋

亮秀先生 ► 県立歴史博物館学芸員

小野瀬和男先生 ►茶道・京都表千

家教授、華道・池坊生花教授 松

本宗貴先生

◇定員 80名（先着順）
◇入館料大人200円、学生100 円、

児童•生徒50円

◇参加費資料代・昼食代1,000円

※詳しくは、東毛歴史資料館へお問

い合わせください。

国の教育ローン
（国民生活金融公庫）

^ -

国民生活金融公庫前橋支店
合027(223)7311

入学金や授業料、教科書代、アパ

ートの敷金、家賃など入学時や在学

中に必要となる資金を融資とする公

約制度として、国民生活金融公庫の

「国の教育ローン」があります。融

資金額は、学生•生徒一人につき

200万円以内、返済期間は 10年以内

です。

わが街の
安全•安心 1 1 0 番

館林警察署
ff (75)0110 

1 月 10 日は「110番の日」です。 110
番は、皆さんの安全を守る警察緊急

通報用電話で、あなたの強い味方で

す。早い通報が事件事故の早期解決

につながります。

110番通報の仕組み

110番通報は、すべて警察本部で

集中受理し、直ちに無線で警察署や

パトカー・交番の警察官に現場に急

行するよう指令します。携帯電話な

ど移動電話から 110番通報する場合

は、現場付近の目標を教えてくださ
V ヽ

こんなときは落ち蓋いて110番

◇事件事故の被害者・加害者になっ

だとき

◇事件事故を見たり聞いだりしだと

き

◇不審者を発見しだり、事件などに

関する情報を知っだときなど

110番通報のポイント

110番通報すると、警察官が内容

についてお聞きします。（参考例）

◇いつ、どこでありましたか？
「時間・場所・近くの目標」

◇どんな様子ですか？
「事件・事故の様子」

◇犯人はどうしていますか？

「人相•特徴・逃走方向・人数」

◇あなだの住所・氏名は？

「事件・事故との関係・電話番号」

と
相

ぇこき
の

ことば
談

ゃ． 999999 罰999999置

県中央児童相談所
合027(261)1000

お子さんの発音がおかしいとか、

ことばが遅れているとか、耳が遠い

のではないかと感じたことはありま

せんか。そのような心配のあるお子

さんの検査や相談を行います。

◇日時 2月 15 日（木） 午前 10時～午

後 3 時

◇場所館林総合福祉センター

◇対象児 きこえやことばに心配の

ある 0 歳～ 18歳未満のお子さん

◇申し込み館林保健福祉事務所

fl (72)3230または役場保健福祉課

合(84)4926 に 2 月 5 日旧）までにご

連絡ください。なお、定員になり

次第、締め切らせていただきます。

2001 年は、ボランティア国際年です

あ米の表示がJ AS
表示に変わります

前橋食糧事務所館林支所
合 (73)2911

袋詰めで販売されているお米には

「主要食糧の需給及び価格の安定に

関する法律（食糧法）」に基づく表

示（「食糧庁精米表示基準に基づく
表示」）が行われていますが、平成

13年 4 月 1 日から「農林物資の規格

化及び品質表示の適正化に関する法

律(J AS 法）」に基づく品質表示

に変わります。

新しい品質表示制度のポイント
1 新たな表示基準でも産地・品種・

産年 (3 点セット）の表示が基本

となります。

2 お米を販売するすべての販売業者

が守るべきルールで、この中には、

お米を直接消費者に販売する農家

も含まれます。

3 お米の表示については、食糧事務

所等が巡回、モニタリングにより

監視を行います。

4 新基準の適用（平成13年 4 月 1 日）

までは「食糧庁精米表示基準」が
適用されます。

ユニセフに寄附
ボーイ・ガールスカウト

町民体育祭および商工祭時に募金

活動を行ったボーイスカウト明和第

1 団（代表・落合明祐さん）は12,624

円、ガールスカウト群馬77団（代

表・砂賀敏子さん）では15,599円の

浄財をそれぞれ集め、（財）ユニセフ協

会に寄附されました。皆さんのご協

力ありがとうございました。

花こよみ

ミニ咲水仙

これからが見ごろ

ニホンスイセン
(1 月中旬～3月上旬）宿根草

0 草丈 40cm 
0 花色赤、黄、橙、桃、白、

複色

平成13年 1 月 10 日(7J<) (20) 



くろし

" 懺報
アジア映画上映会と
国際交流の集い［

還付申告
控除等）

町の無料法律相談

日時＝ 2 月 13 日因
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝丸山弁護士
受付＝ 2 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 2 月 8 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 1 1 年 2 月、 12年 2 月、
7 月、 10月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 2 月 6 日因
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 2 月 15 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金 相 火
火

＿
＿
―
-
ロ

日時＝ 2 月 15 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 2 月 15 日（木）

午前10時～午後 4 時
場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>国民健康保険税[>介護保険料
[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 1 月 31 日(7j9

板倉町教育委員会
ff (82)1111 

韓国映画をとおして東洋大留学生

と交流しませんか。

◇日時 1 月 18 日（木） 午後6時30分
~9時

◇場所板倉町中央公民館

◇上映映画八月のクリスマス（韓
国映画: 97分）

◇交流会 韓国その他東洋大学留学
生との軽食茶話会

◇費用 映画会は無料。交流会は

300円

◇申し込み 電話で板倉町教育委員

会へ

農薬の回収処理g

農家の皆さんへi:

JA館林市
合 (74)7614

JA館林市では、農家の皆さんが使

用しなくなった農薬の回収処理を行

います。

◇日時 2 月中旬（予定）
◇場所 J A館林市コントロールセ

ンター

◇回収品 農薬（どのような成分の

農薬でも OK)

◇手数料 1 kg当たり 110~200 円

（税別：回収実績により変動します）

※詳しいことはJ A館林市生産資材

課までお問い合わせください。

学生寮「上毛学舎」t:
入寮者募集：，

、h1,91 llll’Il’9999 99h1, lll り 1l lllllIlllll 1,i9 9'l l l99999 9r,IIII9,h 1l’’llIllll ll 1 9 9ll’I’l’’9 9, 1h l hl 1,l l9’1, ~-、

県教育委員会事務局
合027(223)1111

◇所在地東京都世田谷区経堂
◇応募資格群馬県出身で、東京都
およびその近郊の大学または短期

大学の 1 年次に入学予定の男子

◇募集人員 66名

◇申込期間 2月 1 日（木）～28日困大学

の合格発表前から申し込みできま

す。

◇決定方法書類選考と面接

◇経費負担毎月の寮費と入寮金

◇申込用紙請求・問い合わせ （財）群
馬県育英会（群馬県教育委員会事

務局管理課内〒371-8570前橋市

大手町1-1-1)

館林税務署
合 (72)4373

平成 12年分の所得税の確定申告

は、 2 月 16 日倫）から 3 月 15 日（木）までと

なっています。税務署では、混雑緩

和を図るため還付申告説明会等を開

催しますので、持参書類をお確かめ

のうえお出かけください。＇

医療費控除・住宅借入金等特別控除

（還付申告）説明会
◇日時 2 月 7 日泳）

・医療午前10時～

・住宅午後1時30分～

◇会場館林市文化会館小ホール

税理士による還付申告無料相談
◇期日 2 月 13 日因

◇会場最寄りの税理士事務所

◇内容少額な還付申告相談および

申告書の作成

※最寄りの税理士事務所へ事前に電

話連絡のうえ、お出かけください。

費用は無料ですが、内容によっては

低額な料金になることもあります。

館林厚
職員

勺9 9 99,lll’IlllIlill l 99 1 999,999hl lll1,9 1ll’ll I’’’9 9 91 1,9 9ll1l吋

館林厚生病院
合 (72)3140

◇職種・人員薬剤師 1 人

◇応募資格 ► 日本国籍のあるかた

で昭和50年 4 月 2 日以降に生まれ

たかた ► 有資格者および卒業見

込者（取得見込者）

◇願書締切 l 月 31 日(7J9

◇提出書類 ►履歴書 ►有資格者

（免許の写し） ► 卒業見込者は卒

業見込書・成績証明書

◇試験作文試験・面接試験

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

「雪山遊び」'i

参加者募

県立金山青年の家
fl (22) 7956 

◇期日 2 月 10 日(±)

◇行先 マウントジーンズスキー場

◇内容スキー・スノーボード

◇対象高校生以上の男女 中学生

以下であれば保護者同伴

◇申込期限 1 月 19 日冷）

※詳しくは、金山青年の家へ

(21) 平成13年 1 月 10 日因 人の輔・喜びの輔が広がるボランティア
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ん

、
。
力玄

随
時
会
員
募
集
！

〈
連
絡
先
〉
芝
崎

6
⑰
8
6
5
1

山
平
6
図
5
2
0
3

「
広
報
め
い
わ
」

代
表

ラ
ウ
ナ
マ
l
l
l
ー
ズ

（
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
つ
）
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[ 町の人口と世帯 男 5,886 人・女 5,817人〖
喜 12月 27 日現在（対前月比） 〈 12 月中の動き〉 X 

羹世帯数 3,417 戸 (-8) 出生 3人・死亡 9人望
< 人口総数 1 1,703 人 (-25) 転入 21 人・転出 40人 [ 

[ 塁 12月の救急車出動回数（12月 27日現在）
葛急病 10件交通事故 5件その他 10件合計 25件 葛
<<
V<>.<),<).<火＞．＜火＞·（火ぷ＞·<>·＜ゞ0.<>"O．＜ゞ＜＞．＜ゞ<>.<>o．く火入＜火＞．＜ゞo

米
あ
め
で
た
米
（
敬
称
略
）
い
閾

さ

氏
名
父
母
名
性
別
地
区
靡
だ
杓

花
本
丸
坦
□
←
日
男
新
里
凶
[
O
B

ー

出
月

申
年

野
中
犀
知
□
□
男
中
谷
尻
し

1

こ

3

山
口
出

□
□
男
梅
原
鴨
瓢
即の
平

寸
ノ

森
あ
く
や
み
岱
（
敬
称
略
）
出

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
麟
芦
麒

折
原
い
く

8
1
阿
部
定
造
大
輪
ゾ
よ，だ

1
2

か

小
林
ま
を

8
9
安
治
下
江
黒
／

1
2

な

野
口
純
旦

8
3
兼
孝
須
賀
パ
し

関
口
み
つ

9
5
正
義
梅
原
凶
れ

さ

高
橋
一
郎

7
3
一
夫
新
里
凶
望

希

細
田
ふ
み

8
7
増
夫
新
里
《
を

載

山
岸
宏
子

3
6
邦
治
千
津
井
冗
掲

※
 

田
部
井
み
ね
子
8
0
喜
雄
梅
原
〉

中
村
小
百
里

3
1
今
成
邦
夫
江
口
着

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
~

⇒
 

ロ
｀
ー
ー
ロ
ビ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
1
世
紀
の
幕
開
け
を
記
念
し
、
保
育
園
児
と

幼
稚
園
児
た
ち
が
園
庭
で
未
来
に
向
け
て
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。
新
世
紀
の
ス
タ

ー
ト
を
飾
る
今
年
は
、
将
来
に
希
望
の
も
て
る

明
る
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
®

お
正
月
は
家
族
そ
ろ
っ
て
、
の
ん
び
り
と
過

ご
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
お
過

ご
し
で
し
た
か
。
…
…
今
年
も
取
材
等
で
皆
さ

ん
に
お
会
い
す
る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
◎

人
生
は
川
の
よ
う
に
と
め
ど
な
く
流
れ
て
い

く
も
の
0
1
2
1
世
紀
に
な
っ
て
初
め
て
の
年
で
す
。

時
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
、
主
役
は
私
た
ち
な
の

だ
と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
新
し
い
自
分

を
切
り
開
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
⑱

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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20歳の笑顔

20歳の門出を祝う成人式で、篇飾った新成人

たちが友人との再会に笑顔で会話を弾ませて

いました。

今月の主な紙面

・所得税、町・県民税の申告…………②～③

•平成12年度町職員の給与公表……④～⑤

•町の臨時職員募集•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •⑥ 



合年も税の申告時期が近づきました。申告期間は 2 月16 日（金）

から 3 月 1 5 日（木）までです。期間中は、税務署あよび町の相談会

場（日程表）で皆さんからの申告・納税の相談をあ受けします。

所得税は、この申告により税額が確定し納税（還付）によって完

了しますが、町・県民税は、確定した税額を次年度に納税して

いだだくことになります。

〇

平
成
1
2
年
分
（
平
成
1
2
年
1

月
1

日

1
1
2
月
3
1
日
）
の
確
定
申
告
は
、

2

月
1
6

日
釦
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

見
國
間
濾
に
な
る
と
広
変
加
暉
i
L
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

確
定
申
告
は
、
町
の
相
談
会
場
で
も

お
受
け
し
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人

は
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
青
色
申
告
の
人
②
確
定
申
告
書
が

送
ら
れ
た
人
で
営
庶
業
の
人
③
譲
渡

所
得
の
あ
っ
た
人
（
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
人
）

申
告
に
は
、
年
間
の
収
入
金
額
が
わ

か
る
書
類
、
認
印
、
所
得
控
除
に
必
要

な
書
類
（
生
命
保
険
料
等
の
領
収
書
や

払
込
証
明
書
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

所
得
の
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

▼
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

収
支
内
訳
書
、
事
業
に
要
し
た
必
要

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

確
定
申
告
で
税
が
戻
り
ま
す

経
費
の
領
収
書
等

▼
青
色
申
告
す
る
人

決
算
書
等

▼
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

契
約
書
、
必
要
経
費
の
領
収
書
等

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
で
所
得
税
の
納
税
を
完
了
し
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
1
2
年
分
の
給
与
収
入
の
合
計
額

が
2

、

0
0
0

万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
、
2
0
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
の
支
払
い
を
2

か
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
さ
れ

な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が
、
2
0
万
円
を
超
え
る
人

④
年
末
調
整
し
た
内
容
に
変
更
が
あ
る

人確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
人
で

も
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
で

は

還
付
申
告
の
時
、
希
望
す
る
金
融
機

関
と
口
座
番
号
を
申
告
書
に
記
載
す
る

だ
け
で
、
還
付
金
が
い
5t
j
l
た
i
仇
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
c
 

還
付
金
も
口
座
振
替
で

振
替
納
税
（
口
座
引
き
落
と
し
）
は
、

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全

で
、
便
利
で
す
。
納
税
を
う
っ
か
り
忘

れ
る
こ
と
も
な
く
、
納
税
し
た
こ
と
が

預
金
通
帳
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
。
申
告
の
時
、
振
替

依
頼
書
に
住
所
・
氏
名
・
金
融
機
関

名
・
ロ
座
番
号
を
記
入
し
て
通
帳
印
を

押
す
だ
け
で
す
。

安
全
便
利
な
振
替
納
税

所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
所
得
税
を
納
め
て
あ
る
場
合
）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取
得
し

た
場
合
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

（
医
療
費
控
除
）

③
災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
場
合

申
告
期
間
は
2

月

1
6
8曲
ー
3

月

1
5
8内
ま
で
”99 
め
に

居
宅
サ
ー
ビ
ス

次
の
対
象
者
に
対
し
て
、
2

の

居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

1

対
象
者

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ

い
て
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
者
。

ロ
5
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
次
の

サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

①
訪
問
看
護

②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
医
療
費
系
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
2

対
象
と
な
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス

1

の
5
の
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て

利
用
し
た
と
き
の
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
。

①
訪
問
介
護
（
家
事
援
助
中
心

型
を
除
く
）

②
通
所
介
護
等
の
福
祉
系
の
介

護
サ
ー
ビ
ス

（
注
）
医
療
系
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、

1

の
対
象
者

の
要
件
に
関
係
な
く
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

3

対
象
費
用
の
額

介
護
保
険
給
付
対
象
費
用
の
自

己
負
担
額
が
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
の

医
療
費
控
除

平成13年 2 月 10 日(±) (2) 
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町の相談日
（受付時間午前9時～11 時30分・午後1 時～4時）

該当行政区

前午後
月 日

午

所得税確定申告

2月 16 日（金）下江黒•上江黒 斗合田・須賀

/ 0 
/ 

ヽ声

会 場

20 日（失）

21 日（水）

22 日（木）

23 日（金）

27 日（失）

28 日（水）

町・県民税申告相談

3月 1 日（木）

2 日（金）

5 日（月）

6 日（失）

7 日（水）

8 日（木）

9 日（金）

13 日（失）

14 日（水）

日島・入ケ谷

南大島

新

大佐貫

千津井

中

) | | 

須

俣
賀

新

大輪（下）

千津井

上江黒

中

梅

江ロ・） 1 |俣

大
里
矢
梅
谷

南大島

里

矢

輪

島
原

島

大佐貴

大輯（上）•入ケ谷

斗合巴•江口

下江馬•田島

谷

原

ふるさと

産業文化館

研修室

ふるさと
産業文化館
研修室

館林市農協

佐貫支所

館林市農協

千江田支所

ふるさと
産業文化館
研修室

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
人

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

①
平
成
1
3年
1

月
1

日
現
在
で
明
和
町

に
住
ん
で
い
て
、
平
成

1
2年
中
に
所

得
の
あ
っ
た
人

②
平
成
1
2年
中
に
明
和
町
に
転
入
し
た

人
（
給
与
所
得
者
も
含
み
ま
す
）

申
告
し
て
い
た
だ
く
人

町
・
県
民
税
は
、
私
た
ち
に
最
も
身

近
な
税
で
す
。
町
や
県
を
住
み
や
す
く

豊
か
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

②
収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先

か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
役
場
に
提

出
さ
れ
て
い
る
人

③
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人

申
告
書
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
人
に
、
2

月
上
旬
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。
昨
年
中
の
所
得
金
額
を
自
分

で
計
算
し
て
記
入
す
る
自
主
申
告
制
で

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
控
除
の
う
ち
、
雑
損
・

医
療
費
・
社
会
保
険
料
・
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

険
料
等
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
領

収
書
・
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
（
平
成1
2年
中
の
も
の
）

申
告
の
方
法
は
？

※日程当日、役場税務課での申告相談は行いません

ので、ご注意ください。

軍
匹距贈与税・｀ 消費税•地方消費税
事業税・住民税

喧申竺詈：：りこ。日りi

ご
利
用
く
だ
さ
い

安
全
便
利
な

振
替
納
税

役
場
税
務
課

c
図
3
1
1
1

館
林
税
務
署

c
閏
4
3

ワ

3
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。

期
間
中
の
都
合
の
い
い
日
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で
す
が
、
申
告

の
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
指
定
日
を
設
定
し
て
い
ま

す
。指

定
日
は
、

内
綜
3
4
4

な
る
べ
く
指
定
日
に

施
設
サ
ー
ビ
ス

ー
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

要
介
護
度
1
1
5

の
者
の
介
護

費
お
よ
び
食
事
に
係
る
費
用
と

し
て
支
払
っ
た
、
自
己
負
担
額

の
2

分
の
1

の
金
額
が
、
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

2

介
護
老
人
保
健
施
設

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
お
よ
び

食
事
の
標
準
負
担
額
と
し
て
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
。

3

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

医
療
保
険
適
用
床
と
同
様
の
取

扱
い
。

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
介
護
保
険
法
等
に
規
定
す
る

領
収
書
を
確
定
申
告
書
に
添
付
す

る
か
、
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
6
凶

4
9
2
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

(3) 平成13年 2 月 10 日は）



平成12年度

町では、町職員給与などのあらましを町民の皆さんに理

解していただくため、次のとあり公表します。

闊翡渇璽9·躙 （平成11年度一般会計決算） 人口は平成12年3 月 31 日現在

I罰讚華慮9·枷 （平成 12年度一般会計当初予算）

I 給 与 費 I 1 人当たりの
職員数 (A)~ -— l--------| 

1 給 料 1 職員手当 I 期末勤勉手当 1 計 (B) I 給与費 (B/A)
------- | -- ---+ ---—+---- ---r- -- ------

120人 l 445,681千円 | 62,306千円 I 197,418千円 l 705,405千円 「 5,878千円

’"前園霧i帽尉露枷』 （平成12年4月 1 日現在）

t ，ー編薗l 9浦春露楊嗜（平成12年4月 1 日現在） ＇珊漏笥原昂蕩'’ （平成 12年4月 1 日現在）

冒「~,侑槻隠勘枷園計癌磁枷l （平成 12年4月 1 日現在）

※職員数は、町の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。 （級は国と同じ。ただし、国は 9 ~11級あり）
また、標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

平成13年 2 月 10 日田 (4) 



I舟","旨閂露9ヽ 枷 （平成12年4月 1 日現在）

国

1 支給期 I 支給率（月分）

1 期末勤勉 計
I 6 月期 ］｀――---`―ー＾ ］嘉I

(1.25) / (0.8) / (2.05) I 

19▲紅挙信暉9勘＂ （平成 12年4月 1 日現在）

期
末
・
勤
勉
手
当

12月期 ヽ
~

0

0

 

6~A 
1

1

 

( 0.55 
(0.75) 同 じ

3 月期

計

、
＼
ー
ノ

ヽ
~

6

2

 

5

5

 

5

5

 

.

.
 

.

.
 

3

3

 

o

o

(

 

( 

l
 

)~) 5
5

5

5

 

1

1

5

5

 

.... 2
2

0

0

 

(( 

ヽ
~

5

5

 

7

7

 

4

4i
 

( 
ヽ
~

5

5

 

~5 
ー

1
( 

※
退
職
手
当

自已都合
最高限度額 l

60.0 

勤続20年
I 

勤続25年 1

勤続30年 41.25 

同 じ

※退職手当は、群馬県市町村総合事務組合へ加入
しているため組合より支給。なお、（ ）内は、課
・局長の支給率です。

騒愴’騨闊藩喝覆9渤＇』 （平成 12年度見込み）

ふ
健診で子育てなどの相談に応じる保健婦

馳鵠闊卓露9拙眉 （各年4月 1 日現在）

区 分 I ※職員数（人）
-- - I 

ーロニー_1 平成10年 I 平成 11年 平竺竺］
n我云 I 2 I 2 I 2 

• I 総務企画 | 27 1 26 27 

：税務 I 8 | 8 8 

：民生 |26 I 28 I 28 
I 衛生 I 8 I 7 I 6 
：労働 I o I o I o 

農林水産 I s I 6 I 6 : l 商工| 11  1 | l 

I 三ー一ど』----]]--」---]-]--}---9---言□］］一---]]--]
通会計計| 126 I 12s I 120 
□玄――冨―]-----3--丁---5-- ---了

計下水道 I；］：：］：：：／t:―-三—t；三□りと
(5) 平成13年 2 月 10 日(±)



町政ホット
ニュース

総
務
課

町
で
は
平
成
1
3
年
4

月
か
ら
働
い
て
い
た

だ
け
る
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

◇
雇
用
期
間
平
成
1
3
年

4

月
か
ら
6

か

月
間

(
6か
月
廷
長
可
）

◇
選
老
方
法
書
類
選
考
、
面
接
な
ど

◇
提
出
書
類
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
、

家
族
構
成
の
わ
か
る
も
の
）

◇
受
付
期
限

2

月
2
8
日
困

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
役
場
総
務
課

内
線
3
3
2

町
の
臨
時
職

採用職種・人婆類等

職 糧 採用人数

海洋センター

監視・指導員

保育士

給食調理人

4人

2人

1 人

年齢資格

50歳未満

40歳未満

保育士の
免許取得者

60歳未満

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
の
水
泳
教
室

員
を
募
集
し
ま
す

年
額
5
0
0

円
で
万
一
の
交
通
事
故
の

時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

道
路
上
で
、
車
や
バ
イ
ク
自
転
車
等
の

車
両
に
よ
っ
て
け
が
を
さ
れ
た
か
た
が
対

象
で
す
。
現
在
加
入
し
て
い
る
か
た
は
も

ち
ろ
ん
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

か
た
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ

゜

、
つ•

加
入
で
き
る
人

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
、
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
。

・
会
費

一
人
年
額
5
0
0

円

（
途
中
加
入
し
て
も
同
額
）

・
共
済
期
間

平
成
認
年
4

月
1

日

1

平
成
1
4
年3
月

3
1
日
ま
で

（
途
中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
日
か
ら
平

成
1
4
年3
月
3
1
日
ま
で
）

．
申
込
方
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
台
帳
廉
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
会
費
を

添
え
て
隣
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
3

月
9

日
羹
以
降
の
申
し
込
み
は
直
接

役
場
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
受
け
付
け
し
ま
す
。

・
対
象
と
な
る
交
通
事
故

車
両
（
自
動
車
・
原
付
自
転
車
・
自
転

車
・
荷
車
テ
ー
ラ
ー
等
）
に
よ
っ
て
発

生
し
た
人
身
事
故
で
、
道
路
法
上
の
道

路
で
起
き
た
も
の
（
自
損
事
故
含
む
）

・
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
2

年
以
内

※
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
姻
4
6
8
6

共済見舞金

I贔巳 傷害の程度 金額

1 死亡した場合 100万円

2 身障手帳 l 、 2 級に該当さ 30万円

3 180 日以上の実日数治療を嬰した傷害 20万円

4 100 日 ケ 10万円

5 80 日 ク 8万円

6 60 日 // 6万円

7 40 日 ク 4万円

8 30 日 ク 3万円, 5 日 ク 2万円

交
通
災
害

共
済
組
合

の
会

員
募
集

又パ シ9,'••’· • ··，＜マ・· •， Vヽ 9’‘9’謬 9’99’99• 9•’ • ヽゞ’'、ぐ謬◇令＂、今◇令◇令／J令／ノ’/

税
務
課

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
る
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
の
内
容
を
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
縦
覧
期
間
を
設

け
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
1
3
年
度
は
地
価
の
下
落
傾

向
に
対
応
し
て
町
内
全
域
の
宅
地
等
に
つ

い
て
価
格
の
修
正
（
下
落
修
正
）
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
課
税
台
帳
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
固
定
資
産
課
税
明
細
書
を

5

月

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◇
期
間

3

月
1
日
困
1
2
1
日
因
（
土
曜

・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

◇
時
間
午
前

8

時
3
0
分1
午
後
5

時

◇
場
所
役
場
税
務
課

◇
縦
覧
で
き
る
人

·
①
納
税
者
本
人

②
納
税
者
の
同
意
・
委
任
を
受
け
た
人

③
納
税
管
理
人

※
本
人
の
場
合
は
印
鑑
、
②
と
③
の
か
た

は
、
印
鑑
と
委
任
状
ま
た
は
代
理
入
選
任

届
が
必
要
で
す
。

内
線
3
4
4

固
定
資
産
税
台
帳

を
ご
覧
く
だ
さ
い

平成13年 2 月 10 日は） (6) 



,,r 
1又 場 ft (84) 3111 

皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と

き
の
医
療
費
が
年
々
増
え
続
け
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
人
口
の
高
齢
化
が

進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
病
気
が
ち
な
お
年

寄
り
が
増
え
た
こ
と
や
医
療
技
術
の
高
度

化
に
伴
い
、
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

平
成
1
1
年
度
の
町
の
老
人
医
療
費
は
約

9

億
6
千
万
円
、
対
前
年
度
伸
び
は
1
9
.
6

％
に
な
り
県
下
第

1

位
の
伸
び
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
一
人
当
た
り
に
す
る
と

約
6
7
万
円
（
下
表
参
照
）
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
内
訳
は
入
院

3
5
%、
入
院
外

3
8
％
で
7
3
％
を
占
め
、
こ
れ
ら
の
医
療
費

ー
住
民
課

は
本
人
負
担
を
除
い
て
、
国
・
県
・
町
が

3

割
を
、
7

割
は
国
民
健
康
保
険
等
の
保

険
者
か
ら
の
拠
出
金
、
被
保
険
者
が
納
め

る
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
皆
さ
ん
の

負
担
が
重
く
な
っ
て
し
ま
い
維
持
が
困
難

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
あ
る
た
め
町
の
健
康
診
断
を

利
用
し
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
受
診

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

内
線
3
3
8

額

移
一
0

ー
一
ロ
ー
―
豆

推
一
リ
r
i
]
-
＿
＿
見

の
ー
た
_
-
」
ま

費
―
当
費
即

療
一
人
療
円
円
円
円
―
年

＿
医
万
万
万
万

-
2

医
―

6
9
7
8
-
1

5

5

6

5

 

り
―竺
度
―

,
-
0
-
1
-
2
-―
叡

当
一
年
―
―
ー
一
ー
一
ー
―
―
り

人
一
円
円
円
円
一
鱈

一
一
費
万
万
万
万

と
一
療

9
3
2
1
3
9
5
6

＿
疇

費
一
医

3
5
9
1
1
9邸び
＿
万

霞
総
億

8

億
＿
も

医
一
人
7
9
8

れ

総
＿
老
．
t
（
、
一
ず

ヽ
7し※

 

(7) 
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経
済
課

内
線
3
5
3

＂
釦
凡
病
気
の
早
期
発
見
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

昨
年
6

月
に
開
設
し
た
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
順
調
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
1
3
年
度
の
利
用
者
を
新
し
く
募

集
し
ま
す
の
で
、
育
児
不
安
で
お
悩
み
の

か
た
、
ま
た
ご
近
所
に
子
育
て
仲
間
が
い

な
く
て
淋
し
い
思
い
を
し
て
い
る
あ
な
た
、

一
人
で
悩
ん
で
な
い
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業
は
、

0
ふ
れ
あ
い
保
育
．
｀

（
水
・
木
午
前

1
0時
ー
正
午
）

親
子
で
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
楽

し
く
遊
ぶ
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

0
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

（
月
・
火
・
金
午
前

1
0時
ー
正
午
）

育
児
サ
ー
ク
ル
に
遊
び
場
、
活
動
の
場

と
し
て
子
育
て
支
援
室
を
開
放
し
、
サ
ー

ク
ル
活
動
の
お
手
伝
い
と
相
談
に
応
じ
ま

す
。

0
子
育
て
相
談
（
電
話
・
来
園
）

（
随
時
午
後
1
時

3
0分
ー
4

時
）

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
、
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

【
ご
注
意
】

当
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め

お
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
お
手
数

で
す
が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
ご
利
用
し
て
い
る
か
た

ヽ鯵＇ぺ’、,,,ぷ公しうぶシ↓＾‘，^ • ', ; ,, 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
明
和
保
育
園
内
）

C
闊
7
7
1
1

＊・パら←'/sうぶべぐ、シヘ；，へ；ヽ； 、 •K 

中小企業者・労働者向け融資制度

. ，丑零可各百―£道日’!、/·
¥か’’-f ー·—ぞマ 9 lｷ 、-

親子で一緒に「ふれあい保育」

，， 9，ク、s^ 3，ぷ＾廷沼、｀9 ,、 9 ,' 9 ，ゃ 9， 9 9,9 

も
新
た
な
お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

g,s,¢，↓＾と＾、 9＇ヽ‘’;、-· •'. -•, 

四
＂
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
募
集

，ダ、 S'S?/S 、̂ 3ー々へ，へ．．‘‘

町
に
は
次
の
と
お
り
、
様
々
な
融
資
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
経
済
課
ま
た
は
商
工
会

6
閻
3
1
3
0

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
者
・
勤
労
者

融
資
制
度
の
ご
案
内

平成13年 2 月 10 日(±)



人
生
の
新
た
な
門
出
を
祝
う
第
3

回

明
和
町
成
人
式
が
1

月
8

日
、
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
で
厳
粛
に
行
わ
れ
、
男

性
6
1
人
、
女
性
8
2
人
の
合
わ
せ
て

1
4
3

人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
祝
福
の
明
和
太
鼓
稲
妻
会

の
和
太
鼓
で
開
幕
し
、
斎
藤
町
長
は

「
今
ま
さ
に
2
1
世
紀
の
扉
が
開
き
、
我

が
国
の
社
会
・
経
済
情
勢
は
刻
一
刻
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
社
会

4

式
に
臨
む
新
成
人

を
生
き
抜
く
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
研

鑽
と
努
力
を
積
ま
れ
、
新
世
紀
の
担
い

手
と
し
て
、
大
き
く
世
界
に
羽
ば
た
い

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
口
町
議
会
議
長
ら
来
賓
の

か
た
が
た
の
祝
辞
に
続
き
、
成
人
者
を

代
表
し
て
石
崎
英
人
さ
ん
が
「
い
つ
も

夢
を
追
い
続
け
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
で
人
生
を
お
う
歌
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
続
い
て
、
宮
崎
淳
子
さ
ん
が
「
自

分
を
信
じ
努
力
を
続
け
、
次
世
代
に
誇

れ
る
本
物
の
大
人
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
決
意
を
新
た

に
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

会
場
は
、
色
と
り
ど
り
の
振
り
そ
で

姿
や
ス
ー
ツ
姿
の
成
人
者
で
と
て
も
華

や
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

式
典
終
了
後
も
新
成
人
た
ち
は
、
記
念

撮
影
や
会
話
を
交
わ
し
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

▲
仲
間
同
士
で
記
念
撮
影

4
3人
↑
9
歳
の
門
出

ー

気
が
つ
け
ば
2
0
年
間
、
驚
く
ほ
ど

早
い
も
の
で
し
た
。
家
族
や
友
人
、

多
く
の
か
た
が
た
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
今
こ
の
と
き
を
駆
け
抜
け
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
長
い
人
生
の
中
で
2
0

歳
と
は
、
ま
だ
赤
ん
坊
の
よ
う
で
す

が
背
負
っ
た
荷
物
は
、
大
変
大
き
な

も
の
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
選
挙
権
が
与
え

宮崎淳子さん
（南大島）

「
夢
は
叶
わ
な
い
も
の
で
な
く
、

叶
え
ら
れ
る
も
の
」
こ
の
言
葉
を
常

に
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ど

れ
だ
け
夢
に
時
間
を
割
き
、
情
熱
を

注
ぐ
か
で
、
そ
の
人
の
人
生
は
大
き

く
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
今

の
私
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
未
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
浮
か
ん
で
こ
な
い 石崎英人さん

（矢島）

が
、
目
の
前
の
目
標
を
確
実
に
ク
リ

ア
し
て
い
く
こ
と
で
肉
付
け
を
し
、

時
間
を
か
け
な
が
ら
形
づ
く
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
年
、
何
十
年

先
に
な
ろ
う
と
も
夢
を
追
い
続
け
希

望
に
満
ち
た
2
1
世
紀
を
送
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
い
つ
し
か
こ
の
手

で
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
存
在
価
値
を

社
会
の
中
で
見
出
し
た
い
。
こ
れ
が

私
の
最
終
目
標
で
あ
り
、
私
の
求
め

て
い
る
答
え
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
ど
ん
な
困
難

あ
き
ら

が
待
ち
受
け
よ
う
と
も
諦
め
ず
、
一

歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
悔
い
の
な
い

人
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
れ
た
と
同
時
に
、
私
た
ち
が
町
や

国
を
左
右
で
き
る
力
も
頂
い
た
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
大
き

な
責
任
よ
り
も
自
分
の
生
ま
れ
た
こ

の
町
を
心
か
ら
愛
す
る
こ
と
、
そ
れ

が
新
成
人
の
第
1

歩
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

私
は
、
新
成
人
の
抱
負
と
し
て

「
人
と
の
出
会
い
」
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
の
で
す
。
「
一
期
一
会
」

と
あ
る
よ
う
に
世
界
人
口
数
十
億
と

な
っ
た
今
、
皆
さ
ん
や
こ
れ
か
ら
出

会
う
人
々
に
巡
り
会
え
る
の
は
、
自

分
が
こ
こ
に
い
る
か
ら
で
あ
る
と
生

ま
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
た
母
日

を
大
切
に
過
ご
そ
う
と
思
い
ま
す
。

平成13年 2 月 10 日(±) (8) 



子どもは絵本が大好き：東部児童館（東部学童保育所）

町
で
は
、
昨
年
4

月
か
ら
旧
東
保
育
園
の
空
き
施
設
を
利

用
し
、
東
部
児
菫
館
あ
よ
び
東
部
学
童
保
育
所
と
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
旧
西
保
育
園
の
空
き
施
設
を
利
用
し

て
西
部
学
童
保
育
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
両
施
設
の
改
修
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。
な

ぁ
、
児
童
館
の
利
用
者
は
、
児
童
と
そ
の
関
係
者
な
ど
で
、

学
童
保
育
所
の
利
用
者
は
、
小
学
校
低
学
年
の
鍵
っ
子
児
童

で
す
。

児
童
館
は
…

子
ど
も
た
ち
が
健
全
な
遊
び
を
通
し

て
、
健
康
で
元
気
に
育
つ
こ
と
を
目
的

児

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
児
童
館
に

は
、
児
童
の
遊
び
を
指
導
す
る
者
が
い

て
、
遊
び
の
指
導
や
子
ど
も
た
ち
の
安

全
に
気
を
配
り
、
い
つ
も
一
緒
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
心
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が

絵
本
な
ど
を
読
ん
で
聞

か
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

季
節
に
合
っ
た
も
の
の

創
作
活
動
や
、
室
内
外

で
色
々
な
遊
び
を
通
し

て
多
く
の
体
験
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

ヽ
↓
〇

し

こ
の
施
設
を
よ
く
利

用
し
て
い
る
児
童
は

「
み
ん
な
と
一
緒
に
色
々

な
遊
び
が
で
き
る
の
で

楽
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、
昼
間
保

護
者
の
い
な
い
留
守
家
庭
等
の
小
学
校

低
学
年
児
童
の
健
全
育
成
・
指
導
を
図

る
た
め
昨
年
4

月
か
ら
開
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。

小
学
校
1

年
生
か
ら
3

年
生
の
児
童

を
対
象
に
、
放
課
後
か
ら
午
後

6

時
ま

で
保
育
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
育
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
2

月
2
8
日
因
ま
で

に
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

ヽ
.

0
 

じ
＞

学
童
保
育
所
は

こままわしを楽しむ子どもたち：西部学童保育所

ー
！
i
ー

童
館
へ
行
っ
て
み
よ

rつ

札
※落札金額には消費税は含まれておリません。

[̀i[;] 

9 日 l：ニ
9 日］言翡
9 日 1::詞
|8 日T::諜
I 

18 日 1:̀ 
ー＿＿上-----

18 日1言計
I 

※工事中は、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

入 結 果
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公
共
下
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
広
報
め
い

わ
（
平
成
1
2年
1
2月
発
行
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
中

で
受
益
者
負
担
金
の
試
算
に
用
い
た
世
帯
数
と
館
林
市
の
1
平
方

メ
—
ト
ル
当
た
り
の
受
益
者
負
担
金
が
、
平
成
1
1
年
明
和
町
議
会

第
4

回
定
例
会
（
平
成
1
1
年1
2月
一
般
質
問
）
の
答
弁
と
異
な
る

旨
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
指
摘
事
項
等
に
つ
い
て
設
問
形
式
に
て
回
答
し
、

町
民
の
皆
様
方
に
よ
り
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
く
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

Q
館
林
市
の
1
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
の
受
益
者
負
担
金
の
額
が
、

議
会
答
弁
と
広
報
め
い
わ
で
異
な
る
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

広
報
め
い
わ
に
掲
載
し
ま
し
た

A
館
林
市
の
受
益
者
負
担
金
は
、

最
新
の
も
の
で
す
。

館
林
市
で
は
、
現
在
1
1
の
負
担
区

が
あ
り
、
負
担
区
ご
と
に
受
益
者
負

担
金
の
額
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
1
1
年
度
ま
で
は
1
0
負
担
区
で
あ
り
、

1

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
受
益
者

負
担
金
の
最
高
額
は
、

5
4
0

円

（
議
会
答
弁
時
）
で
し
た
が
、
平
成
認

年
度
に
新
た
に
1

負
担
区
が
加
わ
り
、

受
益
者
負
担
金
の
最
高
額
は

6
5
0

円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
賦
課
す

A
る
の
か
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

近
隣
市
町
の
例
で
は
、
館
林
市
は

敷
地
の
面
積
（
受
益
面
積
）
に
応
じ
て

賦
課
し
て
お
り
、
そ
の
最
高
額
は
1

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

6
5
0

円
で

す
。
ま
た
、
西
邑
楽

3

町
（
千
代
田

町
、
邑
楽
町
、
大
泉
町
）
で
は
1
マ

ス
当
た
り
、

1
5万
円
を
賦
課
し
て
い

ま
す
。従

来
は
、
受
益
面
積
に
応
じ
た
賦

課
方
法
が
主
流
で
し
た
が
、
最
近
の

例
で
は
設
置
す
る
マ
ス
の
数
に
応
じ

て
賦
課
す
る
方
法
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

町
で
は
、

受
益
者
負
担
金
の
賦
課

Q
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
方
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

方
法
に
つ
い
て
も
十
分
ご
議
論
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
明
和
町
に
最
も
適

し
た
賦
課
方
法
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
の
賦
課
方
法
は
、

従
来
型
の
受
益
面
積
に
賦
課
す
る
方

法
や
設
置
し
た
公
共
マ
ス
の
数
に
賦

課
す
る
方
法
、
極
端
な
例
で
は
便
器

の
数
に
賦
課
す
る
方
法
等
も
あ
り
、

各
市
町
村
に
よ
り
そ
の
考
え
方
は
ま

ち
ま
ち
で
す
。
こ
う
し
た
賦
課
方
法

の
検
討
や
総
事
業
費
の
何
％
く
ら
い

を
受
益
者
負
担
金
と
し
て
住
民
に
ご

負
担
い
た
だ
く
か
と
い
う
ご
議
論
を

い
た
だ
き
、
は
じ
め
て
明
和
町
公
共

下
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
金
の
方

向
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

Q
受
益
者
負
担
金
の
試
算
に
用
い
た

世
帯
数
は
、
議
会
答
弁
と
広
報
め

い
わ
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
で
す
か
。

A
議
会
答
弁
の
1

、

9
5
0

世
帯
や

広
報
め
い
わ
の
2

、

5
0
0

戸
か

ら

2

、

2
0
0

戸
は
、
ど
ち
ら
も
受
益

者
負
担
金
の
大
枠
を
お
示
し
す
る
た
め

に
仮
に
設
定
し
た
世
帯
数
で
す
。

で
す
か
ら
、
議
会
答
弁
や
広
報
め
い

ゎ
の
中
で
お
示
し
し
た
受
益
者
負
担
金

（
下
表
）
は
、
仮
定
に
基
づ
く
数
値
で

議会答弁や広報めいわの中で示した受益者負担金

区 分 議会答弁 (H11.12.13) 広報めいわ (H12.12.10) 

事 業 費 130億円

想定負担率

想定負担額

基本計画人口

想定世帯人数

想定世帯数

想定受益者負担金

3% 

3億9千万円

7,800人

4 人

1,950世帯

20万円

5% 

6億5千万円

` •一

3.1 人～3.5人

約2,500戸～2,200戸
唸一

約26万円～30万円

l) 事業費の 130億円と基本計画人口7,800人は、現段階で受益
者負担金の想定を行う唯一の根拠です。

2) 想定受益者負担金は仮定に基づき算出したもので、実際に
ご負担いただく受益者負担金の額ではありません。

3) この表は、現時点における少ない基礎数値から受益者負担
金が、おおよそどの程度になるか試算したもので、実際の受

益者負担金は、この表の計算式のとおりに決定されるわけで
はありません。

下
水
道
施
設
の
諸
元
は
、
公
共
下

水
道
基
本
計
画
の
中
で
平
成
2
7
年
の

計
画
処
理
人
口
を
推
計
し
て
定
め
て

い
ま
す
が
、
将
来
の
世
帯
数
の
動
向

に
つ
い
て
は
一
切
検
証
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
議
会
答
弁
や
広

報
め
い
わ
に
掲
載
し
た
世
帯
数
に
つ

い
て
は
、
仮
定
の
数
値
と
し
て
お
示

し
し
て
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
報
め
い
わ
1
2
月
号
や
1

月
号
に
掲

載
し
ま
し
た
と
お
り
、
ま
だ
決
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
受
益
者
負
担
金
は
、

今
後
、
多
く
の
議
論
を
い
た
だ
き
条

地下約 5mでの推進槻到達状況

あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

例
等
を
制
定
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
水
道
課
下
水
道
係

c
閲
3
1
1
1

内
線
3

ワ
ー

平成13年 2 月 10 日山 (10) 
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洗濯機

2槽式洗濯椴
＿全自動洗濯機

゜

怠；
蒻

床置形の
エアコン

家電リサイクル法の対象製品

テレビ
ブラウン管式テレビ

エアコン（室外機含む）

I! | 
壁オゴ卦形土ァコンロ

~l •~-=----J 
壁掛形のガスヒーターエアコン
壁掛形の石油ハイブリットエアコン

VTR内臓テレビ（ブラウン管式）

対象製品は家電小売店に有料で引き取ってもらうことになリます。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に

よ
り
、
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
て

い
る
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
（
以
下
「
対
象4
0
D
D
目
」

と
い
い
ま
す
）
の
取
扱
い
が
変
わ

り
ま
す
。

4

月
か
ら
は
、
対
象

4
0
0
0
目
を

処
分
す
る
場
合
、
家
電
小
売
店
に

有
料
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
だ
め
、
町
が
行
う
粗
大
ご

み
収
集
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
合
回
は
対
象
4

品
目
の
う

ち
、
具
体
的
に
ど
ん
な
物
が
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
該
当
す
る
の
か

写
真
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
あ
、
町
で
は
3

月
に
粗
大
ご

み
収
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
対

象
4
0
0
0目の
処
分
を
予
定
し
て
い

る
ガ
だ
は
、
こ
の
機
会
に
持
ち
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
ダ
ー
内
）

6
図
4
6
8
6

1
2
月
号
か
ら
今
月
号
ま
で3
回
に
わ

た
り
シ
リ
ー
ズ
で
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
制
度
が
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
こ
と
は

随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 用務

凍
」
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全
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エアコン（室外機含む）

• 
E ! 

天井埋め込み形エアコン
壁埋め込み形エアコン

娑琴＝
多て三多
多参ぎ
彦峯 店舗・業務用エアコン

冷風扇

家電リサイクル法の対象外製品

わガらないことガあっだら
お問い台わせください。

テレビ
液晶テレビ

洗濯機

衣類乾燥椴

テレビ台

プロジェクションテレビ

業務用の製品は、事業者が適正に処理をしてもらうことになリます。

(11) 平成13年 2 月 10 日(±)



まちのわた｀いi-------------------------! l ::;'•` 9 く l:: I 競技を通して親睦を深める i 
I 霊言、1:;：［言、るt̀ :1、し口三ご□：文‘:操:I

なお、個人・団体とも優勝者は板倉町で開かれた郡大会に出場しi

i熱藪を繰リ広げた上毛かるた大会 健闘しました。

♦ 大会の結果（上位入賞者）
'町大会 （敬称略）

小学校低学年の部・・・男子団体戦
①大佐貰（石捐
②新里（北浦侑樹、岩崎舜、鈴木甫、井上航）
③梅原（鈴木健太、開口篤史、吉永賢司、高
繹翔）
同…男子個人戦

①開口大地（梅原）②機村尚紀（斗合田） ③ 
. 欅浦倫（新里）
. 同・・女子団体戦
! ①中谷（冨塚裕生、坂上真奈美、清愛理、関
|愛海） ②新里（森田洸恵、吉原夏紀、石田美
i 由紀、佐藤亜美） ③田島（日比野真弓、奈良
i彩加、奈良徳王、土屋依未）
i 同・・女子個人戦
! ①柿沼恵里奈（田島） ②柏木裕美（南大島）
t ③小林美穂（下江黒）l 小学校高学年の部…男子団体戦
①下江黒（小林竜也、小林淳一、荻野仁史、

I言夏］眉］言）冒喜凡‘贔言〖員
令•ー・● ●拿噂●令...,...,...-·-··•疇......鄭婁·噂·拿喜•·-·

掲載写真を差し上げます。 役場企画課 8(84)3111 平成13年 2 月 10 日(±) (12) 



(13) 

田さんが人生経験語
町民文化大学教養講座

両の生京な力服女 に［服
親第に都ど‘飾優市執 飾
か 3 は弁幅さ評‘田升 坪
ら者‘の広ら論美さをつ琴
ののい柔いに家容ん振：家
厳かつら分大と師は；、もの
したもか野学し
いが導いで講て喜〇まし市
しいぃ □ 活師着を L しろ田
っまて調躙 物経；ぢいひ
の竺れ→甕 M 普て、夕 をみ

• 
こt,A ill 

'i,！：出

無病息災を祈願
とんど焼き

事やが炎や後りけ‘‘組 無わ 1
を豚上がぐ 5 つ ん会病れ月
楽汁が舞ら時け回で場息 ‘13
し等ついにかたり稲で災約日
んがて上点ら大にゎはや 120 夜
だ振いが火のきしら‘五人‘
参るまりさ打なめ 高穀の同
加舞し‘れち塁飾なさ豊住地
者わた参る上くりと約穣民区
はれ゜加とげらやを lo をがの
小ま者‘花をだ高ぷ：祈今田

五正たか真火設るくのり年ん
統月‘らつ 置ま積青ま 1 ぼ
行の甘歓赤｀゜をみ竹｝年で
事行酒声な、午縛上を：の行

地区て灯われ、
平成13年 2 月 10 日(±) 身近な情報をあ寄せください。
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ii 
葎 明

和
町
に
子
ど
も
の
遊
ぶ
場
所
を
も

っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
天
気
の

良
い
日
は
、
ふ
る
さ
と
公
園
で
遊
べ
ま

す
が
、
雨
が
降
る
と
千
代
田
町
の
児
童

館
や
館
林
市
の
児
童
館
へ
行
く
こ
と
が

多
い
で
す
。
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

（
田
島
女
性
）

g
 r
 

" 
[

A

 

} 

町
の
東
部
児
童
館
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
町
で
も
、
す
で
に
昭
和
4
2
年
1

月

か
ら
東
部
児
童
館
の
設
置
運
営
を
行
っ

.
9
t
り

.... i
ー

•
9
•
9t
ー
，
＇
・
9
]蕊ぢ]

 
亡定一

<
i
 

町
内
に
子
ど
も
の
遊

ぶ
場
所
を
も
っ
と
増

や
し
て
く
だ
さ
い
。

お母さんたちの子育てなどを支援する子育て支援サークル

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
児
童
館
の
場
所
は
、

東
小
学
校
の
南
側
（
旧
東
保
育
園
）
で
、

平
成
1
2年
4

月
に
上
江
黒
6
3
4

番
地

か
ら
現
在
地
の
千
津
井
3
1
4

番
地
に

移
動
し
ま
し
た
。
児
童
の
遊
び
を
指
導

す
る
者
は
、
平
日
午
後
2

時
こ
ろ
の
出

勤
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
午
前
中
で
も

部
屋
の
貸
し
出
し
は
行
っ
て
い
ま
す
の

で
雨
の
日
等
は
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
の
館

林
市
や
千
代
田
町
の
児
童
館
へ
行
か
ず

と
も
当
町
の
児
童
館
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
こ
の
児
童
館
は
、
学
童
保
育

所
と
し
て
小
学
校
放
課
後
、
児
童
の
健

全
育
成
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
館
を
午
前
中
や
休
日
に
ご
利
用

に
な
る
場
合
は
、
保
健
福
祉
課
に
使
用

承
認
申
請
書
、
児
童
館
の
鍵
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
、
東
部
児
童
館
の
改
修

工
事
が
済
み
、
施
設
が
新
し
く
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
町
で
は
昨
年

6

月
よ
り
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
明
和
保
育
園
内
に

開
設
・
運
営
を
始
め
ま
し
た
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
保
育

士
が
「
ふ
れ
あ
い
保
育
」
「
子
育
て
サ

ー
ク
ル
の
育
成
・
支
援
」
「
育
児
不
安

等
の
相
談
指
導
」
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
も
ご
利
用
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
保
健
福
祉
課
）

問
い
合
わ
せ

・
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
6
閻
4
9
2
6

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
明
和
保
育
園

内
）
6
聞
7
7
1
1

ん
な
の

i●◇♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦"◊………◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊………◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◇じり().o·

f口：: ェントリーNo.9 に-----三;函~し9なでヘー～べ因で• 9•-- -~--でで"9--- • 

I 「つlL霊討出」 lよ苔／~ ：〖②□言：：ロニ：I 
冒 ：「：：（41:::~)l::卜]::: [l疇冨塞琶竺竺三：ここニニ：：］し、：：：：二：／］：［［／：／］：三塁完三ぎき6王よ：／：］よ誓言／二 冒5 サラダ泊 10cc )にう工 Iyセンス少々 お皿の下にカスタードソースを 5 : 塩＼ 少々春巻の皮 3枚 ペァーー＇ー・～｀ ｀ン 敷いてフルーツを盛リつける。 全
る 駆白 2/3個分並あん 120, Cook~\nq ¥:̀̀ \‘^\ ⑤小豆巻揚げは皮にあんをぬり、 文
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平成13年 2 月 10 日田 (14) 
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◎料金
喀たん容器 無料
採便容器 500円

（検診料金含む）
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ヽ
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シ
ヽ
ぐ
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兌
＇
＄
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ト
ン
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a
｀

4
、
ー
＇5

、

容器の配付の

しかだが
変わりました
例年、各種健康診断受

診票配付の特に肺がん検

診の喀たん容器と大腸が

ん検診の採便容器を配付

していましたが、地区役

塁さんの負担が非常に大

きいため、平成 13年度実

施分よリ保健福祉課（老

人福祉センター内）で容

婆の配付および叛売をす

ることになリました。ご

協力をお頴いします。

◎配付あよび販売日時
3/ 5 （月） ～ 3/9 （金）
3/12 （月） ～ 3/16 （金）

8: 30~17: 15 

※各検体の提出は、従来

どおり各検診会場あるい

は、保健センタ＿にお持

ちください。

に 可に

健
康
診
断
は
「
病
気
の
早
期
発
見
」

の
た
め
に
有
効
で
す
。
そ
し
て
、
固
峙

に
自
分
の
健
康
状
態
、
過
労
や
老
化
の

進
み
方
な
ど
も
含
め
た
「
セ
ル
フ
ケ
ア

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」
に
な
り
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
健
康
だ
と
か
、

検
診
で
病
気
が
見
つ
か
っ
た
ら
恐
い
な

ど
と
い
っ
た
理
由
で
受
診
し
な
い
か
た

も
お
り
ま
す
が
、
特
に

4
0歳
を
過
ぎ
た

ら
、
生
活
習
慣
病
の
適
齢
期
で
す
。
1

年
に
1

回
は
受
診
し
て
、
毎
日
の
生
活

習
慣
の
改
善
に
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

3

月
に
、
平
成
1
3年
度
各
柵
健
康
診

断
希
望
詞
査
を
実
施
し
ま
す
。
隣
組
長

さ
ん
を
適
じ
て
、
調
査
書
を
配
付
し
ま

す
の
で
、

1
3年
4

月
1

日
時
点
で
1
9歳

以
上
に
な
る
全
住
民
の
皆
様
に
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
中
旬
に
は
、

隣
組
長
さ
ん
が
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
を
お
顆
い
し
ま
す
。
例

年
、
記
入
不
備
や
未
提
出
の
か
た
が
お

り
ま
す
が
、
特
に
、
結
核
検
診
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
核
予
防
法
の
規
定
に
よ

リ
毎
年
受
け
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
の

で
、
未
記
入
の
か
た
に
は
、
確
認
の
意

味
も
あ
リ
通
知
書
を
差
し
上
げ
る
こ
と

に
な
リ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
初
め
て
実
施
し
ま
し
た

総
合
健
診
は
、
す
べ
て
の
検
診
（
骨
密

度
検
診
除
く
）
が
半
日
で
受
け
ら
れ
る

と
あ
っ
て
多
く
の
皆
様
が
受
診
さ
れ
ま

し
た
。

1
3年
度
も
実
施
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

定
期
的
に
健
康
診
断
を

I
.

最
近
、
幼
稚
園
な
ど
で
「
頭
ジ
ラ
ミ
」

が
、
集
団
発
生
し
て
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
シ
ラ
ミ
と
い
う
と
昭
和

2
0年
代

の
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の

か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
海
外
と

の
交
流
が
増
え
た
昭
和
5
0年
代
か
ら
小

規
模
な
集
団
発
生
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
後
頭
部
や
耳
の
後
ろ
の
し
つ
こ
い

か
ゆ
み
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

◎
頭
ジ
ラ
ミ
っ
て
な
あ
に
？

体
長
麟
ー
5
m
mで、
主
に
頭
部
に
寄

生
し
ま
す
。
卵
か
ら
か
え
っ
て
幼
虫
に

な
り
、
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
成
虫
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、

1
0
0

個
程
度
の

卵
を
生
み
ま
す
。

◎
ど
う
や
っ
て

lつ
つ
る
の
？

身
体
を
く
つ
つ
け
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と

の
多
い
低
年
齢
の
集
団
や
ス
イ
ミ
ン
グ

等
の
習
い
事
の
場
、
家
庭
内
で
子
ど
も

と
の
接
触
が
多
い
母
親
や
兄
弟
同
士
な

ど
を
通
し
て
感
染
し
ま
す
。

タ
ダ
＄
，
＇
／
，
＞

.. 
た

頭
の
し
つ
こ
い
か
ゆ

み
に
は
ご
用
心
！
・

◎
症
状
は
？

か
ゆ
み
が
ひ
ど
く
、
お
で
き
や
と
び

ひ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は

よ
く
洗
髪
す
る
せ
い
か
、
以
前
の
よ
う

に
髪
の
毛
に
成
虫
が
つ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
む
し
ろ
卵
で

シ
ラ
ミ
が
寄
生
し
て
い
る
の
を
発
見
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
卵
は
、

白
い
点
が
髪
の
毛
に
つ
い
て
い
る
と
い

っ
た
感
じ
で
す
。
毛
根
近
く
に
産
み
付

け
ら
れ
、
つ
や
の
あ
る
も
の
は

1

週
間

位
で
ふ
化
し
ま
す
が
、
抜
け
殻
は
、
つ

や
が
な
く
偏
平
で
す
。
卵
と
間
違
え
や

す
い
も
の
に
フ
ケ
と
ヘ
ア
キ
ャ
ス
ト
が

あ
り
ま
す
。
フ
ケ
は
、
手
で
払
う
と
簡

単
に
落
ち
、
ヘ
ア
キ
ャ
ス
ト
は
、
毛
孔

で
で
き
た
フ
ケ
の
一
種
で
そ
っ
と
指
で

は
さ
ん
で
毛
を
中
心
に
上
下
に
動
か
す

と
動
き
ま
す
。
多
少
表
面
に
で
こ
ぼ
こ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
区
別
が
で
き
ま
す
。

◎
ど
う
や
っ
た
ら
治
る
の
？

薬
剤
を
頭
全
体
に
散
布
し
、
タ
オ
ル

な
ど
で
髪
を
覆
い
1
1
2

時
間
お
い
て

か
ら
、
シ
ャ
ン
プ
ー
で
洗
い
流
し
ま
す
。

頭
ジ
ラ
ミ
は
、
ふ
化
す
る
の
に
約

1

週

間
か
か
り
、
薬
剤
は
、
成
虫
や
幼
虫
に

は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
卵
に
は
効
か

な
い
の
で
、
散
布
と
洗
髪
を
1

日

1

回
、

2

日
お
き
に

3
1
4

回
繰
り
返
し
ま

す
。
集
団
発
生
が
多
い
の
で
、
治
療
も

集
団
で
一
斉
に
行
い
ま
す
。

◎
日
常
生
活
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う

①
毎
日
洗
髪
を
行
う
。

②
枕
カ
バ
ー
、
シ
ー
ツ
、
タ
オ
ル
等

を
清
潔
に
、
ま
た
天
日
に
干
す
。

③
帽
子
、
ス
カ
ー
フ
等
を
共
用
し
な
い
。

(15) 平成13年 2 月 10 日(±)



明
和
町
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は

平
成
1
3
年
度
長
期
水
泳
教
室
の
参
加
者

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
各
教
室
の
募
集
内
容

・
小
学
生
水
泳
教
室
…
小
学
生
を
対
象

に
毎
週
火
•
水
・
木
・
金
の
い
ず
れ

か
の
曜
日
で
午
後
5
時
か
ら
6

時
ま

で
で
す
。
（
町
内
者
の
み
）

※
四
泳
法
（
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
•
平

泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
を
泳
げ
る
小
学

生
（
当
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
修
了
証
あ

る
い
は
同
等
の
認
定
証
を
有
し
て
い
る

児
童
）
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
家
庭
婦
人
水
泳
教
室
…
家
庭
婦
人
を

長
期
水
泳
教
室
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◇
期
日
4
月
2
5
日
因

◇
会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
募
集
人
員

1
0
0

人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費

3
、

0
0
0

円
（
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
代
含
む
。
た
だ
し
、
プ
レ
ー
、
キ

ャ
デ
ィ
、
昼
食
代
は
個
人
負
担
で
す
）

◇
申
し
込
み
2
月
2
1
日
図
午
前
9
時

か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
参
加
費

を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

第
回
町
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

4
 

対
象
に
毎
週
火
曜
日
の
午
後
2
時
か

ら
3

時
ま
で
で
す
。
町
内
者
優
先
）

・
一
般
男
女
水
泳
教
室
…
一
般
男
女
を

対
象
に
毎
週
水
・
木
の
い
ず
れ
か
の

曜
日
で
、
午
後
7

時
か
ら
8

時
ま
で

で
す
。
耐
内
者
優
先
）

・
高
齢
者
水
泳
教
室
…
お
年
寄
り
等
を

対
象
に
毎
週
金
曜
日
の
午
前
1
0
時
3
0

分
か
ら
1
1
時
3
0
分
ま
で
で
す
。
（
町

内
者
優
先
）

・
幼
児
ア
ク
ア
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
教

室
：
平
成
7

年
4

月
2

日
か
ら
8

年

4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
を

対
象
に
毎
週
金
曜
日
で
午
後
3

時
か

ら
4
時
ま
で
で
す
。

※
各
教
室
7
.
8
月
は
休
み
に
な
り
ま

す
。

※
各
水
泳
教
室
の
授
業
振
替
は
、
基
本

的
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
募
集
期
間
2
月
2
4
日
山
1
3

月
4

日
同
（
月
曜
日
を
除
く
）

◇
申
し
込
み
先
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
電
話
不
可
）
準
優
勝
リ
ト
ル
明
和

リトル明和の皆さん

公
民
館
ま
つ
り

(
3月
3

日
田
＼
4

日
⑪
）
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
に
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
内

容
は
次
の
と
お
り
で
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
に

つ
い
て
は
講
師
に
指
導
し
て
い
た
だ
＜

予
定
で
す
の
で
初
心
者
の
か
た
で
も

0

K

で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
体
育

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
期
日

3

月
4

日
⑪

◇
時
間
午
前
9
時
3
0
分
ー
且
時
3
0
分

◇
場
所
・
種
目
▼
社
会
体
育
館
（
卓

球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
）

▼
ふ
る
さ
と
の
広
場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

板
倉
町
近
県
少
年
野
球
大
会

軽公

ス民

ポ館

1 ま

ッ

開り

催で

つ

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院

[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
阪
り
診
療
時
間
は
午
後

1

時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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内
科
・
外
科
・
産
婦
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2月は省エネルギー月間

食
生
活
で
ど
の
く
ら
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る

の

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
と
は

地
球
温
暖
化
や
資
源
の
減
少
な
ど
、
い
ま
地
球
が
か
か
え

る
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
上
手
な
暮
ら

し
万
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
簡
単
に
で
き
る
ヒ
ン
ト
を
、
毎
日
の
生
活
に
最
も
身
近

な
「
〈
良
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
た
。
無
理
せ

ず
、
楽
し
く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
あ
い
し
い
〈
良
卓

に
省
エ
ネ
を
プ
ラ
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
購
入
車
で
買
い
物
に
行
く
と
ガ
ソ

リ
ン
を
使
い
ま
す
。
時
季
は
ず
れ
の

野
菜
や
果
物
は
ハ
ウ
ス
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
保
存
冷
蔵
庫
は

1

年
中
電
気
を
使

い
ま
す
。

・
調
理
調
理
に
も
ガ
ス
や
電
気
を
使

い
ま
す
。

・
後
処
理
皿
洗
い
の
お
湯
に
も
ガ
ス

や
電
気
を
使
い
ま
す
。

・
廃
棄
食
品
廃
棄
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ム
ダ
に
し
ま
す
。

1

日

1

世
帯
当
た
り
の
食
生
活
に
か

か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
7

、

6
6

〇
属
。
そ
の
中
で
も
特
に
冷
蔵
庫
、
ガ

ス
コ
ン
ロ
、
湯
沸
器
、
こ
の

3

つ
が
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
こ
と

に
つ
い
て
省
エ
ネ
を
心
が
け
よ
う
と
す

る
と
大
変
で
す
が
、
た
く
さ
ん
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
と
こ
ろ
を
重
点
的
に
気
を

つ
け
れ
ば
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
食
品

廃
棄
を
減
ら
す
こ
と
や
食
事
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
も
「
食
の
省

エ
ネ
」
を
考
え
る
う
え
で
、
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
が
ま
ん
」

や
「
節
約
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

地
球
規
模
で
考
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
効
率
的
に
使
い
、
賢
く
シ
ン

プ
ル
な
生
活
を
実
践
し
て
い
こ
う

と
い
う
新
し
い
省
エ
ネ
型
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で
す
。

食
生
活
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

消
費
さ
れ
ま
す

冷蔵庫、ガスコンロ、湯沸器で、
使用エネルギーの86%

「‘``‘湯沸器 ＼昌鵬＼
19% [叫ヽり 調理機、36%
食生活の ［ガスコンロだし：で3

冒ェネルギー使用量) i 
〔ば。：こり）〈 J 

庫35%:‘‘三:1%
（電気ポット）

5% 炊飯 2% _J ←—ご飯の保温 1%

温
度
設
定
は
で
き
る
だ
け
低
温
に

湯
沸
器

冷
凍
冷
蔵
庫

．
詰
め
込
み
す
ぎ
は
禁
物

・
ド
ア
の
開
閉
は
短
く
必
要
最
小
限
に

・
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら

・
設
置
は
風
通
し
の
よ
い
所
に
、

間
を
忘
れ
ず
に

・
季
節
に
合
わ
せ
て
適
温
設
定

・
パ
ッ
キ
ン
グ
に
注
意

ガ
ス
コ
ン
ロ

・
コ
ン
ロ
の
中
火
は
経
済
火
力

・
鍋
底
の
水
滴
は
ふ
い
て
か
ら

・
湯
沸
器
の
お
湯
を
使
え
ば
お
ト
ク

：・＄

•一—‘'·
‘へばこ

ダブリ買いやムダな開閉を防げます
す
き

か
し
こ
い
使
い
方

地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇
す

る
「
地
球
温
暖
化
」
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
球
の
温
暖

化
は
、
二
酸
化
炭
素

(
C
o
2
)

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
大

が
大
き
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
現
在
排
出
さ
れ
て

い
る
C
o
2

の
約
半
分
が
、
私
た

ち
の
家
庭
生
活
に
関
連
し
て
排

出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
生

活
が
便
利
に
な
る
一
方
で
、

C

O
2
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ま
ま

C
o
2

の
排
出
が
続

く
と
、
海
面
の
上
昇
や
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
、
食
糧
不
足
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

心
が
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

C

O
2
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
に

な
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

役
立
つ
の
で
す
。

私たちの暮らしが
地球を温めている

(17) 平成13年 2 月 10 日田
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県庁青少年こども課
合027(226)2626

両親が働いている場合などでは、

その時間帯に子どもを預ける保育施

設が必要になります。そこで、より

よい保育施設を選ぶときのチェック

ポイントをつくりましたので、参考

にしてください。

1 まずは情報収集を

2 事前に見学を

3 見た目だけで決めないで

4 部屋の中まで入って見て

5 子どもたちの様子を見て

6 保育する人の様子を見て

7 施設の様子を見て

8 保育の方針を聞いて

9 預けはじめてからもチェックを

10 不渦や疑問は率直に

※子どもの保育のことなどで相談が

ある場合は、保健福祉課合 (84)4926 

へお問い合わせください。

「緑の大地」群馬を築く
贔

中・高校生のだめの環境セミナー
知！ : 心心｀ざごさば＂： 心~ ~ • ~ -J ^ - - ~、ハ•=.、“•ぺヘ一 年—

県立東毛少年自然の家
合0277(78)5666

青少年の環境教育を推進するた

め、事例発表や実習等を通して、一

人ひとりが家庭・学校・地域社会で

環境問題や環境保全にどのように具

体的に取り組むべきかを理解しても

らうため開かれます。

◇期日 3 月 10 日 (±)~11 日（日）

2 日

◇会場

◇内容

等

◇対象 県内に在住または通学の中

学生および商校生

◇定員 40名（先着順）
◇参加費 2,800円

◇申し込み 2 月 28 日休）までに所定
の受講申込書・保護者承諾書に記

入のうえ、学校を通してまたは東

毛少年自然の家〒379-2301 新田

郡薮塚本町薮塚3657ヘ

人権擁護委
常設相

••· • •一· • _•一:..-=マiｷ-... ------------—`. -ｷ •... -

前橋地方法務局太田支局
合 (32)6100

前橋地方法務局太田支局では、人

権擁護委員常設相談所を開設してい

ます。いじめ、体罰、差別、家庭内

や近隣のもめごとなど、どんなこと

でもご相談ください。

◇期日 毎週月・水曜日

◇時間午後 1 時～ 4 時

◇会場前橋地方法務局太田支局

◇申し込み・問い合わせ 前橋地方
法務局太田支局へ

花 rJ
 

よ み

これからが見ごろ

スミレ

(2月上旬～4月下旬）宿根草
0 草丈 15cm 
•花色桃、紫、白

ウ
ス
ベ
ニ
ヒ
ゴ

1‘]自

県立東毛少年自然の家

講義・事例発表・実験実習

（社）館林邑楽歯科医師会
fl (73) 8818 

◇日時 3 月 18 日（日） 午前9時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所館林邑楽歯科医師会館

◇内容 歯でお悩みのかた、どんな

小さなことでも結構です。例えば、

小学校に入学するのに、まだ永久

歯が生えてこないなど。

産業別最低賃金が
改正されましだ

群馬労働局賃金室
合027(210)5005

群馬県の産業別最低賃金（製鋼・

製鋼圧延業など 4 業種）が、平成12

年12月 22 日から改正されました。

◇製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造

業最低賃金

1 日 5,953円 1 時間 745円

◇金属加工機械、一般産業用機械・

装置、事務用・サービス用・民生

用機械器具、その他の機械・同部

分品製造業最低賃金

1 日 5,877円 1 時間 735円

◇電気機械器貝製造業最低賃金

1 日 5,862円 1 時間 733円

◇輸送用機械器具製造業最低賃金

1 日 5,874円 1 時間 735円

※詳しくは、群馬労働局（賃金室）
または、太田労働基準監督署合 (45)

9920までお問い合わせください。

,----------—` 

東毛リゾート開発（株） I 
町に 26 万円寄附 l

館林つつじの里ショッピング

ンター・東毛リゾート開発株

式会社は、同センターで年末年 1 

1 始に開催したカーチャリティー I 

I の益金の一部 263,126円を 1 月 I 
I 21 日、町に寄附されました。 l 
l 町では、高額な寄附に感謝申 I 
i し上げるとともに、有効に役立 l 

I たせていただきます。ありがと 1 

I ぅございました。

し----------------------]

住宅防火 いのちを守る

三つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる。

⑦ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず失を消す。

四つの対策

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用失災警報器を設置する。

②寝貝や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消失器を伺える。

④お年寄リや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつ

くる。

七つのポイント

•• 
春の全国火災予防運動 3 月 1 日（木）～ 7 日因

「火をつけた あなたの責任最後まで」
この運動を機会に、私たち一人ひとりが尊い命や大切な財産を守るた

め、次のようなことに注意して火災予防に努めましょう。

゜ . 
2月は省エネルギ一月間です 省エネルギー上手は、暮らし上手 平成13年 2 月 10 日出 (18) 
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町の無料法律相談

日時＝ 3 月 12 日旧）
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝福島弁護士
受付＝ 3 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 3 月 8 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 1 1 年 3 月、 12年 3 月、
8 月、 11月生

健 康 相 火
火

-
l＝ロ

日時＝ 3 月 6 日因
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 3 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時
場所＝役場会議室

年 金 相 火
火

———
ICI. 

日時＝ 3 月 15 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 3 月 15 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

国民年金の保険料は》
忘れずに納めましょう

I>国民健康保険税I>介護保険料
I>国民年金保険料I>水道料金
納期限＝ 2 月 28 日因

役場住民課
合 (84)3111

国民年金の被保険者のうち、農業

や自営業、学生などの「第 1 号被保

険者」は、保険料を役場または金融

機関に自分で納めに行かなくてはな

りません。

毎月の保険料は、翌月末日までに

納付しなければならないことになっ

ています。なお、万一この期間内に

納められない場合、納期限から 2 年

を経過すると、時効により納められ

なくなりますので注意してくださ

い。そうなると、年金額が減額され

たり、全く受けられなくなってしま

う場合がありますし、障害基礎年金

を受ける資格がなくなってしまう恐

れがあります。

納め忘れがなくなるように、毎月

自動的に D座から引き落とされる

「口座振替」のご利用をお勧めします。

春期パソコン 1 日講座！

太田情報商科専門学校
fl (25) 2424 

太田情報商科専門学校では、生涯

教育推進事業の一環として、 W i nd

owsの基本操作、一太郎11 、 Wo r 

d2000 、 Exeel 2000 さらにインター

ネットの活用方法を学ぶ入門者向け

の講座を開催します。各コースとも

全て 1 日完結の講座です。

◇日程 3 月 12 日（月）～ 17 日田

◇時間午前10時～午後 4 時

◇会場太田情報商科専門学校

◇費用 受講料無料（教材費等除く）

◇定員各コース 20~30名（先着

順・一人 3 コースまで受講可能）

◇申し込み 2 月 19 日国） 午前 9 時
30分から太田情報商科専門学校で

受け付けします。

2月は政府の呼びかけによる

省エネルギ一月間です
亭安全エレちゃんガらの一雹アドバイス念

；：三言］®
二 I

g霰関東電気保安協会

館林高等学校定時制
課程生徒募集

県立館林高等学校
fl (72) 4307 

◇応募資格 中学校もしくはこれに

準ずる学校を卒業した者、または

平成13年 3 月に中学校を卒業見込

みの者、中等教育学校の前期課程

を修了した者・修了見込みの者

◇募集定員 40名（男・女）

◇入学願書受付日 3月 26 日頃）・ 27 日

伏）午前 9 時～午後4時ただし、

27 日は正午まで

◇面接・作文等 3月 28 日（水）

国語、数学、面接等

◇必要書類等 入学願書、調査書、

受験料、その他指示する書類

桐生女子高等学校通信
制課程生徒募集

県立桐生女子高等学校
fl0277 (32) 2181 

桐生女子高等学校通信制課程は、
男女共学普通科で、年齢に関係なく

入学できます。月に 2 回（隔週）ほ
ど登校すればよいので、働きながら

学ぽうとするかた、主婦のかたにと

っては、大変好都合な勉強方法です。

学費もわずかしかかかりません。ま

た、高等学校の中途退学の場合は、

編入学が許されます。

◇入学願書受付 3 月 9 日②～ 4 月

4 日体）

◇問い合わせ 県立桐生女子高等学
校(〒 376-0601 桐生市梅田町1-

185-1) 

あなたの寄附が自然
エネルギーを育てます

東京電力（株）館林営業所
合 (72) 4340 

自然エネルギーを育てる「グリー
ン電力基金」。あなたも参加しませ

んか。「グリーン電力基金」とは、

自然エネルギー普及のための応援基

金です。 C 020)排出抑制など環境保

全への貢献をご希望のお客様からの

寄附金と東京電力からの寄附金を（財）

広域関東圏産業活性化センターが受

け入れ、風力発電や太陽光発電の施

設へ助成金として配分します。

基金への参加のお申し込みは、東

京電力（株）館林営業所まで。

(19) 平成13年 2 月 10 日(±)
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1 年間の成長ぶりを発表

明和幼稚園の「生活発表会」で 5 歳児たちは、

自分で編んだマフラーを首に巻き、手話を交

えた歌を元気いっぱい、お父さんやお母さん

に披露しました。また、終了後にはマフラー

をお母さんにプレゼントしました。

今月の主な紙面

• 4月 1 日から広域路線バス運行……②～③

• 8月和保育園・明和幼稚園合理化から 1 年…④～⑦

•国民健康保険税の概要……………⑧～⑨

•町政地区別懇談会を開催………………⑩
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前
」

「
町
営
住
宅
前
」
の
5
か
所
で
す
。

ま
た
、
館
林
市
内
国
道
3
5
4
号
線

南
側
か
ら
板
倉
東
洋
大
前
駅
ま
で
の
間

で
は
、
停
留
所
以
外
で
も
好
き
な
と
こ

ろ
で
乗
り
降
り
で
き
る
「
フ
リ
ー
乗
降
」

が
で
き
ま
す
。
町
内
で
は
、
全
区
間
で

フ
リ
ー
乗
降
で
き
ま
す
。

一...F今9
• nCllilI • 

゜
ロ

館林駅

館林厚生病院

明 和 町

（上江黒・下江黒・斗合田地内）
板倉東洋大前駅

平成13年 3 月 10 日(±) (2) 



各
路
線
と
も
1

回
限
り
、
当
日
の
み

他
の
路
線
に
乗
り
継
き
が
無
料
と
な
り

ま
す
。

乗
り
継
ぎ
す
る
場
合
は
、
バ
ス
の
中

で
料
金
を
払
う
と
き
、
運
転
手
に
申
し

出
て
乗
り
継
ぎ
チ
ケ
ッ
ト
を
も
ら
い
、

乗
り
継
ぎ
無
料

町
内
全
区
間
と
主
な
停
留
所
の
運
行

時
刻
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
平
日
が

7

往
復
、
日
曜
・
祝
祭
日
が
5

往
復
で
、

年
末
年
始

(
1
2月3
1日
＼

1

月
3

日
）

は
全
線
運
休
と
な
り
ま
す
。

運

行

時

刻

•一般..

晋 通 運 賃

··························200円

•学生（小学生～大学生）

•高齢者（満65歳以上70
歳未満）

・・・ 100円

•高齢者（満70歳以上）…•…••••無料

※学生以上の者に子どもが同伴される場
合は、学生以上の者 1 人につき 2 人まで
無料。 (3 人目から 100円）

運
賃
は
、
1

路
線
に
つ
き
何
区
間
で

も
均
一
で
す
。

運
賃
2
0
0

円
均

7
0歳
以
上
は
無
料

◇
乗
る
と
き
に
は
…

前
の
ド
ア
か
ら
乗
り
、
運
賃
は
乗
っ

た
と
き
に
、
運
転
席
左
側
に
あ
る
運
賃

箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
定
期
券
利
用

の
場
合
は
、
定
期
券
を
運
転
手
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
降
り
る
と
き
に
は
…

目
的
の
停
留
所
な
ど
に
着
く
少
し
前

に
、
座
席
付
近
の
降
車
ボ
タ
ン
を
押
し

て
降
り
る
こ
と
を
運
転
手
に
知
ら
せ
、

中
央
の
ド
ア
か
ら
降
り
て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
の
利
用
の
し
か
た

乗
り
継
ぎ
の
際
、
チ
ケ
ッ
ト
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
乗
車
時
に
学
生
証
や

6
5歳
以
上
の
か

た
は
健
康
保
険
証
な
ど
、
身
分
や
年
齢

が
分
か
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
障
者
の
か
た
等
は
、
手
帳

を
提
示
す
る
と
運
賃
が
半
額
に
な
り
ま

す
。

定期券・回数券

定期券

•一般
1 か月 7,200円

3か月 20,520円
•通学・高齢者（満65歳以上70歳未満）

1 か月 3,000円

3か月 8,550円
回数券

200円券X 11 枚

100円券X 11 枚

50円券X 11 枚

2,000円

1,000円

500円

※
詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
課
交

通
防
犯
係
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）6
閲
4
6
8
6

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

館林・明和・板倉線時刻表（町内全区域と王な停留所）

板倉東洋大前駅行き I 停留所ーJ 館林
心，＇‘'＇～叫ぶI ~如四一

8:20 10:30 12:35 1 5:50 18: 

02 08 13 28 17: 

02 08 13 28 

02 08 13 28 

00 06 11 26 

:58 05 10 25 

9:50 11 :55 05 

璽は日曜祝祭日運休

／ゞ ス 路線図 と停留所

(3) 平成13年 3 月 10 日出



保育園・幼稚園交流事業の一環として未来を担う子どもたちがメッセージを発信

し

—·■ II 明和保育園・明和幼稚園

て

合理化から 1 年 II■•-

少
子
化
が
進
む
中
で
、
幼
児
教
育
内
容
の
充
実
や
保
育
運
営
の

効
率
化
を
図
る
た
め
保
育
園
と
幼
稚
園
の
各
3

園
を
統
廃
〈
＿oし
、

県
内
初
の
合
築
で
一
体
的
な
園
舎
が
昨
年
4

月
に
オ
ー
プ
ン
し
て

ま
も
な
く
1

年
が
経
過
し
ま
す
。
園
庭
や
遊
具
が
共
用
で
き
、

0

歳
児
か
ら
5

歳
児
ま
で
約
3
0
0

人
の
子
ど
も
だ
ち
が
交
流
を
深

め
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
理
的
な
人
員
配

置
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
や
保
育
土
と
教
諭
の
交
流
も
図
る
先
進

的
な
取
り
組
み
で
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
視
察
に
訪
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
合
回
は
合
ま
で
の
運
営
状
況
や
合
後
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

園
舎
整
備
の
背
景

本
町
で
は
3

園
ず
つ
あ
る
公
立
の
保

育
園
と
幼
稚
園
で
、
そ
れ
ぞ
れ
幼
児
保

育
（
教
育
）
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

保
育
園
で
は
対
象
児
を

4

歳
以
下
と

し
、
幼
稚
園
で
は
5

歳
児
の
み
と
す
る

運
営
内
容
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
保
育

園
で
保
育
を
希
望
す
る
5

歳
児
と
幼
稚

園
に
希
望
す
る
3
\
4

歳
児
に
そ
れ
ぞ

れ
の
機
会
を
与
え
て
な
い
状
況
で
あ

り
、
幼
児
数
の
減
少
が
続
く
な
か
、
ま

た
、
老
朽
化
施
設
の
現
状
も
相
ま
っ
て
、

将
来
を
展
望
し
た
幼
児
教
育
と
保
育

園
・
幼
稚
園
の
設
置
の
あ
り
方
が
町
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
各
界
各
層
7
5
人

の
幼
児
教
育
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、

そ
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
結
果
、
首
長

に
答
申
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
基
づ
き

町
の
総
合
計
画
に
も
位
置
づ
け
、
保
育

園
と
幼
稚
園
の
統
廃
合
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
国
の
方
針
の

動
向
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
今
後
の
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
に
も
的
確
に
対
応
で
き

有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
園
舎
の
合
築

遊
具
の
共
用
化
を
図
っ
た
も

や
園
庭
、

の
で
す
。

O
園
舎
の
特
徴

園
舎
は
、
合
築
で
一
体
的
な
建
物
で

両
園
を
東
西
に
分
け
て
遊
戯
室
や
職
員

室
、
玄
関
な
ど
は
独
立
し
て
い
ま
す
が
、

庭
に
面
し
た
テ
ラ
ス
で
結
ば
れ
て
い
ま

す
。
園
庭
や
遊
具
な
ど
が
共
用
で
き
、

園
児
た
ち
が
交
流
を
図
れ
る
よ
う
な
施

設
で
す
。
ま
た
、
群
馬
県
産
材
の
ひ
の

き
を
使
っ
た
木
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
施

設
で
、
太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す

る
空
気
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
床
暖
房
や
深

夜
電
力
を
利
用
す
る
床
暖
房
と
空
調
設

備
、
雨
水
を
水
洗
ト
イ
レ
の
水
と
し
て

再
利
用
す
る
装
置
な
ど
省
エ
ネ
化
を
考

慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
に
は
、
子
育
て
支
援
室
や
ほ

ふ
く
室
（
乳
児
が
、
は
い
は
い
を
練
習

す
る
部
屋
）
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
早
朝
・
時
間
延
長
な
ど
保
育

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
両
園

と
も
新
た
な
子
育
て
機
能
を
充
実
さ

せ
、
一
層
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成13年 3 月 10 日(±) (4) 



保育園 ・幼稚園

合
同
避
難
訓
練
で
明
和
分
署
長

か
ら
説
明
を
聞
く
園
児
た
ち

県
内
で
初
の
合
築
さ
れ
た
両
園
に

は
、
全
国
の
自
治
体
な
ど
か
ら
2
4
団
体

が
来
町
し
、
両
園
の
一
元
化
の
取
り
組

心a1

み
な
ど
に
つ
い
て
視
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

% 

園
児
数
は
、
保
育
園
が
0

歳
か
ら
5

歳
ま
で
1
3
5

人
、
幼
稚
園
が
3

歳
か

ら

5

歳
ま
で
1
6
1

人
。
保
育
園
の
入

園
年
齢
が
1

歳
か
ら
0

歳
に
、
幼
稚
園

が
5

歳
か
ら
3

歳
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下

げ
ら
れ
、
両
園
に
幅
広
い
年
代
の
子
ど

も
が
通
園
し
て
い
ま
す
。

O
両
園
の
交
流
事
業

両
園
の
交
流
事
業
で
は
、
3

歳
か
ら

5

歳
児
ま
で
の
園
児
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
交
流
会
や
人
形
劇
、
合
同
避

難
訓
練
・
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
両
園
の
園
児
や
教
諭
の
交
流

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

新保育方針に沿った保育を推進

明和保育園長奈良英世

心配された合築施設の運営も、商題もなく 1

年が過ぎようとしています。園児たちは、親の

都合や事情によリ園を選択させられますが、共

通の園庭や遊具で遊んでいる姿が、むしろ自然

かなと思えます。今年度から始まった新保育指

針でも幼保の垣根が低くなっています。今後も

新指針に沿った保育を推進します。

優しく生きる力の基礎を身につけて

明和幼稚園長須藤光江

入園当初の不安そうな顔も今ではすっかり消

え、広い園舎の隅々までが元気な声と甲るい笑

い声でいっぱいです。 3歳から 5歳までの 161

名。みんな遊びの天才。遊びは、数科書のない

総合学習です。友達と楽しく遊ぶ中でさまざま
かっとっ

な聰藤をし、優しくたくましく生きる力の基礎

を身につけてほしいと願っています。

メ
リ
ッ
ト

・
両
園
の
職
員
同
士
が
、
お
互
い
見
え

る
範
囲
で
保
育
内
容
に
つ
い
て
刺
激

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

身
近
で
観
察
で
き
る
だ
け
に
理
解
し

合
え
ま
す
。

・
両
園
の
園
児
同
士
が
、
身
近
に
接
す

る
機
会
が
あ
る
た
め
遊
び
の
面
で
も

刺
激
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
園
舎
の
合
築
に
伴
い
経
費
の
節
減
が

図
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
に
何
回
も
使

用
し
な
い
備
品
等
に
つ
い
て
貸
し
借

り
が
で
き
ま
す
。

・
園
庭
や
交
流
会
な
ど
で
両
園
児
た
ち

の
交
流
が
図
れ
る
と
同
時
に
保
育
士

と
教
諭
の
交
流
も
図
れ
ま
す
。

練習の成果を披露する保育
園児たち

フ
保
育
園
・
幼
稚
園
併
設
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

・
幼
稚
園
の
降
園
時
に
保
育
園
が
昼
寝

の
時
間
の
た
め
、
隣
接
ク
ラ
ス
は
昼

食
後
テ
ラ
ス
に
出
な
い
よ
う
に
し
た

り
、
外
で
遊
具
に
乗
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
手
へ
の

気
遣
い
や
思
い
や
り
で
も
あ
り
ま
す
。

・
園
庭
の
使
用
で
は
、
行
事
等
の
練
習

で
独
占
し
て
使
用
し
た
い
こ
と
も
あ

る
が
、
お
互
い
に
譲
り
合
い
、
曜
日
を

決
め
る
な
ど
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

保育園・幼稚園の保育内容（ 1 日のスケジュール）

保 コ自== 園 l 幼 稚 園

' 7: 30~ 早朝保育園児登園 （月曜日～金曜日） （土曜日）

8: 30~16 • 00 登園・視診・自由遊び・一斉 8: 30 登園 8 • 30 登園
保育・昼食・午睡•おやっ

8:30~14:00 保育・昼食 8:30~11 :30 保育•おやっ
16: 00 降園・時閻延長保育開始

18: 30 峙間延長保育終了 , 14: 00~ 降園 11 : 30~ 降園

※保育園 幼稚園とも幼児送迎バス2台で送迎していますので、バス利用者は登・降園の時刻が多少前後します。

(5) 平成13年 3 月 10 日(±)



合理化から 1 年

保護者か らひと

早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
閻
に
1

年
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
育
園
で
親
も
子
ど
も
も
初

め
は
戸
惑
い
も
あ
リ
ま
し
た
が
、
担
任

の
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
が
た
の
心
の

こ
も
っ
た
楽
し
い
保
育
の
お
か
げ
で
子

ど
も
も
伸
び
申
び
と
甲
る
＜
成
長
を

ぅ
叫

し
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
保
育

園
で
過
ご
し
た
大
切
な
時
を
い
つ
ま
で

も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

原

言

美由樹さん

（須賀）

早瀬博子さん

（中谷）

保
育
園

幼
稚
園

元
気
な
保
育
園
児
た
ち

明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

昨
年
6

月
か
ら
保
育
園
内
に
開
設
さ

れ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ

れ
あ
い
保
育
、
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援
、

子
育
て
相
談
な
ど
0

歳
児
か
ら
就
学
前

ま
で
の
お
子
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
交

流
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
が
遊
具
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
る

一
方
、
保
護
者
は
子
ど
も
と
ふ
れ
合
う

だ
け
で
な
く
、
育
児
で
抱
え
る
悩
み
を

互
い
に
相
談
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

育
児
不
安
で
お
悩
み
の
か
た
、
一
人

で
子
育
て
に
悩
ま
な
い
で
皆
さ
ん
と
話

し
た
り
親
子
で
楽
し
く
遊
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

①
ふ
れ
あ
い
保
育

（
水
・
木
午
前
1
0
時
1
1
2
時
）

現
在
、
約
1
2
0

組
の
親
子
が
登
録

し
、
親
子
で
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
歌
、
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

（
月
・
火
・
金
午
前
1
0
時
1
1
2
時
）

ふ
れ
あ
い
保
育
な
ど
で
育
っ
た
育
児

サ
ー
ク
ル
に
、
遊
び
場
、
活
動
の
場

幼
稚
園
・
保
育
園
の
一
体
的
な
新
園

舎
に
入
園
す
る
に
あ
た
リ
、
期
待
と
不

安
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

入
園
し
て
み
る
と
熱
心
な
先
生
が
た

に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
施
設
の
中
で
、

伸
び
伸
び
と
園
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
親
と
し
て
も
安
心
し
て
預
け

て
お
リ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
園
で
の
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
お
リ
ま
す
。

..「

親子で一緒に手遊び：子育て支援センター

発
展
が
望
ま
れ
る

合
築
の
保
育
園
・
幼
稚
園

と
し
て
子
育
て
支
援
室
を
開
放
し
て

お
り
、
現
在
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

③
子
育
て
相
談
（
電
話
・
来
園
）

（
随
時
午
後
1

時
3
0
分
＼4
時
）

お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
何
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

※
①
②
を
ご
希
望
の
か
た
は
、
あ
ら
か

じ
め
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
明
和
保

育
園
内
）
6
聞
7
7
1
1

へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
保
育
参
加
者
の
声

参
加
者
は
「
親
同
士
の
情
報
交
換
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
近
所
に
子
ど

も
が
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
同
じ
年

代
の
子
ど
も
と
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の

友
達
を
つ
く
る
た
め
と
団
体
生
活
に
慣

れ
て
も
ら
う
た
め
参
加
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

一i
 

t
 

幼
稚
園
で
は
、
今
年
度
よ
り
3

歳
か

ら

5

歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
通
園
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
異
年
齢
の
交

流
を
中
心
と
し
た
研
究
を
テ
ー
マ
に
保

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
任
だ

け
で
な
く
職
員
全
員
で
子
ど
も
た
ち
の

情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
楽
し
く
、
魅

力
あ
る
幼
稚
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
に
伴
う
施
設
の
合
理
化
で
、

保
育
園
と
幼
稚
園
が
棟
続
き
で
つ
な
が

っ
た
県
下
初
の
合
築
園
舎
は
、
乳
幼
児

の
健
や
か
な
成
長
を
託
す
町
の
新
拠
点

と
し
、
ま
た
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
ら
れ
る
施
設
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

発
展
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

0
楽
し
く
魅
力
あ
る

幼
稚
園
を
目
指
し
て

竹馬乗りの練習に意欲的な幼稚園児たち

子
ど
も
の
集
団
遊
び
・
情
報
交
換
の
場
に

平成13年 3 月 10 日(±) (6) 



保育園・幼稚園

喜lぶ
ー
＞
―
-
ー
し
T

ノ
主
C
え

T
I
I（

保
育
園
児
）

▼手作りの衣装を着たハムちゃんズバンド
（幼稚園児）

宅
伽
宅
六
き
く
な
あ
れ

保
育
園
＆
幼
稚
園
生
活
発
表
会

園
児
だ
ち
の
1
年
間
の
成
長
の
よ
う
す
を
保
護
者
に
披
露
す
る
「
生
活
発
表

会
」
が
明
和
保
育
園
で
は
2
月
9
日
、
明
和
幼
稚
園
で
は
3

月
3

日
に
合
築
さ

れ
た
園
舎
の
各
遊
戯
室
で
初
め
て
開
か
れ
ま
し
だ
。

保
育
園
で
は
、
0
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
園
児
た
ち
1
3
5
人
が
参
加
。
歌
や

手
あ
そ
び
、
劇
あ
そ
び
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
な
ど
練
習
の
成
果
を
力
い
つ
ば
い
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。
あ
母
さ
ん
は
「
な
わ
と
び
や
手
話
が
練
習
の
結
果
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
の
成
長
の
早
さ
を
感
じ
ま
し
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
だ
。

ま
だ
、
幼
稚
園
で
は
、
3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
園
児
だ
ち
1
6
1
人
が
、

歌
・
合
奏
や
竹
あ
ど

り
、
竹
馬
、
劇
あ
そ
び
、

こ
ま
回
し
な
ど
多
彩
な

催
し
を
一
生
懸
命
に
披

露
し
ま
し
だ
。
あ
父
さ

ん
は
「
子
ど
も
が
見
る

見
る
成
長
し
た
の
が
実

感
で
き
ま
し
だ
。
ま
だ
、

子
と
も
が
真
剣
に
な
っ

て
演
じ
だ
姿
に
感
動
し

ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
だ
。

両
園
の
発
表
会
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
か

わ
い
い
演
技
や
成
長
の

姿
に
、
あ
父
さ
ん
や
あ

母
さ
ん
な
ど
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
る
な

ど
親
子
で
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

、
ぶ
凩

-* 

\ ぢ
9
,叱

i
匁
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r
R
.
 

(7) 平成13年 3 月 10 日(±)



シリーズ税

アルファビックスで体と心をリフレッシュ

加
入
者
全

国
民
健
康
保
険
に

加
人
す
る
か
た

税
金
を
納
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
私

だ
ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て

い
く
だ
め
に
必
要
で
、
町
民
の
か
だ
が

安
全
で
豊
か
な
生
活
を
営
ん
で
い
だ
だ

く
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

税
金
の
制
度
は
、
複
雑
で
分
か
り
に

く
い
内
容
で
す
が
、
町
税
に
つ
い
て
一

層
の
ご
理
解
を
い
だ
だ
け
る
よ
う
何
回

か
に
分
け
て
説
明
し
だ
い
と
思
い
ま

す
。
合
回
は
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

会
社
等
に
勤
め
て
い
る
か
た
で
、
そ

の
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
人
が
住
所
地

の
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

納
税
す
る
か
た

世
帯
主
の
か
た
が
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
世
帯
主
の
か
た
が
町
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、

家
族
の
中
に
国
保
の
加
入
者
が
い
れ
ば

国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
が
納
め
な

員
で
支

所得割： （所得金額ー33万円） X6.8%

資産割：固定資産税X45%

均等割：被保険者 1人につき 14,000円

平等割： 1 世帯につき 14,000円

の合計が医療分の税額となL）ます。

最高で530,000円となリます。

医
療
分
と
介
護
分
を
別
々
に
計
算
し
ま

す
が
、
納
付
書
は
一
緒
に
な
り
ま
す
。

医
療
分
…
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等

割
•
平
等
割
か
ら
算
出
さ
れ
ま
す
。

税
率
は

年
8

回
の
納
入
で
す
。

(
7
.
8

9
.
1
0
.
1
1
.
1
2
.
1
.
2月
）

納
期
は

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

）
の
ほ
か
、
課
税
に
あ
た
り
ま
し
て

不
明
な
点
は

税
務
課
ヘ

※
平
成
1
2年
度
か
ら
介
護
保
険
分
が
課

税
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険

税
と
一
緒
の
課
税
で
、
納
入
通
知
書
も

一
緒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

所得割： （所得金額ー33万円） X0.7%

資産割：固定資産税X5%

均等割 被保険者 1 人につき4,000円

平等割： 1 世帯につき3,000円

の合計が介護分の税額となリます。

最高でワ0,000円となリます。

介
護
分
…
医
療
分
と
同
様
に
、
所
得

割
・
資
産
割
・
均
等
割
•
平
等
割
か
ら

算
出
さ
れ
ま
す
。

え
合
う
国
慄

平成13年 3 月 10 日(±) (8) 



国民健康保険税
露諏喩啜，，誓］韓覆老

納期限を守ってみんなの国民健康保険を守っていきましょう．I

明和町一人当たりの医療費と国保税の推移

匿ロコ

163 
160 

98 

96 

94 

92 

90 

ー
90 

Hワ

188 

92 

H8 

200 

95 

H9 

9ワ

H10 

は
、
所
得
の
状
況
に
よ
る
軽
減
措
置
も

あ
り
、
加
入
世
帯
に
よ
り
色
々
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
度
途
中
の

異
動
に
よ
り
国
保
に
加
入
・
離
脱
さ
れ

た
か
た
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
月
割
り

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
国
民
健
康
保

険
税
と
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
運
営
資
金
の

中
か
ら
皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
た
費
用
の
7

割
を
支
払
っ
て
い
ま

す
。医

療
費
は
今
後
も
増
え
続
け
て
い
く

で
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
の
こ
と
で
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
税
務
課

6
閣
3
1
1
1
（
内

線
3
4
4
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
~
〇
L
v
 

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
保
財
政
は
、

加
入
者
・
私
た
ち
町
民
全
体
の
共
通
の

財
産
で
す
。
国
保
加
入
者
全
員
が
責
任

を
持
っ
て
国
保
税
を
納
め
、
国
保
財
政

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
関
心
を

持
っ
て
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ

。

ぷ
ノ

国
保
は
共
通
の
則
産

明和町の国保税の収納率の推移

※
国
保
税
の
収
納
率
も
年
々
下
が
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
全
員
で
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

% 

98 

96 

94 

92 

96.6 

95.4 

96.2 

95.3 

日7 H8 H9 H10 H 11 年

国
保
説
の
未
納
者
に
対
し
て
は

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
者
の
か

た
に
対
し
て
、
法
令
に
よ
っ
て
そ
の
罰

則
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
3

割
の
個
人
負
担
で
済
み
ま
し
た
が
、
未

納
期
間
に
応
じ
て
一
時
全
額
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(9) 平成13年 3 月 10 日(±)



平
成
認
年
4

月
1

日
か
ら
老
齢
基
礎
年

金
の
繰
上
げ
減
額
率
お
よ
び
繰
下
げ
増
額

率
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

《
繰
上
げ
減
額
率
の
改
正
》

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
6
5

歳
で
す
が
、
6
5
歳
前
か
ら
繰
上
げ
受
給
を

希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
繰
上

げ
受
給
を
希
望
し
た
場
合
に
は
、
6
5
歳
か

ら
支
給
さ
れ
る
べ
き
年
金
額
か
ら
一
定
率

（
減
額
率
）
で
減
額
さ
れ
た
額
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
、
現
在
請
求
時
の
年
齢

に
応
じ
て
年
単
位
で
設
定
さ
れ
て
い
る
減

額
率
を
月
単
位
と
し
、
繰
上
げ
月
数
が
増

え
る
ご
と
に
、

1

月
当
た
り
閲
％
減
額
率

を
増
や
す
方
式
に
な
り
ま
し
た
。

《
繰
下
げ
増
額
率
の
改
正
》

本
人
の
希
望
に
よ
り
、
6
6
歳
以
後
に
繰

下
げ
て
受
給
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

繰
下
げ
受
給
の
申
し
出
を
し
た
場
合
、
6
5

歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
べ
き
年
金
額
に
一
定

率
（
増
額
率
）
で
増
額
さ
れ
た
年
金
額
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
繰
下
げ
期
間
を
月
単
位

(
6
6
歳
以
後
）
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
、
繰
下
げ
月
数
1

月
当
た
り
の

増
額
率
は
紅
％
と
な
り
ま
す
。

《
新
制
度
の
適
用
対
象
者
は
》

9
9
,
'
,
'

ー

'
,
9
,
'
,
1，
｀
f
舟
芯
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i
住
民
課
内
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7
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喜
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9
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'
·
r
;
9
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'
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A
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1
,
9
9
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倍
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魯
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窯
’
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§
\
，
．
魯
ぎ

こ
の
新
し
い
減
額
率
．
増
額
率
は
と
も

に
、
平
成
1
3
年
以
降
に
6
0
歳
に
達
す
る
人

（
昭
和
1
6
年
4

月
2

日
以
降
生
ま
れ
）
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
昭
和
1
6
年
4

月

1

日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
改
正
前
の
率
が

適
用
と
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
減
額
率
．
繰
下
げ
増
額
率
が
改
正
さ
れ
ま
す

国民年金マスコット

「ねんきん舞ちゃん」

斗合田 li 4月 11 日（水）午後噂：：斗合田夏落センター
下江果 ～9峙

上江黒

千津井

江
田

南大島

新
中
梅
川
須
／
二
大

矢

□

島

里
谷
原
俣
賀
二
輌

入ケ谷

島

町
で
は
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
ふ
る

さ
と
を
築
く
た
め
に
、
各
地
区
に
町
長
以

下
各
課
長
が
出
向
き
「
町
政
地
区
別
懇
談

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町

政
の
現
況
と
平
成
1
3
年
度
事
業
概
要
を
ご

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ひ
ざ
を
交
え

た
対
話
を
通
し
、
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
生

の
声
を
町
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
開

催
す
る
も
の
で
す
。

各
地
区
の
集
会
施
設
に
お
い
て
日
程
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

町政地区別懇談会日程表

13日（金）

16日（月）

18日（水）

20日（金）

23日（月）

27日（金）

5月7日（月）

9日（水）

11 日（金）

ん
／

ん
／

ク
ク
ル
／

1

み

み
‘

ん

東小学校体育館

江口集落センター

-= 
南大島集落センター

= 
中央公民館講堂

中谷住民センター

梅原集落センター

須賀公民館

烹竺

大輪転作侶進研修胸設

矢島公民館

町
政
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

大佐貫
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平
成
1
3
年4
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険

額
が
決
定
し
ま
し
た
。
定
額
保
険
料
は
月

額
l
3

、

3
0
0

円
に
、
付
加
保
険
料
は
1

3
、

7
0
0

円
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

な
お
、
前
納
額
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

定
額
の
1
2か
月
前
納
は
1
5
6

、

7
7
0

円

に
、
付
加
の
1
2か
月
前
納
は
1
6
1

、

4
8

0

円
で
す
。

9
1
,
t
'
9
,
"
,
'
,
'
,
9
:
'

品
｀如

内
線
3
3
7
{

ー
~
9
9
,
9
9
9

ゞ
＇
ー
，
＇
，

K
柑

a
3
＼
ば
h
[＂
囚
心
，
t
u
c

i
ゞ
g

.
9
,
9
9

い
，
＂
＇h
t
か
心

h
c
a

じ
に
ぃ
，
；

9，
"
f

'
,
9
9
,
9
,
'、
も

平
成
1
3年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
額
が
決
定
し
ま
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
集
合
徴
収
を
行
い

ま
す
。
今
回
は
、
平
成

1
2年
度
保
険
料
を

対
象
に
行
い
ま
す
。

年
度
途
中
に
国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金

な
ど
に
移
っ
た
人
も
、
国
民
年
金
保
険
料

が
納
め
忘
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
納
付
書
が
な
い
場
合
は
、
役
場

で
再
発
行
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

、
。

じ
＞◇

日
時

3

月
2
2
日
因
受
付
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
8

時
ま
で

◇
会
場
役
場
第

2

庁
舎
1

階
第
4

会
議

室
※
集
合
徴
収
当
日
以
外
に
も
、
随
時
役
場

や
金
融
機
関
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

集
合
徴
収
を
行
い
ま
す

平成13年 3 月 10 日(±) (10) 
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町
で
は
、
車
い
す
を
必
要
と
す
る
障
害

者
お
よ
び
高
齢
者
等
の
外
出
支
援
を
図
る

た
め
、
福
祉
車
両
（
シ
ー
ト
昇
降
装
置
付

き
自
動
車
）
の
貸
し
出
し
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
車
両
は
「
め
い
わ
福
祉
号
」
と
言

い
、
電
動
に
よ
る
座
席
の
昇
降
に
よ
り
、

車
い
す
か
ら
の
乗
り
降
り
が
簡
単
に
で
き

る
よ
う
改
造
さ
れ
た
車
両
で
、
障
害
者
や

高
齢
者
等
の
通
院
や
買
物
な
ど
日
常
生
活

の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、
行
事
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

で
き
る
よ
う
貸
し
出
し
を
す
る
も
の
で
す
。

◇
対
象
者
（
町
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
か
だ
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
車
い
す

で
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
た

心
身
に
障
害
が
あ
る
た
め
自
立
困
難
な

人
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
が
、
毎
月
掛

金
を
納
め
て
万
が
一
の
時
に
残
さ
れ
た
心

身
障
害
者
に
、
一
生
涯
終
身
年
金
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

◇
加
入
で
き
る
条
件

①
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

②
特
別
な
疾
病
障
害
を
有
し
な
い
こ
と

③
年
齢
が
6
5歳
未
満
で
あ
る
こ
と

◇
心
身
障
害
者
の
範
囲

①
知
的
障
害
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
の

1

級
か
ら
3

級

の
か
た

'
&
 

一
保
健
福
祉
課

一
内
）

{
It
ー
，1，
i
9
1
;

i,
1
,
;

②
高
齢
の
た
め
、
車
い
す
で
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
る
か
た

③
傷
病
等
で
一
時
的
に
車
い
す
で
日
常
生

活
を
送
っ
て
い
る
か
た
（
対
象
者
と
行

動
を
共
に
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
家
族

等
も
め
い
わ
福
祉
号
に
同
乗
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

◇
借
用
手
続
き

借
用
し
よ
う
と
す
る
日
の

1

週
間
前
ま

で
に
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
へ
、
印
鑑
持
参
の
う
え
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
費
用

借
用
の
費
用
は
無
料
で
す
が
、
燃
料
費

は
借
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
借
用
回
数
あ
よ
び
期
間

月
2

回
以
内
と
し
、
1

回
に
つ
き

3

日

③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な
障
害

を
有
す
る
か
た
で
、
そ
の
障
害
の
程

度
が
①
と
②
と
同
等
の
か
た

◇
共
済
年
金
の
支
給

•
1

口
月
額

2

万
円

.. 
2

ロ
・
・
月
額4
万
円
·

◇
掛
金
額
下
記
の
と
お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
安
心
な
障
害

掛金表（平成 13年2月 1 日現在）

加入時の年齢 1 掛金刀額
35歳未溝 3,500 円

王竺上40歳未満 1 4,500 円
40歳以上45歳未満 6,000円

7,400 円

ぶ900 円

),800 円
---------1 —----

60歳以上65歳未滴 13,300円

^"\~',‘ 

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
姻
4
9
2
6

l
ii 

電動により座席が昇降する車両

言

N
s
"
E』豆
一
布
年
t
〖
温
一
＿
＿
＿

E
E
3面
teこ
ヰ
るEt
n
"

以
内
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課

者
扶
養
共
済

（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

内
）
へ
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

ヽ

'
0

し
＞
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
）
i

C
姻
4
9
2
6
-

~
こ
9
,
,
9
,
,
;
;
9
,
i

江
戸
蒋
世
給
臨
画
展

中
央
公
民
館
で
は
、
町
内
在
住
の
関
根

芳
夫
氏
作
に
よ
る
江
戸
浮
世
絵
臨
画
展
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◇
開
催
期
間

4

月
7

日
田
＼
1
4日
山

◇
会
場
中
央
公

民
館
展
示
室

◇
内
容
江
戸
の

庶
民
文
化
を
現

代
に
伝
え
る
浮

世
絵
4
2点
を
展

示
し
ま
す
。

◇
入
場
料
無
料

中
央
公
民
館

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
資
格
者
証
は
、

町
内
6
0歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
交
付

し
て
い
ま
す
。
入
場
の
際
、
資
格
者
証
を

提
示
さ
れ
ま
す
と
入
場
料
が
無
料
と
な
り

ま
す
。

資
格
者
証
の
交
付
を
ご
希
望
の
か
た
は
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
）
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者

は
資
格
者
証
の
交
付
申
請
を(11) 平成13年 3 月 10 日(±)
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町
で
は
、
障
害
な
ど
の
原
因
に
よ
り
一

般
就
職
が
困
難
な
か
た
を
対
象
に
、
障
害

者
福
祉
作
業
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
福

祉
作
業
所
と
は
、
屋
内
外
に
お
け
る
軽
作

業
な
ど
を
通
じ
て
、
就
職
の
た
め
の
基
礎
的

技
能
訓
練
、
日
常
生
活
や
集
団
生
活
に
必

要
な
訓
練
等
を
行
う
町
の
福
祉
施
設
で
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
や
、
利
用
に

つ
い
て
の
相
談
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
所
在
地
千
津
井

2
9
1

（
東
小
学
校

北
側
）

―
ー
―
―
二
！
」
＇9、
i

保
健
福
祉
課

内
）

政町
役

在
宅
の
障
害
者
等
が
外
出
時
に
タ
ク
シ

ー
を
利
用
す
る
場
合
、
料
金
の
一
部
を
補

助
す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
申

請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
.
2

級
の
か
た

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

③
7
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

④
7
0
歳
以
上
と
他
方
が
6
5
歳
以
上
の
二
人

暮
ら
し
世
帯

⑤
母
子
・
父
子
家
庭
世
帯

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯

⑦
町
実
施
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
事
業
に
登
録

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

特
別
永
住
者
と
し
て
永
住
し
て
い
る
か

た
な
ど
で
、
元
軍
人
軍
属
等
の
皆
様
に
弔

慰
金
・
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者
昭
和
1
2
年
7

月
7

日
以
後
の

公
務
傷
病
に
よ
り

①
昭
和
1
6
年
1
2
月
8

日
以
降
死
亡
さ
れ
た

か
た
の
遺
族

さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者

※
①
②
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
か
た

※
③
＼
⑦
に
つ
い
て
は
、
4

輪
自
動
車
を

保
有
し
て
い
な
い
世
帯

◇
補
助
額

運
賃
の
う
ち
基
本
料
金
を
補
助

◇
利
用
券
の
交
付

対
象
者
一
人
に
つ
き
年
間
4
0
枚
交
付

（
年
度
の
途
中
申
請
は
月
割
交
付
）

◇
利
用
万
法

タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
に
身
体
障
害
者
手

帳
等
を
提
示
し
、
利
用
券
1

枚
を
渡
し

②
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
か
た

③
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
か
た
の

遺
族

◇
支
給
内
容
上
記
の
①
ま
た
は
③
に
該

当
す
る
か
た
は
弔
慰
金

2
6
0

万
円
、

②
に
該
当
す
る
か
た
は
見
舞
金
等
4
0

0

万
円

◇
請
求
期
間
平
成
1
3
年
4

月
1

日
＼
平

成
1
6年
3

月

3
1日

◇
請
求
窓
ロ
・
問
い
合
わ
せ

課
高
齢
福
祉
係

福
祉
作
業
所
の
入
所
者
を
募
集
し
ま
す

◇
対
象
者
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
満

1
5
歳
以
上
の
一
般
就
職
が
困
難
な
障
害

者
等

HOT NEWS 

場合豪（84)3111 

保
健
福
祉
課

内
）

保
健
福
祉

弔
慰
金

• 

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

e
閥
4
9
2
6

4t 

て
く
だ
さ
い
。

◇
利
用
で
き
る
タ
ク
ジ
ー

川
俣
交
通
、
多
々
良
タ
ク
シ
ー
、
合
同

タ
ク
シ
ー
、
つ
つ
じ
タ
ク
シ
ー
、
日
本

中
央
タ
ク
シ
ー
、
す
み
れ
タ
ク
シ
ー
、

朝
日
タ
ク
シ
ー

※
申
請
を
希
望
す
る
か
た
は
、
地
区
民
生

委
員
ま
た
は
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
対
象
者
は
申
請
く
だ
さ
い

`.;9、、t、‘心がぶ吟約が＇ぷふ谷＾K'：：ふ冷、＼ふ‘，，，ー：：吟兌‘吟汐；t＇ぷぷぷふ：：ふ、、オ、‘rふ‘吟吟吟吟が＇ぷぷぶよぶ、ゞ心、文心吟幻吟ダ；が＇ぷぷぷ‘タ：：ペ，、冷、冷、‘，，，ー：：吟吟吟が•’ぷぷよぶ、唸ふ‘a•ぶ‘吟吟約名が＇名ぷ，ふク、

農地利用集積促進奨励金
経
済
課

（
利
用
権
設
定
の
再
設
定
、
農
作
業
受

委
託
ご
受
け
手
が
認
定
農
業
者
を
対

象
）

※
詳
し
い
こ
と
は
経
済
課
ヘ

10a 当たり単位：円

農作業
受委託

新規設定

2,000 

農
地
利
用
集
積
促
進
奨
励
金
に
つ
い
て
、

新
規
設
定
は
貸
し
手
、
再
設
定
は
借
り
手

（
た
だ
し
、
認
定
農
業
者
）
が
支
給
対
象
で

す
。 農

地
の
借
り
手
・
貸
し
手
に

奨
励
金
が
支
払
わ
れ
ま
す

平成13年 3 月 10 日(±) (12) 



町
で
は
魅
力
あ
る
番
組
づ
く
り
の
だ

め
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
加
入
者
か
ら

2
0
0

人
を
無
作
為
に
拙
出
し
、
1

月

1
1日
か
ら

1
9日
ま
で
電
話
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

集
計
し
だ
結
果
、
定
時
放
送
は

7
4
%

の
か
た
が
聞
い
て
い
る
と
答
え
、
放
送

時
間
に
つ
い
て
は
変
更
の
要
望
は
、
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
だ
。
ま
だ
、

番
組
内
容
は
音
楽
番
組
等
の
要
望
が
多

＜
、
こ
れ
か
ら
の
番
組
づ
く
り
に
反
映

し
て
い
き
だ
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
い

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
あ
り
で
す
。

3

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
定
時
放

送
だ
け
で
な
く
、
自
主
番
組
も

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
オ
フ

ト
ー
ク
は
い
つ
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
役
場
企
画
課
へ
お
商

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 2 定時放送を聞いていますか？
問 4 自主番組を聞いていますか？

定時放送 自主番組

160 

140 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

゜ 聞いている 聞いていない

問 6 自主番組でどんな番組を希望
しますか？

問 1 あなたは何歳代ですか？

1 1 人 6%

9人 5%

問 3 定時放送の時間は何時が適当で
すか？
問 5 自主番組の時間は何時が適当で
すか

問 2 と問 4 で、いいえと答えたかたに聞
きました。なぜですか？

問 3 と問 5 で、時間帯を変更と答えたか
たに聞きました。何時が適当ですか？

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト

貴
重
な
こ
意
見
あ
り
が

こ
ざ
い
ま
し
た

計―-----―| 49 | 1 面―

(13) 平成13年 3 月 10 日(±)
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将来へ向けて決意新たに
中学 2 年生立春式

祝辞を述べる斎藤町長

第
3

回
少
年
立
春
式
が
2

月
3

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行

わ
れ
、
中
学
2

年
生
1
4
7

人
が

将
来
に
向
け
て
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

か
つ
て
元
服
の
儀
式
が
行
わ
れ

た
1
4
歳
を
機
に
、
将
来
へ
向
け
て

志
を
立
て
、
誇
り
と
責
任
を
自
覚

し
て
も
ら
う
の
が
目
的
。
築
比
地

教
育
長
は
式
辞
で
「
自
覚
・
立

志
・
健
康
の
三
つ
を
し
っ
か
り
心

得
て
、
学
習
や
部
活
動
な
ど
に
意

欲
的
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激

励
。
ま
た
、
斎
藤

町
長
は
「
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持

っ
て
正
し
く
判
断

し
行
動
の
で
き
る
、

思
い
や
り
の
あ
る

人
間
に
自
分
自
身

を
育
て
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
生
徒
代
表
の

奈
良
原
慶
子
さ
ん

が
「
2
1
世
紀
を
築

く
、
社
会
の
一
員

と
な
れ
る
よ
う
に

自
覚
を
持
っ
て
一

歩
一
歩
前
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

立春式に臨んだ生徒

若返った気持ちで
郡老人クラブ芸能発表大会

家庭の防火を学ぶ
防災ママさん講習会

2

月
1
5
日
に
明
和
町
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
邑
楽
郡
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能

発
表
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
郡
内
の
会
員
の
親
睦
と
交
流
の

た
め
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
大
会
に
は
郡

内
5

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
4
0
組
。
そ
の

う
ち
町
か
ら
は

8

組
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
大
輪
長
寿
会
の
村
田
た
っ

さ
ん
は
「
今
日
は
1

日
若
返
っ
た
つ
も
り

で
楽
し
く
踊
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
町
で
も

2

月
2
2
日
に
芸
能
発
表

会
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
3
7
組
の
会
員

が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
前
の
芸
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

指導を受けながら消失実習をする隊畏

—召ー～ •,.....~ ～口と吐 ー '’9 99 9 999 99999 99 •• 99 99 99 と ‘a,, 99 9 9 9 99999 99 9, ←^Cヽ~←ン~．ーし~、,.,•一ヽ~ ~• 9, 9ムつ 9 ベ~，．9•99が9•2~---

1 日楽しく踊れるのも健康のおかげ（大綸長寿会）

町
の
婦
人
消
防
隊
で
は
2

月
3

日
・

1
0
日
・
1
7
日
の3

日
間
、
中
央
公
民
館

で
防
災
マ
マ
さ
ん
講
習
会
を
開
催
し
、

3
0
人
の
隊
員
が
組
合
消
防
の
あ
ら
ま
し
、

家
庭
の
防
火
や
救
命
の
基
礎
実
技
、
地

震
に
対
す
る
備
え
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

同
隊
で
は
、

2
7
6

人
の
役
員
を
中

心
に
町
内
の
防
災
活
動
の
一
役
を
担
っ

て
い
ま
す
。
講
師
の
分
署
職
員
か
ら

「
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
電
気
が
原
因
で
の
火
災

が
増
え
て
い
る
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ

い
」
等
と
詳
し
く
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

天
ぷ
ら
鍋
火
災
消
火
実
習
を
し
た
隊

員
は
「
消
火
器
の
使
い
方
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
役
に
立

っ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(15) 平成13年 3 月 10 日(±) 身近な情報をあ寄せください。



■ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
内
6
0歳
未
満
者
の
老

Q
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
館

料
を
無
料
と
し
、
老
若
者
間

の
交
流
を
活
発
に
し
て
は
ど

う
で
す
か

平
成
1
2年
第
1

回
定
例
議
会
で
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
館
料
が
6
0歳
以

上
は
無
料
、
6
0歳
未
満
は
2
0
0

円
の

料
金
設
定
の
条
例
改
正
が
可
決
さ
れ
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
理
由
は
、
施
設

の
相
互
利
用
を
図
る
た
め
と
あ
り
、
こ

の
改
正
だ
と
町
外
者
に
対
し
て
は
優
遇

（
従
来
は
有
料
）
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
町
内
の
若
者

(
6
0歳未
満
）
に

対
し
て
は
従
来
の
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
高
齢
者
の
た
め
の
施
設

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
世

代
間
の
交
流
が
図
れ
る
こ
と
が
よ
り
肝

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
者
の

6
0歳
未
満
の
者

の
入
館
料
を
無
料
と
し
、
入
館
を
促
し

老
若
者
間
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

発
に
し
、
楽
し
い
有
意
義
な
施
設
に
し
た

ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
り
大
切

な
の
は
地
元
住
民
を
優
遇
し
、
世
代
間
の

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
す
。

前
述
の
理
由
に
よ
り
次
期
町
議
会
に

上
程
し
、
審
議
し
て
い
た
だ
き
再
改
正

を
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
取
り

計
ら
い
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
南
大
島
・
男
性
）

6
0歳
未
満
全
員
の
無
料

A

化
は
両
毛
広
域
都
市
圏

市
町
村
の
動
向
等
を
考
慮
し

て
、
必
要
と
な
れ
ば
検
討
し

て
い
き
ま
す

明
和
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
改
正

に
よ
り
、
平
成

1
2年
4

月
1

日
か
ら
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
は
町
外
6
0

歳
以
上
の
者
が

3
0
0

円
か
ら
無
料

に
、
町
外
6
0歳
未
満
の
者

(
6歳
未
満

の
者
は
除
く
）
が
5
0
0

円
か
ら
2
0

0

円
と
な
り
、
町
内
に
居
住
す
る
か
た

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
7

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
両
毛
広

域
都
市
圏
（
群
馬
・
栃
木
の
2
0
市
町
村
）

内
で
の
大
規
模
集
会
施
設
や
運
動
施
設

内
＂
“
内
員oi

な
ど
の
相
互
利
用
の
一
環
と
し
て
、
平

成
1
2年
度
よ
り
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
明
和
町
の
か
た
が
、

両
毛
広
域
都
市
圏
内
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
場
合
も
同
様
に
、
セ

ン
タ
ー
所
在
の
市
町
村
住
民
と
同
額
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
在
住
6
0歳
未
満
の
か
た
の
使

用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
設
置
の

目
的
が
老
人
福
祉
を
充
実
し
、
老
人
の

た
め
の
各
種
相
談
、
健
康
の
増
進
と
教

養
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、

明
和
町
を
含
め
、
両
毛
広
域
都
市
圏
す

べ
て
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

有
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

裔
齢
者
と
若
者
の
交
流
に
つ
き
ま
し

て
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
等

に
限
ら
ず
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
推
進
の
観
点
か
ら
重
要
な
施

策
の
一
っ
で
あ
り
、
現
在
も

6
0歳
未
満

の
か
た
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で

使
用
す
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
使

用
料
の
減
免
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
6
0

歳
未
満
す
べ
て
の
か
た
を
無
料
と
す
る

こ
と
を
議
会
に
上
程
す
る
こ
と
は
、
両

毛
広
域
都
市
圏
の
市
町
村
の
動
向
を
踏

ま
え
、
ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利

用
者
全
体
の
要
望
を
考
慮
し
て
い
き
、

必
要
と
な
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
（
保
健
福
祉
課
）

入札結果
※落札金額には消費税は含まれておりません。

事（業務）名 I 工事卦] （納6

筐60号線 矢島・
麦補修工事 1 外 1

I 

直66号外 1 線 1 大輪土
走補修工事 I 

--- -- I 

t2-332号外 1 線 I
各改良工事 1 梅原士
-------l--
筐2-329号線 1 田島土
胄整備工事 1 

訓総合運動場 1 大釦
多工事

！活動支援設備整 1

三※工事中は、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い
いたします。

群
馬
の
未
来
は

春
の
全
圃
交
遍
安
全
逓
戴

r
 

一一一一一一一
◇
期
間
4
月
6

日
⑯
5
1
5日
⑲

一
◇
ス
ロ
ー
ガ
ン
事
故
の
な
い

一
◇
運
動
の
重
点

一
ー
子
ど
も
、
特
に
新
入
学
（
園
）
児

一一
童
の
交
通
事
故
防
止

一一
運
転
者
は
、
通
学
（
園
）
路
、
公
園
、

一一
遊
園
地
等
の
周
辺
道
路
で
は
、
子
ど

ー
も
が
突
然
道
路
に
出
た
り
す
る
こ
と

一i
が
あ
る
の
で
、
い
つ
で
も
危
険
を
回

一
避
で
き
る
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

一一-
2
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

ー
自
転
車
の
運
転
者
は
、
右
·
左
折

一
ゎ
き
一
す
る
車
の
動
き
、
脇
道
か
ら
出
て
く

一r. 

あ
な
た
か
ら

る
車
な
ど
に
注
意
し
、
一
時
停
止
や

信
号
は
絶
対
に
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
夜
間
で
は
、
必
ず
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

3

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

運
転
者
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正

し
く
着
用
す
る
と
と
も
に
、
助
手
席

や
後
部
同
乗
者
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
正
し
い
着
用
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

L---------------------------------.J 

平成13年 3 月 10 日(±) (16) 



田口和晴さん

（須賀）

金子多勝さん

（入ケ谷）

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
の
平

成
1
2
年
度
永
年
勤
続
役
職
員
表
彰
伝
達

式
が
2

月
9

日
、
館
林
市
役
所
で
行
わ

れ
、
本
町
須
賀
の
田
口
和
晴
さ
ん
、
入

2

月

1
5
日
、
伊
勢
崎
市
文
化
会
館
で

開
か
れ
た
県
消
防
大
会
の
席
上
で
、
小

寺
知
事
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
、
本
町
の
明
和
消
防
団
が
日
本
消
防

協
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
消
防
団
は
、
日
ご
ろ
か
ら
規
律

が
厳
正
で
技
能
に
熟
達
し
、
さ
ら
に
消

防
施
設
の
充
実
に
努
め
、
そ
の
成
績
が

特
に
優
良
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
功
績

が
実
り
、
今
回
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

同
団
は
、

9
3名
の
団
員
で
組
織
さ
れ
、

田
口
和
晴
さ
ん

. 

農
業
共
済
事
業
の
永
年
勤
続
表
彰

住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
火
災
か

ら
守
る
と
と
も
に
、
災
害
に
よ
る
被
害

を
軽
減
す
る
な
ど
の
任
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

関
口
章
夫
団
長
は
「
管
理
者
を
は
じ

め
諸
先
輩
の
ご
指
導
お
よ
び
団
員
の
協

カ
の
も
と
、
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

き
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ

ら
に
町
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
地
域
防
災
の
た
め
、
団
員
一
丸
と
な

り
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

金
子
多
勝
さ
ん

明
和
消
防
団

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

ケ
谷
の
金
子
多
勝
さ
ん
が
群
馬
県
農
業

共
済
大
会
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
は
、
損
害
評
価
員
や
佐
貰

地
区
委
員
長
の
要
職
を
1
0
年
以
上
、
ま

た
、
金
子
さ
ん
は
損
害
評
価
員
や
佐
貰

地
区
入
ケ
谷
支
部
長
の
要
職
を
1
0
年
以

上
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

2

人
と
も
農
業
共
済
事
業
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

心'"···

一連の功績が実り栄誉に輝いた明和消防団の皆さん

心◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊蛉●◇●◊♦◊♦…………◊♦◊♦◊♦◊♦◇●◊代●◇●◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◇●◇代●◇●◊♦◊♦◊♦◊♦◊●O♦
oｷ 

; D~ 
t ェントリーNo.10 .、 さ―....‘ ー：｀ロ レジピ : 
i 「ケーキすし」 ¢全：こ←‘‘、三訂 畠言贔言り汀言°布、酒を入：: 写真中央の 1 品 こ ＼ニン塁｀ I -~言乍；。わせ酢をふリ入れ、t

I [:]l：し喜＊言□;ii/1 こ：；ジゞでロニ9 ④］；：；□三□＼：：I 
s 酔 大さし‘3~4 甜 3個 ⑤サヤは色よく青ゆでし、斜め細切 : : 砂糖 大さし‘2 塩 少々 へ＇：ご鬱ここ雙： ＜二鵞洩:ヽ▲ リ、生姜もせん切りにする。 こ
s 塩 小さじ 1 サラダ泊 適宜 ⑤ケーキ丸型にサランラップを敷き、 乞
S れんこん 80g ゆでエビ 8尾 —\S ~ すし飯の半量をつめる。 乞

：口{i]言：姜::: Cook\nq«ミ—⑦[1``::; : し季しと ここ 被せ軽く押した後、切り分ける。一
---こ

！で言讐雪ょ・レッシこ竺三三三→しぅり：コば言り、こ［：＇~突く: 言2]言誓竺言二ょ （叩家のひなま四／―四＂一虞贔詞言塁］ : : 自主番組でも放送されます。 --~- 二:--一 付けしてください。
ロ叱

*o.◊♦◇●◊♦◊♦◊♦◇●◊♦◊♦◊♦◊●◇●◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊●◇●◊♦◊♦◊♦◇●◊♦◊♦◊♦◊♦◇●◊♦◊♦◊♦◇●◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◇●◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◇●(, 
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元気で健やかにすこせるように

はつらつふれあい教室日程表

〈期日〉

平成 13年 3 月 12 日（月）

4 月 2 日（月）

5 月 7 日（月）

6 月 11 日（月）

7 月 9 日（月）

8 月 6 日（月）

9 月 3 日（月）

〈時閻〉午前 10峙～ 1 1 時30分

〈場所〉保健センター

〈内容〉体操・ツボ療法・作業療

法・手工芸・季節行事等

家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
、
み
ん
な

と
楽
し
く
体
操
や
ツ
ボ
療
法
、
作
業
療

法
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
t
Jo

参
加
希
望
者
は
、
3

月
中
に
保
健
福

祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
あ
、
希
望
者
は

随
時
見
学
が
で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
あ
尋
ね
く
だ
さ

¥
o
 

し

リ
つ
レ
ッ
シ
コ
し
ま
せ
ん
ガ
？

平6'f 13 年度乳幼児健診のお知らせ
乳幼児健診は、あ子さんの発育•発達を診るのに大切な健診ですから、必ず受けましょう。

・期 日下表のとあり

・受付時間午後 1 時～ 2 時

・場 所保健センター

・内 容問診→身体計測→診察→歯科相談・フッ素塗布（希望者）
→保健指導（育児相談・栄養相談等）

※受診の際は、母子手帳を必ずあ持ちください。

平成13年度乳幼児健診予定表

ロ早成13年~~.1oa.i6J=I 1_~a: 7,1=113 a: s~?.B :g~ 13 a; ~o,1=111 ~; 11,1=1s ~ I 1 2,1=1 13aj平成 14年包皇皇＿ 4月 12 日jiビ旦 10 日」f\6 月 14 日 117月［ど］8月9 日！i，旦 13 日，l！］占0月 11 日 :!11 月 8 日ii 12月 13 日 li 1 月 10 日 II2月 14 日 ll3月 14 B"
生後 !1 年月生年月生年月生年月生年月生年月生年月生年月生年月生年月生年月生年月生
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12. 9 
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1 1 4
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2

 

1

1

1

 
1 1 5
 

26 日（月）

16 日（月）

21 日（月）

25 日（月）

23 日（月）

20 日（月）

17 日（月）

2

1

6

6

 

ノ

.... 3

2

2

1

 

1

1

1

1

 

平成 13年 10月 1 日（月）

13. 3 

12.12 

12. 7 

11. 7 

22 日（月）

11 月 5 日（月）・ 19 日（月）

12月 3 日（月）・ 17 日（月）

平成 14年 1 月 21 日（月）

2 月 4 日（月）

3 月 11 日（月）・ 25 日（月）

4

1

8

8

 

.... 3

3

2

1

 

r

、
、
、

28 日（月）

25 日（月）

13. 5 

13. 2 

12. 9 

11. 9 

13. 6 

13. 3 

12.10 

11. 10 

町
で
は
、
平
成
1
2
年
5

月
よ
り
「
は

つ
ら
つ
ふ
れ
あ
い
教
室
（
機
能
訓
練
教

室
）
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教

室
は
、
介
護
保
険
要
介
護
認
定
で
非
該

当
・
要
支
援
に
な
っ
だ
か
だ
や
、
虚
弱

高
齢
者
等
を
対
象
に
、
元
気
で
健
や
か

な
老
後
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
開

催
す
る
も
の
で
す
。
参
加
希
望
者
は
、

ふ
る
っ
て
あ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

13. ワ

13. 4 

12.11 

11. 11 

13. 8 

13. 5 

12.12 

11.12 

13. 9 

13. 6 

13. 1 

12. 1 

13.10 

13. 7 

13. 2 

12. 2 

13.11 

13. 8 

13. 3 

12. 3 

平成13年 3 月 10 日(±) (18) 



体育功労者を
表彰します

町体育協会では、一層のスポーツ振興を図るた

め、表彰規程により、該当者を表彰します。該

当されるかたは、社会体育館へご連絡ください。
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八
，

ヽ

〔
競
技
優
秀
者
〕

◇
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
で
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県

記
録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上

に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

◇
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上

で
優
秀
な
成
績
（
関
東
大
会
3

位
以

内
、
全
国
大
会
6

位
以
内
）
を
収
め

た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◇
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
4

月

1

日
か
ら
翌
年
3

月

3
1
日
ま
で
と
し

ま
す
。

〔
功
労
者
表
彰
〕

◇
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
功
績

の
あ
っ
た
者

◇
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者

た
だ
し
、

5
0歳
以
上
の
者
と
し
ま
す
。

◇
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者

〔
感
謝
状
〕

◇
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
お
よ
び
理

事
〔
特
別
賞
〕

◇
そ
の
年
の
4

月
1

日
か
ら
翌
年
3

月

3
1
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ
ア

大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日
本

代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者

表
彰
規
程

春の青少年健全育成運動
3月 16 日（金）～4 月 15 日（日）

推進目標

～心豊かでたくましい青少年に～

•新たな生活にチャレンジを！

•青少年がすこやかに育つ環境を！
.. 

--ノし9j 

優
勝
ク
イ
ー
ン
ズ

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

第
1
6回
協
会
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
こ
れ
ら
の
表
彰
を
受
け
る
場
合
は
、

い
ず
れ
も
町
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の

各
種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
町
内
の

各
学
校
長
の
推
薦
が
必
要
と
な
り
、
選

考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
、
正
副
理

事
長
、
指
導
部
正
副
部
長
で
構
成
）
で

決
定
し
ま
す
。

/ 変更※ 科人 • 祝日‘ 

日 り晶' I I ま匹

す孟 讐
の 1 

当i] ] 
しでが

てかでt 担門

番 I ~ ~ 
てだ＜ ^ 科内
さ・

医 ぃ゜ 叶
畠

\ 
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子育てサポート連続
講座十 1 講演会

館林保健福祉事務所
ft (72) 3230 

館林保健福祉事務所では、子育て

ボランティアの活躍の場を広げるた

め講演会を開催します。

◇日時 3 月 19 日信）午後 2 時～ 4 時

◇場所館林市文化会館小ホール

◇講師神奈川県児童医療福祉財団

子育て支援事業総括コーデイネー

ター 菅井正彦氏

◇参加費無料

◇定員 200名

◇申し込み 3 月 16 日面までに館林

保健福祉事務所へ

ふれあい看護体験 l

館林厚生病院
fl (72) 3140 

5 月 12 日は看護の日です。‘看護の

心をみんなの心に’をメインテーマ

に次の各施設では「ふれあい看護体

験」に参加されるかたを募集してい

ます。

白衣姿で 1 日看護体験をしてみま

せんか。

◇施設名・時期・人員

館林厚生病院 5 月中旬 10名

蜂谷病院 5 月中旬 2~3名

記念病院 5 月下旬 4 名

新橋病院 6 月中旬 2 名

慶友病院 6 月中旬 2 名

◇申し込み 4 月 13 日⑤までに、は

がきかFAXで氏名、自宅の電話

番号を記入のうえ、館林厚生病院

〒 374-8533 館林市成島町262-1

多田幸子宛へ FAX (72) 5445 

緑化

`,"“"幽し9

講

r

i

l
)

、

座

県緑化センター
合 (88)7188

◇テーマ春の庭仕事
◇日時 3月 22 日（木） 午前 10時～正

午（雨天決行）

◇場所 群馬県緑化センター（邑楽町）

◇講師 グリーンアドバイザー（樹

木医） 熊倉弘先生
◇募集人員 50名

◇費用無料

◇申し込み県緑化センターへ

P R T R 説明会 l
) 

県庁環境保全課
合027(226)2833

特定化学物質の環境への排出量の

把握等及び管理の改善の促進に関す

る法律 (PR TR法）が平成11年に

公布されました。平成13年 4 月から

各事業者が対象化学物質の年間排出

量を毎年度、自ら把握し、 14年 4 月

から届出が開始される予定です。

そこで県では、事業者による排出

量の算出方法や届出方法などについ

て事業者を対象にした説明会を開催

します。

◇対象 事業者、市町村関係者、

一般のかた

◇日時 4 月 10 日因午前10時30分

～午後 4 時

◇会場東毛学習文化センター

◇内容 PRTR法の概要等

◇参加費無料

◇申し込み往復はがきで 3 月 30 日

圏までに地区名を「太田地区」と

明記し、事業所名、住所、担当者

名、参加希望人数、電話、 FAX

番号を記入のうえ、〒371-8570 前

橋市大手町 1-1-1 群馬県環境保

全課北村宛に郵送してください。

平成13年から雇用保険

制度が大きく変わりまか
ハローワーク館林

合 (75)8609

改正の要点
◇「一般の離職者」であるか「倒

産、解雇等により離職したもの」
であるかにより、給付日数が異

なる仕組みになります。

◇育児休業給付、介護休業給付の給

付率が40％となります。

◇雇用保険料率が、 4 月以降の期間

にかかる保険料から変更になりま

す。（一般15.5/1,000 農林水産

•清酒製造業17.5/1,000 建設業

18. 5/1, 000) 

◇パートタイム労働者、登録型派遣

労働者の適用基準が緩和されま

す。

◇離職証明書等の様式が変わりま
す。・

◇教育訓練給付の支給上限額が30

万円となります。

※詳しくは、ハローワーク館林（館

林公共職業安定所）へ

板倉町「生涯学習とまちづ
くり研究大会」記念講演

板倉町教育委員会生涯学習推進室
合 (82)1111

◇演題 「森は海の恋人」～リアス
の浜辺から～

◇講師畠山重篤氏
かき

山に木を植える気仙沼の牡蠣養
殖の漁師たち。なぜ、漁師たちは

山に木を植えるのか。その植林活

動は小学校 5 年生の社会科で大き

く紹介されています。「森は海の

恋人」この言葉は今や、環境教育

のキーワードなのです。

◇日時 3 月 17日出午後 1 時30分

◇会場板倉町中央公民館

◇参加費無料で参加も自由です。

◇問い合わせ 板倉町教育委員会生

涯学習係へ

I T 職業訓練

地域 IT化能力開発支援センター
fl027 (235) 6100 

雇用・能力開発機構群馬センター

では、 IT関連の職業訓練を無料で

実施しています。

◇内容 Windows98による文書作成、

表計算、インターネット検索の基

本操作習得

◇対象者求職者 (IT学習支援は

求職者、在職者等働くかた全て）

◇定員各回20人（先着順受付）毎

週開講

◇開催日時 下記実施施設にお問い

合わせください。

◇場所伊勢崎地域職業訓練センタ

ーfl0270 (23) 6188 桐生地域職

業訓練センター合0277(54) 2101 

花こよみ

はしゅ

3月の播種

ヒナゲシ（開花4月）
ダリア （開花ワ月）
百日草 （開花6月）

など

百
日
草

平成13年 3 月 10 日仕） (20) 
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情

し

輻

町の無料法律相談

日時＝ 4 月 10 日因

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項

対象＝明和町民

担当者＝蓮見弁護士

受付＝ 4 月 1 日から 8 日までに
総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 4 月 12 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 1 1 年 4 月、 12年 4 月、

9 月、 12月生

健 康 相 三火
畝

日時＝ 4 月 3 日（火）

午前 9 時30分～ 10時30分

受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 4 月 16 日国）

午前10時～午後 3 時
場所＝役場会議室

年 金 相 三火
畝

日時＝ 4 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時
場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 4 月 19 日（木）

午前10時～午後 4 時
場所＝館林市役所

今 月 の納税

〉国民年金保険料じ水道料金
納期限＝ 3 月 30 日圏

暮らしに役立つ
食品衛生情報を提供
i~ i\if~ 9 19』 1l"'’り-合rこ，·fr,:『子rf,9しill"[I甘

館林保健福祉事務所
合 (72)3230

県では、食品の安全や食中毒発生

予防に関する情報を県民のかたが
365 日・ 24時間いつでも FAX を利

用して取り出せる「食品衛生情報FA

X掲示板事業」を今年 1 月から実施し
ています。ぜひ、ご利用ください。

◇食品衛生情報の取り出し方

①プッシュホン電話付きのファクス
が必要となります。 ｷ̀ 

②受話器を上げて、次の FAX番号
をプッシュしてください。

FAX番号 027(220)1961 ・ 1962

あとは、流れてくる音声案内に従

って操作するだけですから、初め

てのかたでも安心です。

• 1 枚につき地域差もありますが、

約 2 分でお手元に届きます。

・通話料金は、利用者の負担となり

ます。

・情報の総合メニューは「 0 0 0 1# 」

で入手できます。

◇問い合わせ 県庁衛生食品課食品

衛生係合027-226-2652ヘ

無料歯科相

「川俣事件から田中正造
の直訴百年へ」講演会

"'— ーーヤ吋

郷土史研究会（町文化協会登録団体）
合 (84)3282

郷土史研究会では「川俣事件から

田中正造の直訴百年へ」をテーマに

講演会を行います。

◇日時 3 月 27 日因午後 1 時30分

◇会場 ふるさと産業文化館研修室

◇講師布川了先生

◇参加費無料
◇参加者数 60人（定員）
◇問い合わせ 郷土史研究会会長

島田親司宅へ

（社）館林邑楽歯科医師会
ff (73) 8818 

◇日時 4月 15 日（日） 午前9時～ 11時

30分（毎月第3 日曜日）
◇場所館林邑楽歯科医師会館（館

林市仲町5-25)

◇内容歯に関することなら、どん

なことでも結構です。

県立太田産業技術
専門校生徒募集

℃↑9ヤ。 4"9、9"‘ l 蘭＇l i' ,.rふ1r ll199 0否衣や1上ゃ追踪ら応合寸`9, ~1 1 99, III I hl'l1]IIII999伽lり 11"’

県立太田産業技術専門校
合 (31)1776

◇募集科目・定員造園科12人

◇訓練期間 5 月 10 日（木）から 11 月 9

日金）

◇対象者技能を身につけ就職を希

望するかたならどなたでも（学

歴・年齢・性別問わず）

◇受付締切 4 月 13 日倫）

◇選考日 4 月 20 日漁）

◇選考場所太田産業技術専門校

◇選老万法筆記試験（国語・数学）、

作文、面接

◇提出書類入校願書

◇在学中の費用授業料は無料

（ただし、教科書・実習服などは

自己負担 25,000円）

親と子のつどい
「新緑の中で」

｀虹｀し99•H9¥ l「-でヤ↓心「琴平

県立東毛少年自然の家
ft0277 (78) 5666 

◇日時 5月 3 日（木）～4 日倫） 1 泊 2 日

◇会場 東毛少年自然の家とその周

辺（藪塚本町）

◇対象小学校、中学校、特殊教育

諸学校の児童生徒とその保護者

◇定員 100人（先着順）

◇参加費 2,600円

◇申し込み・問い合わせ 3月 15 日

（木）から 4 月 20 日倫）までに、電話で

郵便番号、住所、氏名、性別、学

年、電話番号を東毛少年自然の家

にお知らせください。

ソーラージステムに
関する無料相談

（社）ソーラーシステム振興協会
fl03 (3593) 3636 

（柏ソーラーシステム振興協会で

は、ソーラーシステム・太陽熱温水

器等の購入やアフターサービス、取

付後のクレーム問題などに関する相

談を受け付けています。相談は無料

です。お気軽にご利用ください。

◇相談日 毎週月～金曜日（祝日を

除く）

◇時間午前 9 時～午後 5 時

◇相談電話番号 ソーラーシステム

相談センター・埼玉fl0120(890) 
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※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。
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